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表紙

陽発電及び風力発電

いわゆる自然エネルギーには各種あるが,表紙は太陽と風を利用し

た太陽光発電と風力発電の開発品をレイアウトしたものである。

左下の正方形わく(枠)の組合せは,集光形GaAS太陽電池(本文

P.8参照)である。 1つの正方形は,28×28伽のプラスチックフレ

ネルレンズであり,これによって太陽光を125倍に集光し,焦点に

2 × 2師のGaAS素子を配置してある。素子数180個で出力 lkWを

得ている。

右上は,ダリウス形風力発電装置(本文P.7参照)である。写真

は,回転直径4m,高さ 4mで出力 lkWの装置であり,空気力学的

及ぴ構造力学的に種々工夫をこらしている。このほか5kW級のもの

も開発している。
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最近の三菱照明施設例 (表3)
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九州力(株)玄海原子力発所納め2号625MVA夕ービン発電機

昭和53年12月に工場試男貪を完了し,現在,発電所において順調に試

運車工中である。 2ループ原子カプラント向け夕ービン発電機は,本

機も含め6 台の製作実績がある。

国電力(株)本川発所納め316MVA/320MW,40ⅢPm発電電機

国内最高の揚程(576m)がある本川揚水発電所用の発電電動機が工

場て完成したこの発電電動機は世界でも有数の高速大容機であ

リ,信庫頁性の向上,高効率化には特に配慮がはらわれている

UHV試作変圧器及ひガス絶開閉装試モデルの長課電試験

きたるぺきUHV送電時代に備え,その送変電機器類の開発計画のー

環として,当社赤穂製作所構内で試作変圧器とガス絶縁開閉装置試

験モデルの長期課電試験を行っている

総合計装制御システムプロセスコントローラ MACTUS610

8 ループDDC制御と,3500ステップのシーケンス制御の両機育Eを持

ち,ワンループコントローラ, CRTオヘレータハ才、ル及びデータウ

エイとの接続が容易である

ミュオンチャネル用超 ソレノイド

我が国最ネ刀の本格的実用超電'磁石システムであるミュオンチャネ

ル用超電'ソレノイドを,高工才りレギー物理学研究所内の東京大学

中問子科学実験施設分室に設し,長期問連続磁界発生に成功した
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園

口

サウジアラビア納め立形誘 機

アルジュペイル海水淡水化プラントに据付けられた取水ポンプ用立

形誘電動機群である。上部にキングスベリ形スラスト軸受及び逆

転防止装置を備え,ポンプからのスラスト荷を支えると共に逆回

転を防止する構造になっている。

全自 NC放加工機

自動化が困難とされていた放電加工機に,加工条件自動設定,極

自動交換,高精度位置決めなど種々の機能を付加した全自動NC放電

加工機である。

ンジスタパルスマグ溶接機クリーンマグ

最適な溶接を行うための電流パルス波形,パルス数(周波数)を解

析し,パワートランジスタ,1Cなどを使ってスパッタがほとんど発

生せず安定した溶接品質が得られ,また溶接能率化が図れる半自動

溶接機である。

光ファイパ伝送用部品

光ファイバ伝送に必要な光コネクタ, LDユニット, LEDユニット,

PINPDユニット, APDユニット,光分配器,光スイッチ,光分波器,

光減衰器及び光送受信モジュールなどの光デバイスの製品化開発を

行った。これらの光デバイスは高性能,小形,軽量,高信頼性など

の特長がある。

<MELFAS550ノリーズ>感熱方式GⅢ規格適合超速ファクシミリ

とくMELFAS850 高精度ディジタル中間ファクシミリ

FA550(左)はGⅢ規格に適合し,感熱記録方式を採用した速ファ

クシミリである。 FA850(右)は高像度で中間調の再現がよく,印

鑑,写真,図面などの伝送に適したファクシミリである。

務用固定へッド方式PCM録音再生機

超低ひずみ率,広ダイナミックレンジ,平担な周波数特性など原音

に忠実な録音,再生ができる特長があり,録音スタジオでマスター

テープレコーダとして使用される。(左)X・80A 20hコンソール(中)

X-800 32Chマルチチャネル(右)× 80 20hポータプル

ロサンジェルス・ドジャース球場に設されたくオーロラビジョン

内外で使用できる大形カラー映システムくオーロラビジョン)

を世界でネ刀めて開発し,その 1号機(画面寸法:さ 6m,幅8m)

を昭和55年7月ドジャース球場に納入した。
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オフィスコンピュータ<MELCOM 80> OCR

オフィスコンビュータの使いやすさと, OCRの入力省力化を結合し

た, COBOLでえるOCR付きオフコンとして中小企業から大企業

の部門管理用として幅広く活用ができる。

MELCOM-COSMO>シリーズ/モデル900Ⅱ

論理回路にECL-LS1を使用し,高速バッファメモリ,パイプライ

ン U御なとの方式を採用したくMELCOM-COSM0シリーズ)の

最上位の大形汎用電子計算機である。

8 インチ小形固定ディスク装置M2860

フロツビディスク装置と同じ幅・寸法で,小形ながら21/50MBと大

客量・高速(平均シーク35ms)て.低なため,オフコン,ミニコン.

辺端末機器等に最'な磁気ディスク装置である。

群理エレベーター0Sシステム2100

ホテルセンチユリーハイアットに納入した展望用エレペーター3台

と,乗用エレペーター3 台を最新の群管理OSシステム2100て・1 バン

クとして構成しナこユニークなエレベーターである。

モジユラーエスカレーター

昭和54年4月発表以来,好評を博して広く採用されているモジュラ

ーエスカレーター。写真は(株)三菱銀行本館ヘ納入したものである。

東北・上越新幹線用

大なエレクトロニクス技術を採用し,耐寒耐雪構造やアコモデー

ションに新しい設計をり込んだ200系新幹線電車が雪献験用として

製作された。

高性 Eな近代的路面電車で,8角枠モノモータ及びチョッパ」御方

式を採用している。
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トヒツワス

回

事務所・店舗用エアコン<Mr. SLIM>天吊りPCH3D・B形

大幅な低属董音イヒと 17Cmのうす形イヒを実現し,ニューグリーンサイン

とフィルターアイを採用した天吊り形ヒートボンプ式パッケージエ

アコンである。

リップコンビュータ VELNAS

プッシュポタンの操作によって自動車の瞬時燃費(km/ι)など,ト

ライバーに必要な運転情報が表示される。演算制御の中心にはCMOS

4 ビットマイクロコンビュータ,表示素子には高輝度蛍光表木管

が使われている。

デオプロジェクション L P-530

新しく開発したブラウン管とレンズによって,従来機種に比ベて約

2倍(当社比)の輝度と,より鮮明な画像を実現した

ビデオカセソトレコーダー

2時間,スビードサーチ付きHV 1700形(右)と 2/6時問スヒード

サーチ付きワイヤレスリモコン取付可能のHV 410OEP形(左)

セットアップコンボ

たて形りニアトラッキングプレーヤーを中心に,テープデッキとレ

シーバーを奥行25Cmの薄形にまとめたオーディオシステムセットア

ツプコンポX- 10形。

高級形音声多内カラーテレビ 20CT-B8

高忠実度音響再生と音声出力22Wを実現し,荷脱りモコンNEWテレ

コマンダーを採用している。

スチームオープンレンジ RO-フ700形

レンジ,オーブン,蒸し料理など磁気力ードによるワンタッチ操作

のスチームオープンレンジである。

自然循環形太陽熱温水器

集熱効果のよい集熱板(3 m,)と大容(230ι)の貯湯タンクをも

つた耐久性のある太陽熱温水器MSS-230Aであるそれと給湯機

との宗且合せで太陽熱セントラル給湯システムを成することもでき

る
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巻頭

三菱電機株式会社取締役社長

片山仁八郎

明けましておめでとうございます。

資源,エネルギー等の多くの制約問題が生ずると予測される21世紀ヘ向っての80年代は,資源の少ない日本忙

とって特に科学技術立国の必要性が浩K,"自主技術確立"の時代巴言われて仏ます。

国の政策としても新工才ソレギー,石油代替エネルギー,省エネルギー等の将来のエネルギー構造の変革を考え

た長期技術開発をスタートさせた一方,科学技術庁や通商産業省は独創的な技術開発力を確立するための新政策

を積極的忙検討しております。

最近の技術開発は,広範囲にわたる多くの技術を総合したシステム絡みの開発が増加し,大形化してきており

ます。とのため,これに必要な個々の技術や製品の開発k努力して仏主すが,将来の経済社会の二ーズを考え主

すと,更忙新し込技術を開発し実用化するととが重要です。

当社は,総合電機メーカーとして自主技術の蓄積を図り,その技術をもって社会に貢献して行きたいと常日頃

努力しております。

昭和55年は,エネルギー関連で燃料電池による発電システム,ダリウス形風力発電システム,高効率 GaAS

太陽電池による集光形発電パネル等の新エネルギーの開発に取組み,成果を挙げつつあります。また,従来から

開発を進めてきました超電導技術を活用して超電導調相機及び核融合や素粒子実験用の超電導磁石の開発を進め

ています。更に, UHV送電時代忙備えて送変電機器にたいする技術開発の成果の検証を着実に進めて込ます。

省工才ソレギーについては,電鉄をはじめとして船舶,エレベーター,冷梨い空調機器,汎用電機品,照明,家

電品忙至るまできめ細い努力を続けておりますが,昭和聞年も多くの省エネルギー機器を製品化してきました。

一方,広φ分野での製品やシステムにおいて省エネルギーの一端を担うエレクトロニクス化が急速に進んでい

ますが,当社も16ビットマイクロプロセッサや8 ビットワンチップマイクロコンビュータ等の集積回路及び大容

量の電力用半導体素子を開発し,これらの需要にこたえる体制を固めております。また,工業用コソピュータの

強化も含め,とれらを駆使することによって広仏産業分野の計装制御システムや監視制御システムを納入してき

ました。

とのよう忙,未来ヘの新技術開発を踏まえながら,当面の技術課題にもたゆまぬ努力を続けておりますが,大

形のプロジェクト開発については社内の総力を結集した組織をつくり,強力に推進することにしています。な

お,将来のきたるべき時代の変革とその要請を広込視野と適切な判断で見極めながら,更に活力ある技術開発力

を育てて行きた込と願っております。

昭和56年を迎え,なお一層皆様の御期待忙こたえるよう努力いたしたいと決意を新たにしております。
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1.る升究

昭和55年の我が国産業界における研究開発関連ヘの設備

投資は,省エネ・合理化と並んで前年比で大きな伸びを示

した。ここに,80年代を迎えて技術開発にかける各社の期

待がうかがわれる。エネルギー問題を始めとして,社会シ

ステムへのエレクトロニクスの浸透,ライフサイエンスに

対する関心の高まりなど,技術開発を促す要因は多い。と

くに我が国の場合,昨今の国際情勢もからんで,白主技術

の確立が急がれている。限られた経営資源の下で,いかに

先行的な研究開発を進め製品競争力を高めて行くかが,企

業戦略上,一層重要な課題となってきた。

このような状況下にあって,当社は開発本部が中心とな

リ,エネルギー関連及び電子化製品開発,更に将来の新製

晶のための基礎技術開発と事業化を積極的に進める一方,

LS1研究所,電子商品研究所の設立など,研究開発体制を

一段と強化した。

以下は,昭和55年の当社の主な研究成果である。

(1)エネルギー関連では,新工才ソレギーの開発が力Π速さ

れた。将来の分散形電源として注目される燃料電池につい

ては,50OW級発電システムを完成し,運転を開始した。

引き続き大出力化ヘの展開を期している。風力発電につい

ては,高性能化の研究を進めており,5kW級ダリウス形

風力発電システムを開発した。太陽工才ソレギー利用の面で

は,高効率GOA.太陽電池を用いたlkW級集光形発電パ

ネルを試作し所期の性能を得ている。一方,超電導を口ー

夕に適用した 30MVA超電導調相機は,Nb.sn超電導線,

チタン軸などの新技術を織り込み,回転子単体での巻線特

性試験に成功した。

(2)情報・電子機器関連では,光通信用光源として数十

kmの無中継伝送を可能にする lnGaA.P 長波長レーザ,

放送番組取材用の超小形固定へッド方式ポータブルVTR,

高速FFT プロセッサ,高感度で複数弁別できる赤外線追

尾装置など,当社の豊富な電子技術を結集して開発を進め

た。

(3)産業用機器関連では,溶接・加工技術の分野を中心

に顕著な成果をあげた。 1つは 5kW級CO.レーザ装置

の開発であり,我が国初の安定な5kW連続出力を実現す

ることにより,レーザ加工技術の高性能化に新しい展望を

与えた。またアーク溶接機の理想とされるスパッタの出な

い"トランジスタ,しレスマグ溶接機"の開発に成功した。

溶接ロボットへのとう(搭)載が期待されている。

(4)生産技術面では,電線端末処理・結束のためのワイ

ヤハーネスシステム,きょう(筐)体やエレベーターパネル

組立のための常温短時間接着技術,などを開発し,更に機

器分析の援用によるLS1開発の高効率化を図るなど,各分

野で生産性向上のためのたゆまない努力を続けている。

(5)材料面では,電波望遠鏡用大形パラボラアソテナ

(直径45m)の反射面として開発された CFRP サンドイ

ツチ板が注目される。との外,紫外光硬化ワニス,耐熱不

燃性の無機質積層板,定期券発行機用の高速感熱転写記録

材料, VHF帯用Li系複合フェライトなど,当社製品の

付加価値を高める材料の開発を進めた。

なお原子力,半導体素子・集積回路,家電関連機器など,

製作所と一体となって開発してきた屯のは,研究篇以外の

各篇に収録した。
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.りん酸形燃料電池発電システム

燃料電池は高い変換効率を持ち部分負荷特性が優れており,騒音,

大気汚染が少ないので,分散形発電システ△や地域発電用に適してい

る0 燃料電池は,電解質によって幾つかのタイづ忙分かれるが,現

在,最も実用に近仏と老えられているのは,りん酸を電解質とする

燃料電池である。との場合,燃料は水素であり,とれを天然ガスや

ナフサなどの炭化水素から生成するのが普通である。

とのほど,当社では,交流出力 50OWのりん酸形燃料電池発電

システムを製作し,電力用電源としての検討を開始した。との発電シス

テムは,天然ガスを水蒸気改質し水素を生成する燃料改質装置,と

の水素と空気とを反応させて直流電力に変換する燃料電池モジュー

ル,直流を交流に変換する直交変換装置から成る。燃料改質装置の

反応温度は800゜C,燃料電池モジュールの動作温度はHO゜Cである。

システム運転の結果,改質ガス中の水素の成分比として,80%が得

られ,燃料電池本体の直流出力は60OWであり,燃料電池におけ

る変換効率は50%,直交変換装置の変換効率83%が得られた。今

後,模擬系統に接続しての系統試験や寿命,信頼性試験など,実用

化のための研究開発を進める予定である。

.風力発電装置

新1ネルギー技術開発の一環として,風向追従機構の不必要な垂直軸

風カタービンを用いた風力発電装置の研究開発を行っている。風カエ

ネルギーは問欠的で低密度とⅥう性質を持つ反面,時として台風のよ

うな強大な 1ネルギーとなるため,利用しにくいエネルギー源の 1つと

見なされている。とれらの欠点を克服し,風カエネルギー利用技術を

実用化するため,当社では風カターピンの空気力学的性能,構造強度

及び有効なエネルギー変換システムの研究に力を注いできた。

昭和54年には,写真に示すような lkW級のダリウス形風力発電

装置を開発し,建物内の照明器具及び給湯器の補助電源として東京

海上火災保険(株)高崎支社に納入した。との風カタービンは回転直径

4m,高さ 4mで,過回転防止用のスボイラを装治した2枚のA1製

づレードをもっている。この装置は多重づレーキ機構と堅ろうな支持構

造を備え,信頼性の高い設計となっており,現在にいたるまで正常

にか(稼)働している。

昭和砧年は,この経験をもとに 5kW級のダリウス形風力発電装

置(タービン回転直径8m,高さ 8m)を開発し,高効率化と用途の

.30MVA超電導同期調相機

昭和52年から5年計画で通商産業省の重要技術研究開発費の補助

金の交付を受け,30MVA超電導同期調相機の研究試作(富士電機

製造(株)と共同)を進めているが,超電導界磁巻線の製作が完了し

回転子単体での巻線特性試験が成功り(ネ脚に終わった。

との試作機は容量が30MVAで,回転子の主要諸元は

外径寸法 726mm2極回転数 3,600ゆm

重量 4,oookg軸受問距籬 3,290mm

て、ある。

界磁巻線には, Nb3Sn超電導線と NbTi超電導線のハイづり,,ド方

式とスロ,,トゥエ.,ジ,りテーニングリングによる堅固な固定方式を採用して

仏る。

N、.sn超電導線は,今回特に開発した化合物系超電導線で,当社

独自の内部拡散法により製作した。との線は1.6×3.2mmのく(姻

形断面の銅の中に,直径 2.7μm の Nb.snフィラメント30,000 本と Sn
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拡大を図った。現在は,エ

ネjレギー貯蔵をも含めた風力

エネルギー利用のトータルシステ

ムの開発を推進している。
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燃料電池発電システム

羽」」1""Ⅱ"ι1ⅡⅡⅡ1Ⅱ,11"11Ⅱ"j「""111,Ⅱ11Ⅱ訂11」1"11ⅡⅡU"1ιⅡ1"fⅡ11ⅡⅡlfⅡfⅡιU訂",Ⅱ1""11"1「111111"""""""Ⅱ""11"Ⅱ1」11ⅡⅡⅡ'1Ⅱ11Ⅱ111111U"」,11訂Ⅱ1]"町11ⅡⅡ訂11Ⅱ1」」1Ⅱ"「111」1"""""'tl」Ⅱ111」ιⅡ」111計1111Ⅱ"11111Ⅱ"1111Ⅱ11111「Ⅱ""ιⅡ1」""Ⅱ'1ⅡⅡ」1Ⅱ""1Ⅱ1ⅡⅡ11」1」1訂Ⅱ11」1闘

1 研 プL

拡散防止のための隔壁材を埋設している。

また,軸には極低温下で高強度,高じん(靱)性であるとと,軽量,

耐しょく(蝕)性がすぐれてφるととなどの特長を持つチタン材を採

用し,チタン軸における溶接・組立・検査等の基礎技術の開発をも完

了した。

以上の30MVA 機の研究試作により,超電導同期調相機の実用

化ヘ更に一歩,前進した。

、,
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ダリウス形 lkW風力発電装置
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.蓄熱式空調装置

蓄熱式空調装置は,冷熱あるいは温熱の蓄えられる蓄熱器が空調機

に付属した装置である。冷暖房負荷のビーク時にとの蓄熱器からの

放熱と空調機による冷暖房を同時に行うととにより空調機容量の小

形化が図れ,また夏期電力需要のビーク時に蓄熱器単独で冷房を行

らときは,電力需要の平滑化が図れる。しかし,夏期の冷熱蓄熱を

目的巴した潜熱利用蓄熱材を内蔵する蓄熱器では,温熱を蓄えるに

は容量不足であり,冬期には使用されていなかった。との研究では,

蓄熱器の利用温度レベル及び熱量レベルを夏冬通して共通化し,夏期

には冷熱の蓄熱用に,冬期にはヒートポンづの熱源用忙蓄熱器を用い

るととにより装置の利用率向上を図っている。

試作した 3馬力のヒートボンづ式パヅケージェアコンは,昭和54年12月

から実用試験を継続しており,所期の目標を達成した成果が得られ

ている。試作機の主な仕様は次のとおりである。

(1)夏期は,約1.5時問圧縮機を停止し,蓄熱器による冷房運転,

冬期、約1,5時間蓄熱器を熱源とした暖房運転が可能である。

(2)冬期は,蓄熱噐と外気の温度検知により熱源を選択できる。

(3)蓄冷は,夜問の圧縮機運転により,冬期蓄熱は空調室の夜問

.集光形GaAS太陽電池

ひ(磁)化ガリウム(GOA.)太陽電池は,現存するいかなる太陽電池よ

りも高効率で,かつ200゜Cまでの高温まで特性変化が小さいという

特長がある。高倍率の集光システムは,高温中で光照射による特性測

定が可能なことと,紫外線劣化などの光化学変化に対する加速試験

法として最適であるなざのために,太陽電池の信頼性試験法として

優れて仏る。

づラスチ,クフレネルレンズを用いて太陽光を 125 倍に集光した,最大

出力 lkWの発電能力をもつ集光形GaAS 発電パネjレを試作した。

集光形GaAS太陽電池は,当社独自の液相成長技術により大口径

ウェーハを数10枚同時処理して作成した P-GOAIAS/PGaA./'n-

GaASへテロフェイス構造であり,素子の大きさは 2CmX 2Cmて・ある。

28CmX28Cmの正方形フレネルレンズにより 125倍集光したとき,1

素子九ら最大出力9.1W,変換効率22.6%が得られた。基板温度は

125倍集光時に 125゜Cとなったが,まだ高い効率を維持してぃる。

.光通信用 lnGaASP長波長レーザ

従来の半遵体レーザの発振波長は,およそ 0.85μm であったが,光

通信の伝送媒体である光ファイパの損失は伝送される光の波長が長く

なるに従い減少し,1.3μm付近で極小値をとる。このため発振波長

1.3μm の lnGaA.Pレーザを用いれぱ,従来の光源を用仏た場合と比

べて10倍近い数十kmの無中継伝送が可能となる。

四元の材料であるlnGaA詔は,その構成元素の割合によって放

出する光の波長や結晶の格子定数が変化する。レーザに用いる良質な

結晶は,基板として使用するlnPに完全に格子定数が一致してぃな

くてはならない。とのような良質の結晶を得る液相1ビタキシャル成長

技術の開発,素子製作の各種づロセス技術の開発,新材料に適した新

たなレーザ構造であるBU亘edcTe託e址構造の開発などによってとの

波長帯域のレーザを実現した。

Burled cte即entレーザは,断面が三日月形をした lnGaASP の活

性領域を lnP 中に埋込んだ構造をしており,光と注入キャリャを数

μm幅の狭い活性領域に効果的に閉じ込めることができる。このた

め 30mA程度のきわめて低いしきい値電流が得られる。また,活

"1Ⅱ"11Ⅱ1Ⅱ111,Ⅱ1ⅡⅡⅡ"11ⅡⅡ"Ⅱ1111Ⅱlf1Ⅱf"ⅡⅡ111Ⅱ11,1"町""""11Ⅱι1Ⅱ1Ⅱ1"1Ⅱ1"1f""Ⅱ111,Ⅱlf"ⅡⅡ1Ⅱ1Ⅱ11"耻1ⅢⅡ11f"ⅡⅡf11fⅡ1ⅡⅡ「"1Ⅱ1111tⅡ11Ⅱ1」11Ⅱ"11"""Ⅱ"1Ⅱ「11」,"」11111Ⅱ""Ⅱ"1fⅡⅡⅡ11「11訂Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ11"1」11ⅡⅡ""Ⅱ11111Ⅱ111"]「111Ⅱ」"計1Ⅱf"1111"""11"ⅡⅡ"1ⅡⅡ111町Ⅱ""Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅡ11Ⅱ"t111Ⅱ"1'UⅡ"11訂ⅡⅡⅡ

時の熱回収などにより行う。

なお,との研究は関西電力(株)との共同研究による、のである。

ー゛ハ、〒、'、,上 3 Jy ,γ'^'工ι J、

瓢建、瓢・・・ゞ'>ーー 1 ・゛一戸゛',=、,ー.,
ノノ、、,^,、J゛ノイゞ゛玉,、、゛1玉.ノ

修璽語'1,j,ーニ.、、,fl"1"ニ、,'1^、^

訂訂"f1訂Ⅱ1ιιⅡ「H計」証t1詩t1訂"""Ⅱ訂1Ⅱ1111」ΠⅡⅡ計1Ⅱ1ⅡⅡ訂Ⅱ"11Ⅱ訂ⅡⅡ""1」訂Ⅱ""""Ⅱ"Ⅲ1Ⅱ"Ⅱ肌Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅡ11Ⅱ"」111"」」ι1」1Ⅱ"ⅡⅡ1Ⅱ,ⅡⅡ1Ⅱι1"1"""Ⅱ1Ⅱ11」訂1ⅡιⅢ1ⅡⅢ1ⅢⅢ肌ⅡⅡ1ⅡιⅡ計11町Ⅱ1111ⅡⅡ"11訂11Ⅱ11訂Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅡιⅡⅡ1Ⅲ1」Ⅱ""計1Ⅲ""""1「11"Ⅱ1Ⅱ1Ⅱlr111111"Ⅱι1Ⅱ""Ⅱ"」11Ⅲ"Ⅱ"11Ⅱ

師^.ー"ーー..^壯一ー

一.

との素子180個を,1,8mX4.5m のパネル 2枚に組込み,赤道儀式

2軸追尾装置2基に搭載し最大出力 lkWを得た。平均変換効率

として約15%が得られている。 GaAS は,ハ'ンドギャ,,づが Si より大

きいため125倍集光で、強制冷却をするこ巴なく高い効率を維持で

きるととが確認できた。

実用試験中の室外機と蓄熱器

」ー」^'^.早'、士岡^、コ.白.ー

'此一^

"ム^"^゛^

111」1Ⅱ」ι"」11」ι1"Ⅱ"ⅡⅡ1ιⅡ"1Ⅱ1ι11訂ⅡⅡ1Ⅱ1""Ⅱ11ιι11"11ⅡⅡ11"Ⅱ1」1Ⅱ"""】「ⅡU町Ⅱ1」「Ⅱ訂Ⅱ計ⅡⅡ'Ⅱ1ⅡⅡ11肌ⅡⅡⅡ11Ⅱ"Ⅱ11Ⅱ訂ⅡⅡ11Ⅱ町11ιⅡ"ⅡⅡ計11"1,"11Ⅱ1111」"ⅡⅡⅡ訂11Ⅱ"町Ⅱl「Ⅱ11計Ⅱ11訂"」 1叫 1

参
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性領域が屈折率導波路を形成するので発振モードの制御性に優れて

おり,基本横モード,単一縦モードで発振する素子が得られてぃる。

"『,『
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.ロゼットスキャン赤外線検知装置

物体から放射される赤外線を受光して物体を検知する赤外線検知装

置は,電波を用φたものとは異なり,パ,ルづ方式であるととに大き

な特長がある。とのような装置は,物体の位置情報を得るために従

来からレティクルを用いており,当社においても回転レティクル方式や

固定レティクルカ式の装置を今までに開発してきた。

今回,とのような赤外線検知装置の検知感度を更忙向上させるた

め,従来のレティク}レ方式とは異なるロゼットスキャン方式による装置を

新たに開発した。ロゼ,"スキャン赤外線検知装置は,レティクル方式に比

較して回転駆動機構を1つ付加するとと1てよって視野を花びら状に

走査し,物体の検知を行うものである。この結果光学部品数が減り,

検出器サイズも小さくなるため装置は高感度となるぱかりでなく,

複雑な形状の物体、検知するととができる。試作した装置は 5μm

帯に感度を持ち,0ゼヅトスキャンを実現するための光学系として新し

く開発した独特のウェッジ形の光学系を用いている。装置の性能評価

によって高感度な性能を確認するとともに,写真忙示すようにディ

.人工衛星の磁気軸受支持フライホイール

航空宇宙技郁而f究所と当社は,人工衛星の磁気岫受フライホイールの

共同研究にお゛て,6,55kg の口ータを完全ヲF接触て、8,50orpm まで

安定回転させるととに成功した。これにより,国産品では最高速を

記録し,10,000印m以上の磁気側皮フライホイールの実用化K明るい見

通しを得た。

人工衛星には姿勢制御用アクチュエータとしてフライホイールが用いら

れるが,近年,衛星の長寿兪化,姿勢制御の高精度化,軸受部の信

頼性向上などを可能にする宇宙用軸受として,磁気軸受が注目され

るようになった。とれは磁気軸受の摩擦トルクが著しく低くその変

動も小さいとと,及び接触部分がなく潤滑剤が不要であるとと,な

どの利点による、のである。

上記共同研究では,人工衛星搭械用フライホイールとして大形高速回

転用モーメンタムホイール K浩習L,その大形化,高速回転忙科巧磁気軸

受の問題点などを検討する目的から,実機に近いサイズのものを試

作した。磁気刺侵方式忙は種々の提案がなされているが,との試作

機では軸方向制御,半径方向受動安定,4ギャ,,づ式 3ルーづ磁気回

路を採用した。写真はとの試作機の外観を示し,全高40omm, 口一

.固定へッド方式小形VTR

放送局の報道取材用として,現用の 16ジ功メラや3ルインチ小形

VTRに代る小形軽量で画質の良いVTRの開発が望まれている。

これにこたえて当社は, NHK総合技術研究所の指導により立石

電機(株),富士写真フィjレム(株)と共同で放送用超小形VTR の試作

を打った。

とのVTR は固定へりド方式で小形テーづパッケーづを用いており,寸

法174×100×228mm,重昂β.1田屯と従来よりも格段に小形・軽量

となっている。

収録時問は 1パヅケージ Kつき 2分で,収録時忙 1素材 1パッケージ

の形をとることによ畷河集の能率向上が期待できる。また放送用の

高画質を得るために信号処理にアナログマルチチャンネル(AMC)方式を

採用し,映像信号を 5チャンネル忙分割してマルチトラ,,クヘ,,ドでテーづ

に記録することにより解像度330本以上,運度信号SIN比50.5dB,

色信号SIN比(振幅成分) 53.4dB,同 q立相成分) 42dB という性

能が得られた。

,E111,11ⅡⅡⅡⅡ"昨"ⅡⅡ'1"1Ⅱι",「」1'Ⅱι1Ⅱ「.」11」11」1ⅡU"111111"11"""」1Ⅱ"1」,11「ⅡⅡ'1Ⅱ11"ⅡⅡ11Ⅱ1」11ⅡⅡι1Ⅱ"Ⅱ肌Ⅱ11"」ι11""ⅡⅡ計Ⅱ1」」ι""1'"」'ι1」1Ⅱ1',1ⅡⅡ」1UHⅡ1」Ⅱ」1"ⅡⅡ"""」1」1ⅡⅡ"ι1Ⅱ1」1"1"Ⅱ"""11Ⅱ畦Ⅱι111Ⅱ1」ⅡⅡ"""肌Ⅱ1」"Ⅱ11"11ι1Ⅱ111ιⅡ"11肌Ⅱ"Ⅱ

スづレイ上に物体を表示し,複数の物体の弁別ができるととを示Lた。

との結果,ロゼットスキャン赤外線検知装置は従来にない機能を有し,

検知装置として有効であるととが明らかICなった。

」"」1""肌1」"非ⅡⅡⅡ訂」1"ι111」1"1""11,11」11""」111」1Ⅱ"訂Ⅱ」1」1Ⅱ」1訂1ι1」11Ⅱ1」"1111」ⅡⅡ1」1Ⅱ11ⅡⅡ1Ⅱ」11111"訂11ⅡⅡ"」Ⅱ」"」111"」11111Ⅱ11,111「ⅡⅡⅡ11」1""ⅡⅡ111「ⅡⅡ"ι11nl"」ι"Ⅱ""111」】ι1,11ι1"'11「皿11U"""Ⅱ"訂Ⅱ」ι"Ⅱ」ιⅡ」11Ⅱ"Ⅱ"'11Ⅱ11tl

3本指の赤外撮像画像(白線消去部)とロゼットパターン(白線部)

夕外径2釦mm である。回転試験の結果,コニカル及びシリンー功ール

モードの危険速度を通過し,8,50orpm,角運動量30N・m・.までの

非接触回転が容易であるととを確認した。

"""11"1111"Ⅱ"111"111]"1,1111"11」1"11肌11EI"11,1Ⅱ11"Ⅱ11Ⅱ"町Ⅱ"Ⅱ""1111ιⅡⅡⅡl「l」ι1Ⅱ訂」1Ⅱ」1"11""11""「」11"1」Ⅱ1'1」11Ⅱ"Ⅱ11Ⅱ1」r"1」""11Ⅱ1111"」ⅡⅡ」1」1""」1"吐」11」"11Ⅱ1Ⅱ」」訂ⅡⅡ"Ⅱ1」'"非"1」」1」」1」"11"1」"訂」1ⅡUⅡ"1訂111ιⅡ'11,1ⅡⅡ,111Ⅱ1」1」計Ⅱιι111」1訂11ⅡⅡ訂Ⅱ"11Ⅱ"Ⅱ訂Ⅱ11」1」11Ⅱ訂刃
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この開発で,これまで固定ヘ,外方式VTRでは困難とされてい

た高品位画質の記録再生を実現し,この技術の応用展開の可能性を

確認Lた。

磁気判皮支持のモーメンタムホイール試作機
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.高速FFT プロセッサ

最近,各種の信号処理の分野において,高速性の要求にこたえるた

め,専用の信号処理装置の開発が進められている。当社においても,

ディジタル信号処理装置用の高速フーリェ変換器(FFTづロセヅサ)を開

発試作した。

このFFTづロセッサは,標本点数が可変(2.~210)であるという特

長を持ち,最大1,024点の時問軸データ(実部12ビリト,虚部12ピヅト,

計24ビリト複素語/1標本点)を2ミリ秒以下で実時問処理し,同一

点数の周波数軸手一夕に変換する。

内部構成は,制御部・記憶部・i寅算部からなっている。制御部は,

単一変換機能・高速性という点から,ワイヤード0りツクブ武をとってい

る。記憶部は,実時問処理を実現するための 2づ0,,クの入カバッフ

アメモリ,2づ口,,クの出カバッファメモリ,パイづライン演算忙整合させるた

めの 2 づ口,,クの演算メモリ,計6 づ0りク(1,024語/ 1づロック)のメモ

りから構成している。演算部は,フーリェ変換の核演算を高速に行え

るように,パイづラインニぢ式をとっている。ハードゥエアは,230×130mm

の基板10枚からなり,一部に 6層基板も用いている。フーリェ変換

1"'1ⅡⅡ訂,1UⅡ11Ⅱιfj"ⅡⅡ11Ⅱ「Ⅱ"訂ⅡⅡ"Ⅱ1Ⅱ1町""ι1」1"11Ⅱ1,"1ι1111」11」"1」計Ⅱ"1ιⅡ"""""1「Ⅱ""Ⅱ11Ⅱ肌Ⅱ"計11Ⅱ1Ⅱtn訂ⅡⅡιⅡⅡU町ⅡⅡ,ⅡⅡⅡ肌Ⅱ計11ⅡU訂"1」"ⅡIU1111ⅡⅡⅡ11Ⅱ"1111"ⅡⅡ11町Ⅱ"」111"""Ⅱ肌U11"Ⅱ""1ιⅡ"1U11Ⅱ.1111」Ⅱ」計Ⅱ」Ⅱι1"「j"Ⅱι1"'1"11111Ⅱ"11」1「」計11ⅡU肌11"「」酢11計"Ⅱ""Ⅱ"11U

.機器分析の援用によるLS1開発の高効率化

現在の電子産業の急激な進歩は,新しいLS1の開発によってささえ

られていると言っても過言でない。とのような時代の要請にこたえ

て,高性能でかつ高信頼性のLS1を次太忙開発してゆくためには,

素子開発の手法そのもの、大幅な高効率化を図る必要がある。その

1つの方向として,近年めぎましい発展を遂げつつぁる各種機器分

析の持つ高度の分析能力を, LS1づロセス開発に全面的に援用してゆ

くととがあげられる。すなわち, LS1の開発では先端的技術を適用

ナるための宿命として,多分に試行錯誤的手法が含まれる。そとで,

各種分析機器を用いて,1回の試行からフィードバ.,クする情報をより

的確なものとすれぱ,開発に必要な試行回数を大幅に減らすととが

所要時問は,記憶部に使用したRAMのアクセス時問,と標本点数

2"とによって定まっており,(n ・ 2゜+5)・,て、ある。

今後,軽量化,耐環境性能の向上等を図り実用化の予定である。

、

、
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可能になる。

図は,上記概念に基づいてシステム化した当社LS1開発のための

フィードバ,,クルーづである。 LS1素子開発で発生する問題点は,大別し

て4つのグルーづ,すなわち,(1)微細加工,(2)極徴量不純物制御,

(3)結晶欠陥制御,(4)薄膜界面,表面の物性制御,忙分類される。

とのそれぞれに対して,図忙示した各種分析機器を用いた解析を加

えて,的確な原因究明と対策の方向をうち出し,次の試行にフィード

パックする。このようなシステ△の採用で,開発期間を大幅に短縮す

ると同時に,づロセス全体を細部にわたって的確には(把)握しながら

開発が進むため,信頼性の向上にも役立っている。

、、

.エッチンク条件の変更

.写真製版条件の改良

.薄膜材質の変更

.写真製版材料の変更

.作業環境.作業方法の検討

高速FFfづロセッサ

ン

フィードバック

走査形電子顕倣鏡

透過形電子顕微鏡

画像自動解析装置

微細加工に関する問題

結晶性に関する問題

・使用材村の変更

・使用枋料の純化

.作樂方法の変更

.クリーニング方法の改良

・作業環境の検討

電子スピン共鳴分析奘置

ウェーハライフタイム評価装置

電子線回折装置
走査形電子顕微鏡

瓣泉回折装置

透過形電子顕微鏡

10

LS1素子開発ライン

イオンマイクロアナライザ

X線マイクロアナライザ
螢光X線分析装置

発光分光分析装置

原子吸光光度計

赤外分光光度計
ガスクロマトクラフ

不純物に関する問題

・熱処理条件の変更

.イオン注入条件の変更

・イ吏用材料の変更

.結晶欠陥ゲッタリングエ程の改良

薄膜界面_表面に関する問顎

透過形電子顕微鏡

走査形電子顕鐵鏡

イオンマイクロアナライザ

LS1開発のためのフィードバリクルーづ

X線光電子分光分析奘置(ESCA)
走査形オージェ分光分析装置

・コ専1莫升3成条イ牛の堕'更

.表面クリーニング法の変更
・新しい層構造の遵入

・歎処理条件の変更

・使用材料の変更

高性能・高信京頁姓

LS1の早期開発
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.縮小投影転写技術

LS1のパターンの徹細化は,最も先端的製品である RAM に集約さ

れ,現在,成熟期にある 16KダイナミックRAM の最小バターン寸法

が 5μm レベル,量産化されつつぁる 64KダイナミックRAM が 3μmレ

ベル,開発がスタートしている 256KダイナミックRAMが2μm レベル,

と急速に進んで仇る。従来からの等倍投影転写技術は,表に示すよ

うに 3μm で限界にきている。

これに対し10倍の原図をレンズ光学系で縮小投影し,直接ウェーハ

上ヘ1~数チガ単位でスデガアンドリビートして転写する UI0縮小

投影転写技術を開発し,デバイスへの適用を図った。

写真はこの技術を使って試作した 2μmレベルRAMの SEM写真

である。この技術は今後の超LS1の基本技術となるものである。

1」Ⅱ」1"""""Ⅱ1」"Ⅱ1Ⅱ「1Ⅱ11ⅡⅡ1Ⅱ111"」1計ⅡⅡ"髄""1Ⅱ1""ⅡⅡⅡⅡ肌Ⅱln1ⅡⅡ1111ⅡⅡ"」111耻ⅡⅡⅡ",rⅡ"11ⅡⅡ鮓""""ιⅡ,U"1」ⅡⅡ町引ⅡⅡ"ⅡⅡ"1.Ⅱ11"1」"Ⅱ11町ⅡⅡ1"1訂ⅡⅡ1111""」」"Ⅱ"Ⅱ11町開Ⅱ"1ⅡtNⅡ" 1 Ⅱ 1 」Ⅱ"'1Ⅱ"ⅡⅡ",1t "Ⅱ11"1"」

. PID コントロールパラメータの自動チューニング

最近のマイクロづロセッサの普及は,計装制御の分野にも大きな影瓣を

与え,従来のアナログ計装に代って機能分散方式による DDC(Dited

Dig北al contr01)システムが脚光を浴びるに至った。しかし,古典制

御理論から現代制御理論ヘと飛躍的に進歩し,体系化されてきた制

御理論の立場からみると,マイクロづロセヅサの応用面にはまだまだ大き

な発展の余地を残している。

今回,その 1例として当社では PID(比例積分微分)フィードバックコン

トローラの制御パラメータの自動チューニング法を開発した。これはDDC

の制御性能を向上させる1つの方法であって,制御対象のづロセスの

特性の変化に対し,従来アナログ調節計では人問が遂次手動で再設定

ν10縮小投影転写技術と従来技術との比較

解 像 力

最小デノCイスパターン寸法

届問の重ね合わせ精廐

転写可能ウェーノ、サイズ

ν10縮小投影転写技術

用

】.25 μ1れ

2 μm レペノし

士0.6 μm

最大 5"φ

光

ス

11

方

ν10 綿小レソズ

10倍のレテ'クル

ステププフγドリピート方式

従

2 μ工n

3 μ工n レベノレ

土1.0 μm

最大4リφ

来技術

^

"11"""肌111111""UⅡ"Ⅱ11""1,"肌」,Ⅱ肌1」耻ⅡⅡⅡ"""Ⅱ"1「"11't11」1Ⅱ11Ⅱ111111"ⅡⅡ11"11Ⅱ111111肌1111Ⅱ1」ⅡⅡⅡ1111"""11Ⅱ1"""訂11Ⅱ"ⅡⅡ",1Ⅱ"""」,Ⅱ"ⅡⅡ""ⅡⅡ","""1"1Ⅱ訂"",1ⅡⅡ""""Ⅱ",1Ⅱ""

之;イ音ミラー

等倍の,スタ々スク

一括走査方式

^

本技術を使って試作した2μmレベルRAMの SEM

疑^

しなおしていた KP竹イン), TI(積分時定数),7刀(徴分時定数)の

PID制御パラメータを自動的に再設定しようとするものである。

具体的忙は,づ0セスに大きな外乱が入ったとき,目標値を大きく

変更したとき,またづ0セスの動特性が大きく変化したととなどによ

り生ずる制御性の低下を検出したときのみ,この制御対象の動特性

を一定時間忙わたり検知(同定)し,との同定が終了した時点に制

御パラメータのチューニングを実施する、のである(図参照)。開発した

手法はオンラインで簡単に, Lかもづロセスを乱すととなく実施すると

とができる特長があり,現在,当社の総合計装制御システム《MAC

TUS》に組込みを予定しており,その性能向上が大Wに期待できる。

言ミメEイ直

'、

十

^

偏差

'念、^^_^
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1

TIS

PID

コン

1. 研 究

操作

出力

TOS

自動チューナー

同疋噐

gJ,',一ιε

1+ TI,S

外乱

フロセス特性

制御変数

PIDコントロールパラメータ自動チューナー構成図
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.構造化端末機器構築方式

計算機端末機器においては,多様化する市場からの要求忙いかに対

応するか,急速な技術進歩に追随し,いかにその時代に適合した製

品を出すかが大きな課題である。とれらの要求を満足させるために

は端末機器の構造に拡張性巴柔軟性を持たせ,機能の追加,変更,

削除が全体に影轡を及ぽすことなく行えるととが望ましい。

一般にその実現手段として機器を機能単位ビとにモジュール化し,

モジュール問インタフェースを規格化して機器をピル手イングづ0ヅク式に構築

する方法があり,既に計算機本体においてはその方式が採用されて

仏るが,計算機端末機器におⅥては従来から拡張性・柔軟性よりも

機器ビとの最適化が優先していたためその採用が遅れて仏た。

ととで紹介する構造化端末機器構築方式は, LS1の採用により構

造化のためのオーバヘッドを吸収して構造化を図り,端末機器の拡張

性.柔軟性を可能にするものである。この方式では,端末の論理構

造を端末の制御構造と端末内データ描造,すなわち制御するものと

. OCR用近赤外発光螢光ランプ

近年,光学的文字読取装置(OCR)の普及は著しく,その用途対象

となる帳票類が多岐にわたるようになり, OCR の読取光源には,

種々の帳票の印刷色を読取るととなく,通常の筆記用具で記入され

た文字を読取る特性が求められる。当社では先に筆記用具の制限を

大幅に軽減した OCR用の高出力赤色けい(螢)光ランづを開発し,

M2483形機に使用して好評を得てぃるが,今回帳票用紙色を対象

に読取らぬ色(ドロッづアウトカラー)を大幅に増大させた近赤外発光螢

光ランづを開発した。

現在実用されて仏る1脹票類の分光反射スペクトルと,読取用イメージ

センサの分光感度及び筆記用具の分光反射スペクトルから算出すると,

帳票用紙色の反射濃度値を 0.1以下に抑えるド0ツづアウトカラーの増大

には,近赤外域に発光する光源が有効となる。光源としては効率・

点灯性・形状などの点から螢光ランづを用仏るととが有効で,従来,

問題とされていた近赤外発光螢光体の効率と光出力維持特性を改善

し,7如nmに発光ビークを有する高効率で高負荷点幻'に耐え得る新

螢光体を開発した。更にランづ構造面でも水銀蒸気圧の制御と,管

.自動車用大形液晶表示装置

近年,自動車の排ガス浄化や燃費の改善のため自動車用機器の電子

化が急速に進み,従来の機械式メータにかわってとのような電子制

御システ△に適合し,かっ小形・高性能の表示装置の実現が強く望ま

れるようになってきた。

現在開発中の装置は,マイクロづロセヅサ制御による液晶表示方式を採

用しており,写真忙示すように 50セづメントのバーグラフによる速度計,

3 けた(桁)のフセグメントのディづタル速度計,6桁のディジタル・オド/ト

リ,,づ/タコの多重表示メータ,燃料・水温ゲーづの絵表示及び 25セグ

メントのバーグうフ表示,更に絵表示による安全警報インリケータなどの

運転に必要な19項目の情報を1個の大形液晶素子で表示できる。

反射形ツィステッドネマチックモードの液晶素子は 2釦X110× 3mm の

大きさである.また大形液晶素子の製造づ0セスの技術を確立し,

JAS0規格を満たす信頼性を実現した。液晶材料は動作温度一30~

80゜C,応答時間一20゜C,1秒以下と従来のものより大幅に特性を改

善した。偏光板は2色性染料形で高信頼性のものを用い,カラー表

示ができるようになっている。

自動車の各センサからの信号はマイク0づ0セッサで制御され,運転忙

Ⅱ"11UⅡ11"」""畦11"1fh111「11"1111Ⅱ」1""1"1」"Ⅱ""1ⅡⅡ1Ⅱ町Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ""1ⅡtⅡ,11111Ⅱ計""ⅡⅡ1111」1Ⅱ1Ⅱ1Ⅱl「Ⅱ肌Ⅱ1ⅡⅡ11ⅡIU訂Ⅱ1」1111Ⅱ11Ⅱ""ⅡⅡ町Ⅱ1Ⅱ""11ⅡⅡ1Ⅱ1」1Ⅱ1Ⅱ"Ⅱ,1Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅡ""111「ⅡⅡⅡ」,Ⅱ"1Ⅱ11Ⅱ""Ⅱ」111111111Ⅱ"」Ⅱ」11111Ⅱ11111"1Ⅱ,"Ⅱ"計""1tⅡ11ⅡⅡⅡ"111,ⅡlfⅡ111111"n"ⅡⅡ11

される、のとに分籬させ,それぞれ仕様上の変更があっても相互K

影響が及ぱないようにしている。

更に,端末の制御構造については,とれをモづユール内の処理をす

る単位機能モづユールと,単位機能モジュール間のデータの流れを管理

する制御部とに階層化して機能の独立化を図っている。また,ハード

ウェア並びにファー△ウェアにつぃても,それぞれ標準バスをき斐定し,

ファームウェアモニタを導入して構造化を図り,ハードゥエア並びにファームウ

エアレベルでの拡張性・柔軟性を確保している。

その効果は,多様化ヘの対応,技術進歩ヘの即応だけでなく,各

種の系列の端末をノンインデjジェントな端末からインデJりエントな端末忙

至るまで,またスタンドアロンから複合端末まで幅広い端末のレパートリ

を標準化した方式で構築することができ,開発・生産面における効

率向上においても大いに期待するととができる。

"Ⅱ1」"11Ⅱ1111"1」Ⅱ"11Ⅱ""11"""""""1」"」1"ⅡⅡ1」"11"」1111ι「"」1Ⅱ""""""11"Ⅱ11Ⅱ""11"1「""11""1」""肌11"Ⅱ11"1」11111"11"""""11111111"""肝11"1「"ⅡⅡ"Ⅱ"Ⅱlt"Ⅱ]"Ⅱ"1」"Ⅱ"11Ⅱ1111""1「Ⅱ""11Ⅱ"11Ⅱ""11""111Ⅱ11"1」"11Ⅱ"]1"""U11""j「""ⅡⅡⅡ"」111"

壁に特殊な保護膜を被着した高出カアパーチャ形設計を採用した新し

いOCR用高出力形螢光ランづを開発した。このランづの使用により,

帳票用紙のドロ,,づアウトカラーを従来のものに比ベて大幅に増大し得

たことから, OCRの用途拡大が期待できる。

1Ⅱ11"ⅡⅡ"Nl「111111"11""皿11"耻"」1"ι1」1111」1」""Ⅱ"訂ⅡⅡⅡ"Ⅱ"Ⅱ111tlj"1」"11"ⅡⅡ"Ⅱ1""1111計11"11""11"ⅡⅡ11'fⅡ'1Ⅱ11"Ⅱ""ⅡⅡ"ⅡⅡ"Ⅱ肌ⅡⅡl「ⅡⅡⅡ"訂Ⅱ""11Ⅱ1ⅡⅡ11""11訂1111""Ⅱ"Ⅱ"11"Ⅱ"Ⅱ"1」f""計Ⅱ11Ⅱ11Ⅱ1Ⅱ""Π1,ⅡHⅡ"1f"Ⅱ町Ⅱ11"Ⅱ11訂Ⅱ訂ⅡⅡ計ⅡⅡlf非Ⅱ訂11"""rι

0
400 450 500 550 600 650

WAVELENGTH (nm)

OCR用近赤外発光螢光ランづの発光スペクトル

12

必要な情報をカラー表示と多重表示忙より,

大形液晶表示装置が実現できた。
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.下水処理プロセスにおける新MLSS制御法

下水処理づ0セスにおいて,汚濁物質除去を担う活性汚でぃ(泥)の量

的安定化をはかるための新しい MLSS @ιixed 工iqU仇 Suspended

SOHd)制御法を開発した。従来から種々の提案がなされてきたが,
実用的な意味で効果的な方法はまだ確立されてぃなかった。

との制御法は,系全体の汚泥の総和である汚泥総量とその配分に

関する基本的づロセス特性の理論的解析並びに実験的考察にもとづき

提案した。すなわちMLSS の設定値に応じて適正な汚泥総量を維
持するための余剰汚泥引抜流量による汚泥総量管理を前提とし,定

常的に系の安定化を図るととができる比率制御と,その欠点である

非定常時のMLSS の変動特性を抑制する MLSSフィードバ.,ク制御と

.高圧ナトリウムランプのサージ電圧制御と新形電極

始動器を内蔵した高圧ナトリウ△ランづは,安価な水銀灯安定器で点灯

できるとともに,印Dランづのなかで最高の効率を持ってぃる。と

のランづは外管に内蔵した始動器(バイメタルスィッチ)の動作時に発生す

るサーリによって始動する。このサーづ電圧はパラッキが大きく,と

のためランづの使用上に制約があった。このサーリ電圧のパラッキの

原因の解析及びその制御方法を研究した結果,外管内に希薄な不活

性ガスを封入するととによって,バラッキを抑える方式を開発した。

図に従来の外管内を真空にした場合と,外管内に Arガスを封入

した場合にっいて,バイメタルのしゃ断電流に対するサーリ電圧(最高

値)の発生状況を示す。 A,封入により,ハ'ラッキが約半減して仏る。

このような効果は,サーリ電圧がある電圧以上になった場合,外管

内の不活性ガスを通して放電が発生するため,一定電圧以上のサー

ジが吸収されることによる。

また,水銀灯安定器で点灯するためには寿命中のランづ電圧上昇

を抑えて,立ち消えを防止することが必要である。このため電極の

検討を行い,ランづの始動時,アークスボットの形成が不安定な場合,電

極に塗布した電子放射物質の飛散が多いことが判明した。そこで電

極の内コイルをダづルコイルにして電極の温度上昇を速くし,始動時ア

.5kw c02 レーザ

昭和52年12月に発足した工業技術院の大形づロジェクト「超高性能レ

ーザ応用複合生産システムの研究開発」の一環として,当社はレーザ

関係の開発に参画し,大出力CO.レーザ発振器及び溶接.溶断加工

技術の研究開発を進めてきたが,とのたび中間冒標の1つである5

kW級CO0レーザ装置を開発し,国内最大のレーザ出力 5k刃Vの連続

発振に成功した。

このレーザには,以前より当社が独自で研究開発を行ってきた,

高圧力・ガス封じ切り方式を採用しており,との基本技術をぺースに

高密度放電励起技術及び高効率発振技術の研究を積上げて完成した

もので,放電,光軸,ガス流の3方向が互いに直交する仇わゆる3

軸直交形CO.レーザ発振装置である。

最大出力6kw,発振効率18%を実現したが,高圧力(0.2~03

a血)ガス封じ切り動作でのこのような高い効率と出力は世界で屯

始めての例である。これに加えて,この方式は本質的に,安定性.

再現性の良仇出力,広い出力司変範囲,簡便な操作と保守,低いラ

ンニングコストなどの加工用の熱源に適した特長を合わせ持っている。

この成果は,今後の溶接,溶断,表面熱処理等の 5kW級加工技術

の開発に利用されてとの分野の開拓に先ベん(鞭)をつけるものと期

待される。

^11Ⅱ1」1Ⅱ1Ⅱ↓U1討1」゛Ⅱ1」Ⅱ計Ⅱ「ⅡⅡⅡ11Ⅲ"1111計」」11Ⅱ川Ⅱ証11証111ⅢⅡU」11」U1Ⅲ1」」1111UⅡU」謝註」1」1ⅡU」ι罰訂11"訂n111"ⅡⅢlt11出111"吋r巨1訂NfH11U11,11U註t

を組合わせて実現させる。

との制御法を実づラントに適用L無制御系と比較したととろ, ML

SSの安定性にっいては短期的にも長期的にも著しい改善がみられ

たが,処理水質・汚泥性状につ仏ては顕著な差はなかった。しかし

送気量など維持管理費の面で,汚泥総量設定値そのものの変更によ

る影瓣はかなり大きいととが示唆された。

今後残された課題としては,汚泥総量推定方式の高精度化,汚泥

総量管理の自動化及び処理水質・送気量・余剰汚泥発生量に及ぽす

影霽につ仏ての検討などがある。

」1t111Ⅱhl」1"U1詐m口,ι」11」1"UI""11"11Ⅱ"片1"Ⅲ訂U」Ⅲ扣1訂訂"肌1」」"Ⅱ11Ⅱ""訂U"1ⅡⅡ1ⅡⅡ111111ι11Ⅱ1ⅡⅡ11ⅡⅡ1Ⅱ1」」11Ⅱ1111Ⅱ1Ⅱ1訂Ⅱ11Ⅱ1」11Ⅱ111」叩1"叩Ⅱ"11"111Ⅱ1ΠⅡ1"11"1Ⅱ叩1Ⅱ,ι」」Ⅱ"1"11"

ークスボットが安定しやすい構造の電極を開発した。
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.三菱トランジスタパルスマグ溶接機

最近,溶接時にスパッタが出な仏ことや溶接ビードの仕上がりがきれ

いなとと,といったクリーンなイメーづの溶接機が評価され台頭しつ

つぁる。ノンスパッタ溶接は,原理的にはワイヤと母材との間隔が2~

3mm という短いアーク長で,自動的に送給される 1~2φのワイヤ

を溶融かつ細粒化し,しか酒との細粒溶滴を 1パルス当たりに1個

ずつ,母材の溶融池ヘ短絡するととなく移行させるととで達成でき

る。とこで,溶滴の細粒化にはアーク電流による母材方向ヘの電磁

カ(電流に臨界値がある)が有効に作用する。また,アーク電流をパル

ス化することは,平均電流を臨界電流以下忙抑えるととができるの

で,特に,薄板溶接のノンスバ四夕化に大きな意味をもっている。

とのたび,当社が開発した"トランリスタパルスマグ溶接機"は,電力

用トランづスタで,パルス波形の成形及びパルス個数の制御を行ったも

ので,従来のサイリスタ制御式の溶接機忙比ベて

(1)施行条件の広い範囲で,ノンスパッタである

.電子ビーム溶接機用電子銃

最近,高品質でかつ高能率の溶接が要望される中で,自動車関連産

業を中心に,電子ビーム溶接機の生産ラインへの導入が着実に進行し

つつある。

当社の電子ピーム溶接機は,独自に開発した棒状陰極形電子銃を

搭載しているので,高温加熱やイオン衝撃に強く,実績陰極寿命が

他方式に比ベて50倍も長いという生産機器として非常に優れた特

長をもっている。また棒状陰極の更に大きな利点は,大きなピーム

電流をとるととができるため,厚肉大形構造物を対象とした100

kW級の電子銃を相対的に低い加速電圧で設計できるとと,及び棒

状陰極の先端を針状にするととによって,精密部品を対象とした

0'1kW級の微細溶接用電子銃も60kV の加速電圧で実現が可能な

ととなどである。とれら一連の電子銃を搭載した電子ピー△溶接機

は,既に製品化し,各ユーザーにおいて1順調に稼働して込るが,更に

その将来像を展望すると,

(1)自動車関連産業に需要の多い量産部品用の中容量標準機は,

コンビュータコント0ールによる完全自動化に進むとと

(2)重工業関連産業を対象とする大容量機は,局部真空形成技術,

.ワイヤハー才、スシステム

一般産業用制御盤製造の生産性向上を目的として,接続電線前処理

工程の自動化と配結線作業の工数低減,及び間接作業の省人化を図

るトータルシステムのうち電線端末処理装置と結束装置を組合せたワイヤ

ハーネスシステムの開発を完了した。

とのシステムを構成している電線端末処理装置は,電線の測長,切

断,配結線情報のマーキング,端子形状の加工及び圧着の各作業を自

動化している。結束装置は接続電線のFROM側を基準にして,結

線順序に電線を粘着テーづで平面状に仮結束する。とれら装置の制

御系はミコン《MELCOM70》を主体とし,上位に大形電算機《M・

ELCOMCOSM0700》を,下位にシーケンサ《MELPLAC-10》を配

した構成である。

とのシステムの特長は

(1)接続電線の製作を自動化した。

(2)配結線情報を接続電線にマーキングするととにより,裏面接続

図の作成及び読図作業を不要にした。

(3)器具ヘの接続作業の工数低減を図った。
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(2)溶接速度が速い

(3)薄板にも適用できる

(4)入力kvAが小さい

などの特長をもっている。また,

点弧が確実な高周波スタート方式

を採用しているので,溶接機の

完全自動化忙も適している。

との溶接機は,既に製品化し,

20OA,350A,50O A の各機種

を販売している外,溶接ロポリト

への搭載も期待されている。
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シームトう,キング技術の開発が必然であること

(3)精密部品を対象とする微細溶接用の小容量機は, CNC化忙

よる多品種少量生産機の道を歩むとと

などが挙げられる。写真はNC付微細溶接用の装置例である。
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(4)日報などの生産情報が迅速・確実に得られ,生産管理が容易

て・ある。

これらによって制御盤製造の生産性は2倍以上k向上し,誤配線

が大幅に減少した。

NC付微細溶接用電子ビーム溶接機
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.金属構造・補強接着一常温短時問接着技術一

名種機器収納用筐体の組立てや,金属薄板ヘの補強材の取付けには

溶接が多用されて仇る。しかしひずみ(歪)の発生,溶接とん(痕)の

補修,薄板化,作業性等の点で改善すべき点が多い。そとで接着接

合を導入してとれらの欠点を改善した。接着化に際しては,それぞ

れの製品構造や生産づロセスを見直し,最適な構造,材質に変更した。

また,常温短時問で硬化し,接着特性・作業性に優れた2種の変性

アグルート系接着剤を開発した。その結果,次のような工程改善が

て、きた。

(1)化粧鋼板の使用が可能Kなり,塗装を廃止した。

(2)意匠性を重視する塗装では,塗装下地処理を簡素化した。

(3)意匠用ステンレス薄板ヘの補強材の直接接合が可能になった。

(4)沌板化を図り,軽量化した。

(5)接合とシールを兼用でき,シールエ程を廃止した。

(の耐疲労性が向上した。

(フ)生産の省エネルギー化が図れた。

開発した2種の接着剤は,仇ずれ、2液性であるが,非混合で使

用でき,適正配合比の幅も広い。また,油面接着性に優れ,しかも,

ΠⅡ""11冊""Ⅱ11皿11肌Ⅱ"計"Ⅱ1111"Ⅱ"111"Ⅱ11Ⅱ計1ι1"1」111Ⅱ"Ⅱ肌」11」Ⅱ訂""Ⅱ誌ⅡU」ι11Ⅱ"Ⅱι1」1Ⅱ11U"Ⅱ肌U'1Ⅱ訂""U"田IUU訂111闘U」11111Ⅱ1111肘Ⅱ↓計ι1昆Ⅱ11,ι"11""Ⅱ11UI"1」「」1Ⅱ1亀NIJRUI"1Ⅱ1」1皿"」1U肌IU」訂」1」」」ⅡⅡ1」11

.感熱転写記録材料

感熱記録方式は,感熱ヘ,外や感熱記録紙の性能の向上とと、に,

記録機構が簡易であるという本来の特長が生かされ,ファクシミリや乗

車券売機,計算機の端末ナルタなどの保存性のあまり必要でなφ分

野に広く用いられてきている。しかし感熱記録紙は記録後も熱や薬

品類に触れると発色するととから,長期保存の必要な分野には難点

がある。

当社では定期券面印刷に適するように保存安定性のよい記録材料

として,強固で耐摩耗性がよく,しかも熱転写特性のすぐれた固形

インキ材料巴ベースフィルムから構成された感熱転写記録材料を開発し,

定期券発行機に適用した。感熱転写方式は任意な記録用紙に記録で

きるという特長があり,との定期券発行機は自動改札用づラスチ,ク

券と紙券用紙を選択して発行するととができる。

との感熱転写記録材料を用いることにより,従来の電子写真方式

などと比較Lて印刷機構が大幅に簡易化され,定期券発行機の小形

軽量化,低コスト化,保守点検の簡易化が実現でき,更にランニングコ

ストを低下ナるととができた。

0゜C以上で5~15分で硬化するなど,作業性忙優九,自動化に適

している。更に開発品Aは,特に,はく敵接着力,耐環境性に優れ,

きよう(筐)体やエレペーターパネルの組立用に使用して、る。

開発品Bは,硬化時の収縮率を小さくしたもので,意匠用ステンレ

ス薄板ヘの補強材接合用に使用している。特性を表に示した。

との接着技術は,今後,広範囲の金属接合ヘの適用が期待できる。
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夕

硬化

イ

時問

せん断接着強さ化創Cm?)

はく離接着強さ(kg々5mm)

衝撃接苗強さ(kg・cm/cm里)

疲れ強さ(N=】07)(kglcmを)

耐湿性*1(せん断強さ)(k創Cm旦)

耐熱性*2(せん断強さ)(kglC皿全)

プ

(室温)

接芦剤の諸特性

. VHF帯用Li系複合フェライト

10OMH.前後のV1正帯で使用される商品用フェライトとしては,従

来Ni-zn-C0系のフェライトが主流であるが,との種のフェライトは,

通常きびしい熱処理条件の管理を必要とし工業的に量産しにくいと

いう欠点がある。

当社ではこれに代わる材料としてLiフェライトを基本組成に選び,

数種のフェライト組成物との複合化を検討した結果,上記Ni-zn-CO

系フェライトに匹敵するフェライト素材を見出した。このフェライトは,

鉄過剰率が必要最小限に抑えられており,焼成後特に徐冷する必要

はない。また,母材がLiフェライトであるため従来のっエライトに比ベ

て焼成温度が100゜C以上低く,かつ,10゜C程度変動しても特性的に

安定なため容易に量産が可能であるという特長がある。

この Li系複合フェライトは,スウェーデン電気通信省向けの当社製ペ

ーづング受信機用のバーアンテナとして現在搭載されており,その諸元

を表に示す。

眺肌 1映玲 1

注*1

*2

60゜C,90%RH30日問暴露後

150゜C,30日間暴露後

感熱転写記録材料は,普通紙に記録でき色の選択も比較的容易な

ととなどから,各種券売機,ファクシミリ,端末ナJンタなどへの適用、

考えられ今後の発展が期待される。

2液非混合

5 ~15分

】 33

27

29

40

】 03

214

エポキシ系

様

2液混合

8時冏以上

67

220

15
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組成並びに製造条件を適当に選ベば一10゜Cから55゜Cの温度範囲

で初透磁率の温度変化率が 1%以内のフェライトも量産可能で,アン

テナ材料以外に今後FMラリオやテレビの中問周波トランス,アンテナ回路

のマヅチングトランス等,良好な温度特性を要求される VHF帯用のコア

材料巴して応用が期待される。
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.投写形ブラウン管用新螢光体

カラービデオづ口りエクションシステム用投写形づうウン管は,大画面に拡大す

るというその基本構造から,けい(螢)光面の電流密度を増すととに

より高埠度を得て仏る。したがって螢光体には発光色調や耐劣化特

性以外に,温度及び電流一輝度特性のよいととが要求される。 3色

のうち赤にはそれ程間題はないが,緑と青にっいては大電流域での

特性がやや悪く十分満足なものではなかった。

白色画面としたとき,その明るさの約70%を緑が受持ってぃる。

したがって緑螢光面の負荷が大きく,放熱のためファンを設けて仏

る0 それに、かかわらず刺激電流のビーク付近になると色調がビンク

がかる傾向があり,電流値の制限を余儀なくされて゛た。

今回,電流一卸度特性がほぽ1に近く,かっ,200゜C以上まで温

度消光のない希土類酸素酸塩系新緑色螢光体を開発した。図に示す

値は,試料片の螢光体塗布密度やアルミパックなど実際のづラウン管の

条件k近いものである。新螢光体を組合せて用いること,及び光学

系の改良と併せて,白色画面スクリーン輝度を従来の砺(VP-50形)

九ら,約2倍の 120ft・L とすることが可能となった。

.電波望遠鏡に用いられる高精度CFRPパネル

東京天文台野辺山宇宙電波観測所に建設される直径妬mの大形パ

ラポラアンテナは,ミリ波領域で世界一の集光力をもつ電波望遠鏡であ

る。0.25~0.3mmRMS という高い鏡面精度を実現するために,わ

が国では籾めて構造設計にホモロリデザインを適用した。鏡面パネルに

は,構体軽量化と広域温度における寸法安定性の要求を満足するた

め,電波望遠鏡では世界で初めての試みである CFRP (カーポン瓣隹

強化づラスチ,ク)サンドイ四チ板を採用してぃる。約 2,500×1,500×100

mm の大きさのユニ.,トパネルを,精密オートクレーづ硬化技術により,

0.08mmRMS以下の誤差で成形するととができた(写真)。

電波反射面としては, CFRP上に導電性銀ペイントを約20μm塗

布して,Ⅱ5GHZで反射損0.5%以下のものが得られた。更に銀メ

ヅ千を施すことにより,特性向上を図るとともできる。

CFRP パネルの屋外耐久性を保証するため,表面の保護塗料によ

る被覆,端面の防水処理,異材質間の防食対策などを行った。

耐環境性試験として,熱サイクル(-30~60゜C) 3,000 回,湿熱

(60゜C-95%RH) 3,000時間を実施した結果,パネルの強度.剛性

及び密着性の低下が認められなかったところから,長期問の使用に

耐えると判断した。とのパネルの耐久性を確認するため,並行して

.絶縁処理用紫外線硬化性ワニス

当社開発の紫外線硬化性ワニスは,光硬化

,m1111」1肌Ⅱ「Ⅱ1」訂Ⅱ""1Ⅱ111Ⅱtl」ι"肌Ⅱ1Ⅱ11ιⅡ1Ⅱ"1"11」1Ⅱ111Ⅲ"」111Ⅱ"Ⅱ1」11Ⅱ訂」1Ⅱ"1fⅡ11訂"Ⅱ1ι""""11Ⅱ"111Ⅱ1Ⅱ11U町ⅡⅡ"Ⅱ「fⅡ町1111訂」1""Ⅱ"ⅡⅡ""1」1ⅢUⅡ1Ⅱ1」ιⅡ訂」1Ⅱ1Ⅱ111Ⅱ"11ⅡⅡ1Ⅱ1」ιⅡⅡⅡ"Ⅱ吐'1111」11」1Ⅱ"Ⅱ計肌1111ⅡⅡ」1Ⅱ訂11Ⅱ11Ⅱ"Ⅱ」1Ⅱ"1」計」1"11非1'11111'1Ⅱ1"Ⅱ

印加電圧20kv
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】5秒
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昼庶消光が加わ

能と優れた硬化物特性を発揮するように分

子設計した特殊なづレボリマーをべースとした

100%樹脂固形分のワニスである。とのワニ

スは加熱することなく,紫外光の照射によ

り鬪時に硬化ナるので,熱容量の大きい機

器の*色緑に非常に有用である。すなわち,

(1)硬化時問が短かV、,(2)エネルギーが少

なくてすむ,(3)装置がコンパクトであり,

ON-OFF操作ができる,(4)硬化時の臭

気が低い,等のメリットがあり絶縁処理工程

の合理化(ラインの平準化,自動化等)に役

立つ。
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開発した紫外線硬化性ワニスには,用途に応じて次のような特長

を持った品種を用意している(表参1翰。

(1)含浸用ワニス 一般含浸用低粘度タイづで,中小形モータの

ステータコイルの絶縁処理に適用される。コイル内部に含浸したワニスは

中温硬化させる。

(2)接着用ワニス 紫外線照射により瞬時に硬化する長所を

.無機質耐熱絶縁材料

最近の電気機噐は,小形軽量化,大容量化,社会環境に対する安全

性などの面からはん(汎)用性のある耐熱・不燃性絶縁材料忙対する

要求度は高い。従来,耐熱・不燃性絶縁材料としてアスベスト系のも

のも多く使用されてきたが,衛生上の見地から脱アスベスト化の問題

、大きな課題となっている。とれらの観点から耐熱性に優れた無機

質材料を主体とし,かつアスベストを含まない絶縁材料の検討を進め,

ほう酸系の無機質結合剤を用いたガラス織維が基材の積層板《ミ才レ

ツクス》及びマイカ粉末が基材の成形品を開発した。とれら開発品の

特長は,

(1)完全無機質材料で構成されて込るため耐熱・不燃性に優れる。

(2)アスベストなどの有害物を含有せず衛生及び公害面て・問題がな

い。

(3)従来のりん酸系,セメント系ポンドに比較し,多湿ふん囲気で

の電気絶縁性に優れる。

(4)機械加工が容易である。

等の共通点を持ち,積層板は機械的強度面で,成形品は耐アーク性

面でより優れた絶縁材料である。積層板は,車両抵抗器用絶縁枠,

電気炉コイル問絶緑スペーサ,電気炉用絶縁ワ,シャなどに,成形品は,

高圧電磁接触器用アークシールド板などにそれぞれ適用されて仏る。

.粉体塗装の冷蔵庫キャビネットへの適用

塗装づロセスの公害対策と省資源化を目的に,種々の新しい塗料や塗

装技術が開発されつつぁる。中でも,水希釈形塗装や粉体塗装は各

分野で実用化が進められてⅥる。

特に,当社は塗膜品質の良さと経済性並びに無公害・省資源に大

きな特長をもつ粉体塗装に着目し,冷蔵庫キャビネ,ト塗装ヘの適用

を検討した。冷蔵庫キャピネ.介の塗膜には,家電機器の中でも高品

質が要求され,特に重要なととは,変色の少ないとと,汚れや傷の

付き難いとと,耐食性に優れるととなどである。また最近では,従

来の白色主体からアーモンド,グリーン,イ10一などカラフルな彩色ヘと

移り,塗膜ヘの要求性能もより厳しい、のとなってきた。

粉体塗料の中では,ボリ1ステル系が上記の品質要件を満足する最も

有望なものであることに着目し,更に,適正な塗料を選択するため

に,づ0ツクィソシアネート硬化,メラミン硬化,1ボキシ硬化などの硬化形

式の異なるボリエステル粉体塗料をとりあげて,塗膜の物性や長期耐

久性,塗装作業性並びに粉体粒子の特性・安定性などいろφろな角

度から評価した。その結果,とれらの特性忙優れた特殊エボキシ硬化

ポリェステル粉体塗料を塗料メーカーと共同開発し適用した。

塗装設備につⅥては,コンベヤに同期したパルスゼネレータの信号によ

つてマイク0コンビュータで制御ナる自動塗装システムを導入し,塗装づ

ースの切換え,使用するスづレーガン構成の選択,塗装幅の設定,スづ

レーガンの駆動,塗装機の制御パターンの切換え,づース内での被塗物

回転装置の ON-OFF,などを自動制御できるよう忙した。一方,

新しⅥベルトフィルタ方式を採用することにより,粉体塗料の回収の簡

1.研 プし

司,"""11Ⅱ」1"」1Ⅱ"」1UI」」ι1ⅡⅡ訂Ⅱ""Ⅱ"訂"」,"11"1」U11"111ιⅡ訂Ⅱ1」ⅡⅡ1Ⅱ1"耻ⅡⅡⅡ""U11"計11"""'1ⅡⅡ'「"」1""1」1111"Ⅱ計」」""11」,「Ⅱ1111111]11Ⅱ」rjj"Ⅱ畦1」11Ⅱ11Ⅱ"'ιⅡ1111」」Ⅱ11"Ⅱ11Ⅱ""」11.Ⅱ"11」「Ⅱ"Ⅱ」1"11ⅡⅡ11""Ⅱ"11Ⅱ"」1"」」""1」Ⅱ""111」"1111」1"11"」'Ⅱ"ⅡⅡU1ιⅡl「111'"11]""11"訂」1計"1」"11"Ⅱ

、、

生かし,コイルエンド部の固着,部品の仮止めたどに用いる。硬化物

の性状としては硬込ものから,づ△のよらな軟らかなものまで数種

を開発した。

( 3 ) 低粘度の光硬化形反応性希釈剤の使用にコーテインクワニス""、

よって,コア絶緑や小形モータの防せい(鏑)処理の時問短縮に適用さ

れる。

今後は,とれらの材料の性能向上及び汎用化を進めるこ巴により

適用範囲の拡大が期待でき,電気機器の信頼性及び安全性の向上に

貢献できる。

特

曲げ強度(k創mmり

性

絶縁抵抗

(Ω)

無機質絶縁材料一般特性

種
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別

耐ブーク性(S)

40゜C-95% R.H
24 h

衝撃強さ

積

耐

態

層

燃

板

(kg cm/cmo)

】0.0

性

5.O×]0Ⅱ

略化と色変えを容易にした。

この新しい粉体塗料並びに自動塗装システ△の適用により,従来の

有機溶剤希釈形塗装方式忙おける悪い作業環境での熟練と勘による

作業から,共置によるづ0セス管理作業ヘの転換を可育皀にするととも

に,品質向上並びに省資源化を達成するととができた。
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2.電力

電力需要は経済の安定成長の下で着実な増加傾向にある。

エネルギー需要の抑制と代替エネルギーの開発促進は, 電

力分野における緊急の課題となっているが,との問題の解

決には今しばらくの年月が必要である。とれに対処する電

源開発としては,原子力を中心とした火力・水力等の既存

電源であり,とれらによる電力の安定供給が必要である。

このような状況の下で,当社は信頼性向上と新技術開発を

課題に,製品の開発と製作に取組んでいる。

原子カプラントについては,九州電力(株)玄海発電所2

号機が昭和56午春の完成をめざして試運転中であり,四

国電力(株)伊方発電所2号機は調整試験段階にある。また,

九州電力(株)川内発電所1,2号機及び関西電力(株)高浜

3,4号機は設計段階にあるが,これらのプラントは安全

性,信頼性を一層向上させるため,かずかずの技術的新機

軸を導入した。

現在,開発が進められている高速増殖炉"もんじゅ"に

対して,運転訓練シミュレータや電線貫通スリーブを開発

した。また,超電導技術の進歩として,核融合や素粒子実

験用として超電導磁石の開発を行った。

火力・水カプラントについても,昭和55午は数多くの

プラントを製作した。とれらのプラントは,大容量化によ

る回転機各部の機械的構造について信頼性と冷却特性の向

上を達成した。また,制御装置についてもより高い信頼

性,操作性,保守性,及び制御性を追求したものである。

UHV送電時代に備え,当社は試作変圧器及びガス絶縁

開閉装置試験モデルを製作,各種の検証試験を終え長期課

電試験に入った。送変電機器も大容量化が進んでいるが,

分路りアクトルでは東京電力(株)新座変電所向けに 275

kV 20OMVAのものを製作,また,しゃ断器では550kv,

12,00OA を開発し,定格電流 2,000~12,00OA の単一圧力

式ガスしゃ断器のシリーズを完成した。ガス絶縁母線は,

その適用の流動性により需要の増加が期待できるが,実系

統模擬試験の完了,大規模設備の納入実績などにより,今

後の適用拡大,量産化に対処ナる体制を整えた。

系統制御・保護の分野では,ますます大容量化,複雑化

する送電系統に対処し,より高性能なシステムの開発が要

求される。との要求にこたえて基幹系送電線保護用ディジ

タノレ形y レー装置, FM電流差動キャy アリレー,光PC

M伝送を用込た電流差動保護yレー装置などを開発した。

2.1 発

.原子力発電プラント

軽水炉プラント

九州電ブJ(株)玄海発電所2号機(559Mwe)は,昭和56年春の営業

運転開始をめざU順調に試運転中である。また,昭和57年春に営

業運転開始予定である四国電力(株)伊方発電所2号機(566MWの

は主要機器のすえ(据)付けを完了し,調整試験段階にある。とれら

のづうントは 1次冷却材ボンづモータ,炉内中性子束計測装置,炉外中

性子検出器などの国産化により,国産化率の一層の向上を図って

いる。

現在設計段階のづラントとして九州電力(株)川内発電所1,2号機

(890Mwe)及び関西電力(株)高浜発電所3,4号機(870Mwe)

がある。これらのづラントは通商産業省の韓水炉改良標準化を適用し

たづラントとして注目される。また,安全性,信頼性の向上を目的と

した新基準に適応するため防火,分離,耐震に関する設計が一層強

化されている。特に耐震設計については,電力会社との共同研究と

して電気計装品の耐震性実証試験を強力に推進し,その成果を反映

している。更に,計装制御装置忙ソリッドステート化あるいは手イジタル

化といった最新技術を使用し,づラントの信頼性向上を図って仏る。

18

その主なものとして,ソリ,,ドステート式原子炉保護装置手イジタル式放

射線監視装置,ブイジタ」レ式制御棒位置指示装置の採用があげられる。

主た, CRT によるづうント監視機能の強化などマンマシンインタフェース面

の向上にも一層の注意がはらわれている。
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試運転中の九州電力(株)玄海発電所2号機
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核融合試験装置

将来の 1ネルギー源として核融合の研究開発が精力的に推進されてい

る。日本原子力研究所で建設が進められている臨界づラズマ試験装

置σT-6のはその中核をなすものであり,当社はトロイダル磁場コイ

ル電源を受注し,設計・製作中である。この電源設備には約4GJ

の発電放出エネルギーを有するフライホイール付発電機をはじめサイリスタ

駆動装置や DDC(Dired Digital con廿01)方式励磁装置といった技

術的に新しい機器が使用される。

タービン発電機

九州電力(株)玄海原子力発電所納め2号625MVA夕ーピン発電機は,

昭和53年12月K工場試験を完了し,現地発電所において順調に試

運転中である。四国電力(株)伊方原子力発電所納め2号630MVA

タービン発電機は昭和55年3同に工場試験を完了し,現地発電所に

おいて据付け中である。

両機は国内で最長連続運転実績を屯つ九州電力(株)玄海原子力発

電所納め1号625MVA夕ービン発電機と同一構造を有する。冷却方

式は,固定子コイルと回転子コイルには標準水素内部冷却を,固定子

鉄心には軸方向通風冷却を採用している。回転子の溝配置は極中心

に対し非対称とし,負荷時の局所的な高磁束密度を軽減し,磁束分

布の改善を図っている。

現在製作中の原子力発電所向け夕ーピン発電機には990MVA機及

び町OMVA機がある。先行の3ルーづ原子炉用 826MW夕ービン発

電機と基本的には同一設計思想を適用するが,過去の貴重な経験を

生かすとともに信頼性向上に最重点をおいて設計,製作する。

は,炉心の冷却状態をは(把)握できるパラメータの重要な 1つであ

る。この炉心出口温度を監視,表示,記録する、のがとの装置であ

る。

との装置は上部炉心板に取付けられた数十本(づラント,ルーづ数K

より異なる)のサーモカッづルにより検出された温度信号を受けて,最

大値,最小値及び平均値の演算を行い,ディジタル表示するとと、に,

PAMづレードではないづラントコンピュータ及び記録計などには信号絶縁

して出力し,更に,それぞれのサーモカ',づル間の温度偏差が設定値以

上になると警報を発信し,運転員に注意を促す機能を備えた、ので

ある。

制御棒不整合検出装置

制御棒不整合検出装置は,制御棒相互間の位置の偏差を監視するも

のである。この装置は,マイクロコンピュータを利用し,制御棒駆動制御

装置からの制御棒駆動命令信号と,制御棒位置指示装置からの制御

棒位置信号とを常に比較,監視している。制御棒駆動制御装置が指

令した位置と,実際の制御棒位置との差が,設定した偏差値を越え

た時,中央制御盤に警報を発するとともにその制御棒番号を表示す

る。また4~8本の制御俸からなるバンク内での制御棒位置偏差が,

必要に応じて監視できるように,パンクビとに制御棒位置の最大値,

最小値とその制御棒番号及び制御捧駆動制御装置が指令した位置と

を表示する。この装置は原子炉の運転状況監視上,有用な役割を果

たす装置である。

^回転方向

、、、、、
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合成空隙磁束
^^^

^
^
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^^

回転子断面

回転子起磁力

^^^^^

極中心

(a)対称回転子の場合

空げき

炉心出口温度計装盤

スリーマイル島の事故以降,事故時,事故後のづラントに対する手動操

作と安全停止状態の維持確認のために,必要な最少限の情報を運転

員に与えるという要求が特に強まっている。とういう情報を得るこ

とを目的とした計器は, PAM伊Ost Accident Monit0亘ng)計器と

呼ぱれている。とのような情報の1つに炉心出口温度があり,これ

上

X

.゛

19

___1イ舗部晦^^^

ー',町

f一

二
一゛

"一

、、、、、・ト、<、 1

,1 "气"ノ'ノノJ 、N

EJ ご章ゞゞ,ヂガ烹;゛'

..,^.゛、^^、.1J゛、キノ、゛J.し、/ J、、

メ"づ',ヘ,置

イ一

(b)非対称回転子の場合

(隙)磁束分布

回転子起磁力

2. 電

^.^』^
ノ、'ν

謡1毒,1
J4曾tiゞ

5、鼻"'1,ー. g三"
ト、三^邑,'三匡1
ゾヨ珍'、イぜ゛11、虫,4,ξ

ー'-1

制御棒不整合検出装置

高速増殖炉"もんじゅ"向け技術の開発

国家づ口りエクトで開発の進められている高速増殖原型炉"もんじゅ"

づラントでは,運転員の訓練を中心とし,運転操作性の検討など多目

的利用、可能な運転訓練シミュレータ設備の導入が計画されている。

当社では,動力炉・核燃料開発事業団の委託を受けて,このシミュレ

ータの機能設計及び動特性コードの基本開発を完了した。

模擬系統及び機器は,原子炉から夕ービン発電機に至る主要熱輸送

系など,運転上重要なすべての系統を含んでおり,運転模擬範囲も

起動停止時・出力運転時から異常時まで広範囲にわたっている。

多目的シミュレータにおいては,実時問性のみならず高い模擬精度

が要求されるため,動特性コードの開発が技徐袖勺忙最屯重要な項目

となっている。

今回開発したコードは,との要求を満足するもので,以下の特長
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をもっている。

(1)物理保存則に基づいた動特性モ手ルを採用した。

(2)原子炉・熱交換器などにおいては,実時問性と高い精度を有

する分布定数モデルを採用した。

(3)模擬対象ごとに,その時定数に応じて最適な積分時問刻み幅

を定めた。

(4)づψ'ラムの階層化・簡略化及び手ータベース化を徹底させるとと

kより,演算時間の短縮化とコードの使いやすさを達成できた。

開発された動特性コードと,当社が蓄積し所有しているシミュレータ

技術とを結合するととにより,多目的利用形高速増殖炉用シミュレー

夕を製作することが可能となった。

高速炉づラント特有の技術的検討課題として,原子炉容器を収納す

るしゃへい(遮蔽)コンクリート壁を貫通し,原子炉容器まわりの電気

設備ヘの電力供給,制御及び計装回路を構成するほか,遮蔽コンクリ

ート壁部の気密性と耐放射線性を維持する電線貫通スリーづの開発を

行い,実機づラントにおける設計,製作及び試験仕様を確立した。

研究開発成果として得られた結論を要約すると,次のとおりであ

る。

(1)電線貫通スリーづにおける最、重要な気密構造は,現有の軽水

炉づラントで数多くの製作実績をもつハーメチ,クシール構造を採用する

ととで,高速炉特有の高温ふん囲気条件下でも十分な気密性を維持

できる。

(2)高温下での耐放射線性に優れた遮蔽材料として,電線貫通ス

リーづ内ヘ注入したじゃ紋岩コンクリートは,上記解体試験で性能試験

時の熱影響による有害な割れ及び溶融などは認められず,その遮蔽

性能は健全である。

(3)電線貫通スリーづの電気的性能を左右する収納導体は,原子

炉核計装回路用として新規開発した無爆色緑3重同軸ケーづルを採

用し,各種環境条件下での絶縁抵抗及びノイズ特性に異常の無いと

と、確認済である。なお,実機づラントでは各種仕様の異なる収納導

体が老えられるが,すべて上記の研究開発成果で対処できるもので

ある。

超電導技衞の進歩

1.核融合用超電導磁石

核融合用超電導磁石としての開発目標は高磁界,大形,低AC損,

有効冷却の達成である。このための1段階である昭和55年当社製

品は日本原子力研究所納めのクラスターテストコイル, N、.sn強制冷却モ

デルコイル及びNbTi強制冷却モデ1レコイル,並びに工業技術院電子技術

総合研究所納めの 375kJパルス超電導磁石である。

(1)日本原子力研究所納めクラスターテストコイル(CTC)

日本原子力研究所はトロイダルコイル開発研究用バイアス磁界装置として

クラスターテスト装置(CTF)を計画,そのうち CTC 1個を当社が受

注,製作した。 CTFは世界有数の規模の超電導試験装置である。

コイル単体は当社で製作した真空容器に収納した状態で,当社で

1001小へりウム冷凍液化機により冷却し,2,1妬A の励磁試験に成

功した。日本原子力研究所に納入し, CTC 2個組立てた後,日本

原子力研究所のへりウム冷凍液化材にて冷却し励磁試験においても

所期の特性を達成した。

CTC の主要諸元は,定格電流2,1妬A, CTC (He容器含む)寸法

2,066mm 外径X353mm 幅, CTC重量フトン, CTC 1個の蓄積1ネ

ルギー 9MJ,超電導線は 7X7mm NbTi一半硬CU モノリスである。

(2)工業技術院電子技術総合研究所納めパjレス超電導磁石

ポロイダルコイ」レの研究用として 375kJ パルス超電導磁石を納入した。

主要諸元は,巻線寸法220mm 内径X399mm外径X345mm長,

定格電流2,510A,最大磁界 6.4T,超電導線は NbTicu-CUNi E

ノリス成形撚線 a9×11.6mm)である。

納入後の試験結果て・は dBldt=M'×6,4T1約 4.及び M'×5.8TI

1.6Sという画期的な急速励磁を低損失で実現した。後者の到達磁

研究開発項目

冠鞍貫通スリ

ープ実機相当

品の設計・製

作

電線貫通スリーづ研究開発概要

下記仕様の篭線貫通スリープとする。

(】)形状:特に中性子線に対ナる放

射線ストリーミソグ対策

として,2段樒造とナる。

(2)違体:耐熱性無横絶緑ケープル

(3)迭蔽材:じゃ紋岩=γクリート

2

研究開発の内容

同姓能試験 実機において想定される環境条件を負

荷し,性能を評価する。

(1)ヒートサH クル試験

通常運転条件(温度,圧力)を負

荷し桜械的・電気的劣化の有無を調

"くる。

(2)耐震試験

地霞荷重を負荷し,損傷の有無を

翻・くる。

(3)加熟試験

事赦条件を負荷し,損傷の有無を

調一tる。

3 同解体試験

備

(1)シール部ば溶接又

壯ノ、ーメチックシー

ル構造とする。

上記性酢試験後の実機相当品を解体し

そのシール構成部及び内都遮蔽棡造部に

ついて損傷の有無を調査する。

(調査項目)

(1) Heリークテスト

(2)耐圧・気寄

(3)絶縁抵抗

(4) DC耐電圧

(5)特性イソピーダソ
ス

(6)ノイズ特性

'、

む

(調査項目)

(1)シール部の断面粗

織

(2)内部=γクリート
の付蔚状況と割れの

有無
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界は電源容量の制御によるものである。より大容量のパルス電源を

用いれぱ,更に高い dBldt特性を得ることは可能と杉えられる。

2.高エネルギー物理研究用超電導磁石

東京大学中問子科学実験施設にミュオンチャネル用超電導ソレノイドを昭

和55年納入した。設置場所は高1ネルギー物理学研究所内同施設分

室である。との装置は内径120mm,長さ 6mのエボキシ含浸超電導

.火力発電プラント

タービン発電機

昭和55年度に出荷した火力発電所向け夕ービン発電機は,出荷台数,

容量共に輪出用が国内向けを上回った。その内訳は水素冷却機,空

気冷却機を含め輸出用21台(3,722MVA)国内向け 10台(に39

MVA)である。特長ある夕ービン発電機は次のとおりである。

(1)中国電力(株)岩国発電所納め 3号560MVA夕ービン発電機は,

昭和55年8月に工場試験を完了し,現地発電所においてすえ(据)

付け中である。既設機の運転実績,最近の技術の進歩を反映させ,

固定子コイjしエンド支持強化,振動特性の優れたティルティングパ.外Υ岫受

の採用など信頼性の向上,確保に重点をおいた。

(2)上海宝山発電所納め 1号416MVA 夕ービン発電機は,昭和肪

年6月に出荷した。 2号機は昭和56年1月出荷予定である。両機

は製鉄所の変動負荷を吸収し,安定な電力を供給する必要がある。

コイ」〆熱応力の繰返し,回転子軌めねじり振動など変動負荷の影縛に

対し,特に考慮をはらった。

(3)サウづアラビア・ヤンづ発電所納め 5×89.25MVA 夕一Eン発電機

の出荷が完了した。本機は回転子の冷却にラリアルベントカ式を用いた

回転子直接空気冷却の夕ービン発電機である。

1」1Ⅱ1Ⅱ"Ⅱ」1"11Ⅱ11Ⅱ肌11Ⅱ"ⅡⅡⅡⅡl「11Ⅱ11"""訂11Ⅱ111訂"肌11"11Ⅱ,1Ⅱ訂ⅡⅡⅡι1」"Ⅱ"Ⅱι1」111111111Ⅱ11Ⅱ11"Ⅱt"11ⅡⅡⅡ11111ι"""""Ⅱl「l」訂Ⅱ"訂111」,1"Ⅱl「Ⅱ"11Ⅱ1」11ⅡⅡ」1"111」ⅡⅡ」,Ⅱ」1"Ⅱ""Ⅱ""11胞計Ⅱ"ⅡⅡⅡ,"ⅡⅡ1」"Ⅱ訂"Ⅱ11ⅡⅡ]1Ⅱ"Ⅱrl」1ⅡⅡⅡ]Nnl「"」1"ⅡⅡⅡ11Ⅱ1Ⅱ1"ⅡⅡ」11」f「11Ⅱ1」Ⅱlf1111ⅡnⅡ1Ⅱ11,fⅡ11UⅡ"r

コイル外筒の冷却管に超臨界Heを供給して伝導でコイルを冷却し,

コイル電流730A で中心磁界5T の発生に成功した(写真はトビリクス

に示す)。超臨界He冷却によって長期間連続運転が実現された日

本最初の画期的な本格的実用超電導磁石システムである。

なお,高1ネ1レギー物理学研究所向けにスペクト0メータ用大形偏向超

電導磁石を現在製作中である。

その特長は,まず第1に広範鬮で高レベルのシミュレーション,第2 に

実物APC装置を付加して,実機で訓練することのて・きなぬ制御シ

ステムの総合調整やトラづルシューティングなどの司噛染も可台Ξとしたと巴。

第3はCRTを用込た現場操作模擬で,現場系統を 36種類の画面

に分けてグラフィック CRT に表示し,ライトペンとコンソールを用いて現

場操作を行うようにした、のである。第4は,標準の起動停止操作

を計算機がそのタイミングビとに CRT を使って指示するガイドシステム

て、ある。

以上のように,数々の新設計を含んだとのシミュレータは運転員訓

練,制御要員訓練ともに予想どおりの効果を上げており,今後の火力

運転要員のレベルア,づにますまナ貢献するものと期待されている。
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中国電力(株)岩国発電所納め3号5釦MVA夕ービン発電機

最新形火力運転員訓練用シミュレータ(東京電力(株)品川火力発電

所納め,1,00O MW 貫流ユニット)

当社は昭和41年に東京電力(株)と共同で日本初のアナログ形火力発

電所運転員訓練用シミュレータを開発し,東京電力(株)品川火力発電

所火力運転技能司1胤センター{C納入した。以来,現在までのH年間,

延ベ約9千人の運転員の數育訓練に絶大な効果を上げてきたが,近

年,超臨界圧貫流形ユニ汁が火力の主流となるに至ってとれに対

応した新しいシミュレータが必要となってきた。

昭和55年4月に運用開始した品川火力運転技能訓練センターの火

カシミュレータ 2号機は,最新鋭の 1,00OM訊7貫流ユニヅトをモデルと

し,火力運転員のみならず,制御装置の保守員の訓練も行える新し

φ訓練システムである。
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インストラクタ室よりみたトレーニングルーム

火力発電プラントの制御技術

火力発電づラントの大容量化及び高効率化に伴い,自動化,省力化が

命題である。従来のりレーシーケンス,アナ0づ制御装置の単なるワイヤー

ドシステムからよりアドバンスな形式ヘ,また,ディづタル指向ヘの指標に

向って,着実に信頼性,操作性,保守性,制御性を追求している。

その中で新しい趣向の制御装置を実現したので以下にその例を紹介

する。

(1)ソリヅドステート式シーケンシャル制御奘置(MPC-300の

近年における発電所の自動化は,省力化,高信頼性を目的に急速に

進められているが,発電所の場合ボイラ,タービン,発電機等の主機以

外に非常に多数の補機があり,とれらの自動化にあたっては,システ

ムの階層化及び機能グルーづ化を行うことによりシステム全体の制御

フローがわかりやすくなるとともに,メンテナンス性,信頼性の向上が

図れる。

とのような制御思想を,ファンクショナルグルーづコントロールと称してお

リ,この装置は,この制御思想の基に開発したもので,約20種類

の機能力ードにより,発電所のシーケンス制御部の自動化を達成させ

る。

(2)燃料タンク切換用シーケンス制御装置

使用する燃料の多様化忙伴ぬ,経済運用,公害対策の点から燃料の

選択が決定される。燃料タンクの切換手順として,切換許可条件の
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チェック,切換準備として,ウォーミング,バイパス弁,出口弁等の開閉指

切換動作,加熱停止等一連の動作をづログラマづルシーケンサで実現X生、
「コ,

した。

装置の特長としては,マンマシンインタフェースを重視して,一連のシー

ケンスのシミュレーション機能,オンラインモニターリング機能を備え, CRT上

忙グラフィヅク表示させるととを可能にした。

(3) EH 夕ーピンガバナ MARK Ⅱ

発電用大容量蒸気夕ーピンガバナとしてEH (電気一油圧式)タービンガパ

ナ MARK Ⅱを開発した。

最近の電子部品の技術革新に伴い,ハードゥエアを一新し,高集稙密

度化による固有機能の増大,小形化並びに高信頼度化を図った。ま

た力ードを大形化し,カード単位を機能単位とすることにより力ード

単位の保守調整を可能とし,オンラインメンテナンス性を向上させた。

すなわち多重冗長系は相互比較,シングル系は他の制御変数との偏

差比較により故障時手動移行を行い,別途モニタ専用に設けたマイク

口づロセリサにより力ード単位の故障部位発見を可能とし,故障時の復

旧時間の迅速化を図った。

(4) APC自動診断装置

火力発電づラントのか(稼)動率向上,運転員の負担軽減を目的として

自動診断装置を開発した。

火力発電づラントの中枢である APC装置の主要信号を監視して装

置内の故障を検知し,運転員ヘのメ,,セーづを CRT に表示するとと

も忙,必要な場合には自動から手動モードへ変更を行う。診断機能

は検出機構,制御機構,操作機構,マスバランスの監視から構成する。

診断ルーづの動作,停止及び設定値変更,診断づログラムの変更はオ

くしータパネルにより CRT との対話方式で行える特長がある。

ーイジタル入力

中国上海宝山火力発電所向け《MELCOM 3505のシステム

このシステムは,中国向けの火力発電ユニ汁監視制御用計算機とし

て,当社の第1号機である。づラントは 350MWX2 ユニットから成り,

計算機は図に示すように《MELCOM 350-50》(A230ので,1ユニ

ヅト/1コンビュータの構成となっている。

このシステムの機能及び特長を以下に示す。

機育E

(1)づラントの連続監視

(2)づラント起動時の自動制御

(3)運転員に対するオペレーシ.ンガイダンス

(4)づラント性能計算,日誌作表及び運炭管理

(5)グラフィ,,ク CRT 表示忙よるマンマシンコミュニケーシ.ン

特長

(1)オペレーションガイダンスは, BTG盤組込みの CRT に中国文字で

表示し,マンマシンインタフェースの向上を図っている。

(2)現在及び将来の燃料やバーナの使用状況を CRT にグラフィ・,ク

表示し,重油・石炭・高炉ガス・コークス炉ガスという多種の燃料運

用管理を容易にしている。

(3)起動スケジュール,ターピン熱応力,タービン振動等の情報をグラフ

イ,ク表示し,特にづラント起動時の運転員の負担軽減及び安全性の

向上が図れるようにしている。

宝山裂鉄所内計算桜ヘ

旧TG讐)

史

運炭管理日誌

タイフライタ

CPU

ン七

1加
入出力

衾置

主メモリ

補助メモリ

フロセス入出力

装置

運炭ハネル

128K語

1024K語

CRT

素水'

装置

曳Ξテーフ
リータ

紙テーフ
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フロセス入出力中

入出力
タイフ

ライタ
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フライタ
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CRT

パルス入力

580占

ティジタル出力

480占

65点

CRT

ノ、、ード

コヒー

バルス出力

アナロク出力

14 占

1区1

計算機システム構成

105占

玉亘車云日言志
タイプ

ライタ

26占

運転日誌
タイフ

ライタ

4ペン

運転日誌
タイプ
ライタ
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.水力発電プラント

四国電力(株)本川発電所向け 316MVA/320MW発電電動機の工

場完成

吉野川の支流瀬戸川に新設される稲村ダ△を上池に,吉野川本流の

既設大橋貯水池を下池とした日本最高の揚程(576m)の純揚水発電

所が建設されている。当社はこの本川発電所に納入される発電電動

機を受注し,昭和55年Ⅱ月に工場完成させたのでその概要を紹介

する。

形式.準かさ形全閉内冷式(空気冷却器付)

定格.316 MVA/訟OMW,40otpm,13.2 kv,

PF

11Ⅱ訂]Ⅱ1]ι1」11Ⅱ"""1「」1"""11Ⅱ'1Ⅱ"111'"1111"11"UⅡ""肌Ⅱ肌Ⅱ""11」1ⅡⅡ,1111」"」11」"1,11"""11」1肌"11,1Ⅱ1,"'1Ⅱ""開"ι1111」」1"11」111」111訂11訂"Ⅱ"11"」1」」"Ⅱ」11」"11"」ι"゛tⅡ」1ⅡⅡ"ⅡⅡ1」"ⅡιιU'11」町Ⅱ"ι111U",1"""1"Ⅱ1Ⅱ」1"",""Ⅱ""11"11」1」1"肌1」Ⅱ」11」1」11'1"111111」1"11t1則"11"1」ι1Ⅱ""ⅡⅡⅡ"」1Ⅱt111Ⅱ"L

特長

(1)出力係数を大きくし,発電電動機のコンパクト化により高効率

化した。

(2)回転子スパイダ内忙設けたりムダクトのファン作用を利用したり

△ダクト通風方式の採用により電動ファンを省略し,発電所における

総合効率を向上させた。

(3)高荷重を支持するスラスト軸受は,直接水冷方式の採用忙より

信頼性を向上させるとともに,高面圧化によるコンパクト設計で軸受

の摩擦損失を低減させ発電電動機の効率を向上させた。

(4)起動プj式は,'世界最初の高圧同期サイリスタ起動方式を採用L

た。

最近の水力発電所向け制御装置

(1)異常モニタシステム(HYDRO-MONITOR)

づうント機器の異常予知及び早期発見によって機器損傷の拡大を防止

して,づラントとしての総合的信頼性の向上を図ると巴もに,巡視,

点検の省力化を目的としたシステムである。

(2)発電用総合監視制御システム《MELPROS》

発電づラントを対象として開発した総合監視制御システムで,電力用

機器としての高信頼性と各づラント規模に応じた最適システムに構成

できる柔軟性を持ったハイアラーキの分散化方式で,ミニコン,マイクロづ

0セリサ,手ータウェイ等のエレクトロニクス応用システムとしての最新装置

である。

(3)発電主回路大電流しゃ断器(GMCS-SFW)

超高圧からの不経済な所内降圧変圧噐の省略が可能で,超高圧昇圧

変電所が簡潔になる。また2台以上の発電機に対し,1台の複巻線

の主変圧器で昇圧が可能となる。

(4)電気づレーキ

高速大容量の揚水機では,電気づレーキの採用忙よる停止時問の短縮,

保守の簡略化が着目されてきた。づレーキ集塵装置の省略や機械づレ

ーキの簡略化も可能である。

(5)その他

揚水発電所用サイリスタ始動装置,広域(遠方)監視制御システム《M

ELFLEX》, PID ガパナ,電力用づラントコント0ーラ等がある。
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四国電力(株)本川発電所向け

316MVA/320MW発電電動機

.変圧器

UHV試作変圧器及びガス艶縁開閉装置試験モデルの長期課電試験

来るべき U11V送電時代に備え,当社ではかねてより U11V機器の

開発を強力に推進しているが,その開発計画の一環として,当社赤

穂製作所構内において,試作変圧器とガス絶縁開閉装置試験モデル

の長期課電試験を開始した。長期課電試験は,長時問の現地での使

用状態忙,より近い条件での検証を行うという意義を、つており,

実系統の最高電圧を上まわる電圧で,約1年間の運転を行うもので,

との間,部分放電試験などの各種試験を実施している。

この供試変圧器は, UHV と50ORV を連系する単巻変圧器を想
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定して設計したものであり, UHV送電に用いられる実用機で,所

要の容量を得るため並列接続する数群のコイルグルーづのうちの1群

に相当するコイル構成を有しており,絶縁構成、実用機とほぽ同様

の構造にしている。また,ガス絶緑開閉装置は,母線,断路器,接

地装置,スペーサ,づりシングなどで構成し,50okV機器と同様の構造

で大形化したものである。

供試変圧器は,これまでに AC,雷インパルス,開閉インバルスなど

の各種耐電圧試験,及び長時間耐圧試験などを実施しており,ガス

絶縁開閉装置についても絶縁スペーサの電気的,機械的諸試験や,断
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U1Ⅳ試作変圧器及びガス絶縁開閉装置試験モデル長期課電試験状況

路器の充電電流開閉試験などの外,変圧器と同様の絶縁試験や,温

度上昇試験を完了しており,それらの試験後,試作変圧器とガス絶

緑開閉装置をづヅシング(油ーガス)で直結し,長期課電試験を開始し

た亀のである。

東京電力(株)新座変電所納め 3相 275kv,20O MVA 分路りアク

卜ル

分路りアクトルの設置は,その補償効果の点から,最近では大容量分

路りアクトルが系統に直接接続される、のが多くなっている。当社で

は,海外向けに単相50okV分路りアクトル約90台など,また国内向

け忙凾,東京電力(株)向けに 3相 275kv,150MVA 分路りアクトル

5台など,多くの製作実績を有している。

とのたび,東京電力(株)新座変電所向けに 3相275kv,20OMVA

分路りアクトル 2台を製作,納入した。この分路りアクトルは,国内向

け分路りアクトルとしては先の 275kv,150MVA器忙続く電圧容量

記録品である。

との分路りアクトルの巻線及び絶縁構造は,外鉄形変圧器と同様の

サーづづルーフ絶縁構造であり,また鉄心については,輸送重量の軽減

目的から特別3相方式とし,空げき(隙)内積層板付の空心形構造を

採用した。空隙内積層板は,分路りアクトルの振動騒音の原因である

鉄心に加わる電磁吸引力を,その着力点にて積層体の剛性で支持す

謬一ー
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る、ので,その剛性によって振動が低減する点に特長があり,また,

その構造及び製作法は,外鉄形変圧器の主脚部の鉄心を非磁性材に

変えたものと言え,外鉄形変圧器に酷似し,外鉄形変圧器の製作経

験がそのまま生かされている。

分路りアクトルの試験は,膨大な試験設備を要するが,当社では3

相Ⅱ0%全電圧励磁試験も実施しており,温度上昇,騒音,振動な

ど,各種の性能は十分良好であった。

大形変圧器のヨガ則データ処理システム完成

最近は試験業務の複雑化,高度な測定技術の導入,省力化の要求か

ら試験の自動化が要望されるようになった。とれまで、当社中央研

究所において,厳しい電磁的環境に置かれる高電圧及び大電力の計

測に関し,精度良く信号が伝送できる周波数変調方式の光伝送系を

用いたミニ3ンによる高速過渡現象ディジタル言噸1システムを開発する

など試験の合理化につとめてきたが,今回大形電力用変圧器の試験

業務を総合的に見直し,全面的に自動化を図る計測データ処理システ

ムを完成して良好な結果を得た。

システ△全体の構成は図のような、ので,各被試験器からデータを

取込む端末は製品試験用2式,開発試験用3式とし,とれらの端末

装置から得られるデータを処理し,客先に提出する試験成績書や各

種試験に応じた出力処理を行うため中央処理システムを設置した。と

の端末と中央処理システ△をつなぐブータウェイはノイズ対策のため,

光ファイバを使用し,移動式端末装置を接続できる夕ーヨナルを 10 か

所設けたルーづ方式とした。

このシステムを完成したとと忙より,顧客ヘ提出する試験成績書が

即時に自動処理でき,また開発面では,絶縁関係や機械振動関係な

どの高度の解析とか,数百点に及ぶ検出器からのデータ処理が飛躍

的に向上するなど,顧客ヘのサーピス充実と,ますます複雑化,高度

化する大容量変圧器の試験を効率よく対処できるようになった。

,=

,"

冨

^

^

リ、,』→ー/1/,ブ"ー、
、-J ,'"p y書

.ーー

影J{

JI ゛{/1'1七1.
゛..^'ー'鄭J十一J^'.'レ

一.

MS

'ξ韮4,,灸、,1 g-'゛ミ,゛き
声契む气嬰女章弓りご夕熊二1驫

ψ1ン《゛喩゛ーゞナf~之やノ',ーー加'ノ.、畉が'
.1今"会、"fずぜ'、ミー心イノ'丸"゛.ノが,、十
、1,ゾ'."吸4妾"、゛ 1.夫,カ;4

'多'弓ゞ'"、tミ多、.三

1勢'三、 1.づ,

j'、釜,子S一云匡゛

戸づξ洗、徐彰1手二ξ
16^ニ'ξ、ン1

ゞ,心謬.

'.L熱ぎJ 1む'^

イ

ヲ1欝1

途謬諭

東京電力(株)新座変電所納め 3相 275kv,200
MVA分路りアクトル鉄心組立完成図
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剤測手一夕処理システム構成図
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.開閉装置

550/80okV がいし形ガスしゃ断器

海外ヘの飛躍を期し,国際市場にマ,チした競争力ある海外向け超

高圧ガスしゃ断器の開発,製品化を進めてきたが,この低ど 550/

80okV がいし形パッファ方式のガスしゃ断器の開発を完了し,づラジ

ル(CEMIG)向けとして 550kV ガスしゃ断器Ⅱ台を製作した。

開発,製品化にあたっては,構造の小形・簡素化,高信頼度化,

保守の省力化等の実現のため忙多くの新技術を取り入れて゛る。と

のしゃ断器は1相4点切で,すべてのしゃ断点を1本の対地絶縁が

いしの上に配置する画期的なもので,との電圧クラスでは世界で最

もコンパクトなしゃ断器である。

更忙,操作機構忙は動作信頼性の高い油圧操作機構を採用し,

80okV クラスにおける 2 サイクルしゃ断を完成させるとと、1C,構造

の簡素化,高信頼度化を図っている。

高電圧・大容量化に向う国際市場で競争力のあるしゃ断器として

期待されている。
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550kv,12,00OA タンク形ガスしゃ断器

電力系統の容量は増加の一途をたどって仏るが,その要求忙こたえ

るものの 1つとして,とのたび定格電流 12,00OA,定格しゃ断電

流50蛤の 550kV単一圧力式タンク形ガスしゃ断器を完成した。

当社では,既に定格電流4,00OA,8,00OA クラスのものを製品化

Lて込るが,とれらの機器のタンク径は耐電圧上から決められる要

素が大きいのに対し,定格電流が増してくると絶縁性能からの要求

のほかに,熱的な性能も重要な寸法決定の要因となってくる。との

ガスしゃ断器の製作忙あたっては十分な熱解析を行込,部品の材料

や大きさを決める上でその結果を反映させている。

定格電流8,00OA以下のしゃ断器と比ベると,タンク径を若干大き

くし,づツシングの頭部には自冷形の冷却タンクを設け,また主回路通

電部の断面積を増して゛るが,消弧室部,油圧操作機構,駆動連結

部等の部品は同一の、ので構成しており基本的には同じ構造となっ

ている。

とのしゃ断器の完成によって定格電流2,00OA~12,00OA の単一

2.電 力

,全

づラリル(CEMIG)向け 550kV ガスしゃ断器

御き

泥詩,紹"ゞ',"ン~

圧力式タンク形ガスしゃ断器のシリーズ化を達成した。

ガス絶縁母線(GIB)

(1)ガス絶縁厩線(GIB)の実系統模擬試験の完了

北海道電力(株)と共同研究中であった寒冷地並びに直接埋設の実証

試験は,北海道電力(株)技術研究所において昭和郭年5打で約20

か月問の実系統模擬試験を良好な結果で終了した。

寒冷地使用の凍結対策と直接埋設構造は,解体点検の結果,異常

は認められなかった。次に防食テーづと電気防食の組合せによる防

食システ△は,期間中順調に作用したととが確かめられた。また,画

接埋設時の通電電流の限界も判明し,地中部3,00OA の通電の可能

性が確認できた。以上のように数多くの技術的な確証を得て地中埋

設ヘの適用の検証が完了した。

(2)台湾電力公司納め大規模ガス絶縁母線(GIB)

台湾電力公司に定格161kV に0OA で総長約2.5km (1φm)の G

IBを発電所機器問の接続用に納入Lた。

高低差20m の構内に暗きょ(渠),開渠,傾斜地,地上布設と数

多くのすえG梯付形態を採用しているが,仕様打合わせから出荷ま

て、9か月という短期間で完了した。

ユニットの長さは 12m とし,押し出しパイづを採用した。しか、

との長さで表面処理,加工,組立及び試験ができる設備を増強し

.ヘ

550kV 12,00OA タンク形ガスしゃ断器
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た。

以上の結果,今後のGIBの適用拡大及び量産化に対し対処できる

体制を整えた。

発電主回路接続装置(GMCS)用開閉装置

発電主回路接続装置(GMCS)用開閉装置として,新たにしゃ断電

流80kA の SFWA形ガスしゃ断噐,そのしゃ断器と組合せる DG

L形断路器,発電機電気制動仕様を満足する ARE形開閉噐の3機

種を開発,製品化した。

SFWA形ガスしゃ断器は,既に運転実績をもつしゃ断電流Ⅱ0

kA の SFW形ガスしゃ断器とシリーズ化を図ったものであり, AR

E形開閉器は,相分礫母線に直結でき,特別なすえ(据)付スペース

を必要としないGMCS用として最適な製品である。

これら3機種の製品化によって,三菱GMCS用開閉装置は,発

電づラントの容量,運用に適した合理的な機器選択が可能となった。

ノ

この装置は,印kV送電線忙接続され,系統電圧の安定化を行う

目的で使用される。サイリスタスィッチを用いてコン手ンサバンクを開閉する

方式であり,20MVA のコンデンサは 3.34MVA バンクが 2 バンクと

6.68MVA が 2バンクに分割され,それぞれサイリスタスィッチを用いて

開閉することにより,3.34MVAステ,づて・6段階の制御が行われる。

制御回路は電圧制御ルーづで構成しており,69kV電圧を検出し,

その変動量に応じてコンデンサの投入量を制御して系統電圧を一定K

するという機能を有している。

との SVC は,(1)応答が速い(1~2 サイクル),(2)保守が容易,

(3)据付が簡単などの特長を有しており,今後,系統の電圧制御,

無効電力制御,安定度向上対策などの要求に対する新しい手段とし

て期待されている。

水平・鉛直2方向振動試験設備

電気機器の耐震強度は,機器の大形化と社会的役割の増大によって

一段と重要度を増してきた。

当社では,耐震強度の研究と実証試験を強力に推進するため,新

しく水平・金分直2方向振動試験設備を設置した。この試験設備は,

当社独自の設計になる、ので,ユニークな軸受構造と制御方式を採用

し,4mX4m の加振台を2台1対にして使用できるよう忙設計L

た。

1台の加振台で40t のとう(搭)載能力と40tG の加振力を持ち,

との設備によって,原子力用電気計装品の高加速度(2.5G)加振及

び50okV級の開閉機器の全体加振が可能になった。 2台目の加振

台を増設するととで,更に, UHV級の機器の加振が行え,位相制

御忙よる 0.,キング振動なども可能巴なる。

J-一六

相分凱母線で接続された SFWA形ガスしゃ断器と
DGL形断路器(1相分)

、ノ

ブラジル CHESF 向け電力系統電圧安定用無効電力補償装置(SVC)

送電端と負荷端の距雛が長い,いわゆる長距籬送電の場合,送電線

の中問点での電圧維持が電力系統の安定度向上の面から必要となる。

との目的のために従来は同期調相機などが用いられてきたが,パワー

エレクトロニクスの著るしい発達K伴い,サイリスタを用いた静止形無効電

力補償装置(SVC)が新しい手段として注目されてきた。

当社では従来からSVC の開発を行ってきたが,今回,づラジルの

電力会社C1正SF から20MVA容量の SVC を4台受注し,その

製作を完了した。
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コン手ンサ開閉用サイリスタスィリチ 33kv,20MVA
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.系統制御・保護

九州電力(株)技術研修所納め系統運用シミュレータ

電力設備機器の高信頼度化に伴い,最近では電力系統の事故が減少

し,制御所の運転員が緊急事態に遭遇する機会が少なくなってきて

いる。とのような情勢に対処するため,九州電力(株)は,画期的な

系統運用シミュレータを技術研修所に導入された。

とのシミュレータは,集中制御所の運転員を対象とし,平常時・事

故時対応能力の向上及び計算機,伝送技術の研修を目的とする訓練

用シミュレータである。ハードゥエアは,高性能工業用計算機《MELCO

M 350-50》(A230のを中核とし,系統監視盤,トレーナ卓, CRT操

作卓,カードリーダ,ラインづりンタ,入出カタイづライタ,出カタイづライタ,カ

ードパンチャから構成している。

以下,主な特長を列挙する。

(1)臨場感のある訓練ができる。

(2)訓練条件の設定,変更が容易にできる。

(3)きめとまかい訓練ができる。

この系統運用シミュレータは,昭和託年3月納入以来,トレーナの養

成,運転員の研修が実施されており,その成果が大いに期待されて

いる。
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基幹系送電線保護用全ゞイジタル形方向比較キャリブルー装置

易で,また別途開発が進められている手イジタルセンサと結合するなど,

変電所全体の手イづタル技術による統一化,合理化に道を開くものと

期待される。

FM 電流差動キャリアリレー

電力需要の増大に伴゛,送電系統の大容量化や多端子化,確源の速

隔化が進む一方,保護りレーに要求される責務は高速度,高感度及

び高信頼度の面でますます過酷なものになってきている。

FM電流差チカキャリアルーは,差動原理にもとづく理想的な保護方

式を採用しており,(1)負荷電流の影縛を受けにくい,(2)両端可

変電源系統,多端子系統に適用できる,などの特長がある。

伝送系を含めた総合動作信頼度も従来の位相比較キャリア,ルーと比

べると,高性能な雑音検出方式の適用により大幅な向上が可能とな

リ,主幹系統保護方式として本格的に採用されつつぁる。

当社では昭和45年に他社に先がけてフィーjげ'テストを開始し,数

数のフィールド経験を経て積み上げた技術で,階層モデルによるハード

ウェア《MULTIFLEX》により製品化を完了した。

主な特長は次のとおりである。

(1)零相チェ,,ク監視,伝送系及びその両端の MOD, DEM を含

めて総合的な不合理を監視する方式で,ノイズ量に比例した抑制力で
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送電線ディジタル保護りレー

電力系統が拡大発展すると巴も忙保護継電装置に対しても機能の高

度化,保守の省力化,小形化などの要求がますます強まっている。

当社もこうした二ーズに答える新らしい保護継電装置として,マイク

ロコンビュータによるディリタル形保護りレーの開発を推進している。

現在,基幹系送電線保護用方向比較キャリブルー装置,基幹系送電

線後備保護用距籬継電装置,回線選択保護継電装置の3種類の送電

線ディジタル保護りレー装置のフィールドテストを実施している。とれら

の装置はいずれも全手イづタル形で,従来装置の IP以下の小形化を

実現ナるととも忙,ディづタル技術の特長を生かした精密な自動点

検・監視機能を内蔵しており,更にオづbヨン機能と Lてりレー1'動

や装置異常情報の自動記録機能を付加するとともでき,将来の基幹

系変竃所の無人化,点検保守の省力化ヘの対応を指向して加る。ま

た全手イジタル形のため,従来アナ0グ形(電磁形及びトランジスタ形)

継電器にとって不可避であった諸特性や時限の調整もづ0グラ△で規

定されるため大幅に省力化でき,工場試験及び現地据付工事期問な

どの短縮が可能となる。

ディジタルリレーは変電所ホストコンeユータや通信システムとの接続、容

2.電 力
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比率特性を制御するノイズ抑制力'式のため過0,"とはならず,差動

ルーの誤動作限界巴協調のとれた誤動作防止を可能とした。

(2)微地絡検出機能の付加,上記零相チェ,,ク監視を利用して,潮

流の大きさに影縛されない零相差動保護機能が内蔵でき,高感度な

徴地絡故障検出が可能である。

(3)保守省力化ヘの対応,各端子ごとに比率特性や監視機能の試

験が可能な V-Fテスタが接続できると巴もに,自動点検機能の内蔵

も可能となってφる。

光PCM 伝送を用いた電流差動保護りレー装置

多端子送電線,重潮流送電線の保護上の問題や,超高圧ケーづル系で

のパイロットワイヤの誘導電圧の問題を解決するため,光ファイバを用い

た光PCM時分割多重忙よる電流差動りレーを開発した。

との光PCM電流差動りレー装置は,交流電流の瞬時値をサンづり

ングしてディづタル変換し,とれを光信号に変えて光ファイパケーづルを

通して相手端に伝送し,受信端では交流電流相当に復調して,自端

電流と比較するととによって,保護区問の検出を行うものである。

とのようなシステム構成の確立により,各端子はサンづりング時刻の同

期をとる必要がなく,また光伝送を利用したため従来のパイロットワイ

ヤルーで必要であった誘導電圧対策が不要忙なったとと及び各端子

の電流情報を集められるので,ルーの動作領域を拡大して,流出電

流のある系統故障に対する保護性能を向上させられるなどの効果が

得られた。

光PCM時分割多重伝送方式を採用したので,商用周波数の電気

量16量を相手端に伝送可能となり,平行2回線の各相及び零相電

流を十分に余裕を持って伝送できる性能がある。

この装置は,5端子の模擬送電線を使用して各種の工場試験を実

施し,動作時問25m.以下(200%入ブD の高速動作が得られた。

写真は,検証装置を組込んだ5端子送電線保護用光PCM電流差動

ルーの親局(左側D と子局(右側)の盤構成を示した、のである。

2.3 配

配電線アンサバック信号伝送特性試験装置

配電線の総合自動化を推進するためには,配電線管理が必要な末端

の諸情報を,効率的かつ経済的に配電用変電所に収集するこ巴が必

要となっている。とのため,高低圧配電線を信号伝送路とL,配電

線末端の情報を変電所まで伝送する方式(アンサバック方式)の開発が

重要な課題となっている。このたび,実配電線における基本的左伝

送特性をは(把)握するための試験装置を,関西電力(株)と共同で開

発した。

との装置は,配電線の柱上変圧器近傍に設置されるアンサバック送

信装置巴,変電所に設置される受信装置Kよ酔袴成する。送信装置

により16ビットの信号をサイクリヅクに柱上変圧器の低圧側忙注入し,

とれを変電所の変流器を介して受信し,受信装置忙より受信信号の

照合を行う。

送信装置は,電カトランジスタを使用したインバータ忙より,フ.5~30

ポーの FS 又は AM 変調の信号を発生L,これをりアクトルコンデンサ

からなる誘導結合フィルタにより柱上変圧器低圧側に注入している。
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光PCM伝送を用いた電流差動保護ルー装置

受信装置は,8ビヅトマイク0づロセ,,サを使用し,設定時限ごとに全受

信ビット数,誤りビット数,誤りフレーム数,ビ,,ト誤り率,誤りパタ

ーン等を自動的に印字記録する。この装置により実配電線における,

時刻別ビ,,ト誤り率,誤りパターン等の諸データを自動的に収集する

ととが可能である。

3 相 2,oookvA 巻鉄心変圧器

最近の省エネルギー機器開発の要望は,配電用変圧器においても例外

ではなく,変圧器の低損失化,高効率化が叫ぼれている。

とれらの市場二ーズにこたえて 3相 750kvA~2,oookvA 変圧器

の巻鉄心ーヒを完了した。

との巻鉄心変圧器の主な特長はつぎの巴おりである。

(1)無負荷損失は,従来の積鉄心変圧器に比ベて約15~20%程

度特性が向上した。

(3)巻鉄心を採用し低損失となるととにより,従来品に比ベ一段
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と小形,軽量,省油量化となった。更K変圧器の全高が低くなり,

変圧器の配線処理が容易になった。

3相 2,oookvA 60H.の,寸法,重量,油量比較はっぎのとお

りである。()は新旧比較%(当社比)を示す。

2.4 自家用発受配電

鹿島北共同発電(株)納め自家発制御システム

とのシステ△は,鹿島北共同発電(株)鹿島北共同発電所(1~3・弓

機)のポイラ,ターピン,発電機のトリ,,づ並びに電力系統,大口負荷の

脱落等の事故時に,づラント全体として安全,適正な処理を迅速に行

5 ととを目的としている。とのために,ユーザー,づラントメーカー(王菱

重工業(株))と共に,新しい制御方式を開発した。

この方式の特長は,

(1)事故時の電気,蒸気のバランスを,づラントの諸特性から計算し,

その結果を用いて最適な制御方法を決定するので,電気蒸気のア

ンバランスによる弊害が減少する。

(2)上記のバランス計算結果から,必要ならポイラあるいは夕ービン

発電機のランバック制御を行い,安全弁の作動防止ある仏は,必要蒸

気の確保が行える。

(3)事故後の整定予測パランスを運転員に提示できる。

(4)システム構成として《MELCOM 350-50》モ手ル A 2100 と, A

2010 各1台で,重要機能を 2重化しており,信頼性が高く,コストパ

フォーマンスに優れている。

上述の事故時緊急制御機能の外に,とのシステ△が持って仏る主な

機能は次のとおりである。

(1)自家用発電づラント(1~3号機)の運転監視及び警報

(2)新,旧中央操作室が離れているため,グラフィック CRT による

速方職見,中央操作室問コミュニケーション

(3)発電づラントの性能計算,ヒートバうンス計算

(4)経済運転計算

(5)づラント管理情報のデータ・ロギング

2,460× 1,680 × 1,650 mm

3,950 kg

9501

九州電力(株)竜郷発電所納め 12,50okvA ディーゼノし発電機

九州電力(株)竜郷発電所1号機として 10MW ゞイーゼル発電機を製

作納入,昭和55年6月営業運転に入った。との発電所は奄美大島

における急激な電力需要増加に対応するため新設されたもので,ポ

イラ排熱を利用した 70okW 夕ーピン発電機とともに 1ユニ汁をなし,

機関の自動診断装置を備えた最新鋭の内燃力発電所である。

とのディーゼル発電機は単機容量巴Lては国内最大で,今後の10

MW時代のさきがけをなすものであり,とのため発電機の高効率

化と共に,特に信頼性を重視して設計を行っている。

回転子構造としては軽量で剛性が高く,かつ慣性能率の大きなス

キンストレス形スパイダ軸を採用し,ゞイーゼル機関に固有なねじ(振)り振

動に対しては機関と結合した軸系のディリタルシ三ユレーションによる強度

解析を施行した。その他電機子コイル1ンド等発電機各部の短絡強度

解析,電機子コイルの破壊,非破壊検査の実施などあらゆる面での

信頼性を追求している。ディーゼル機関の信頼性向上と共に単機容量

はますます増大の傾向をたどるであろうが,この発電機は大容最化

にあたってのモブル機となるものである。

主な仕様は次のとおりである。

形式横軸突極回転界磁開放保設形3相同期発電機

定格 12.5MVA (10MW),6,60OV,18P,400.pm, B

種絶縁

励磁方式励磁変流器付づラシレス励磁

機関 12PC4(石川島播磨社製)

(82 %)

(76 %)

(71%)

2MB

DISK

MεLCOM 35050
A2100

住メモリ 160KVO

フロッピ

デイスク

ソステム

タイプライタ

MDYVS-5

(データウェイ)

M〔LCOM 35050

A2010

住メモリ 32Kリ1)

PI0

3号機

プロセス入出力

UW

3号中操監視釜 V2号中操監視盤

鹿島北共同発電(株)自家発制御システ△構成図
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データ
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磐

PI0

V2号機

プロセス

入出力

エマー
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リレー竺

事故時緊急制御
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3.産業用電機品,言十測卜制堆0と環境

昭和55年における,産業用電機晶関係の技術動向の特徴

としては,マイクロプロセッサの応用技術が普遍化し,広

範囲に浸透したことである。

シーケソス制御におけるプラントコントローラ,計装制

御におけるDDC制御装置の適用は一般化し,電子計算機

も含め,データリンク装置により最適のシステムが容易に

構成できる。

また一方,とれら各装置の中枢機能は, LS1により構成

されて仏ることから類似性を有し,適用目的に最込合致し

た装置に,すべての機能を統合するという動きも目立って

いる。

(1)産業プラント用電機品においては,前述の動向を最

も反映し,鉄鋼のホットストリップミルにおいて,電子計

算機とプラソトコソトローラ群をデータウェイで接続した

システムに,トラッキソグシミュレータを用い,現地調整

時間の大幅短縮を実現した。

鉄鋼の製鋼設備において,溶銑脱けい(珪)設備が導入さ

れ,真空脱ガスの技術が通常の工程に組込まれてきたこと

は大きな特色である。当社はとれらの設備に最新鋭の制御

システムを納入した。

鉄鋼の製銑製鋼設備,各種プロセスライン及び製紙プラ

ントなどにおいては,プラントゴントローラを主制御装置

として適用し,シーケンス制御と計装制御機能を統合し,

高精度かつ高効率運転を実現している。

交流可変速電動機の応用は,大容量化及び保守の省力化

が容易なことから適用分野はますます広がりつつあり,昭

和55年は世界最大級の1,950kW鉄鋼圧延用サイリスタ電

動機を製作納入した。一方VVVF装置による交流電動機

の可変速制御装置は,発電ボイラ用ファン駆動用など高信

頼性を要求される分野ヘ適用を広げた。

整流装置は,アルミ電解用として,平形大容量素子を使

用し,2磁MWのブラジル・バレスル社向けを始め,多数

海外ヘ輪出した。

(2)計測と制御の分野においては,ディジタル計装制御

装置,《MACIUS シリーズ》を,鉄鋼,イヒ学,セメント,

下水処理をはじめ,多方面に納入し,広範囲にシリーズ化

されたコントローラ及びモニタ・コントローノレステーショ

ソ群の特長を十分に発揮し,顧客の要求に応じ,最適シス

テムを実現している。特に従来から確立された技術を保肩

するシステム制御技術や電子計算機応用技術と計装制御技

術の組合せを必要とする分野においては,その総合力をい

かんなく発揮している。

計測の分野においては,自動車用ギャレスシャーシダイ

ナモメータを,電機品のみならず機械装置を込含めて一貫

した思想のもとに設計・製作し,高精度・高効率かつ小形

のものを製作した。またレーザビームを用い,生産ライン

を連続走行する金属板の傷を高感度で検出するレーザ式表

面検査装置を製作納入,今後,類似プラントへの適用が期

待される。

(3)生産機器の分野においては,電極ぜーム溶接機を移

設可能なように小形化し,全自動NC放電加工機は,多く

の自動機能とともに高精度化を実現した。

(4)環境保全設備用電機品の分野では,脱臭装置とし

て,従来の、のに比ベ,維持が簡単で,かつラソニングコ

ストを大幅に減少した小形かつ高性能な乾式オゾソ脱臭装

置を完成した。

ごみ焼却場ごみクレーン用自動運転システムは,自動

化,省力化とともに操作員の作業条件の改善を目ざし,多

数製作納入した。

新しい分野におけるマイクロコンピュータの応用の1例

として,農業用ガラスハウス群の環境集中監視・制御シス

テムを製作納入し,その成果と今後の展開が大仏に期待さ

れる。
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3.1 産業プラント用電機品

.ホットストリップミル用乍旨唯診品

昭和55年6月2日に日薪製鋼(株)呉製鉄所納め新ホ介ストリッづミル

更に 1か月後の7月1日には韓国浦項綜合製鉄(株)納めNO.2ホ汁

スト小,づミルにおいて相次いで,通板1本目からの計算機設定による

自動圧延に成功した。

計算機《MELCOM 350-5の,づラントコント0ーラ《MELPLAC-50》及

びデータウェイを用いた最新鋭制御システムでは,配線工事量及び現地

調整時問の大幅な削減を図っている。すなわち調整時問の短縮とづ

ラント立上り時から計算機設定による通板を可能とするため,従来の

調整における単体調整, APC総合調整及び機電総合調整に加え,

計算機及びづラントコントローラを含めた各種電機品並びに機械設備の全

システムを,《MELPLAC-50》によるトラッキングシミュレータを用いて,

模擬圧延(コールドランテスト)を行い,市,トラン1本目からの計算機自動

圧延を司能とした。

とれらの実績をべースに,更に国内1ライン,

リトストリッづミル電機品を受注し,現

在設計,製作中である。

一方計算機単独システムとしては,

新日本製鐵(株)君津製鉄所向け広

域分散型コンeユータシステムを納入し

た。

当システ△は, MS (親ステーション)

3台及びSS(子ステーション) 5台を

分散配置し,ハイアラーキ形の分散形

処理システ△を構成している。物理

的には 8台のコンビュータステーション

を三菱データウェイ《MDWS-3ので

接続し,相互に"会話"をする方式

をとっており,システム全体が高度

なネ,トワークを構成して機能して

いる。上位計算機のづ0グラミングは,

ネ,トワークをまったく意識するこ

となくできるような,サボートづログ

ラムを用意している。すなわちサづステーションの下忙つながるすべて

の入出力装置は,上位計算機に直結されている入出力装置と同じよ

うに,論理番号に対応するものとして扱われ,物理的な入出力装置

の接続には注意を払う必要がない。

例えぱ,"センサベースマネジメントシステム"や"イベントコントロールマネジメント

システム"というソフトゥエアがあり,前者はシステム内の全づロセス入出

力を,後者は割込及びタスク起動といったづログラムの全起動要因を,

あたかも CPL が1台であるかのように集中{制御している。

更に当システムの特長として縮退運転がある。正常時は2台の

《MELCOM 50/A2500》で負荷分担運転をし,片系に異常が発生

すると両系の機能を合理的に縮退し,残りの1台で全づロセスを制御

する、のである。

海外1ラインの新設ホ

1見ステーション

(MS)
MELCOM

50/A2500

(256KW)

DISK

.鉄鋼プロセスライン用電機品

証玉イニ匝】二泉

/ガ

鉄鋼づロセスラインでは,最近電気めっきラインの新設,増設が増えて

いる。とれらのラインが問題となるめっき電流制御において,籾め

てソフトゥエアにより,トータル電流制御,めっき電流自動投入制御を

行う最適めっき電流制御システムを確立した。このシステムでは,づラ

ントコントローラ《MELPLAC》の採用による DDC化で,アナ0グ制御で

問題となっていた温度ドリフトなどの問題を解決するとともに,めっ

き電流の自動投入制御などのシーケンス制御と,ダイナミ.,ク付着量制御

をソフトゥエアで実行できるようにし,めっき制御の最適化と省力化

を逹成した。なおめっき用サイリスタ装置は水冷式としており,3相

"OV受電において,366kvA以下のものは,変圧噐及びサイリスタ

装置を 1つのキューピクルに収納することができる。

子ステーシヨン

(SS)

対ホストコンビュータ

/
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MELCOM
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DISK PACK

MELCOM

50/A2500
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.鉄鋼圧延機用サイリスタモータ

鉄鋼圧延機用電動機として,単機大容量化及び保守の省力化の観点

から,サイリスタモータが脚光を浴びっつぁる。

とれに関し当社では,既に昭和51年度に250kW電動機を製作納

入し,好調な運転実績を得ており,電動機の制御技術及びコンビュー

夕による解析技術を確立した。とれをもとにして,今回 1,950kw

の世界最大級のサイリスタモータを製作した。とれは直流多相方式で,

電動機は全閉内冷形で6相結線し,変換装置は12相整流に構成し

て,電動機のトルク脈動及び電源系統の高調波電流を低減する巴と

もに,良好な力率,効率特性が得られ,一方速度制御特性も直流電

動機並みの高速応答特性が得られた。

肌1」"」1"""1」"11"Ⅱ11"耻ⅡⅡ""Ⅱ"1ι1」訂」1訂1Ⅱ1"」111ι11」"ⅡⅡ1」11ⅡⅡⅡⅡ""111111,111"Ⅱ"Ⅱ"11Ⅱ1ⅡⅡⅡ"11Ⅱ"訂Ⅱ""1」Ⅱ111「"1111"""""Ⅱ"11"ι1」"」1Ⅱ"'1""1111」1Ⅱ訂Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ11ⅡⅡ""訂"1Ⅱ"訂Ⅱ11Ⅱ111」Ⅱ11Ⅱ'1ⅡIU1Ⅱ'1ⅡⅡ""1ιⅡ11ⅡⅡ計Ⅱ11耻Ⅱ""ⅡⅡ訂lfⅡUⅡIufj"単

.棒鋼・線材圧延機用電機品

(株)吾嬬製鋼所千葉製造所の棒鋼圧延設備において,主幹システ△の

づうントコントローラ《MELPLAC》化を行い,その特長を生かした数々

の修正制御採用により,桔度,性能の向上を図った。また某社棒鋼

圧延設備において、数々の歩留り向上対策を実施し,驚異的な町.3

~97,4%の安定操業を行っている。当社はとれらの設備の建設,改

良を通じて新技術の開発,制御システ△の開発を進めてきており,以

下棒鋼・線材ミルにおける当社の制御特長を述ベる。

(1)主幹制御の完全ディジタル化

連続圧延機の速度指令値を演算する主幹速度系をづラントコントローラ

《MELPLAC》の適用忙より,全演算をディジタル化し,アナログァンづ

の演算誤差の問題は一掃された。

また, AMTCによる自動修正量を,各圧延機のスケづユールK繰込

むミルスケジュール自動修正も可能となった。更に圧延機モータに取付

けられた高速度PLGにより,0.1ゆm単位まで回転数の計測仂;でき

.高炉装入設備用電機品

川崎製鉄(株)千葉製鉄所5号高炉改修に伴う電機品1式を納入した。

との設備は三菱づラントコントローラ《MELPLAC-50》 3式を中心とし

て制御されており,原料秤量切出制御,装入ベルトコンベヤトラッキング制

御,炉内装入制御,炉内原料トラ,井ングとスケリュール制御及び計算機

とのゞータリンケージを行い,下記の特長を有している。

(1)設備の故障については,故障内容を文字で表示するアラーム手

イスづレイ装貿を設けて監視を容易にしてぃる。

(2)制御系の故障については,予備のづラントコント0ーラ 1式により

故障診断を行っている。

(3)計算機による「全自動」計算機を使用しない「自動」及び操

作盤よりの「操作盤手動」の各モードの低か,パ,,クァ,づ系として有

接点ールー回路にて自動回路を構成した「半自動」モードを有してぃ

る。

(4)従来,計装又は計算機にて制御していた秤量信号による秤量

演算及び補正演算をシーケンス制御と一体にづラントユント0ーラにて行っ

L V、る。

(5)炉内ヘの原料装入タイムスケジュールの設定は,中央より任意に

でき,しかも最短の時問で装入できるシーケンシャル制御力式を採用し

"""1」"」1111」訂Ⅱ"Ⅱ訂111Ⅱ111"】1"Ⅱl「ⅡⅡ"111]"11Ⅱ」1"ⅡⅡ""Ⅱ1」1"」"""utⅡ肌Ⅱ計11t「肌1」ι1Ⅱ「」11」」"ⅡⅡ"ⅡⅡ1訂ⅡⅡ'111Ⅱ"Ⅱ11"Ⅱ11Ⅱ1ⅡⅡ11Ⅱl「1111ⅡⅡⅡ,1Ⅱ"訂11ⅡⅡ111」"ⅡⅡ訂計」1」ι""ι111Ⅱ1Ⅱ111Ⅱ」"ι1ⅡⅡ111」訂Ⅱlffj""ⅡⅡ1訂11町11ⅡⅡ,「11町」,Π」11"11Ⅱ"」11U11Ⅱ1」"1ι1」"1""Ⅱ1111訂"ⅡⅡ

→

亭

^

g

"

る。

(2)づラントコントローラによる無張力圧延制御

当社独自の先端AMTC及び材料全長にわたって制御を行う0ールフ

オースモニタAMTC を採用し,50ミリ秒のサンづル周期で制御を行い速

度制御系の修正を行っている。

(3)ルーづ制御

ルーづ高さ制御系の応答特性は機械系によっても異るが, DN化に

より最適チューニングが容易である。

(4)切断制御

ディジタル制御の弱点でもあるサンづル時問遅れによる切断長バラッキの

修正制御を行うことにより高精度な切断制御を行える。

(5)リーう巻取制御

DDC化により,巻取時の最適速度パターンであるウォナjング制御,

コイルの先端尾端位置制御及びその最適チューニングが容易に行える。

舞゛

1,950 kW サイリスタモータ

1ⅡⅡ11ⅡⅡ訂」1ⅡⅡⅡlfl,""Ⅱ""11Ⅱ1ⅡⅡ'1"11"11Ⅱ"11「Ⅱι1"11」1"Ⅱ訂Ⅱ"Ⅱ"」1ⅡⅡr1ⅡⅡ」ι"11Ⅱ肌「Ⅱ"1111"」ιⅡⅡ1ⅡⅡ11Ⅱ"町Ⅱ"「」町ⅡU"Ⅱ"""計Ⅱ1,ⅡlfⅡⅡ111fⅡⅡ"1「」1Ⅱ1ⅡⅡ1ⅡⅡ"ⅡⅡ"1」N」1"Ⅱ1111"Ⅱ"Ⅱ111]"計Ⅱ"11Ⅱ1111Ⅱ11UιⅡ計」1「」計"'1」1111Ⅱ11Ⅱ111,11」"」ιⅡ""1」11ⅡⅡ肌」1「」11Ⅱ""」1ⅡⅡ11Ⅱ"11"Ⅱ"1」1
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.製鋼プラント用電機品

製鋼づうントへの納人電機品を紹介する。いずれも製銅の省エネルギー,

品質向上,生産性向上に寄与するものである。

(1)溶銑脱珪設備

との設備は,転炉でのスラグレス吹練のための溶銑予備処理設備であ

る。脱けい(珪)剤の搬送,秤量,投入及びバナルグ用 NPランスの昇

降なだの制御を,づうントコント0一う《MELPLAC》で行ってぃる。電

機品の特長としては下記のとおりである。

(ω秤量機信号をアナログで《MELPLAC》ヘ入力し,インタフェ

ースのシンづル化と,高桔度演算を行う。

(b)脱珪剤の投入は,《MELPLAC》からのアナ0グ出力により

制御されるトランづスタインバータにより,投入フィーダを駆動し,投入

速度(TIH)を制御する。

(0)脱珪剤ホ,パを空にしないよう,自動補給制御を行う。

(2)真空脱ガス設備用電機品

溶鋼の真空脱ガス設備は,品質改善,均一化及び転炉との機能分担

による生産性の向上などを目的に設置される。電機品の特長は下記

.交流可変速システムの新分野ヘの応用

可変電圧可変周波数電源装置(VVVF)による誘遵電動機の回転速

度捌御の応用分野において,風水力設備の流量制御ヘの応用は,省

電力と仏う社会的要求から各企業の注目を集めてφる。当社ではと

の分野にお仏て,可変速運転が老慮されていない既設設備にも安全

に適用でき,しかも省電力効果の高い《MELTRAC》システムを開

発し,既に約70台を納入した。今回とれらの実績にもとづく高信

頼性が認められ,鉄鋼某社自家用発電所のポイラ燃焼空気押込ファン

及び誘引ファン用としてとのシステムを納入した。

VVVF容量はそれぞれ30okvA,1,20okvA である。とのシステ

△の良好な制御特性と高い信頼性により,ポイラ燃焼特性が改善され,

計画以上の省電力が達成できた。

また抄紙機の原料供給ポンづ用として 60okvA の VVVF を使用

した《MELTRAC》システムを納入した。との用途では,速度精度士

0・01%を実現L,抄紙機の製品品質の向上と,ファン,ボンづの省電

力運転に役立っている。

《MELTRAC》みステムの特長は,多重電圧形インバータを採用して

いるため,(1)出力電圧電流波形が正弦波に近い,(2)トルク脈動

が小さい,(3)転流サージ電圧が小さい,(4)過負荷耐量が大きい

など,他の駆動方式に比ベて卓越した性能を有していることであり,

既設設備に、容易に導入できるものである。

.ワインダの新制御システムの確立

最近の製紙用ワインダ制御において,操業効率を高めるとと及び省工

ネルギー化・省力化を図るCとはもちろん重要な課題であるが,製品

品質に関する巻取口一jレの巻固さを自動制御することも要求される

ようになった。従来,巻固さは運転員のノウハウであったが,づラント

コント0ーラの採用による全DDCにより,巻固さを制御する 3つの制

御システムー・ー・テーパニ,づ圧制御(巻取口ールとドラム問の二,づ圧制御)

・テーパトルク制御(ドラムの負荷分担制御)・テーパテンシ,ン制御(アンワイ

ンダの張力制御)^を完成した。これらの制御はいずれも巻取口ー

ル径の関数として,テーパ制御を可能としている。

づラントコントローラの採用忙より,従来アナログ制御で行われていた主

幹制御及び定尺巻取自動減速制御,アンワインダ補修径・残紙径自動減

剛""111Ⅱ""""1t」1ι1Ⅱ11」1,11」ⅡⅡⅡ1」ι1",11」"Ⅱ11"ι1Ⅱ"Ⅱ11"ⅡJfⅡ11Ⅱ""Ⅱ1Ⅱι1111肌"Ⅱ,11f"'1Ⅱ11,111""Ⅱ11"1111""""""]「""Ⅱ」1"Ⅱ11Ⅱ1」Ⅱ"Ⅱ11'1"11""11"""""」1Ⅱlf"j「"Ⅱ11{1"11""""」1Ⅱ""」1"11"Ⅱ畦"""」11t""",1Ⅱ""1111"11""111」Ⅱ111」"1」ⅡⅡ」11U"」1Ⅱ""1Ⅱ1"11Ⅱ11 11 1111" 1」

のとおりである。

(幻づラントコントローラ《MELPLAC》を使用し,合金添加及び真

空排気設備などで,高桔度・高速演算処理を行ら。

(b)転炉計算機とデータリンクし, DDC を行う。

(C)レードルターンテーづルに,サイリスタ式1次電圧制御装置を使用し,

負荷変動に影縛されないス△ーズな加減速制御を行う 0

(d)脱ガス槽移動装置に対しては,電子式ク,ションスタート・スト

・,づ装置を使用し,トルク調整を容易とし,かつワンタッチ交換制御

を行う。
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3.産業用電機品,計測卜制御と環境
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可変電圧可変周波数電源装置 1,750kvA, VVVF霊

に

速制御等のワインダ制御装置の全DDC化を図った。また1つのコン

ト0ーラに統一することにより,ハードゥエアの単純化と機能分部(サイ

リスタ盤とコントローラ盤)を行い,信頼性と保守性が向上した。
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.アルミ精錬用整流器プラントの連続納入

オーストラリア・アルコア社向け直流出力 60OV,185kA,111MW の整

流設備を皮切り忙オーストラリア・コマルコ社向け 1,10OV,2如kA,264

MW及びづラづル・バレスル社向け 1,00OV,210kA,210MW のアル

精錬用整流器づラントを次々と出荷・納入した。ミ

仏ずれの整流器にも平形大容量素子を採用しており,アルコア社向

けが屋内風冷式である以外は,純水循環水冷式の整流器巴変圧器を

一体化Lた屋外用レクチフォーマ方式である。高ひん(頻)度の動作に適

した真空負荷時タヅづ切換器ほか,ととに確立した新技術は塩水電

解用など他の用途にもそのまま適用できる、のである。
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.地熱発電蒸気井掘削りグ用電機品

日本重化学工業(株)向け忙,地熱発電用掘削リづ電機品一式を納入

した。とのりグは岩手県葛根田地熱発電所の蒸気井掘削に使用され

る、ので,電気式陸上掘削りグとしては,本邦最大級のものである。

主電源巴して8001ⅣA発電機4台を備え,掘削用直流電動機

(375kW 2 台,60okW 2台)をサイリスタレオナード制御するもので

ある。制御盤類はすべて屋外用パッケージハウスに一括収納し,掘削場

所の移動に際して,電機品の移設及びケーづルエ事が短時間に行え

るようになっている。との電機品の設置ふん(雰)囲気は,温泉地帯

で0.1Ppmの硫化水素ガスが含まれているため,電機品の防しょく

依虫)対策を特に考慮した設計としている。

.日本コンベヤ(株)納めブルコンシステム用電機品

従来の固定コンベヤの根稔を破るオートシフト方式による移動式コンベヤ

(略称.づルコン)が日本コンベヤ(株)によって開発され,当社はその

電機品一式を納入した。づルコンはコンベヤに走行自在のクローラを備

え自由に移動するととができるので,輸送先を変える必要のある埋

立作業などにおいては,コンベヤを停止するととなく連続した作業が

可能であり,工期を大幅に短縮できる。

電機品はすべて機上設置であり,下記の特長を有する。

(1)パッケーリハウスを用いた運転室。

(2)構成機器の組合せ変更に柔軟に対応できるユニヅト構成。

(3)少数信号線伝送装置《マルチェコー》の採用による制御信号線数

の削減巴ユニット化。

(4)コンベ卞の直線性維持自動制御回路。

.最近の大形交流電動機

(1)海オ、淡水化づラント用電動機

サウリアラピア,アルジュベールi毎水淡水化づうント第2期工事及び同耳々水づ

ラント向けとして,合計約500台の誘導電動機を受注,その一部を完

成した。このうち下記Kついては,とのクうスの電動機としては極

めてまれな多量生産となり,従来のシリーズから離れて,独自な最適

設計として大幅な小形軽量化及び信頼性の向上を図っている。

2,620kw,18極,6.9kv,印HZ,立形,20台

1,420kw,10極,6.9kv,60HZ,立形,40 台

また,中容量機忙ついては,鋼板フレー△を採用して大幅な小形軽
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量化を図っている。

(2)オーストラリア向け電力補機電動機

オーストラリアビクトリア州電力庁向けに9×3,20okW 6 P,9×フ,oookw

10P,13×8,oookW 4P,8×1,2釦k工V 12P,電圧11kV を中心に

してトータル95台,総出力231,oookw'のかビ形誘導電動機を受注し

その一部を製作完了した。とれらの電動機は高効率,低騒音に加え

て,絶緑上の諸特性に関しても同電力庁の厳しい要求を十分に満す

ととができた。

(3) 2,70ok工V水素冷却3相誘導電動機

三菱電機技報. V01,55. NO.1.1981
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づラリルの CESP電力庁忙,250MVA 同期調相機の起動用電動機と

して,2,70okW 6極水素冷却巻線形3相誘導電動機を2台納入し

た。との電動機は調相畿側の都合上,全体を水素冷却としたもので,

水素冷却の誘導電動機とLては初めてであり,刷子部は保守のため,

本体水素を全部抜くことなく分解可能なように水素シー}レを施した

構造となっている。

(4) CHINA STEEL 向け 11,00OHP 誘導同期電動機

CHINA STEEL 向けとして焼結設備主排風機邪動用 U,ooonP誘

導同期電動機を製作納入した。国内では,大形の焼結設備主排風機

駆動用電動機としては,その重慣性負荷のため,主忙塊状磁極形同

期電動機が用いられ,誘導同期電動機は岻とんどセメントミル駆動用

に限られ,容量的に、 6,oookW程度にとどまって゛た。今回製作

の誘導同期電動機は最大容量機であり,大容量化に伴52次巻線の

高圧化,励磁装置の大形化などの諸問題、解決し,今後の心用分野

の拡大が期待される。主な仕様は次のとおりである。

11,0001冊,11kv,60H.,8P,900 印m,0.8PF, F(DF)絶縁,

3.2 計測上制御

.総合計装制御システム《MACTUS》の充実

三菱総合ディジタル計装制御システム NACTUSシリーズ》では,コント

ローラとして,1ルーづコントローラ@1ACTUS 200》に始まり,マルチコ

ントローラ 610,700 及びハイレベルコントローラ 810,またー・方堺金視システム

としてモニタステーシ,ン 670,オペレータステーション 870 なざ豊富な機種を

そろえ,顧客の要求忙応じた最適なシステムを実現できるようにして

きている。との中で,特にとのたび機能強化とコンパクト化を図った

マルチコントローラ@1ACTUS 610》は小規模マルチコントローラとして,最

も広範囲に需要のある機種であり,下記のような特長を有してぃる。

(1) 8ルーづDDC とシーケンスの融合。

(2)フレキシづルなソフトゥエア。

(3)マンマシンインタフェースの充実。

(4)《MACTUS 20の, CRTオペレータズパマル及びデータウェイなどの

接続が容易。

.鉄鋼加熱炉計装制御のDDC化

近年,省エネルギーや公害防止などの社会的要求が高まるKつれ,鉄

鋼づうントに於ける加熱炉計装制御は,複雑高精度化している。

当社では,とのような要求にマッチした計装制御システ△《MAC・

TUS》を積極的に適用し,加熱炉計装制御のDDC化を実現している。

(株)吾嬬製鋼所千葉製造所の棒鋼圧延設備用加熱炉計装制御に適

用した《MACTUS》は,炉温制御,空気流量制御,炉内圧制御,

昇熱制御等,全Ⅱルーづの計装制御を行っている。この結果

(1)ディジタル化による炉温設定精度の向上。

(2)扉開閉に対する予測制御による炉圧変動の減少。

(3)炉の性質を学習した昇熱パターンによる自動昇熱運転。

などにより,重油消費呈の削減,省エネルギーに大きな効果を上げた。

また空燃比の向上によりスケールロスが減少し,歩留りの向上,製品

品質の向上にも効果をあげ,昭和55年5月に納入後順調に稼働し

てV、る。

更にとのシステ△では,《MACIUS 700》のシーケンス,データハンドリ

ング,及びコンビュータリンケーづ機能を利用し,炉回りのトラッキング及び

ハンドリング制御を同時忙行い,生産管理システムとの連結も計画され

3.産業用電機品,計測・制御と環境

全閉内冷形,サイリスタ励磁方式
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海水淡水化づラント用
2,620kW 電動識

そのため,小規模階層制御システムの分散制御と,有効なづ0セス監

視,システム保全を可能としている。なお, NACTUS 61のの下位

に接続されるルーづインタフェースユニット《MACTUS 120》は,ルーづビ

とのづ0セス入出力及びマンマシンインタフェース機能を実現しながら,パッ

クァ,,づ機能、装備した

パネル計器であり,他の

コントローラとの接続も

容易である。
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.化学プラント用総合計装システム

三菱瓦斯化学(株)四日市工場, Kづラント向けに総合計装制御システ△

《MACTUS》を納入した。

とのづラントは,多数の DDC,シーケンス制御などを含む連続及び

バッチ複合づロセスである。この白ステムは,制御の分散を目指し,ハ

イレベルコントローラ NACIUS 81のを系統ごとに設置し,また,オペ

レータステーシ.ン《MACTUS 870》により監視の集中を図った構成と

している。

とのシステムの主な特長としては,

(1) 4,800画素のCRT により,づロセスの詳細監視及びマクロ監視

を行い,監視機能の向上を図ってぃる。

(2) CRT付オペレーターズパネルにより, FIF (空欄記述方式)及び

POL(問題向言語)を用い,現地で簡単に制御システムの生成,追加

及び変更ができ,更にアナ竹ーション画面の現地での生成も可能とし

ているため,柔軟性に富んでいる。

(3) HD 制御はもちろん,豊富なアルゴリズムにより高度な制御演

算が行え,更に将来のデータ処理機能の高度化にも対応可能なよう
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.東京都下水道局森ケ崎処理場(東)納め監視制御システム

東京都下水道局森ケ崎処理場(東)の水処理施設監視制御用として

《MELCOM 350-5のをホストマシンとする分散形総合計装システムを

納入した。

とのシステ△は,図に示すように@1ELCOM 350-5のをホストマシ

ン,《MACTUS 810》を下位ハイレベルコントローラとして,データウェイシ

ステム《MDWS-30》によりりンクした分散形システムである。との総

合計装システムのメリヅトを有効に活用しながらマンマシンコミュニケーション

の容易さを確保し,監視操作性の向上を主眼においてシステムを構成

している。

その特長は,

(1)ポイスアラー△コントローラによる音声警報により,づラントの異常種

別のは(把)握が迅速に行える。

(2) CRT画面ヘの漢字の採用により,画面との対話が容易に行

える。

(3)キーポードキーの亥唖Π忙図形・シンポル・漢字を採用し,操作が容

易である。

(4)通常の操作は,ライトペンなどを使用せ,、,すべてキーポードの

みにて行う。

に,高位言語(FORTRAN)によるづログラミング機能も持たせてー

る。

とのシステ△は,一般工業分野忙おける本格的DDCシステムとして,

今後の計装制御システムの一方向を示すものである。

MACTUS MACTUS
810810

MACTUS
870

CR丁一ーハτ上

X2 ×1

T/W

"1「Ⅱ訂"1」"Ⅱ""ⅡⅡ"Ⅱ"Ⅱ"""町ⅡΠlrⅡⅡ"肌"ⅡⅡ11Ⅱ肌T"ⅡⅡ肌Ⅱι1」11U"""Ⅱ"」1r1111」1ⅡⅡ""11ⅡⅡ訂11Ⅱ"1f"訂Ⅱ111「11"11""""11Ⅱ"""1"1"11Ⅱ計11」1"1計Ⅱ""Ⅱ11「」1""Ⅱ

X2

総合計装制御システム構成図

.弘前市下水処理場納め水質計装制御システム

データウェイ

ポイスアラーム

コントローラ

分散形総合計装システム構成図

弘前市下水処理場向けに水質計装制御システ△を納め,現在稼勧中で

ある。とのシステムのハード構成は,計装制御を実現するハイレベルコン

ト日ーラ《MACTUS 810》 2 台と,づロセス値のロギング及びコントローラ

の監視を目的とした上位計算機《MELCOM350-50/A230のをデ

ータウェイ《MDWS-3のにより接続した階層構造である。上位計算機

は,下水の浄化を司るエアレーションタンクを良好k維持管理するための

指針を与えるシミュレーションソフトゥエアを有している。

即ち,状態推定法を駆使して,エアレーションタンクのMLSS (混合液

浮遊物濃度)分布を算出し,とれに基づく同タンク内の現在の汚泥

量とその過去30日分をそれぞれ, CRT上にトレンド表示し総汚泥

MACTUS
810

VAC

ホストマシン

ハイレペル

コントローラ

MACTUS
810

MELCOM

350-50 A2300

MACTUS
810

CPU

CRTX2

匝}極囲

PCI

DDC

^

ノ、^ド

コビー

データウェイ

101

S 5

叉ニニ^

オペレータデスク

ライン

フりンタ

36

HC
LP

カートリッジ

STW CD ",ーー、クモ茲ヌ、ディスク

田..

システム

タイプライタ
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SS

DDC

ハイレベル

コントローラ

MACTUS 810

PI0
PI0ステーシヨン

MELCOM 350-50
A2100

＼

量管理の基準としている。また MLSS と並びエアレーションタンクの重

要な指標である DO (溶存酸素濃度)設定値を,づ口ワの送気量と,

汚泥を生存せしめるために必要と考えられる最低D0値より合理的

に算出し,とのときに予想される同タンク内の D0分布値と併せて

CRT上に示してφる。これらのシミュレータは, CRTディスづレイ付オ

ペレーターズパネルより,操作員が容易に利用するととができ,必要に

応じて操作員はづうントを円滑に維持管理するための情報を得るとと

ができる。

,
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.新形シャーシダイナモメータ

高精度ギャレスシャーbダイナモメータを完成し,メーカー等数社ヘ納入した。

従来のシャーシ互イナモメータは,増速ギャを用゛て動力計及びフライホイ

ルを小形化して込たが,当社は動力計に電気慣性制御を採用し,増

速ギャ及びフライホイルを省略し,コンバクトな構成で機械系の損失が少

ない高精度なシャーシダイナモメータを実現するととができた。との装置

の主な特長は次のとおりである。

(1)ロストルクの変動が極くわずかで,総合言卜温1精度は 0.5%FS以

下。

(2)慣性量の設定は,操イ乍盤のデジスィッチにより,1kgビッチで可
能。

(3)低騒音 6曽速ギャ,フライホイルを省略したととによる)。

(4)装置の設置スペースが 60%,全重量が50%となった(当社比)。

また限られた試験室内でFR車, FF車を試験するため,ドラム位置

を駆動輪側に移動させる装置も製作し納入した。

ギヤレスシャーシダイナモメータ仕様

吸収能力 55k訊7 80~160 k1111b

.超音波探傷器

小形で軽量なはん(汎)用超音波探傷器FD-410P形と,小形自動探

傷用は、とより精密探傷や厚さ測定など多目的に使用できる多チャ

ネル超音波探傷器 FD-7000 形を製品化した。

FD-410P形は,特に現場向けとして重量約3.9kg(当社比約V2)

と小形軽量化しかっ高分解能化(当社比約5倍)も図り,厚さlmm

の鋼板中の欠陥も検出できるようになった。

FD-7000形は,各探傷チャネルごと及びそれらを総括制御するた

めのマイクロコンピュータを有している。また探傷目的に応じて標準化

したソフトゥエアを組合せること Kより,最大 8チャネルまで増設司能

とし,多目的な探傷に対応て・き,かつ信頼性と保守性に優れた新し

い方式のディづタル式超音波探傷器である。

"Ⅱ"ⅡⅡ1Ⅱ」」Ⅱ」11ⅡⅡ訂ⅡⅡⅡ"Ⅱ""11町」11」"」1Ⅱ計1」,1Ⅱ"訂Ⅱ"Ⅱ11訂Ⅱ」JU""」」1ⅡUI"Ⅱ"」1"ⅡⅡ,111"11訂「ⅡU計1」"Ⅱ牡11""」1Ⅱ」1訂"ⅡⅡⅡ"11Ⅱ"」1Ⅱ11"1」訂Ⅱ1」計」1"Ⅱ"11Ⅱ肌ⅡⅡ"1」」Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ""Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ11Ⅱ"」」Ⅱ11"11Ⅱ1111ⅡⅡ1,1"Ⅱ"Ⅱ1」Ⅱ"Ⅱ1111111"Ⅱ11ⅡⅡ11ⅡⅡ"11""ⅡⅡⅡ""""1「1

ドラ△外径

電気慣性範囲

装置移動距雜

制御方式

運転モード

"11Ⅱ"訂Π111Ⅱ1111Ⅱ計1ⅡⅡ」計1111"""""11'1"111」11」"j「11U"]1]]11"11」」11"計ⅡⅡ11"11"1Ⅱ]1「1Ⅱ11ι1111Ⅱ1Ⅱ1111111」Ⅱ11"tj"肌Ⅱ",1"ⅡⅡ""""」11」「Ⅱ1""訂Ⅱ11"""11"Ⅱ"」1」」Ⅱ11Ⅱ11計"」,11111"「11"ⅡⅡ"1Ⅱ11ⅡⅡ1"Ⅱ」1"叶11111」11,111"""1111""""""""11""jt"Ⅱ11"11"11""11"Ⅱ」111"Ⅱ1111ⅡⅡ"Ⅱ11"」1"訂"Ⅱ"1"11Ⅱ"1""1Ⅱ11」計Ⅱ

1,0611nm

625~2,ooo kg

2.7 m

サイリスタレオナード;ぢ式

定速度制御,定トルク制御,走行抵抗制御
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.高調波解析装置(MAHA・1)

電力系統や整流器電源などの高調波含有率を,正確に,かつ早く測

定したいという要求が最近多くなってきているが,との装置は上記

要求にあうように製作された高調波解析装置であり,基本波50,60

H.に対し,高調波次数99次までを約2.8秒,誤差0.05%で解析す

る0 との解析装置は,マイクロコンビュータ(インテル8085A)を内蔵してお

リ,データ記録・モニタ・解析などの処理を管理している。特にこの解

析装置では,周波数解析アルづりズムに,8085A用に開発した改良形

高速フーリェ変換アルゴリズムを採用しており,上記2.8秒とφう高速

演算が可能になった。

との装置を簡単に説明すると,繰返し波形を 512等分し,512個

の各サンづルデータを 12ピットでAID変換し,変換データを RAM に格

納する。周波数が変化しても,正確に512等分するため, PLLを

採用している。 RAM に格納されてWるチータ(入力波形)は, DIA

コンバータによりモニタするととがて、きる。

',1
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^

次にRAM内のデータを高速フーリェ変換し,各高調波含有率を演

算し,結果をナルタに打出す。チャネル数は2であり,電圧・電流の

同時解析が可能である。高調波含有率の抵かに高調波インピーダンス・

歪率・周波数などがナルト出力される。その他,との装置は定時自

動解析機能・外部ド功唖川乍機能などを有している。

37
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.変圧器油中ガス自動分析装置

油中ガス分析は,変圧器の内部異常を早期に検出し,事故を未然に

防止するための最も進んだ技術である。しかし,現在実験室で行わ

れているガス分析には熟練した分析技術者が必要であり,データのば

らつきも大きいなどの問題がある。

分析技術者の省力化,分析精度の向上及びガス分析の経済的運用

などの観点からは自動分析装置の採用が望ましい。変圧器の保守管

理のために開発した自動分析装置には大別して2つの種類がある。

1つは油中に溶解する各種ガスの定性・定量分析を行うための油中

ガス自動分析装置,他の1つは油中の可燃性ガス総量を測定するた

めの油中可燃性ガス自動測定装置である。油中可燃性ガス自動測定

装置(TCG形)は現地監視用の簡易装置である。油中ガス自動分析

装置は実験室,分析センターあるいはメンテナンスセンター用として開発

した装置で,分析ひん妙鋤度の高い場所て・はFAT形,分析頻度の

比較的低い場所では半自動形のSAT形,高感度分析が必要な場所

ではFAF形が適している。

油中可燃性ガス自動測定装置と油中ガス自動分析装置を用途に応

じて使い分ける方法が最も実用的である。ナなわち油中可燃性ガス

自動測定装置によって発見された異常変圧器の内部診断を油中ガス

.レーザ式表面検査装置

レーザを用いた金属板等表面の自動検査装置を製品化した。この装置

は生産ラインの連続走行する被検査板表面をレーザビームで高速走査し,

その反射回折パターンの変化をオづチカルファイバで直接受光検出し,光

電変換後の電気信号を処理して欠陥判定を行う、のである。

欠陥検出感度は,最高30μm幅まで可能である。信号処理部Kは

マイクロコンビュータを多重使用して込るため,高速かつ複雑判定処理が

可能であり,またユーザーによる感覚的判定基準の特異性にも対応で

きるよう,欠陥分類及び判定基準調整機能を備えている。現在との

種の検査は,抵とんど目視検査忙頼っているが,との装置による省

力化,処理能カア,,づ,製品の均一化などメリ,"は大きい。
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自動分析装置で行えぼよい。とのように2つの装置を併用すれぱ,

より完全な変圧器の保守管理が可能であると考えられる。

.り,、一欝.ぎ1/'
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3.3 生産機器

.パッケージ形電子ビーム溶接機

電子ビーム溶接機は,自動車関連部品の加工用として,広く生産現

場K浸透するにつれて,一般加工機並みの取扱いが要求されるよう

になってきた。との程,設置面積が小さく,移設も簡単にできるパ

ヅケーリ形電子ピー△溶接機を製品化した。

従来の高電圧電源装置は,入力側低電圧部をサイリスタ Kより電圧

制御し,高電圧部を油絶縁する方式であった。とれを入力側の電圧

制御にインバータを使用し,高電圧部をガス絶縁するととにより,容

積及び重量共従来のν15に小形化し,更に電子銃の上に設置する

ととにより,実質的取付スペースを無くした。又一一方制御回路を半遵

体化することにより,制御盤の面数を 3面から1面に減らし,別置

きしていた真空ボンづ類を共通ベースに組込むなどして,全体の設置

面積を従来の U3以下に縮小した。

@全自動NC放電加工機

全自動NC放電加工機は,金型生産の工程短縮,自動化及び高精度

化を目指した製品である。本機はミニコンレベルの機能を有する CNC

で,クローズドルーづ制御方式を採用し,次のような特長を有して゛る。

(1) 1μ単位の位置決め機能

(2)自動端面位置決め機能

(3)自動電極交換機能

(4)電極の消耗及びしんC酌ずれの自動補正機能

(5)電気加工条件の自動設定及び切換え

(6)振動機能なEの付加による加工の速度と精度の向上

(フ)単純形状電極による輪郭加工及び3次元加工機能

(8)ねじ切り,~功ルギ卞加工機能
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.数値制御装置《MELDAS・M I》

《MELDAS-MI》は既に発売している旋盤用NC《MELDAS-LI》

の姉妹機として完成したマシニングセンター用CNCであり,最新技術

のマルチマイク0づロセヅサ技術を生かし,信頼性と操作性の大幅な向上

を実現した。主な特長は次のとおりである。

(1)操作性を容易忙するため, CRT ディスづレイ及びフラ,,トタッチキ

ースィリチを標準装備。

(2)加工性能向上のため,トランジスタPWM方式サーポアンづ及びパ

ンケーキ形高精度レゾルパを標準装備。

(3)信頼性及び安定性を向上させるため,部品点数の削減(従来

比50%)及び低消費電力ICの全面採用。
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3.4 環境保全設備

.ガラス温室環境制御ヘのマイクロコンピュータの応用

従来,ガラス温室の環境制御は,人問の勘による手動操作,又は簡

単な単独制御装置により,各種装置を調節して行われてきた。今回,

多数棟のガラス温室を 1台のマイク0コンビュータにより,植物の生育要

因を複合環境制御するシステムを開発した。とのシステムは,人工的

制御の困難な日射量を基準として,(1)温度制御,(2)C02濃度制

御,(3)濯水制御を基本制御機能とし,強日射しゃへい(遮蔽)制御

をオづション制御機能として持ち,また監視機能として,(1)各種環

境手一夕の定時記録,(2)環境状態及び設備故障に伴う異常記録と

警報送出などの機能を持っている。

このシステムの特長は次のとおりである。

(1) 1台のマイク0コンビュータによる多数温室棟の自動環境制御によ

る省力化。

(2)当日日射量を基準として,外気を有効活用しての,1日の環

境スケづユール制御による室内環境の最適化と省エネルギー。

(3)各種環境ゞータの提供による科学的栽培管理ヘの寄与。

.乾式オゾン脱臭装置

当社ではかねてより,下水・し尿処理場向けに独自の湿式オゾン酸

化脱臭装置を納入し,好評を博しているが,とのたび,オゾンと固

体反応斉1ルを併用した乾式オゾン脱臭装置を開発し,発売を開始し

た。

乾式オゾン脱臭装置は,図のような構成で着臭した被処理空気に

必要量(通常,2~5Ppm)のオゾンを混合した後,オゾン混合空気

を脱臭塔に導入して,反応剤存在下で悪臭成分をオゾン酸化して除

去する。

との方式の脱臭装置は次のような特長をもつ。

(1)アンモニアその他の窒素系及びメルカづタンその他の硫黄系悪臭成

分に対して,一様にすぐれた除去効果を示し,通常の下水臭気を官

能的な臭気強度2~2.5(臭気濃度如~15の以下に減臭するととが

できる。

(2)電力だけで稼剛し,水や薬剤を消費しない。反応剤は半年ご

とに再生する。したがって装置の維持管理が平易で省力化されてい

る。

(3)装置設置面積は処理風量100,300又は 50om3/分のとき,

.ごみクレーンの自動運転システム

ごみ焼却場におけるビみクレーンの運転は,作業ひん度が高Ⅵ上に作

業環境も悪いため,自動化,省力化が活発に導入されっつぁる。当

社では某清掃局向けを始めとして数台のごみクレーン自動運転システム

を納入した。

ごみクレーン自動運転システムでは,ビみ焼却炉からのごみ投入要

求信号により,ビみビットに貯留されているごみをホ,パに投入する

作業を主体とするが,その他にもごみ収集車により搬入ゲート付近

に山積みされるビみを移動する作業,またビみ質を均一化する目的

でピ四卜内の新しいごみと古いビみを混合する作業も自動運転が可

能となっている。自動運転システムの導入により,中央制御室におい

て焼却炉の燃焼監視と並行してクレーンの運転監視が可能となり,省

力化と共にオペレータの労働条件を大幅に改善するととができた。

とのシステムは,マイクロづ0セッサ(CLP-N30B),位置検出装置

(4) CRT の有効活用によるコンビュータを意識させない操作の容易

性ときめ細かい監視。

(5)マイク0コンビュータのづログラム標準パ,,ケーリ化による幅広いはん

(汎)用性。
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33,66又は部m3 とコンパクトである。ランニングコストは従来の活性炭

吸着法のν2以下と安価である。

(4)し尿臭気などの濃厚臭気の処理には,乾式の前処理装置を付

設するととにより,実用上十分な脱臭効果を挙げるととができる。
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及びトライア,ワク速

度制御装置(CR

-T)なゼ,最新

のエレクトロニクス

技術を駆使し,

更に耐振,耐環

境性を考慮して

開発したハードゥ

エアにより構成

している。

脱臭塔
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4.汎用電機品

はん(汎)用電機品は,産業界の米とも言われる地味だが基

礎的な存在であり,伝統的な製品群をその中核にすえなが

らも世の動きに対応して着実な変ほ'う(貌)を行いつつぁる。

当社は最近におけるとの分野ヘの取組みの重点を,(1)省

工才ソレギー,(2)可変速装置,(3)シーケソサに置いてい

る。

第1の省エネルギーは,機器本体の省エネルギー化と機

器の運転管理により省エネルギーを実現ナる省工才ソレギー

管理機器があり,その両面にわたって新製品の開発を進め

ている。特に前者の機器本体の省エネルギー化については,

機器のライフタイム・工才ソレギー消費と言った高次元での

判断が必要な時代にさしかかっており,当社としてはすべ

ての機器の省エネルギー設計に最善を尽す所存であるが,

メーカー独自の推進には限界があり,需要家各位の御理解

と御指導に待つととろが大である。また,前者をハードウ

エアの省エネノレギーとすると,後者は省エネノレギー・ソフ

トウェアに関連しており,今後の進展が期待される領域で

ある。

第2の可変速装置は,制御の高度化により使用者に新し

いメ y ツトを経済的に提供しようとするものて、あるが,最

近は風力・水力機器を主な対象として,変動負荷に対応し

てエネルギー効率の最適制御を行う省エネルギー機能が着

目され,省エネルギー機器群の一翼を支えるものとして今

後大い忙成長する将来性のある分野ととらえている。

第3のシーケンサは,既に本格的な導入期に入り急速に

伸長しつつある分野で,量的な拡大に伴って質的な向上ヘ

の強い要求が見られ,製晶開発においても幅広い視点が必

要な分野であると考えている。当社はビノレディソグ・ブロ

ツク方式の《MELSECシリーズ》と併せて,当社が先駆者

として世に問うたワソボードシーケソサ PM シリーズを

持っており,その広い守備範囲を生かして多様化する需要

にとたえたいと考えている。

4.1 制御機器

.シーケンサ《MELSEC・K シリーズ》

《入妃LSEC-Kシリーズ》は,マシンコント0ールから小・中規模のづラントコ

ントロールまで,広範囲な用途に適用できるように開発Lたシーケンサ

である。特にマシンコント0ールに適するように,コンバクト,ローコスト化

を行い, Lかも,高度な機能,使いやすさを追求したシーケンサであ

る。このシーケンサの主な特長は次のとおりである。

(1)本体の奥行が20omm とコンパクト化し,しか、, CPU,電源,

ベース,及び PI0 に分けて,徹底してユニット化している。各ユニヅト

は用途ごとに豊富な種類を取り揃えており,種々な要求に対して最

適なシーケンサシステ△が提供できる。

(2)ユニット間の配線をなくし,信頼性の向上を図った。

(3)シーケンス命令の夕UC,手一夕移動,>,<,=,+,ー, BCD

変換, BIN変換,等のデータ処理を行う命令を持っている。

(4)故障しーケンスをづログう△するととにより,外部故障モニタに

被制御機械の制御機器(りミ.,トスィ,,チ,押ポタン等)の故障表示をす

るととができる。

(5) PI0 ユニ."の実装点数が 16,32,64点と用意しており,外

4.汎用電機品

六 六 女 六 六

部接続部が16点ユニットでは2m血2 の電線を配線したまま,ユニヅト

九ら芯脱可能な端子台コネクタ式に,また,32点,64 点ユニットでは

コネクタ式になっている。

(6) C MOS RAM,又は, EP ROM による運転が可能である。
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.シーケンサ用グラフィックプログラミングパネル

シーケンサでのづ0グラム入力の確認,オンラインでのモニタリングなどの取

扱いを容易にするため,づログラマづルシーケンサ《MELSEC シリーズ》と,

ワンポードシーケンサ PM シリーズ用に可搬形のグラフィ,ワクづ0づラ三ングパネル G

P一四形を開発した。

この装置は 9インチの CRT,カセット磁気テーづ, PROM ライタを

装備している。キーポードにより CRT画面上にりレー回路図を描けば,

内蔵のマイコンで自動的にシーケンサのづログラムに変換する。モニタリン

づ時はりレーコイル,接点のオン・オフ状態が回路図上に表示される。

またづりンタを接続することにより回路図のハード3e一が巴れるなど

の機能がある。

@省エネルギーコントローラ《MELTIC》

電力豊の占める割合が比較的大きい食品店舗を対象にした省 1ネルギ

ーコントローラを開発した。スーパーマーケヅトに代表される食品店舗の電

力消費機器の省エネルギー項目には,

(1)空調設備の省エネルギー

店内温度・湿度の適切な設定,冷気回収,冷凍機の排熱利用,全熱

交換器の利用,タイムスケジュールによる運転。

(2)シ,ーケース・冷凍機の省エネルギー

2重エアカーテン式シ.ーケースの採用,ホヅトガスデフロスト方式の採用,マ

ルチ冷凍機,品温に影縛の少な込期問の運転停止。

(3)照明設備の省エネルギー

高効率うンづの採用,場所による照度変え,時問帯による問引照明

や調光などがあげられる。

店舗従業員による電灯の点滅,機械の運転・操縦には限界がある

ので,とれらの制御条件をあらかじめマイク0コンピュータに記憶させて

おいて自動運転させるものが,三菱省エネルギーコントローラ《MELTIC

シリーズ》である。《MELTIC-50のの制御機能では,ショーケース温度制

.電子式タイムスイッチ

TSE→WV形タイムスィ,,チは,時計部分や,切換時刻の記憶部分に

LS1を使用した電子式タイムスィヅチであって,時計の合わせ込みや,

切換時刻の設定は,キーポードスィッチによって1分単位で簡単に設定で

きる。特に従来の機械式に比ベ

(1) 1週問周期のづログラム玉,1日周期のづログラム、簡単忙設定

て、きる。

(2)出力は,4回路であり任意に独立して設定できる。

(3)水晶時計式であり切換精度が高仏。

. DRS・N 形新シリーズ半導体タイマ

最近の半導体タイマは,発振計数式ICの出現により数十時問の時

限が得られるようになったため,モータタイマに代って使用されるよら

になり,その需要も増加しつつある,このような市場二ーズを踏ま

えて開発した新形DRSタイマは,時限回路に発振計数式IC を使用

し,時限範囲を30時問まで拡大するとともに,時問切換機能を付

加して信頼性の向上を図っている。このタイマの特長は次のとおり

て、ある。

(1) 1C化及び部品点数の縮減,故障率の少ない電子部品の採用,

無配線化による信頼性の向上。

(2)時限範囲の拡大,時限精度の向上,時問切換による設定時問

"」1""1'1111""Ⅱ1111ⅡⅡ""Ⅱ"ⅡⅡ""「"11111」1111""「"Ⅱ耻ⅡⅡⅡ11Ⅱ1111"畦"Ⅱ1'11'111""11"Ⅱ"11"]111」11Ⅱ"1」""11"""'1n"肝"Ⅱ"11"1」"」1"」1Ⅱ"1「l」ι11」」11」"ⅡⅡ"ⅡⅡ11Ⅱ"]1Ⅱι「Ⅱ"Ⅱ1」""11Ⅱ"111tl""

Ⅱ""1111U1111卦""1111Ⅱ11""Ⅱ11"Ⅱ"証"""Ⅱ11"」1Ⅱ111」ⅡⅡ1」Ⅱ11"」"Ⅱ"11Ⅱ""」」Ⅱ1111""11Ⅱ""Ⅱ1」""訂"1」11"ⅡⅡ11"Ⅱ1111Ⅱ"11"1111"」"Ⅱ"1」"1」11Ⅱ」1"11Ⅱ討11"Ⅱ"ⅡⅡ"11Ⅱ"Ⅱ11""""""1」ⅡⅡ"討Ⅱ"訂1」1"ι1111」"」11」"1」"11111ι1」Ⅱ'1Ⅱ"1」血

ゞ灸発壽
,ゞ>

^^^

御,デューティサイクル(間欠運転)制御,

手フロスト制御,照明・空調機の週間ス

ケリュール制御,空調設備の季節別運転,

ビーク電力制御及び照明回路の照度制

御ができる。

1

イ
ノJ

シーケンサ用クうフィックづ口づラミンづパネル

.,气.'圭

ノ

ゾ

ノ
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(4)停電時忙は,

内蔵の蓄電池によ

り24時問の停電

補償が可能。

などの特長がある。
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省エネルギーコントローラ《MELTIC-500》

の拡大による性能の向上。

(3)電圧変動に対する安定化,温度及び湿度に対する安定化,

イズ及びサーづに対する強化

鯵r

による耐環境性の向上。

(4)大形透明つまみ忙よ

る時限設定の容易化,小形

化による取付スペースの縮

減,電源及び出力表示によ

る動作確認などの使用上の

改善。

TSE-4WV形電子式タイムスィッチ

'ーーー、、'ゑート・-t露

^'^く_り'
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DRS-N形半導体タイマ
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.りモコン機器 BR シリーズ

白レ・学校・店舗・病院・集会場などの照明器具の速隔操作・集中

操作に適したりモコン機器BRシリーズを開発した。

この BR シリーズは, BR 形りモコンリレー, BRT 形りモコントランス, B

RS 形りモコンスィ,,チで構成して仏る。その特長は下記のとおりて、あ

る。

(1)りモコンリレー,りモコントランスは,当社 BH-K 形分電盤用しゃ断

器と同一取付寸法としているので,標準分電盤ヘ容易に内蔵でき

る。

(2)操作回路電圧は AC 24V のため,スィ.,チ操作が安全である。

.フK道メータ用遠隔表示カウンタ FT・15P ・FT35

水道メータの指示を地上の適切な場所で読めるようにした遠隔表示

カウンタは,検針作業の環境改善と効率化に威力を発揮するとして好

評であるが,このたび北海道などの寒冷・積雪地域の屋外環境にお

いてもそのまま露出設置できる耐環境性,取付け・保守作業性に優

れ,しかも玄関先につけても住宅の美感をそこなわないスマートな
.1

ザインの画期的な新製品を開発した。

特にFT-35形は水道メータの流水エネルギーで直接発電して遠隔表

示カウンタを駆動するため,外部電源はすべて不要となり,電池交換,

AC電源の引込工事,停電によるトラづルなどのわずらわしさを一挙

に解消した製品である。

.数字表示形最大需要電力計

近年,電力の安定伊絲合を図るため多回路供給,いわゆるスボットネット

ワーク配電方式による電力供給が増加している。この場合,取付変成

器の定格電力に比ベ契約電力が少ないことが多々あり,軽負荷側ヘ

の精度保証範囲の拡大が必要となり,従来の指針形忙加え,精度保

証範囲の拡大化及び表示器の数字表示化された数字表示形について

の規格(ⅡS)が制定され,これに適合する数字表示形最大需要電力

1""""Ⅱ1」"Ⅱ"1」""Ⅱ""Ⅱ"Ⅱ1'1Ⅱ111"1」1Ⅱ1""Ⅱ""1」Ⅱ"""Ⅱ"11"Ⅱ""」Ⅱ1"""」」1ⅡU1ⅡⅡ"11Ⅱ"""Ⅱ1"1昨11"11"""1"1""UI」Ⅱ"11""JI"j「Ⅱ」Ⅱ"111畦11"111」"ⅡU11"目肌"11Ⅱ1111""""Ⅱ」「"11"Ⅱ{"""ⅡⅡ"1Ⅱ1畦""""目1」畦"Ⅱ」1"""1111""肌"11耻1111"""ⅡⅡ11Ⅱ"1"肝ⅡⅡ"

＼

(3)りモコンスィ四チは,りレーの開閉状態を表示するパイロリトランづが

付込ており,負荷の点滅状態を見ることができる。主た,りモコンスィ

ツチの増設により,

同一負荷を複数の, 1趣

翫一六'W叫一-10 蜜.'、電悶"t.,1-ー、'

」1"11Ⅱ"11ⅡⅡ"""」1」1Ⅱl「Ⅱ"UJJ"叶"U"N"」1""""」"""""11"11"11"1111""目""1{11""""」1Ⅱ""Ⅱ"Ⅱ"""""肌"肌"肝l「"11Ⅱ"""11""Ⅱ耻"11"Ⅱ""""11」11111Ⅱ11'1"""111""1fⅡ"1「ⅡⅡ11"""11"1」"

計を開発した。

4.2 配電機器
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.新形モールド変圧器

モールド変圧器は,難燃性,耐湿性,小形軽量,保守点検の容易さな

ど数多くの特長を有しており,各分野に幅広く採用されて著しい普

及の伸びを示している。

当社では,電圧6.6kV以下,容量 2,oookvA以下の変圧器には,

金型を用いて注型したモールド変圧器(CV形)を製作しており,コイ

FT-15P 形発信

速隔表示カウンタ

BR形りモコンリレー

ル内部の絶縁構成の改良及び計算機を用いた熱応力解

析などによってより小形軽量化を達成し,信頼性の向

上を図っている。金型を使用しているので,比較的小

容量で標準仕様の量産タイづに最適である。一方,大

容量モールド変圧器忙は,づりづレグ絶縁による成形方式

を採用した全く新しいモールド変圧器(ES形)を開発

し,製作して仏る。この ES形モールド変圧器は,金型,

注型設備,注型技術等の制約がないので,個別仕様に

応じて最適な設計をすることができ,より一層の小形

軽量化ICするととができる。

また,コイルの最外層をガラスニ撚隹で補強するととに

より,耐クラック性を向上させ,電鉄変電所負荷などの

4.汎用電機品

その主な特長は下記のとおりである。

(1)精度保証範囲が全負荷の 20%から120

%と広範囲となった。

(2)数字表示形のため,読取りゃすく,読取

誤差が出ない。

(3)最大需要電力表示器の零復帰操作が独特

の機構によって短時間でしかも容易にできる。
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負荷変動の大きい変圧器に最適である。 CV形モールド変圧器は,高

圧変圧器,小容量標準変圧器として製作しており, ES形モールド変

圧器は,特高変圧器,高圧大容量変圧器,スボットネ汁ワーク用変圧器,

電鉄変電所用変圧器など広い範囲について製作してWる。
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.新電気絶縁用液状ポリオレフィンゴム《メルキッド》モールド形変流器

従来,電気絶縁用のゴムモールド材料としては,づチルゴ△, EPTゴム等 で,複雑な形状でも容易に製作できる。

いわゆる固形ゴムが採用されていたが,ゴ△材料の流動性が悪いた

めに,圧縮成形,押出成形等の方法がとられている。このような成

形法て、ゴムモールド機器を製造した場合,成形圧力が高いために,コイ

ル,鉄心等の変形やズレが生じないよう,設計,製作上特別な考慮

が必要であり,外形も大きくなってぃた。

今回,低粘度で注型が行え,その硬化物は優れたゴ△状弾性体を

持った新電気絶縁用,液状ボリオレフィンゴム《メルキ外》を開発し,そ

れを6kV級EC-0(形番LA)形変流器に適用して製品化に成功し
ゞ'

た。
゛

ヅ

この変流器は下記特長を備えた新製品である。 メ'^
.、、イ、

鶴吸
(1)小形軽量:従来品に比ベ重量が35%軽くなり取扱いが容

易になった。

(2)高信頼性.真空注型を行うために,ポイドフリーであり,クラ
J,

従宋形・,クの発生する心配もなく,コイルのズレが生じないなどあらゆる面
^

て、信頼性が向上した。

(3)複雑な形状でも製作容易.注型方法のため,粘度が低いの

.低圧用変流器CW・L シリーズ

画期的なダづルモールド方式採用の低圧用変流器"CW-L シリーズ"を

開発した。この変流器は,優れた絶縁性能を有するシリコーンゴ△によ

るモールドと,機械的サ金度の大きい耐熱ABS樹脂によるケーシンづを,

それぞれの長所を十二分に生かした状態にドッキンづさせた新絶縁方

式「ダづルモールド方式」の採用Kより,信頼性・作業性の向上を一挙

に実現したもので,次の特長がある。

(1)高い絶縁性能,優れた耐環境性・耐湿性がある。

(2)端子・取付足の機械的強度は従来品に比ベ格段に向上した。

(3)耐熱ABS樹脂ケーシングのなめらかな表面により,電線のす

べりが良く,貫通作業が容易である。

(4)貫通穴が大きくなり電線の貫通作業性が向上した。

111ⅡⅡ"1「lj"Ⅱ11Ⅱ""Ⅱ"11ⅡⅡ計Ⅱ1」111」"ⅡⅡⅡ"」1Ⅱ1」1"""1111Ⅱ"11"""1Ⅱ1"ⅡⅡ11Ⅱ11Ⅱ1"計Ⅱ11"""ⅡⅡ""1ⅡfⅡⅡ"Ⅱ町Ⅱ"11U
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新絶緑方式の低圧用変流器

.72/3.6kV ヒューズ付負荷開閉器(SCL/SCT形 K シリーズ)

ヒューズ付負荷開閉器は,従来から限流ヒューズの小電流しゃ断不能,

欠相保護,回路の過負荷保護などの問題があった。

SCL/'SCT形Kシリーズ('80電設工業展,通商産業大臣賞受賞製

品)は,これらの問題を解決し,更に安全,高性能化を追求し,下

記特長を備えた新製品である。

(1)ヒューズのストライカー(強力動作表示装置)による開閉器の機械

的自動トリッづにより,ヒューズの小電流しゃ断不お齢頁域をカバーし,

同時忙ヒューズの1本切れによる欠相の保護を行う。

(2)電圧引外し装置の有無に関係なく,早切りは勿論,安全操作

のための早入機構付きとし,かつトリ.,づプトも可能とした。

(3)オづションとしての熱動形(バイメタル式)過電流引外し装置付き

もシリーズ化し,回路の過負荷保護が可能なしゃ断器級の機能をもた

せた。更に,ヒューズ付きであるためしゃ断器にはない短絡電流の限

流しゃ断が行うことができ,コンパクトで経済的である。

機種としては,国標準形,②過電流引外し装置付き,⑧酸化亜鉛

形避雷器(MOA)付きがある。なお,オづシ.ンとして速方盤外操作

機構の製品化も行った。
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SCL/SCT形Kシリーズヒューズ付負荷開閉器(標準形)

(ブチルゴム) (液状ポリオレフィンゴム)

6kV級EC-0形変流器
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4.3 電動機応用

.汎用モータ用インバータ《FREQROL》L及び M シリ

ボンづや送風機などの水・風力機器を回転速度制御することにより,

大幅な省電力効果が得られることはよく知られてぃる。とのため,

数百kW以上の大容量機では,既に多く実用化されてぃる。このた

び中・小容量はん(汎)用モータがそのまま運転できる2種類の新形

インパータ《FREQR0レL》と《FREQROL・M》を開発した。

このインバータを送風機に適用すると,30kW のモータを平均回転

速度釦%て、1年間(約6,500時問)運転した場合,吐出ダンパ制御

時と比較して約230万円/年の節約が可能である(電力料金は22

円/'kwh で計算)。

《FREQROL-L》(トランジスタインバータ)

(1)新開発のトランジスタモリュールを採用したので小形,軽量である。

(当社従来品より体積比で1/'4.5)

(2)過電流,電源電圧不足なゼの外部異常に対し,高

速応答し確実に保護すると同時に,異常の種類を発光ダ
イオードで表示する。

(3)当社独自のコンバータ回路の採用により電源力率が

よく,有害なスパイク電圧の発生を軽徴にした。

(4)三菱AS Eートル,《DIAROL》モータ, PSN-B形モ

ータに共用できる《ASPAC》操作箱シリーズにより連動,

比率,ルーづ制御など広範囲な用途に適用できる。

^

《FREQROL-M》(サイリスタインバータ)

(1)トランジスタあるいはゲートターンオフサイリスタによる一括強制転流

回路を採用したために,転流コンデンサ,転流りアクトルが不要となり

4REQROL-L》形トランづスタインパータ(2.2kW 用)

.新形1次電圧制御可変速装置《ASCROL・B シリーズ》(PSN.B 形モータ)

《ASCR0レBシリーズ》, PSN-B形モータは,特殊設計した交流かビ (5)ギャ無し,ギャ付き(1110,1120,113の。

形モータをサイリスタコント0ーラにより1次電圧を制御して,無段変速

運転を行う。従来の機械式無段変速機に比ベて数太の特長を備えて

いるので省力化機械装置などに手軽に利用でき,設備の合理化,省 '膨男冬学智ξ

小形,軽量,高効率である。

(2)過負荷に強く,負荷側短絡など

過酷な使用に耐えられる。

(3)標準は防じん(塵)構造であり,

オづシ.ンとして密閉構造も可能。

(4)電流制御機能を有するが,汎用

モータを安定に駆動できる。

資源化に大φに貢献してぃる。

特長は次のとおり。

(1)小形て、パワフル,低騒音(変速範囲上 12 定トルク)。

(2)強力な電気づレー牛(平均トルク 100%以上)。

(3)ソフトスタート,スト,,づ付き(急加速,急減速も可)。

(4)結線は簡単,遠方操作も自在。

.可変速定位置停止クラッチモータ《りミ・ストップZ》

《りミ.スト,,づ Z》は,誘導電動機に極めて応答性のよいうず(渦)電

流形クラ,,チと摩擦式づレー牛を組込み,クう,チ・づレーキ電流を制御し

てクラッチのス小,づで任意の可変速運転を行うものである。今回低

慣性で非接触式の渦電流形クラ,,チを採用し,従来この種のモータの

本質的問題として内在してぃたクラ,,チ部分の摩耗を解消した。同時

に制御回路のマイコン化を実施し,信頼性の向上と仕様の拡大を図り

"Z シリーズ"として開発した。

主に工業用ミシンの可変速運転,ミシン針定位置停止用などとして

縫製業界の自動化・省力化に貢献しているが,一般機械の可変速運

転・位置決め用として広く使用することができる。

仕様

(1)如OW,2P,単相,3相

(2)構成.制御装置(モーター体取付け),速度・位置検出器

特長
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《りミ・スト.りづ Z》
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4 汎用電機品
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新形1次電圧制御可変速装置《ASCROL-Bシトか
(PSN-B 形モータ)

(1)非接触クラッチなので摩耗がなく,立上がり・変速がなめらか

て、ある。

(2)速度制御範囲が広く(1.25),停止精度が良い(回転角度

士5゜以下)。

(3)加速・減速時問が短い

ψ.゛

.

(0,2S 以下,負荷 GD?=0.005

kgm2時)。

(4)クラヅチで ON, OFF を行

うので高頻度運転が可能。

(5)最高速度は制御盤の外部

つまみで調整可能。
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. DB・199 形 1本針本縫自動糸切りミシン

DB-1羽形自動糸切りミシンの特長は,

(1)従来の左右2枚の動メスかみ合方式から,固定メスと動メス

の平面かみ合方式に変えた新形糸切り機構を採用して,細糸から太

糸まで安定した糸切りが行えるようにした。

(2)布送り・針棒・天秤・糸道関係及びカマ給油機構を改良して,

縫調子の向上を図り,種々の素材や薄物から厚物など多様化する縫

製ヘの}商応範囲を広くした。

(3)当社標準機種との大幅な部品の共通化を図るとと、に,糸切

り機構をすべてべ.,ド裏面に組込んで,サービス性の向上,保守点検

を簡単にした。

.紡績用高効率モータ

このモータは,モータを多数使用している紡績業界における節電対策

用として開発した高効率な専用モータである。その特長は次のとお

り。

(1)電気装荷・磁気装荷配分の最適化により発生損失は一般モー

夕の50~40%に低減している。

(2)最大効率点を75%負荷付近とし,軽負荷時の効率改善が大

きく精紡機負荷に適している。

(3)初期投資費用はランニングコストにより短期回収が可能。
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.無接点スィッチ式ポータブル水中電動機

単相誘導電動機の起動開閉器として,長年,速心力を利用した有接

点開閉器が使用されてきたが,起動時において,大電流による司動

接触片の変質,及び起動不良時のサイクリンづ現象など寿命面で不安

定な要素を備えて込るのが現状である。

今回との起動開閉器を半導体化した無接点スィ,,チをボータづ」レ水中

電動機に適用した製品を開発した。

この電動機の特長としては炊のことがあげられる。

(1)接点部分の寿命面を含めた信頼性の向上。

(2)組込みが簡単であり,メンテナンスが容易である。

(3)電動機組込みスペースが小さく,小形軽量化が図れる。

.3インチ水中ボンプ

家庭用水中ボンづは,現在4インチの井戸用を発売しているが,井戸

堀り費用の安仏3インチの井戸の需要にこたえるために開発し,家庭

用水中ボンづのシリーズ拡大を図った。

この3インチ水中ボンづは,業界で初の多段ウェスコ形で小形軽量な

がら高仏揚程屯得ることができる。またケーシングの形状を考慮し,

ウエスコボンづでありながら各段,各機種ともナベてボンづ部分は同一

部品を採用するととによりメンテナンスの向上を図った。

高速1本針本縫自動糸切りミシン
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.乾式電磁クラッチ・ブレーキ(薄形 U シリーズ)

石油危機を契機とLて,電磁クラッチ・づレー千は,小形・軽量化ヘと

志向されるようになり,とれらの要求に対応し,新機構の採用,磁

気回路のむだをなくした理想的な設計など,かずかずの新技術を導

入し,乾式電磁クラ,,ヲ・づレーキ(苅形U シリーズ)を完成した。特長

は次のとおりである。

(1)超薄形・軽量(厚さ,重量とも当社従来品の 112以下)。

(2)高トルク(当社従来品の 20%アッづ)。

(3)抜群の応答性(トルク応答時問が,当社従来品のν2以下)。

(4)ベアリング内蔵形で取付け簡単(電磁クラ,チの場合)。

(5)超小形電源装置(別置き)の併売可能。

.アームバランサ,ジブバランサ

未熟練の作業者にも手軽に取扱える荷役機器,また重量物運搬時の

腰痛対策及び省力化,能率向上,安全性向上等に対する二ーズが最

近特に高まってきており,今回これらの要望にこたえ,腕との一体

感をもって3次元動作をする電気式のアー△バランサ及びワイヤ式ジづパ

ランサを発売した。

重量物のセッティング並びにハンドリングの容易な機器として,工作機

械ヘのワークの着脱,コンベヤ上での荷物の転送,及び精度を要する

組立作業などK使用され,効果として腰痛対策,ハンドリングタイ△の短

縮,男子から女子作業者ヘの変更並びに安全性,生産性の向上など

が得られるものである。
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5.通信と電子応用

通信機器及び電子応用機器は好調な需要に支えられて,昭

和55年は多数の新製晶が開発された。

新しい通信メディアとして注目を浴びてφる光ファイバ

伝送にっいては,その無誘導性,低損失性,広帯域性等に

着目した応用が広がり,本格的な実用化の時代を迎えたと

いえよ5。計算機システムにおけるデータ伝送と共にビデ

オ信号の光ファイバ伝送システムも今後の発展が期待され

る分野である。

無線通信のシステム化も一層高度な技術により効率的な

運用を図るように改善が進められた。現在,建設中の東

北・上越新幹線用の列車無線システム,警視庁ヘ納入の無

線通信指令設備及び無線中央制御監視設備,市町村防災行

政無線システム等の無線通信システムを製作したが,これ

らは平常時はもちろん,緊急非常事態において屯十分に威

力を発揮することが期待できる。

ファクシミリは,オフィスオートメーショソの主要機種

としても注目を集めているが,国際規格の G1Π仕様,す

なわちディジタル超高速ファクシミリの供給開始及び当社

独白の方式による高精度中間調の伝送可能な超高速ファク

シミリの開発により,一層利用範囲が拡大されることが期

待される。

宇宙機器については,海洋観測衛星1号にとう(搭)載さ

れるマイクロ波放射計の試作のほか,衛星通信の設備とし

て,山口衛星通信所第2施設アソテナ設備の納入,衛星通

信用SCPC端末装置,パケット伝送装置, FET増幅器等

の開発を行った。

また,東京大学東京天文台に納入する我が国最大の直径

妬mの電波望遠鏡は,工場での製作を終え現地(長野県)

で建設中である。との鏡面精度は 0.2mmrmS と言う世界

をりードする高精度の、のである。

航空機や人工衛星にセンサを搭載し,地表を観測して防

災,環境保全や資源探査,あるいは気象予報などに役立て

るりモートセンシングの技術は世界各国で活発に研究され

ており,我が国においても関係機関で研究され,実用化に

向かおうとしている。当社でもりモートセソサの 1種であ

る地上実験用マイクロ波レーダ散乱計,航空機搭載用マイ

クロ波雨域散乱計の製作を行った。

気象用レーグについては降雨域の雨量強度を測定すると

いう従来の機能に,降雨域の風向,風速を検出する機能を

持ったドップラレーグシステムの製イ乍を行った。

ディスプレイ装置は,多種多様の製品が開発されており

今後利用分野が拡大されるものと期待される。とれらの例

として,電子カラービジョソシステム《オーロラビジョ

ン》,為替レートディスプレイ装置,インラインシ y ーズ

高解像度ディスプレイモニタ,航空機搭載用高解像度カラ

ーブラウン管等がある。

伝送機器は,広域監視制御システム《MELFLEX》のシ

リーズ化が完成し,電力・河川・水道・交通等の広域シス

テムに対し,幅広く適用されてきている。昭和55年の特

筆すべき事項として,光ファイバ伝送の実用化,農水管理

システムへの適用の増大,防災安全システムへの適用等が

あげられる。全体的にはマイクロプロセッサが,中央管理

室だけではなく,ダムのゲート制御装置のように,伝送端

末にまで広く使われるようになってきており,伝送装置の

中にマイコソが融合されたようなシステムが増大し, ゛1^

ザーにとってますます便利なものになってきている。
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5.1 通信機器

.交通管制用光伝送ITV システム

昭和55年3河開通した阪神高速道路公団大阪松原線に,光ファイバ

伝送による交通管制用ITVシステムを納入した。

このシステムは5台のITVカメラの映像信号が,中継端局装置まで

光伝送され,選択・切換後再び光伝送で中継端局装置問を伝送され,

管制センターのモニタへ送られる全台2系統選択方式である。

光伝送は使用波長0.85μm帯,発光ダイオード直接光強度変調方式

で,伝送損失 3.5dBlkm 以下の光ファイバケーづルにより,全長 14.5

km (最長無中継区問5.2km)伝送し,鮮明で良質な画像が得られ

好評を博している。

光伝送の採用は,光ファイパが低損失であるため,従来の通信線

(例えぱPEF線)と比較して中継問隔が長くなり,無誘導であるた

め画質が良くなる抵か,電力線や制御線と複合ケーづル化でき,工事

上のメリ,,トも見逃がせない点である。

今後は発光素子をレーザダイオードとしたり,長波長帯を使用するこ

とで,伝送距雜が更に延びるので,交通管制用ITVでは光伝送が

主流になると予想される。

.光ファイバ伝送用部品

コンピュータ問のデータ伝送や,交通監視システムにおける TV映像伝

送などの信号伝送路として,従来の同軸ケーづルに代わり,広帯域住

耐誘導雑音性などの特長をもつ光ファイバケーづルが使われることが多

くなった。また今後,航空機・艦船内での信号伝送にも使われるな

ざ将来の適用範囲も広い。

このような光ファイバ伝送のために必要な一連の部品として,光コ

ネクタ(写真最前詞D,アパランシェフォ"'イオード(APD)ユニット,フォトダイ

オード(PD)ユニ",発光ダイオード(LED)ユニ,ト(同2列目左よ扮,

光分配器,光固定減衰器,光スィ,庁,光分波器(同中央部3列4列),

光可変減衰器(同左上),光送受信モジュール(同右端の2台)などを

開発した。

との中で, 1仞ルしてディジタル信号の伝送に使われる送受信モづ

ユール(形名. MF-050DF-TR)の主な特性を示す。

(1)伝送信号速度 10o bl.~10 Mbls (NRZ)

(2)入出カインタフェース. TI'L レベル

(3)送出光レベル -16dBm以上(ピーク値)

(4)最小受信レベル -35dBm以下(ビーク値)

.東北・上越新幹線列車無線システム

東北・上越新幹線列車無線設備は,東京一盛岡問及び大宮一新潟問

全線にわたり.漏えい(i卿同軸ケーづル(LCX)を使用する方式で建

設中である。従来から列車無線設備は,高速・高密度の列車運転に

欠くととのできない設備で,東海道・山陽新幹線での実績と経験を

ふまえ,十分にシステムの検討を重ね,小山総合試験線による各種試

験等の過程を経て今日に至ったものである。

長距雛・直線的サーピスエリアにおける移動体通信である背景から,

線路に沿って全線にLCXを布設し,無線回線として最も要求され

る均一で安定な電界が得られる特性を十分に生かすこと忙より,良

質な回線を提供できることが主な特長である。また東海道・山陽の

現行システム 10回線に対し,東北・上越では,各分野からの将来需

要も考慮して,24回線容量でシステム設計された。

5.通信と電子応用
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このカステムは,中央局装置(東京),統制局饗置(東京・宇都宮・

仙台・盛岡・高崎・新潟),基地局装置(各駅に設置)及び移動局

装置から成り,地上と列車との間で通信回線が構成され,運転指令

電話,旅客指令電話,業務電話,公衆電話及びデータ伝送等忙利用

される。

特筆すべき内容は,対列車データ通信の採用で,運行中の列車と

地上との問で定形データ系とはん(汎)用データ系に区別して二ーズに

対応させる。前者は,定形化された短データ伝送で列車運行情報,

車上の各種状態情報等を伝送する。後者は.前者では伝送できない

長データ伝送て、,車両モニタを実応し,更に FAX,づりンタ等の記録

通信の実用化をめざしている。

'捻

光ファイバ部品

、

,'
ν

、、ノノ弌N'

＼

、J ν4 '

ミ
一
ソ

六
勲

丸

、
-
N

二
ン

藩
く
.

〆
'
一
、
、
イ
)

W
~
埼
勢

炎
'
"

゛

'
げ

ミ
t
づ
,
'
「
ー

子島
.
'
一
'
ヲ

一
喫
N

y
を
'

ノ

メ
愚
ネ

0

占
.y

叉
J

加
V

'

雫
'
,
窒

J
 
1
"
ノ
ノ
J
 
J

J
 
、
 
Y
'
ノ

ル
.

C
二
み
'
む
七

J
'

ノ
、
J

"
ゞ
'
Y
 
,

J
'
、
、



.警視庁無線通信指令設備

警視庁庁舎が新築されたのを機会に,パトロールカーに対して指令を行

う無線通信指令設備を新規に開発し納入した。

この設備は指令台,りモコン,通信系制御装置等から橘成される。

指令台には地域別指令を行う方面台,交通事故その他事件種類別指

令を行う専務台,方面台の上位に位置して統合的指令を行う統合台,

及び全指令台の上位に位置して重要事件の際に指令を行う作戦指揮

台の計'4種27台があり,任意の無線回線との接続及び通話,秘話

装置との接続,照会センター受付台の呼出し,無線回線ヘの選択呼出

し,りンク等を簡潔なスィ,,チ操作で行える機能を持っている。

リモコンには直結りモコンと選択りモコンの 2種があり,前者はあら

かじめ決められた無線回線における通話が,また後者は任意の無線

回線における通話ができる機能がある。

通信系制御装置はマイク0づロセ',サを用いた 3重化CPU,無線回線

と各装置間の回線交換機能を持った通話路及び各装置とCPUのイン

タフェース回路から構成されとの設備全体の制御を行うほか,一元的

な運用状況のは(把)握や保守情報の記録も行えるように老慮されて

いる。

.警視庁無線中央制御監視設備

無線中央制御監視設備は,複雑多岐にわたる無線通信系の運用・保

全業務を硫実に遂行するための情報を提供するもので,誓視庁内及

び各地の中継基地忙設置された無線機器等の動作状態を常時監視

し,状允凱C変化があった場合には,その緊急度,重要度忙応じて,

監視操作卓のランづあるいはCRT,又は双方に表示し,即座に全通

信系の状態をは(把)握して,通信系統の切換なぞの操作を行う、の

である。監視操作卓は,状態の監視,無線機器類の遠隔操作機能に

加え,通信系のモニタ,録音及び打合せ通話回線も備えており,日

常の保守・運用と無線系に障害が発生した場合の連絡業務に利用さ

れる。

監視制御点数は,監視1,100点,制御1,000点,回線モニタ 336回

線と非常に多く,とれ等を少人数で監視制御するために,集約ラン

づ情報,関連機器ごとにまとめたCRT画面情報等を準備して異常

発生時に,発生場所,機器種別等が即座に把握できるよらに考慮さ

れている。なおこの共置は,警察庁通信局の基本設計に基づき製作

したものである。

.市町村防災行政無線システム

このシステムは地域防災対策の一環とし,東京都特別区及び市町村を

対象K非常災害時には情報収集及び伝達業務を,平常時には一般行

政の事務連絡,各公共機関からの広報等に使用するものである。大

別して広報手段としての同報システムと情報収集,伝達手段としての

移動システ△からなる。

同報システムは,親局装置として無線機・操作卓・地図表示盤・非

常用電源等から構成され,市町村庁舎内に設置される。各地域に応

じて配置したバンザマスト装着の屋外拡声受信機,各戸に配備した戸

別受信機は釦MH.の回線周波数を使用し,親局からのニュース・自

動放送による定時広報・時報チャイムを通報できる。また運用に応じ

て地震計連動による地震自動放送,離れた場所から放送可能な遠隔

制御器の接続,緊急時には強制的に速隔制御器を切り離す通信統制

が可能である。

移動システ△は,基地局装置として無線機・統制卓・電話器・非常
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この設備は既に運転を開始しており,無線指令機能の迅速かつ効

率的運用が期待されている。

なおこの設備は誓察庁通信局及び東京都警察通信部の基本設計

に基づき製作したものである。
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用電源等から構成され,移動局との連絡及び指示を行うことができ

る0 統制卓又は電話器から移動局ヘは下り選択呼出により一斉,グ

ルーづ及び個別の通話ができ,また災害時には統制卓から強制的に通

信統制が可能である。統制卓と電話器問は呼出し打合せ通話もでき

る0 また移動局から統制卓接続の電話噐にっいても自動接続が行わ

.ファクシミリ

《MELFAS 850》

このファクシミリは,従来の機種IC比ベ格段の高品位の画質の再現を

目指して開発された新製品で,ポタン選択により中問調の再現が必要

な印鑑又は写真が伝送できること,高解像度を必要とする精細な図

面などの伝送ができることを特長としてぃる。帯域圧縮方式は中間

調の画像に適した新方式の多値予測分割符号力式を採用し,音声級

回線を使用して高速伝送を達成してぃる。

説取りは CCD による平面走査を採用して原稿のバックグラウンドを

自動的に判別して,種々の背景濃度に対しても良好な画質が得られ
るよう Kしている。また記録は性能が安定し,保存性が優れ,鮮明

"Ⅱ11"11Ⅱ"""ⅡⅡ」「畦11Ⅱ""11"1111肝"""Ⅱ」1Ⅱ」111Ⅱ」1"Ⅱ1」11"""Ⅱ11」1Ⅱ"匪1111↓1111Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ11」↓11""""1111Ⅱ"111「11""肝11"1」11」11」11"""11""11111「Ⅱ1111「11fⅡ1"11ιIU」1""」1Ⅱ111Ⅱ」1「Ⅱ""1111"ιIU11Ⅱ"1」11111"Ⅱ11Ⅱ"Ⅱ11t「"Ⅱ11ⅡⅡ11Ⅱ11""Ⅱ1」"""11"Ⅱ」11」11」111""畦Ⅱ"1」1"Ⅱ」11Ⅱ11ⅡU""1111HⅡ1111Ⅱ"11"」ι1"1"ⅡⅡ111111】Ⅱ

な画が得られる乾式静電記録.

光定越方式を採用してぃる。更

に付加機能として,ポーリング機

能,原稿の部分飛越し機能等を

備えて仏る。

《MELFAS 550》

昭和55年春から CCITT高速

FAX国際規格適合機(GⅢ機)

である感熱記録方式超高速《M

ELFAS 55のを発売した。

このファクシミリの特長は, G

Ⅲ規格の MR力式より10~20

%速い当社独自の超高速モート

を持っているほか,経済性の面

れるなど,防災行政用無線みステムとして運用性,操イ乍性を留意した

特長を持って込る。

無線機につ込ては現用予備方式可能とし,電源について、無停電

方式として防災システ△の信頼性を向上させている。

では当社で開発した高解像度(8ドヅト/mm)サーマルヘッドによる感

熱記録方式の採用で,ランニングコストを安くすることができる。また

帯域圧縮方式は,モディファイドリード(MR),モディファイド'ハフマン(MH)

方式の採用で,他の GⅢ適合機,及び当社《MELFAS5Ⅱシリー

ズ》との相互交信が可能である。更に付加機能として,発信元であ

らかじめ設定した4けた(桁)数字を受信側ヘ送信できる発信元コー

ド印字機能,通信中の手ータエラー補正する自動誤り再送機能,約50

枚までの原稿を連送できる自動給紙機構などを備えている。

5.2 宇宙機器

.海洋観測衛星1号搭載用マイクロ波放射計の試作

宇宙開発事業団が昭和59年度K打上げを予定してぃる海洋観測衛

星1号に搭載されるマイクロ波放射計の開発を当社が担当Lてぃる。

とのマイクロ波放射計は,海面あるいは海洋上の大気中から放射さ

れるマイクロ波雑音電波を衛星上で受信するととにより,海洋上の大

気中の水蒸気量,水量及び海氷あるいは雪の分布状況などを観測す

るための実験に供されるものであり,将来受信チャネルの増加,機能

性能改善を行い実用化するための基礎実験を行うことを目的として

いる全天候形の観測機器である。開発段階の第1段階として,昭和

55年4月にとの装置の試作を完了し良好な結果を得た。

この装置の特長及び総合性能は次のとおりである。

(1) 2周波共用機械的走査形アンテナ

(2)衛星姿勢に与える影響を少なくするコニカルス千ヤン方式

(3) RF損失をできるだけ小さくするオフセットカセグレン形

(4)利得変動による影縛をなくするため,スカイホーン及び常温ダミ

を校正雑音源とするディッケ比較形放射計

(5)受信感度の改善の面から,1F周波数を 4GH.帯とする SSB

受信方式
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.山口衛星通信所第2施設アンテナ設備

インテルサット標準A地球局として,国際電信電話(株)から山口衛星通

信所に設置される第2施設アンテナ設備を納入した。このアンテナは

昭和55年10月から商用通信に供されている。このアンテナは,将来

考慮されている降雨時における交差偏波識別度の劣化補償の際,送

信波に対する損失増加を考慮し,利得に十分なマーづンを取るため,

34m直径とし,強風時の運用中断を極力少なくするため,固定運

用可能及び格納駆動可能最大瞬間風速を53m/秒とし,か(稼)働

率99,998%以上を目標に設計した。

電波干渉低減の点から主偏波のみならず交差偏波に対する広角放

射特性をCCIR勧告レベjレ以下とするため,特殊形状の副反射鏡支

持柱を用いるなどの新技術を導入した。また,衛星の軌道位置変動

を精密に追尾制御するため,角度検出精度0.005度以内とし,モノパ

ルス自動追尾,づログラム追尾を併用し,降雨時の交差偏波補償時も

モノパルス自動追尾可能なように給電装置を設計した。

このアンテナの主要性能は,利得:61.9dB(4Glb),価.6 dB(6GH力,

雑音温度.50K以下(仰角5度),だ(楕)円偏波率.0.3dB 以下(送

受信帯共),鏡面精度:0.52mm rms(運用仰角),追尾精度:0.009

.衛星通信用 SCPC端末装置

衛星通信用 SCPC(single c、annel per ca堂ier)端末装置として,

FM及びPCM/PSKの異る2種類の変調方式を採用した端末装置

をそれぞれ開発し製品化を行った。

SCPC-FM端末装置は,在来のFM変調技術を用い音声圧伸器,

高感度復調器を用いて低入力電界時の音声SNRの改善を行う一方,

所要衛星電力を節約するため音声アクティベーション回路を付加し,各

国の国内衛星(Domsaり通信システ△適用形端末装置として,経済性,

保守性に利点を持っている。

SCPC-PCM/PSK端末装置は,上記FM方式の装置をぺースに,

ゞイづタル通信技術の導入を図り,4相PSK変調にて 48~64kbpS の

データ信号,及びPCM化音声信号を伝送し高品質回線用端末装置と

して用φられる。特に FEC (FONard Error correC60n)を用いて

符号誤り訂正機能を持ち,また小容量TDMA(時分割アクセス)方式

用の同期制御ユニ."の付加を行うことにより当社独自の通信方式

にも適用可能としている。この装置は,インテ}レサ,"標淮一B形地球

局用の通信端末装置として広く市場性を持っているほか,衛星を利

用したパケット伝送用端末装置, DAMA侈元接続マルチづルアクセス)シ

ステム用制御回線用端末装置として用いられるなど,当社独自の通

.衛星通信用パケット伝送制御装置

衛星を利用した通信システ△の形態の多様化と,パケット交換方式の実

用化に伴い,通信衛星を用いた本格的なデータ通信システムの検討が

行われている。この場合,衛星回線をパケット(データの1伝送単位)

長忙相当するスロ,"で時分割し,多数の局がこのスロット忙同期を

とってバースト送信を行う時分割通信方式が適している。このたび,

SCPC(single chonnel pet ca堂le0用DATA CODEC とパケヅト交

換処理装置(PS)の問に位置し各種アクセス方式に対処できる。汎用

的な衛星通信用パケット伝送制御装置を開発した。この装置の特長は,

(1)マイクロづロセ四サによる蓄積づ口づラム制御により PS とのインタ

フェース条件が柔軟

(2) HDLC フレームフォーマット処理, FCSチェック及び受信アドレス判

定によるデータの選択受信, PSヘの割込み回数軽減のための複数パ
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度,mS以内(謡問

風速 23m/秒ま

て・),駆動速度
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ケ.,ト分のづ口,,ク転送処理などによる PS の負荷分散方式

(3) PS からの転送データに付与された送信スロヅト番号による送

信制御
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(4)各局の衛星伝搬遅延に対する補正値の初期設定により同期精

度を向上させたオーづンルーづ方式によるバースト同期制御方式などで

種々のアクセス方式に対処できる。

.衛星通信地球局用FET増幅器

衛星通信地球局の送受信機として,雑音温度78K以下の4G1丑帯

低雑音FET増幅器及び飽和出力4W以上の6GH.帯高出力 FET

増幅器を開発,製晶化した。4GH.帯低雑音増幅器は4段構成で,

初段に超低雑音FET MGF-1412 を使用し,入カサーキュレータの低

損失化を行い,広帯域にわたる最適雑音整合法を開発して所要周波

数帯域3.フ~4.2G1しにて室温動作で雑音温度78K以下,利得48

dB以上の良好な性能を得ている。

この増幅器はアンテナ背面に取付ける必要上,入力は導波管,出力

は同軸端子となっており,また可能な限りの小形軽量化を行ってぃ

る。6G氏帯高出力増幅器は6段構成で,最終出力段は高出力FE

T MGF-2172 の 2本並列合成とし,所要周波数帯域 5.925~6.425

]11「ⅡⅡⅡ」111Ⅱ"ⅡⅡⅡ1ι11」1""訂」1"Ⅱ"11Ⅱ1」「1111Ⅱ訂1Ⅱ1"羽訂11"]ιⅡⅡ1"ι11訂11Ⅱ1111ι11"非""1111Ⅱ"1111計畦1111Ⅱ1」「11」ι111"ιⅡ1111"1」」1Ⅱl「Ⅱ""1ι11Ⅱ"11"1Ⅱ1"1Ⅱ11」Ⅱ"」"11Ⅱ11111Ⅱ111"11」11ⅡⅡⅡ1Ⅱ「11"Ⅱ"Ⅱ"1」1"1'1"""""Ⅱ11""ⅡⅡι1ι]111Ⅱ1Ⅱ!Ⅱ肌111Ⅱ1ιⅡ」ι1""Ⅱ""""11

この装置は,郵政省電波研究所の CS利用コンビュータネットワーク実験

システ△のパケヅト伝送制御装置インタフェース部として納入し運用され

てV、る。

、

、,、JJ イ

GH.にて飽和出力 4W以上,利得36dB以上の性台皀を得ている。

これらの増幅器はまた標準地球局大電力増幅器の励振段及び地上マ

イク0波無線機の終段送信機などの応用分野があり,マイ夘波通信分

野で広い市場性がある。

上記増幅器の開発,製品化により衛星通信地球局の無線設備が著

しく簡素化され,システムの信頼性,経済性の点で屯大幅に改善され

た。現在これらの開発技術をもとにして,従来標準地球局で使用さ

れてぃるパラメトリ,,ク増幅器に置換しうる雑音温度55K以下の電子

冷却低雑音FET増幅器の製品化,並びに将来予想される小形地球

局の回線増加要求にこたえるべく飽和出力玲W以上の高出力FET

増幅器の開発を進めてⅥる。
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.マイクロ波レーダ散乱計及び雨域散乱計

航空機や人工衛星にセンサをとう(搭)載し,地表を観測して防災,

環境保全や資源探査,あるいは気象予報等に役立てるりモートセンシン

づ技術は,世界各国で活発に研究が進められている。我が国におい

てもその方面の関心が高まり,関係機関において研究され,実用化

に向かおうとしている。

こうした情勢下において,当社ではりモートセンサの1種である地上

実験用マイクロ波レーダ散乱計と航空機搭載用マイクロ波雨域散乱計を

製作,納入したので,その概要を紹介ナる。

マイクロ波レーダ散乱計は,国立防災科学技術センターから受注した

もので,16GH.の電波を送信し,風浪によって粗になった海面か

らの反射波を受信することにより,海上の風速・風向測定の低か,

波浪のスペクトル測定もできるよ5 になって仇る。この装置は可搬性

を考慮したコンパクトな設計を行っており,同センターでは海上あるい

は陸上の鉄塔に設置し,実験を行って仏る。

マイクロ波雨域散乱計は,電波研究所から受注したもので,周波数

は 10GH.と 34.45G1丑の2周波をもち,雨滴からの反射波を受信

することにより,降雨の3次元分布やマイクロ波の降雨中の伝搬特性

を測定することができる。この装置は航空機搭載用ではあるが,地

多
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6GH.帯高出力FET増幅器

上のシェルタにも設置できるようになっている。

これらの装置により,各種基礎ブータの収集・解析が行われてお

リ,所期の成果が得られている。

5 通信と電子応用
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.気象用ドップラレーダシステム

降雨域の雨量強度を測定する巴いう従来の機能に,降雨域の風向.

風速を検出する機能を持った気象レーダ装置を気象研究所に納入し

た0 この機能によって得られる情報は,気象学の新しい分野の調査

研究に利用されるものであり,この装置の特長は次のとおりである。

(1)ドッづラ信号処理

降雨域内大気流のレーダの視線方向の風向・風速成分(ドヅづラ成分)

及びその分散が,空中線の回転とと屯にりアルタイムで測定できる。

この機能は,受信装置からのディづタル化された位相検波信号を, P

PP方式(pulse pa辻 P.0配SSO0 を使って実現Lてぃる。すなわち,

位相検波出力である1組の複素信号と,1レーダ周期遅れた共役複素

信号の積から2つの複素信号問の偏角が求められ,これを方位方向

に平均することにより定められた領域内の降雨域の平均速度とその

分散が算出される。

(2)強度信号処理

レーづがとらえたエコーから地形反射を除去し,降雨からの反射成分

のみを抽出して雨量強度が測定できる。したがって表示装置で地形

反射1コーにわずらわされることなく雨域の観測ができる。

(3) CAPN信号処理

雨量弧渡信号を, CAPP1信号処理(consta址 A1廿加de plan posi.

.電子カラービジョンシステム《オーロラビジョン》

《オーロラビジョン》システム

屋内外用電子カラービづヨンシステム《オーロラピづヨン》の開発を完了し,そ

の第1号機を米国ドづヤーススタジアムにワアンサーピス用として設置し,

オールスター戦から運用を開始した。これは,縦5.8m,横8,7m の大

画面に動画,アニメーション,静止画及び文字メッセーリを鮮明なカラーで

表示するものである。

このシステムは,新規に開発された光源管の多数配列された映像を

表示する映像表示部と,その信号源を扱う操作部に分けられ,操作

部は映像入力機器の選択をする映像操作部と文字の編集をする文字

編集操作部が構成される。映像入力機器としては,標準ピデオ機器,

文字発生装置,放送受信装置,アニメーションコンビュータなどが利用でき

る。とのみステムの特長は次のとおりである。

a)屋外の太陽光下でも自然な色再現により鮮明な映像を表示で

き,かっ画面の明るさは,画質を落さずに周囲の明るさに応じて調
整できる。

(2)動きの早い画像に込十分追従でき(60枚/秒)変化のある映

像を表示できる。

(3)白熱電球方式に比ベて大幅に消費電力が少なく省エネルギー忙

なる。(白熱電珠カラー方式のν1の

(4)画面寸法は物理的に制限なく大きくできる。

光源管

との光源管はこのシステムの中心となる、ので,1本1本が絵素とし

ての働きをナるよら赤,緑,青の各原色に発光する直径3Cm弱,

長さ約130m の高輝度の光源用陰極線管である。これらはガラスバル

づに特殊フィルタガラスを使い,エネルギー変換効率の良仏けい(螢)光体

を組合わせて構成し,小電力動作(白熱電球のν10),速い応答性,

純度の良い発光色及び従来の白熱電球光源よりも長寿命(8,000時

問)の特長を持っ。発光方法は,偏向手段を用いないフラ,,トビー△方

式で,構造上では,高圧の陽極電圧をべース部分から他の電極電圧

と一緒に供給できるものとなっている。

11""1ⅡⅡ1Ⅱ111Ⅱ"1Ⅱ11Ⅱ1111」1皿Ⅱ111'11」11111,1111Ⅱι111Ⅱ11"羽訂11訂"11Ul「Ⅱ11ⅡⅡⅡⅡ11Ⅱt1ⅡⅡⅡⅡ"ⅡⅡ"Ⅱ"Ⅱ11Ⅱ1111Ⅱ1111Ⅱ1Ⅱ】1ⅡⅡ11Ⅱ1Ⅱ1"」111Ⅱ"計"ⅡⅡⅡⅡⅡ「」11111111"1「11Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ」11Ⅱ111ⅡⅡfⅡⅡ1Ⅱl「"町""U11"訂Ⅱ訂"1111」1Ⅱ"]ιⅡ"Ⅱ"Ⅱ"」1Ⅱ11"Ⅱ"1ⅡfⅡ"ⅡⅡ""「」Ⅱ111ι

tion lndicator)により定高度の降雨域水平分布が表示できる。

(4)表示装置

従来の PPI/R凱表示装置の外に,キャラクタディスづレイ装置上に7色

のカラー表示することができるので,見易いパターンが提供できる。

ず

','.卿゛、
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ド,,づラ速度のディスづレイ表示画面
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.為替レートディスプレイ装置

各国の為替レートの表示及びづライムレートなどの表示を行う裴置を

(株)三菱銀行本店に納入した。

とのシステムは,入力装置(マイクロづ0セッサ内蔵),表示装置及びそ

れらの装置問を接続する伝送装置から構成し,入力装置から表示器

を指定し,数値を書込むととにより表示噐K表示される。とのシス

テムは次の特長を持っている。

(1)表示素子に反転式表示器を採用し,消費電力は約V6(電光

式との比較)に減少した。

(2)装置異常,誤操作の場合には,表示ランづで注意を促す。

(3)情報センターのふんい気にマ,,チしたデザインになるよう配慮し

た。

.インラインシリーズ高解像度カラーディスプレイモニタ

当社のカラーゞイスづレイモニタは従来デ」レタ配列の電子銃を持った高解像

度CRTを装備していたが,今回電子銃を直線的に配列したインうイ

ン形CRT を持つ高解像度カラーモニタを製品化した。とのシリーズの

特長は電気的なコンバーゼンス回路が不要であるため,小形となり,価

格も安く測乍できるほか,保守も簡単になっている。とのシリーズの

14インチ形ではディづタル表示の C-3421形,アナログ表示の C-3419形

を,また,20インチ形ではアナ日グ表示の C-3919形を製品化した。

'1"1」UⅡ」「"訂1,11"肌11Ⅱ11"""Ⅱ"」」Ⅱ11"""11"11Ⅱ"UⅡ"11"11"""""""Ⅱ"Ⅱ""""Ⅱ111ⅡⅡf11耻11,1Ⅱ"11"11111「ⅡH"]1111]"1111」111Ⅱ11]「Ⅱ"ⅡⅡ11Ⅱ訂Ⅱ11H"11]"ⅡⅡ""""11」「lj"」1"ι1」111"""1t""1111畦1111Ⅱ1"11"11Ⅱ"Ⅱ""1」"1111Ⅱ1111U1ι11Ⅱ1ⅡⅡ111111Ⅱ」1Ⅱ11"Ⅱ11】11H」ι

"門ノ

.航空機搭載用高解像度カラーブラウン管

コンビュータターミナル等の手イスづレイ分野では,単に単色からカラーへの

羅換だけではなく,色を表現の一手段としてカラー化が進みっっあ

リ,その伸びも著しいものがある。その1仰ルして,航空機の操縦

席の主要メータ類の集中管理を図るべく,多機能ディスづレイ装置が考

えられる。従来,航空機や船舶のよう忙耐振性が要求される、ので

はシャドゥマスクの共振の問題があり,シャドゥマスク式力う一 CRT の採

用を妨げてきた。とのたび当社は,システムとして耐振性を改良する

とと忙より初めて 8形,7形,5形のシャドゥマスク式カラーCRT一高

解像度,高コントラスト,高輝度,全色一を開発した。

壁契築鄭

二三瓢4嘉、1ゞみ

琴そ,

瀞海紗y,三才

、 疹ヲ
,jメ

ゞイ

,''ユト'

夕1/

左ヅーーJ

二、

ι1Ⅱ1111Ⅱ111ι1」Ⅱ計11""11」1Ⅱ肌1」11""」111ι1"」11」Ⅱ」ι1」1」Ⅱ11"」1」111Ⅱ"」111ⅡⅡl「」11Ⅱ」「ⅡⅡ"11ι11」11ⅡⅡⅡ11計11Ⅱ闘ι1肌ⅡU」1」1"Ⅱ11"11ⅡⅡ"1」」11」」1111Ξ111」11tⅡ""Ⅱ"1」11Ⅱ訂111」"11訂"""計」1

j゛ ー,、

.業務用固定へッド方式PCM録音再生機

近年,家庭用オーディオ機器の性能が飛躍的に向上したととにより業

務用オーディオ機器の性能向上,中でも特に音質劣化の著しいテーづレ

コーダーについて,手イジタル化による性能向上の要求が高立り, PCM

(pulse code Modula60n)方式を使用した録音再生機の実用化が始

まっている。

当社では,との市場の要求に答え固定へヅド方式{CよるPCM録

音再生機の製品化を行い,2チャネ1レ機(ステレオ方式)の、のは既に

昭和55年7月から対米輸出を開始し,また,上位機種であるマルチ

チャネル機(32 チャネjレ)、昭和55年11月に開発完了し,昭和56年

から輸出を中心に市場ヘ進出する。

PCM録音再生機の特長は,超低ひずみ率,広ダイナミヅクレンリ,平

坦な周波数特性など,原音に忠実な録音,再生ができるととや,ダ

ビングによる音質の劣化,ワウフラ四夕一がないなど優れた性能を持って

いるととである。更に当社の2チャネル機は,手切り編集,電子編集

の両編集が可能,小形,軽量など操作性において、従来のアナロづ式

録音再生機と全く変わらない機能を持っており,またマルチチャネ1レ機

5.通信と電子応用
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為替レート手イスづレイ装置
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高解像度カラー手イスづレイ
モニタ

手
'
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は,マイクロコンビュータ制御による最新のオート0ケーションやモニタ制御機

能を持っている。

壬,'酎,,

.'

航空機用高解像度力うーづラウン管

、

二1 ゾ

2CHポータプル32CHマルチチャ才、ル2CHコンソール

業務用固定ヘ,,ド方式PCM録音再生機

X-80A X-800

゛^

X-80
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. T600 シリーズ POS 夕ーミナル

三菱POS システム《MELPOS 3000》は,主に食品スーパーマーケヅト向

きの POSシステムとして好評を博してきたが,今回,百貨店,レストラン,

総合スーパー,専門店など各種小売業に対応できる POS夕ーミナルと

して T-600シリーズを開発した。とれは高級ECR としてのスタンドア

0ン機能から,ホストコンピュータに直結できる本格的POSシステムまて・,

幅広い拡張性を持ってぃる。

インラインシステムとしては,親子レジシステム, SDP(ストアデータづロセヅサ)

S-600 や,ミニコンによる店舗内りアルタイム処理システム,あるいは JA

N コードPLUΦrice Look up)システムなどが構成でき,百貨店や総

合スーパーの要求に対応て、きる。またチェーン展開のレストランや専門
店などに対しては,モデムを介してホストコンビュータとのデータ送受を

行うオンラインシステムが可能である。

T-600 は豊富なオづション機能を持っており,三菱オートリーダ, OC

Rウォンド, JANコードスキャナ,100 牛ーポード,計量器,ス小,づづりンタ,
外部記憶装置(CMT)等が接続できるため,段階的なシステムア.,づ、

図ると巴ができる。また 12個のワリーファンクションキーを持っており,

店舗の状況に応じた最適キー配列が構成できるとともに,128分類

.電力管

真空スィッチ管

真空スィッチ管の無保守・長寿命の特長を生かした切換開閉器が新

幹線区分給電所ヘ納入され,開閉性能の優秀さを立証した。また,
16・671丑,17.5噸.,25kA の系統Kおいても真空スィヅチが優れた

しゃ断性能を持っことが確認された。設計.製造技術の向上により,

真空スィッチ管の小形化が進み,最近では開発当初の VI0 の容積と
なった。

イオンエンジンホローカソード

技術試験衛星Ⅲ型に搭載されるイオンエンジンは比推力が大きいので

姿勢制御やステーションキーピンづ用としての応用が期待されている。と

のエンジンの心臓部をなすホ0ーカソードは,推進剤である水銀の流量

Ifjj,「11""],Ⅱ」1Ⅱ」111".11」"1」"1」11""111」1Ⅱ"」""]「Ⅱ1Ⅱι1」"1tⅡ'1"11111」1"""訂11"11""11Ⅱ11Ⅱ"Ⅱ""Ⅱ""""11"11""」11」Ⅱ""」11」1」""11ιⅡ」"」1"Ⅱ」1ⅡⅡ"11訂」Ⅱ1Ⅱ1111"1"Ⅱ11訂11""訂1111Ⅱ11」1"ι1」」Ⅱ11」1Ⅱ"jf11U11111Ⅱ1""ⅡtⅡ1ι1ⅡⅡ11111ι"Ⅱ""Ⅱ""11ⅡⅡ11Ⅱ1]

メモリによって多部門商品管理を行うととができる。
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5.4 伝送機器

.広域監視制御システム《MELFLEXシリーズ》化の完成

当社では多年にわたる遠方広域監視制御システム建設の経験をもと

に,小規模システムから,マイクロづ0セ,,サを主構成要素とした中規模

《MELFLEX シリーズ》機種一覧

ノ'、

匿^

をコントロールし,水銀のイオン化に必要な電子を供給する部品である。

昭和郭年度はフライトモヂルを完成した。

y

形

丁一600 シリーズ POS 夕ーミナル

."、、

《MELFLEX 】00》

, T、'豊ヂマー

、血^ー、

くMELFLEX 200》

、'、^

名

1

《MELFLEX 300》

《MELFLEX 400》

《ME工FLEX 45の(SDL)

概

極小規摸伝送装貿

ノ、ードウェフ・ぐース

《MELFLEX 500》

小規模伝送共置

ノ、ードウェブ゛tース

《MELFLEX 910》

中規模伝送装置

フプームウニア、くース

《MELFLEX 950》

」だ,ムビ

中規模処理,伝送装置

マイクロプロセッサペース

要
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システム,更にミニコンピュータによる大規模ハイアラー牛システムに至るまで

のシリーズ化を完成した。

とのシリーズは,70M1丘/40OMH.帯無線機,誘導無線機,光モ

デム,各種データ伝送用モ手△など,多彩之回線制御ユニ,,トのファ三リ

一化,及び豊富な 110 デバイスを持った分散形マルチマイク0づ0セ,,サ構

成,ピルディングづ口,,ク構成を可能とする H卿と S剛 i珂面における

ファミリー化を図った。

^

データロガー,'ベγトレローグー

ヤ'クロプロセッサ・ぐース

イオンエンジンホローカソード

ノ

大規樮処理,伝送装置

ミニニソビニータペース

高速伝送装羅
ノ、ードウェアーくース

超高速伝送装置
ノ、ードウェア・くース

声圭子

^

^

一〆

玉才
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J舮二1、

'少、'武,゛ X

亨
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広域監視制御システム《MELFLEX》
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《MELFLEXシリーズ》機種一覧を表に示す,また納入例を写真に

《MELFLEXシリーズ》の特長

(1)機種を完備した。

(2)広域監視制御に必要なあらゆる機能を充実してぃる。 度を達成した。

.光ファイバ伝送装置を用いた50okV変電所構内監視制御システム

重電機器が密集する変電所における構内テレコンの通信回線は,誘導

される雑音レベルが高く,また落雷,事故などにより制御室と被制

御室の問に高い接地電位差を発生させる危険性がある。特忙,500

kV変電所においてはそれらの影縛も大きい。

そのため,九州電力(株)西九州 50okV変電所ヘ納入した構内監

視制御システムに光伝送装置を導入し,通信回線の高信頼度化を図っ

た。

との装置は,2重化された伝送路の片系(12チャネル)に導入した

、のであり,従来のテレコン用モデムカードと互換性のある光伝送用力

ードで構成している。

光伝送装置の主な特長は次のとおりである。

(1)線路上の電磁誘導雑音及び,送受信装置間に発生するアース

電位差の影籌を全く受けない。

(2)ケーづルは小形蛭量で布設が容易であり,しかも従来形金属ケ

ーづルと同様の機械的強度を持つ。

(3) 5V単一電源で動作するため,保守性・信頼性が高い。

(4)送受信 0づ,,クは通常の口りツク用ナルト基板に実装されてい

.九州地方建設局向け真幸堰ゲート制御装置

この装置は,ゲートの管理を円滑かつ正確に遂行することを目的とし

(3)自由な回線構成ができる。

(4)装置を構成するモジュールは,フレックスバスに統一したので,機

種問の互換性,増設性に優れている。

(5)各モリューjレは,低消費電力化を図り,自然空冷による高信頼

るため,保守性が高い。

(5)着脱が簡単な発光・受光素子組込形レセづタクルを用いており,

容易に保守・点検ができる。

た装置であり,せき(堰)及びゲートの状態監視巴ゲートの遠方手動操

作,遠方ステ"づ操作の機能を持っている。この装置の特長は

(1)マイク0づロセッサを用いて,操作規定をづ0グラ△化するととによ

リ,オペレータに的確なガイダンスを与え,ゲート操作の信頼性向上を図

つた。

(2)システ△上の異常検出機能,監視機能を持つとともに,誤動作

に対する保護機能を2重化し,安全性を重視した。

(3)模擬試験機能が組込まれており,模擬手一夕と言態1データを切

換えるととにより,動作機能の確認が容易に行えるようにした。

"Ⅱ「"11""11"1」"ι111""Ⅱ"Ⅱ"'1"Ⅱ"11ⅡⅡⅡ酢Ⅱ"」1Ⅱ11"1"1"11"Ⅱ"""""Ⅱ酢""ⅡⅡ"Ⅱ畦"ⅡⅡ""旺11""UU""""111」11"11""Ⅱ'11」"jr"」ι肌

室

.工業技術院筑波研究センター防災安全管理システム

工業撫桁院筑波研究センターは,約 146h0の広大な敷地を持ち,そ

の中に9研究機関と共同利用施設の建屋約120棟と共同とう(溝)

(電力,冷温水,通信ケーづル等を通した地下トンネル)から構成され,

これら諸施設の防災安全管理を目的として防災安全システムが設置

された。

とのシステムは,単なる災害の監視だけでなく,次のような特長を

持っている。

(1)サづメイン方式忙よるオンライン監視

全体を統轄するメインセンターと,各研究機関及び共同利用施設ビとに

主体性を持って運営されるサづセンターによる2元監視を行い,機能

分担の明確化及びバックァッづ体制の確立を図った。

(2)防災関連資料のフ0.,ビー手イスクによる統一的運用

サづ及びメインにおいて, CRT 画面情報をフロ,,ビー手イスクを媒体と

堂
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5 通信と電子応用
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して共有化し,サづ,メインの2元監視の有効化,システ△変更ヘの対

応の容易化を図った。

(3)守衛所関連資料のオンうイン情報処理

単なる災害監視のみならず,部屋管理情報の登録と部屋管理関連情

報による日常業務管理を行い,通常は稼働しない防災システムとして

の付加価値の向上を図った。

(4)センサ作動統計及び保守点検情報の登録・提供

.福岡市高速鉄道向け電力管理用遠方監視制御装置

福岡市内の市電に替わる足として建設中の福岡市高速鉄道の一部が

完成し,昭和55年6月から現地において電車試運転に入った。こ

の鉄道は,最終的には4か所の変電所と24か所の電気室から構成

される。変電所は,電車ヘの電力供給と電気室に対する電力供給を

行い,電気室は,電車運行に付随する信号・空調・駅設備等に対す

る電力供給を行う。今回納入した速方監視制御装置は,これらの電

気設備を中央区役所内に設置される中央制御所で集中監視制御を行

い,安全かつ合理的,経済的に管理するものである。

次に主な特長を示す。

(1)制御所に設置される計算機が停止しても,制御卓,系統表示

盤によって制御のできる CASC(computeT Aided supervisory co

n廿01)方式とした。

(2)系統表示盤に従来表示されていない電気室情報を表示すると

と、に,母線照光方式とするとと忙より系統把握を確実にした。

(3)変電所は,1か所当たりの制御・表示容量が多く,また信頼

性、要求されるために大容量1.1方式《MELFLEX 31のを使用

した。

.水資源開発公団納め兼山取入ロゲート制御装置

この装置は,マイクロづ0セ,,サを応用したゲート制御装置であり,水資

源開発公団兼山取入口に納入したものである。装置の導入目的は,

取入ロトンネル内水位を一定に保つ定水位制御を行うことであり,炊

の特長を備えている。

(1)マイクロづ0セ,,サを用込て,手イジタル比較演算による,高精度で

安定な制御を可能とした。

(2)制御部の2重化により,装置の信頼性,稼働率を向上した。

(3)設定水位を大幅に変更した場合においても,ソフトゥエア処理に

より,オーパシュートを生じない方式を採用した。

(4)ゲート3門の開度のぱらつきの自動補正を可能とした。

作動統計結果を防災関連機器の保守点検忙反映させ,保守点検の計

画的実施,災害の予防,システムの信頼性の向上を図った。

(5)危険物関連情報の提供

メインでバ四チ処理した危険物関連情報を提供し,日常から危険物に

対する認識と,災害時の迅速適確な判断指示を行うととを目的とし

た。

Ⅱ11キ11111111「1111"11畦"""1目11111111""""""""1」"1」Ⅱ畦1111"Ⅱキ""""""畦"11Ⅱ"1111"11"畦11"1」11"111「""""1'Ⅱ"Ⅱ""1'"11ⅡⅡ」「l]Ⅱ"11111""111'"Ⅱ"""1」11"11"""1111Ⅱ""1111"1」"訂11Ⅱ""Ⅱ11"1

(4)電気室は,1子局の制御・表示の容量が限られており,また

子局の数、多いととから手一夕の集約を目的とし,親局にマイクロづ口

セッサベースの《MELFLEX 如0》を,子局に《MELDAC-10》を使

用した 1.8方式巴した。
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.農林水産省納め阿賀野川用水集中管理システム

この地域は新潟県北部の阿賀野川両岸に展開する水田地帯で,穀倉

地帯として名高い新潟平野の中核的地域であり,関係市町村は新津

市の様か2市7か町村に及び受益面積は水田 15,160haである。そ

の他の諸元としては総取水量約55.5m.心,用水路とら(亘)長約102

km,取水施設数約390か所である。
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この集中管理システムは,配水の均等性,用水の有効利用,災害の

防止等を目的とし,中央管理所から幹線水路,主分水工の水位,流

量などの情報を収集し,常に用水が安全・適正・均等に配水される

ように監視制御するもので,主な内容は次のとおりである。

(1)阿賀野川頭首工右岸に新設の中央管理所を設けて,堰の定水
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定水位制御装置

、、j-1ご1

ノ
゛
"
?

.
、

ξ
心

*

'
 
N
 
i
 
゛
『

鷲
琴

1
W
、
,
ノ
イ

/
H
一
一
一
一
一
一
U
-
N

,
ー
:
,
一
一
:
.
゛
一
び
聖
1
,
 
J

,
ー
、
一

一
一
美
,
・
一
'
、
、
、

.

、
し
.
ミ
ξ
.
、

1

し

、
一

J
 
、
"



位自動制御,頭首工諸量演算を行う。処理装置は《MELCOM7の
である

(2)テレメータ伝送路は 70MHZ2波による無線中継方式であり,

システム構成は 1:18方式となってぃる。その他,移動無線用に釦
MH.-150MH.の2波を使用してぃる

(3)取水から左右岸第1分水工は水配分上重要なので遠方制御可

.農林水産省納め多良岳開拓水管理システム

との地域は佐賀県の最西南部に位置し,鹿島市太良町にまたがる多
良岳山左安地帯でその受益面積は742h0である。との地区の主要作

物はみかんであるが,その用水確保のため,既設ため池をかさ(嵩)

上げして浜川上流に構築した頭首工から各ため池に導水して貯水し

ている0 更に地区内に7か所の井戸を掘り,とれから少量の水を年

問にわたって集水し,用水にあててぃる。

との水管理システムは,用水の有効利用と合理的管理を目的とした

もので,その特長は下記のとおりである。

(1)頭首工から各ため池までの導水区間が長く,パイづの破裂が心

配されるため,幹線の流量の前回値との比較を行い監視してぃる。

(2)減圧オ、そう印剖からの空気吸込みが心配されるため,各種演

算を行込監視するとともに,危険水位低下で子局側から自動発信
(優先伝送)し,各ため池の入口弁を緊急しゃ断する機構を持ってぃ
る。

(3)貯水池から配水槽に揚水するためのボンづの速方制御と監視

を行っている。

とし,その他の子局は監視のみとしている

(4)水路に水位計と流速計を 14か所設置し,中央で専用のマイク

ロコンピュータで流量演算し精度を上げてやる

(5)幹線流量,分水流量の上下限チェックによる水の適正配分の監

視及び日報印字など日常管理業務の簡素化を図っている

(6)モザイク監視盤を設け,水路状況の全体監視を行っている。
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.農林水産省納め西津軽農業水利事業水管理施設

西津軽地区は青森県西北部の岩木川西方に展開する津輕平野一帯の

耕地で,西津軽郡木造町を中心とする1市2町4か村にまたがり東

西約 10km,南北約 35km受益面積は 9,フ71ha に及ぶ。主要水利

施設は幹線用水路約56血,排水路約42kn,機場8か所,溜池1

か所から成る極めて大規模左、のである。

水管理施設は,公平な配水,水の有効利用,災害の防止等を目的

とし,中央管卿所から主要分水工6,放水工5,溜池1,承水路3,

機場7の水位・流量等の情報を収集して一元的な水管理を行らもの

であり,今後同様の施設の計画施工に際し,1つの指剣・として注目

される工事である。概要を次忙示す。

(1)中央管理所は士地改良区事務所に近接し,木造町に設置する。

(2)伝送路は私設線,電電公社線,無線を併用し,近接局は私設

線によりまとめて子一孫構成とし,親一子問は要求される応答性を

考慮し,上流分水工・放水工は電電公社線,下流承水路・ボンづ場は

無線(40OMH.帯li脚を使用している。

(4)伝送路は 70MH.帯1波による無線方式でシステム構成は 1

5 であり,更に移動パトロール車1台を配置Lている。

(5)日報印字など日常管理業務の簡素化を図っている。

(6)操作卓の上面を模式監視面とし,経済性を図っている。

'1"」"""Ⅱ1Ⅱ"1"11"""11"11""ⅡⅡ肌"""Ⅱ11Ⅱ""ⅡⅡ"」1""ⅡⅡ11""肝"Ⅱ11".「"訂""U"ⅡⅡ"」1Ⅱ11"111肝「11""""""ⅡⅡ肝旺"Ⅱ11Ⅱ畦1"""""」11目1"畦"{1Ⅱ旺"畦"11"畦Ⅱ1」""11""""Ⅱ"Ⅱ"ⅡⅡ,1Ⅱ'1Ⅱ"ⅡⅡⅡ

.中部電力(株)犬山変電所向け静止画像遠隔監視システム

変電所~電力所問は通信ケーづル CPEV O.9φの映像 IP,音声 2P

を使用して信号伝送を行っている。1TVカメうからのTV信号をN

V-210形ITV静止画伝送装置により,1画面を静止画像として,

2/4/8秒の3段階切換で,無中継伝送してぃる。

変電所構内ヘ外部からの侵入を検知した時,電力所ヘ異常を通報

して,1TVカメラを自動起動する。電力所では,侵入位置をグラフィ

ツクパネルに点灯表示する。また静止画像としてITVモニタに表示す

る。また手動起動により任意に画像伝送を行え,必要に応じて電力

所より警告放送を行える。

(3)中央管理所ではグラフィ,,ク監視盤による全体監宅見,聯見操作

卓による詳細聯見,ゲートボンづ速方制御を行うとともに,処理装置

《MELCOM 7のにより水位→流量,水位・開度→流量などの演算

処理,雨量・流量などの積算処理,水位異常等の監視処理,ロギング

アナウンスメントなどの印字処理を行っている。

'一ε一"'.",゛凸,十

用水集中管理システム監視操作卓

5 通信と電子応用

11ⅡⅡ"""11Ⅱ1」""Ⅱ"""11"11"」111Ⅱ"11""Ⅱ""""1111訂11"Ⅱ"11Ⅱ""""11Ⅱ,111111111"ι1Ⅱ"1111"Ⅱ"1」1Ⅱ1"1「Ⅱ"Ⅱ1」」"11""Ⅱ1111Ⅱ11Ⅱ旺"""1,1111Ⅱ11Ⅱ""Ⅱ"Ⅱ"1,計11Ⅱ訂1」"11ⅡⅡ

ITVカメラは夜間も,鮮明な画像を得るため高感度形を使用して

いる。ズームレンズ,回転台はあらかじめ決められた位置に自動的に移

動するづリt汁式と,徴小量の移動を行うととのできるスデ,づ力

式を併用するとと忙より,広範囲の監視を2台のカメラで行って込

る。

西津軽管理施設中央管理室
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6.集積回路と半導体素子

昭和肪年,我が国の半導体メーカーの生産,出荷は,半導

体メモy を中心としたIC輸出の目覚ましい伸びと, VTR

の大増産,カラーテレビや音響機器の伸びに支えられ,急

成長した。

昭和55年後半には米国中心に市況が一部軟化したもの

の,半導体産業自体は,省資源,省エネルギーという社会

的要請と相まって,あらゆる分野で急速に進展している工

レクトロニクス化を支える基幹産業として今後も大きな成

長が見込まれている。

したがって,景気後退が懸念される中で半導体各社は強

気の設備投資を続けており,各社の基礎技術力,製品開発

カ,応用技術力の優劣が,今までより以上に企業格差のき

めてとしての重要さを増してゆくことになる。

とのような情勢のもとで当社の昭和55年の主要研究・

開発の成果を顧みて,今後の製品戦略の一助としたい。

(1)集積回路

産業用としては,次世代電算機用メイソメモリとしての

128 リフレッシュ方式64K ビットグイナミック RAM や

サブナノ秒のゲート遅延時間を有する高速 ECLゲートア

レーを開発した。また,マイクロプロセッサに関しては,

16ビット高機能マイクロプロセッサ及び産業機器の制御用

8 ビットワソチップマイクロコンピュータを開発した。

更に,新市場として登場した音声合成分野では, DELTA

方式の音声出力用ボードと PARCOR 方式の音声合成用

LS1を開発し,多用途に対応するようにした。

一方,テレビ,音響機器を中心とする民生市場において

も高性能化,及び多機能化を図り,大規模テレビ用りニア

IC及びテレテキスト制御機能付りモートコソトロール用

LS1を開発し,当社の優位性を高めた。

混成ICでは,電装品のほか,移動無線機用高周波高出

力用途でシリーズ化を進めており,90OMHZ帯で、 10W'

出力の混成ICを他社に先がけ開発し,今後伸びる新市場

に対応した。

また,光セソサ 1C は,光検出機能をもったカメラ制御

用ICであるが,とのようにセソサ部分と演算処理部分を

1パック化した IC は,今後の製品開発の一方向を示すも

のである。

(2)半導体素子

世界最大容量の4kv,1,50OA光サイリスタを開発し,無

効調整装置,直流送電用交流変換装置等の電力系統ヘの応

用の道をひらいた。また,電力用半導体素子は省エネルギ

一関連として,特に注目されており,高耐圧イソバータ用

及び高周波イソバータ用GATT (ゲート補助夕ーソオフ

サイ y スタ),インバータ,チョッパ,直流電源装置等の

トラソジスタ化に対応した大電カトラソジスタ,モータの

可変制御用のパワーモジュールを開発し,機器の小形化及

び省エネルギー対策に大いに寄与した。

一方,化合物半導体(ガリウム磁素)デバイスは,世界

最高レベノレの 10GH.-10W高出力 GaAS FET及び KU

帯超低雑音FET(12GH., NF=1.8dB)を開発し,準ミリ

波帯の通信,レーダ,放送機器からの要求にこたえるとと

もに, GaAS FET の応用製品としてマイクロ波センサモ

ジュールを量産化し,民生市場ヘの道をひらいた。

また,レーザダイオードは,短波長レーザ及び長波長レ

ーザの開発が勢力的に行われており,光通信及び情報処理

分野などの新しい応用分野が期待されている。
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6.1 集積回路

.128 リフレッシュ方式 64K ビットダイナミック RAM

5V単一電源16KビットダイナミヅクMOS RAMで開発された低電圧

で動作する回路技術と,パッケージから放射されるα粒子忙よるソフト

エラーを軽減するための技術とを組合せ,以下の特長を持つ高性能,

高信頼性の 64Kビッ"イナミックMOS RAM を実現した。

(1)新規なスィッチドキャパシタ回路を採用することにより広い動作

マージンを有し,最大アクセス時間 150那,最大消費電力 250mW と

高速,低消費電力である。

(2) A,ピンを第 9 ビンに配し,16 ビンパッケージに収納したため,16

Kビ,りトダイナミ,クMOS RAMからの拡張が容易である。

(3)りフレ.,シュ方式は 16K ビヅトダイナミ,ク MOS RAM と同一の

128 サイクル/2m.である。

(4)第 1ビンはリフレッシュ機能を持っている。

(5)ボリシリコンビット線とともにメ〒ルルには新規なHi-C構造を採

用して,α粒子に対して強いチッづに L,更に,チ,,づ表面にコーティ

ング材を塗布するこ巴により,高い信頼性を実現した。

.高速ECL ゲートアレー

電子計算機の論理システム部分は数万~数10万ゲートに及び,とれを

LS1化するには数10種以上の異なった LS1が必要である。しかも

計算機の開発過程においては論理デバッづが迅速かつ容易に行えると

とが必要である。とのため母体ウェーハを途中工程までマスタLS1と

して作りだめしておき,配線工程のみを変更して多種類の株分けし

たスライスLS1を作るマスタスライス方式の LS1が要求されるようにな

つえ二。

今回開発に成功した高速ECLゲートアレーは,この要求を満たし,

かつサづナノ秒のゲート遅延時問を得るととのできるもので,内部ゲ

ートとして 900 ゲートを収納し,約 10,000 素子からなるバイボーラ LSI

て、ある。

基本ゲートはECL形式の 3NORIOR 回路で,写真のようにフィ

ツシュポーン状に配列している。各ゲートは,与えられた配線情報に対

応し,各ゲート列問の配線帯を用いて自動的に結線する。製造づロセ

スは酸化膜分籬バイボーラづロセスで,独自の ISAC方式を用込ること

.テレテキスト制御機能付りモートコントロール用 LSI

これまで当社は,赤外線パルス変調方式22~30機能TVりモートコント

ロール(以下りモコンと略す)用LSI M58480Pシリーズ,及びオーディオ

分野をはじめ多くの分野に1志用できる多用途多機能りモコン用LSI

M50110Pシリーズを市場に出し好評を得て仏る。

このたび,更に,英国などで実用化されている文字多重放送(通

称テレテキスト(Telete駈)),及び電話回線を利用した画像伝送システム

(通称ビューデータ(view d雄0))などの4種類のシステムを制御でき,

TV りモコンとしても,最大30局の直接選局,4つのアナログ機能を

それぞれ64段階に制御できるなどの豊富な機能を持ったりモコン用

C MOS LSI M50119P (送信用)及び M50120P (受信用)を開

発した。

送信用 LSI M50119P は 6 × 6 のキーマトリクスにより最大36 の命

令コードを伝送することができる。伝送コードは 10ピットから成り立

つており,伝送コードのうち最初の 3ビットは他のりモコンシステ△との

混信を防ぐためのキーコードで,次の 6ビットは命令識別用コードであ

6.集積回路と半遵体素子

直
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128りフレッシュ方式 64K ビリ1,'イナミックRAM

(チッづサイズ:4.31×フ.27 mm)

'騒藝撰

によって工程の簡単化と構造の微細化を可能とするものである。配

ー^!11

線はN 2層配線に

よって行う。

平均遅延時問は

09ns/ゲート,消費

電力は収納ゲート数

に依存するが通常

1.7W,チ,りづサイズは

6.40× 6.88 mm て・,

124 ビンリードレスパ,りケー

づに収納し,高密度

実装が可能である。
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る。なお,最後の 1ピ,,トはシステム拡張用ビットである。

受信用LSIM50120P は送信倶仂、ら同じコードが3 回送られてく

ると命令を実行するよう設計されているので,外部雑音に強いりモ

コンシステムを構成するととができる。また,同じコードが伝送されて

きても M50120P のモード状態により,それぞれのモードに対応した

命令が実行される。モードには, TVEード,テレテキストモード,ビュー手一

タモード及びりザーづモードの 4つがあり,モードの変更はりモコンで行う

ことができる。りザーづモードは将来のシステム拡張用モードで, VTRの

リモコンシステムにも応用することができる。

M5侃20P は4つの 6ビット構成の DIAコンバータを内蔵しており

4つのアナログ機能,例えぼ音量,輝度,色相及びコントうストをりモ

コンで64段階に制御することができる。

なお, M50119P 及び M50120P の外形は,それぞれ18ビン及

び 28 ピンDIL パ,りケーづて、ある。
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.音声合成用 LSI

機械から人間ヘの情報伝達を容易で確実に行う手段として,最近音

声合成器が注目され,そのLS1化が進められてきている。当社では

このたび音声合成用LS1の開発を終え発売するにいたったのでその

概要を紹介する。

当社の音声合成基本システ△は, M58817P (音声合成用 LSI,28

ビン), M58818-X X XP (128K ピットマスク ROM,24 eン)及び発声

の命令を実行するコント0ーラ用LS1の 3チ,づで構成する。

M58817P は,コントローラの指示に従って ROM から所定の特徴

パラメータを順次読出し音声を合成するものであり,インタフェース回路,

パうメータ復号器,バラメータ補問回路,音源発生回路,ディづタルフィルタ,

DIA 変換器,タイミンづ発生回路,クロ,,ク発生回路等で構成してぃる。

M58818-XXXP は,あらかじめ合成すべき音声の特徴パラメータ

(振幅,ビッチ,フィルタ係数等)を分析抽出して記憶する 128K ビヅト

の ROMであり,メモリセル,インタフェース回路で構成してぃる。

との音声合成用LS1システ△の特長は次のとおりである。

(1)音声合成方式は,日本電信電話公社が開発したPARCOR方

.テレビ用りニア集積回路の大規模化

テレビ用りニア集積回路は高性能化及び多機能化が進み,第3世代と

、仏える大規模IC の時代に入ろうとしている。当社は高性能回路

の設計,高周波高密度ウェーハづロセス技術の開発及びパ.,ケーづの最適

化を行うととにより,昭和55年初秋より大規模ICシリーズ 6品種を

開発し生産販売を開始した。

(1) 1FシステムM51356P は SA圦7フィルタ対応 VIF 増幅,映像検

波, AGC, AFT, SIF検波及び SIF等,テレピ1F系をすべて含ん

だ最大規模のIC として業界初のものである。

(2) PAL用ピデオク0マM51393P は2次微分画質コント0ール及びピ

デオ出カトランジスタを含む全ビデオ回路及びPAL信号処理全回路を含

んでおり,ソフトからハードまで画質コントロールできることが特長で

ある。

(3)デュアルPAL用ビデオクロマ M 51395P は, M51393P とほぽ同

一機能である。

(4) SECAM 用ク0マ M51397P は手ユアル用システムスィヅチ及び直

流再生出力回路を含むワンチガのクロマ信号処理回路であり, PAL

及びSECAM手ユアルシステ△を構成するとき,部品点数は当社従来比

約50%となる。

(5)音声多重復調 M51373P はパルスカウント FM検波,マトリクス,

表示,ミュート及び増幅の機能を含んでおり,低ひずみ(歪)率及び良

好な温度特性を持ち,ステレオ時,切換時及び電源オンオフ時ヨユート

機能があるなどの特長を有している。また後述のM51640P とペア

て、使われる。

.光センサ内蔵IC

光センサ1C,タイづAは国内で籾めて開発した光検出機能を持った

カメう制御用 IC である。タイづA はシリコンフォトダイオード(SPD)チ,づ

と,対数変換,シャ・,夕時間制御,露出誓告, ASA情報演算,セルフ

タイマー等の機能を持つ BI-MOS形ICチッづとで構成しており,被

写体を測光して,シャッタの開角と時問を制御する露出制御用ICで

ある。このIC は光を採り入れるために透明で超小形の16ビン樹脂

パヅケージに封入している。

この IC は内部に光センサとして SPD を内蔵することによって,

ⅡⅡ11"訂Ⅱ訂Ⅱ"ⅡⅡⅡ計1Ⅱ1Ⅱ"Ⅱ1"ⅡⅡⅡfⅡ"Ⅱ,"1ι"1"町,"1ⅡⅡ"ⅡⅡⅡ"訂Ⅱ"町Ⅱ"Ⅱ11訂""Ⅱ"ⅡⅡ"訂""闘計1Ⅱ「Ⅱ"Ⅱ1Ⅱ111Ⅱ"Ⅱ1111Ⅱ"ⅡⅡ"ⅡⅡ"ⅡΠⅡ1Ⅱ"1Ⅱ111"ⅡⅡⅡⅡ"Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ"11ⅡⅡ11"Ⅱ11酔1」1111"""Ⅱ11"ⅡⅡ""Ⅱ11"11Ⅱ""ⅡⅡ"1111Ⅱ11"ⅡⅡ"11町Ⅱ11"ⅡⅡ"ⅡⅡⅡⅡ1ⅡⅡ1Ⅱ,""Ⅱ"計Ⅱ"Ⅱ1"1Ⅱ"1「Ⅱ"ⅡⅡⅡ1Ⅱ1」1Ⅱ"1Ⅱ1""肌

式を採用している。

(2)男声及び女声音の合成音が可能である。

(3)ピットレートを切換でき, ROM 1個で低ビ,,トレートでは約 100

秒,高ピットレートでは約50秒の音声を発声できる。

(4)小量生産に対応でき,開発評価用にも使える EPROMインタ

フェース用 LSI M58819S を用意した。

(5)コントローラは,はん(汎)用の 4 ビットマイコン(M 58840 P 等),8

ビ,^トマイコン(M5L8039P, M5L80四P)等が使用できる。

(6) DIA変換器及びスビーカー駆動回路を内蔵して込る。

(フ)最大16個のROMを接続でき,この場合最大26分問発声で

きる。

(8) PチャネルMOSづロセスを採用しているので安価である。

1'用分野としては,電訳器,電卓,クロック,家電製品,自動車,

エレベーター,計測制御装置等,民生用産業用を問わず広い分野が期待

て、きる。

羽1Ⅱ11」1Ⅱ1Ⅱt"""ⅡⅡ"""""1t1Ⅱ"1ⅡⅡ11Ⅱ11"11"11""111"111"11""ⅡⅡⅡⅡfⅡ「"ⅡⅡ11111111Ⅱ1"Ⅱ111"Ⅱ"11」11」1ⅡⅡ111"1Ⅱ,""1111Ⅱ11"11"ⅡⅡⅡ1Ⅱ1"11ⅡⅡⅡ"]「"」ⅡⅡ1111Ⅱ1Ⅱ"1Ⅱ」"ⅡⅡⅡ"""",111"11"1111"」1"""11"1111訂UⅡⅡ"ιⅡ1"肌U1Ⅱ"1"1ⅡⅡⅡ

(田音声多重制御信号識別回路M516如PはALC付制御副信号

増幅,制御副搬送波分周,周波数変換,アクティづフィルタ,位相比較及

び制御鳳Ⅱ言号レベル検出の機能を含んでおりりードフィルタを用いず制

御信号の識別ができる。写真は前記IC シリーズの代表例である M

51395P のチッづである。チッづ面積は約 14mm.,素子数は約600であ

る。また外観は M516如P の 16eンDIL以外はすべて 30ピンDIL

である。とれらの IC は大規模化によって工数の削減,信頼性向上,

性能向上などを図ることができる。

ιⅡⅡⅡⅡ計ⅡtⅡ1ⅡⅡⅡ"Ⅱ"1ⅡⅡ,ⅡⅡⅡ計ⅡⅡⅡ"ⅡⅡ"ⅡⅡⅡ1」"計ⅡⅡⅡ11ⅡⅡ111ιⅡ計Ⅱ1ⅡⅡ1Ⅱ1ⅡⅡ1Ⅱ11U町ⅡⅡ11"1」"ⅡⅡ111」計Ⅱ計Ⅱ訂ⅡⅡ"""」1"ⅡⅡ1Ⅱ」"Ⅱ11」「"1Ⅱ1Ⅱ11""11ⅡⅡⅡ11"1Ⅱ"」1Ⅱ111Ⅱ1ⅡⅡ""」Ⅱ"1",11」""Ⅱ"11Ⅱ1ⅡⅡ」1ⅡⅡⅡ1ⅡⅡ11」tⅡ"1Ⅱ111"11Ⅱ1ⅡfⅡ"11tf1111Ⅱ""Ⅱ",1"訂Ⅱ11"Ⅱ",11Ⅱ1肌11"1tⅡⅡ11町ⅡlfⅡ11ι1ⅡⅡⅡ"Ⅱ
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従来のディスクリートSPD を使用するものよりカメラ測光系が,

(1)非常に小形化される。

(2)光学系としての取付精度が向上する。

(3)非常に高いインビーダンスのSPD 出力と ICチ,づ上の測光アンづ

系とが極めて近接できるため,シールド対策が必要なく安定な性能を

得るための技術的問題を回避できる。

(4)仇わゆるIC構造であるため信頼性が高い。

(5)周辺部品を多用せず,また組立加工費も軽減されるためトー

Ξ菱電機技報. V01.55. NO.1.1981
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タルコストが安い。

等々の特長がある。なお,光が直接IC チッづに当たることによる '誕"蔀
IC 回路ヘの悪影縛を避けるため,1C技術の応用によるしゃ光膜を BI-MOS ICSPD,゛・・・^・、、ー ーーー『、ーー^

上部にコーティング Lて込る。一般に透明桂朋丘は IC 用黒色樹脂に比 共"琴"
ノ

醍誕露疑＼

較してガラス転移点が低く,熱膨張率が大きいのでりードフレーム,チッ 、吋

'

づポンディング方法などに信頼性上の工夫が必要である。
、,气气一、J..、=,,,ーイー、JI,,."、"、、,,,1 、,.、、し、ι゛C 、,J)/1 ,,'ノ,、..~オ,,气.ヰJ .¥ー'

との点を考慮して試作を繰り返した結果,65゜C,95%R.H の高

温高湿試験て、1,oooh以上を保証してぃる。今後このようなセンシン '、 J 'ノ、く〒二1〒ノ、 、,、ー 、ノノイ1'

" y'J、 J

グ部分を内蔵した IC の利用分野はカメラに限らず広く展開される

光センサ内蔵 ICことが予想される。
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.90OMHZ帯移動無線機用10W出力高周波厚膜混成集積回路

90OMH.帯の移動無線機の市場は,今後我が国をはじめ米国,西 長さ 66X高さ 9.8mm と小形化を図っている。

以上のような性能,品質を有する M57723 は,90OMH.帯移動欧市場において,大きく成長すると期待されている。

無線機の小形化,高性能化に大仏に寄与するものと期待される。当社では,上記 5W出力移動無線機に使用される送信部電力増

幅用高周波高出力混成集積回路M57723 を開発した。との M57723

は,周波数915~940MH.の広帯域において,供給電圧 12.5V で,

出力電力10W,電力利得15.2dB,総合効率40%の高性能を有し,

かつ動作接合部温度、130゜C以下になるよう熱設計を行った。

この品種は,90OMH.帯電力増幅用混成集積回路として,世界で

初めて厚膜アルミナ基板を採用し,既に実績のある高性能,高信頼度

(イオン注入,金電極採用等)高周波高出カトランジスタ 3段で構成し

ている。

特に終段トランジスタは高利得で,大容量のチ,づを用いることによ

り平均破壊出力 14W(VCC=15.2V, j=915~940MH.,負荷 VS・

WR叫全位相)の高破壊耐量を実現した。そして,初段トランジスタ

のべース忙は,ダイオードバイアス方式を用い入力電力,供給電圧の変動

において、安定した特性が得られ,また負荷VSWR各4.4(全位キ助

で異常発振を生じない高安定性を実現した。パッケージは,幅23,5X
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6.2 マイクロプロセッサ
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.マイクロプロセッサシリーズ

集f自度の向上とと、に,マイクロづ0セ,,サは2つの方向忙発展Lている。

1つは, CPUそのものの機能を向上させる"高級化"の方向であり,

、う 1つはメモリを内蔵させる"ワンチッづ化"の方向である。この流

れにそって当社ではととに紹介する6品種を昭和55年中に開発し

た。

16 ビ,,トマイクロづロセ,ワサ M 5L 8086 S は,ゲート長 3 ミク0ンの nチャネ

ルED MOSづロセスを適用し,素子数25,000個にも及ぶ高機能マイク

口づ0セッサである。従来の 8ピットマイクロづロセッサと可能な限り互換性

をもつように設計して仏るが,最大 IMハ'イトのメモリ容量,豊富な

アドレスモード,マルチづ0セッサ機能といった特長を備えており,明らかに

8ビリトマイク0づロセッサと一線を画す機能を持っている。

M5L8048-X XXP は,演算用命令以外に高能率なコント0ーラと

しての命令を備え,1Kパイトの ROM,64バイトの RAM,クロヅク

発生回路,タイマ,110 ボート等々をワンチヅづ上に集積し,当社の標準

メモリ及び周辺用 LS1を使用するととにより,メモリ容量及びシステム

の拡張が可能なワンチッづマイクロコンビュータである。 M5L80四一X X X

P, M5L8039P, M5L8748S は, M 5L8048-X X XP に比ベて

内蔵メモリのサイズ及び種類が異っている LS1で,基本的にはビン配

置及び機能に互換性がある。

6.集積回路と半導体素子

毎

吠主澄

き
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Jr J {'.ー

f'劣

16 ビ.りトマイクロづロセ,りサM 5L 8086 S チリづ
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90OMH.帯移動無線機用10W出力高周波
厚膜混成集積回路M57723

M5L8259 AP は,8 ビット・16 ビヅトマイクロづ0セ四サの割込み制御

用LS1で,マスク及び優先度がづ0グラマづルな 8レベルの割込み要求端

子を備えている LS1である。
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.汎用基板コンピュータ《MELCS 8512 シリーズ》及び音声出力用ボード

8ピヅトマイク0づロセッサ M5L8085AP をとう(搭)載した汎用基板コン

eユータ《MELCS 8512シリーズ》及び音声出力用ポード,ビデオディスづレイ

用ポードを開発した。とれらのマイクロコンビュータシステ△を構成できる

音声出力と画像処理方面の応用を手軽に処理できる。

音声出力用基板コンビュータPCA8520 は,手ルタ変調方式を改善し

た CVSD(continuous vaTiable slope Delta modulation)方式を用

い,最大18秒問の音声を再生することができる。従来のテーづ方式

とは異なり,ヘ.ワドやテーづの摩耗がないと言う長所があり,アナウン

ス装置,警報装置,構内放送装置等に応用することができる。

ビデオディスづレイ用基板コンビュータPCA85如は,汎用基板コンピュータ

の機能とビデオディスづレイの機能を1枚の基板上に構成し,最大9色

のカラー表示,256×192画素のグラフィック表示,内蔵キャラクタROM

による64種類のキャうクタ表示が可能であり,マイク0コンビュータ応用機

器CRT端末,パーソナルコンビュータ,店頭宣伝装置, TVゲームマシン等

に応用することができる。

.4 ビットワンチップマイクロコンピュータ M 58845.X X XP

-AID変換器,タイマ/カウンタ内蔵一

80年代のマイコンの応用は,機能拡大の方向から質の充実を指向し

始め,マイコンの開発、その動きへの対応が必要である。そとで,ワ

ンチッづマイコン M58845-X X XP (4 ビット, Pチャネル)は,応用システム

上で目的とする機能をより少ない部品点数で可能となるように,周

辺機能をマイコンへ取込むことなどを含めハードゥエアとソフトゥエアの

充実と最適化を図った、ので,80年代忙ふさわしいマイコンである。

M58845-XXXP の主な特長は次の4項目である。

(1)応用システムでの部品点数の削減

.AID コンバータ(8ピ"ト)を内蔵し,8つのアナログ入カボートを設け,

アナログ制御部分のマイコンの取込みを図った。

.2つのタイマ/カウンタを内蔵し,外付タイマを不要とした。

.高耐圧出カボートと高電圧端子を設け,外付づj砂'ウン抵抗を、内

蔵させることにより,大形けい光表示管を直接ドライづ可能とした。

(2)実時問処理と高速処理ヘの対応

.外部割込みと2つの内部割込付タイマ/カウンタを内蔵した。

(3)づψ'うムメモリ(ROM)の効率向上

.17ード命令主体の命令セットと複数機能命令を導入した。

メモリ・110 拡張用基板, PCA8506, PCA 85俳は, PCA8501又

は PCA85如に直接接続してメモリと V0の拡張ができ,特にPCA

8507 は,直列 V0 を持ちブータ転送用モジュールなどに適してぃる。

、玉

^
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6.3 半導体素子

ピデオディスづレイ用基板コンビュータ PCA8540

.4kv,1,50OA光トリガサイリスタ及びトリガ用 70mW大出力 LED ユニット

光卜りガサイリスタとしては,世界最大容量の 4kv,1,50OA光トリガ感

度 7mW という 85mmφシリコンウェーハを用Ⅵた FT150OFV-80 と,

とれをドライづすることができるファイパ端光出力 70mW というパン

ドルファイバ付 LEDユニリト ME-1307F-20 を開発した。

光一功'サイリスタは,光のゲートトリガ信号が,光ファイバという絶縁 を実現することに成功

体を通して伝送されるため,ゲート回路と主回路との電気的絶縁を簡 した。

単かつ完全忙行うことができるという大きな利点がある。したがっ

て,高耐圧大容量サイリスタを多数直列接続して使用する無効電力調

整装置,直流送電用交直変換装置をはじめとする電力系統応用分野

で早くから注目され,その実現が望まれて仏た。しかしながら,光

←Jガ'サイリスタは,通常の電気ドjガ式サイリスタより dudι, dwdι耐

量が小さく,ターンオン遅れ時問が長くなると仏う欠点があった。こ

.2つのタイマ/カウンタ内蔵によるソフトゥエアタイマの削除。

(4)マイコン基本機能の充実,豊富なレづスタと多彩なボート。
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(ROMアドレス)
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れを解決するため,極めて効率のよい2段増幅形ゲート構造を新し

く開発し,更に大出力光源と組合わせることによって,通常の4

kv,1,50O A サイリスタと同等の 250 A1μS の dild'耐量,1,50O V1μ.

のdwdι耐量と共に,ターンオン遅れ時間 2μS以下という優れた特性

制御信号

コ】ト

3

タイマ入出力

ポート TI0(1)

8 ・ 3 4 4i1 4 14 8

外部割込み
端子INT(1)

(左) LEDユニ

,りト

光トリガサイリスタ及びLEDユニリト
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.1,00OV,30OA大電カトランジスタ

大竃カトランジスタは,自己夕ーンオフ機能を有しインバータチョヅU古用

の場合,転流回路が不要となるのでサイリスタ忙比ベて回路設計が行
いやすく,奘置の小形軽量化,低騒音化が図れるなどの利点をもっ
ている。

最近インバータチョッパのトランジスタ化が進展しており,とれにイ半っ

て大電カトランジスタの高耐圧大容量化の推進が特に注目されてぃる。
大電カトランジスタは,基本的に小電カトランジスタの並列接続構造と

なっているので,大口径ウェーハの全面に分布する各セル問のアンハ'ラ

ンスが起とりゃすく,高耐圧化,大容量化が極めて困難である。

今回開発試作に成功したFH40OAはコレクタ電流30OA(h訟竺5の

エミッタ'コレクタ問竃圧 1,00OV の世界最大容量のダーリントン形大電力

スィ,,チング用トランジスタである。 hFE とエミ,タ・コレクタ問電圧の相関

を改善し,エミ,,タ・ベース間の分布抵抗を均一化するようにエミ,タ.

ベースジャンクションの構造を改良した。更に,初段及び後段トランリスタ

の接続部の電極構造の改良,不純物拡散の均一高精度化によって,

.高速スィッチングサイリスタGATT2機種を開発

世界最大級の高周波,高耐圧のインバータ用GATf (ゲート補助夕ーン

オフサイリスタ) 2機種FT50OHZ 及び FT50OJY の開発に成功した。

FT50OHZ は,20~30噸.の高周波通電能力を有する耐圧1,200

V,電流容量50OA,ターンオフ時間 4縄の高周波インバータ用 GATI'

である0 従来,とのクラスの高周波サイリスタは,10kH.が動作限界

であるとされて゛たが,今回当社が以前より開発してきた GATT

に,ゲート構造の最適設計,最新のライフタイム制御技術の導入などの

改良を加え,使用周波数を一挙に3倍まで引上げることに成功した。

とれにより,従来では,不可能とされてきた 20~30噸.の周波数

領域での高周波誘導加熱装置やDC-DCコンバータなどへのサイリスタ

の適用が可能となった。同時に,可聴周波数を超える周波数領域で

使用できるため,従来から懸案となっていた高周波インバータの高周

波騒音の問題も一挙忙解決されるものと期待される。

また FT50OJY は,耐圧 2,00OV を有する電流容量 50OA,ター

ンオフ時間 15縄の高圧インバータ用 GATf である。この機種は,最

近の小形,軽量化の市場二ーズに沿って,当社独自のGATT方式の

.半導体パワーモジュール

当社では昭和54年より定格電流 25A,55A及び 90A で,定格電

圧80OVのサイリスタチ,づ 2個を 1つの樹脂ケースに組込んだサイリスタ

モジュールを量産している。昭和55年には更に高耐圧大容量化を図り,

郭A 及び 90A て、1,60OV のものや,130Aて・80OV の、のを開発

した0 また,ダイオードとサイリスタを組合せた各種結線のものや,ダ

イオードを4個又は6個を組込んだ単相又は3相の整流モジュールの量

産も開始した。

更に,定格電流30A及び 50A で定格電圧450V のトランジスタモ

ジュールを世界で初めて開発し量産を始めた。とれらは高速のダーリン

トン構造のトランジスタと帰還ダイオードをそれぞれ2個づっ,1個のパ

ツケージに組込んだものて、ある。

このよう忙サイリスタ,ダイオード,トランジスタモづユールのシリーズ化が達

成された。これら半導体パワーモづユールは,電気端子と取付・放熱用

ケースが完全に絶禄されており,かつ小形軽量で取扱いや配線がきわ

めて容易な構造となっているため,電気機器の小形軽量化,組立の

省力化,コストダウンが可能である。更に,とれらパワーモづユールを各

6.集積回路と半導体素子

'1ⅡⅡ"1,1"1」11ⅡU'ι1」"'ιⅡ111,1」""1」"Ⅱ"11"畊11"Ⅱ"UJ"HI」Ⅱ"Ⅱ町」'","Ⅱ"1」11Ⅱ"1」'f"""ⅡⅡ"U1ι111"1111ⅡⅡ11ⅡⅡ"Ⅱ

高耐圧化,大容量化に成功した。

コレクタ電流 30OA 時の、也は50以上,ターンオン時問は 5μS以下,

ターンオフ時問は 20μS 以下であり,40OV ラインまて、のインパータ,チョ

ヅパ,直流電源装置などに広範な用途が期待される。

ⅡⅡ"1111"1」11ⅡⅡⅡ11Ⅱ111」訂」ιⅡ訂Ⅱ11Ⅱ"Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ吐」1Ⅱ訂Ⅱ"Ⅱ"ι1ⅡⅡ"」ιⅡ"11」1計Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ"'1」Ⅱ1ⅡⅡ"訂訂Ⅱ"Ⅱ"1μⅡ計ⅡⅡ」「"Ⅱ1,Ⅱ"""""Ⅱ」1訂ⅡⅡ」Ⅱ」1肌ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ1"UⅡⅡ"Ⅱ"11ⅡⅡΠ"ⅡU"11肌'ι1Ⅱ 1
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採用により,とのクラスでは初めて高耐圧化に成功したものである。

とれにより,今後各種インパータの小形,軽量化に大きく寄与するも

のと期待される。
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1,00OV,30O A 大電カトランリスタ
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種モータの可変速制御とその応用装置に採用することにより著しい省

電力列J果が得られるため,パワーモジュールは今後幅広い分野で大きく

躍進することが期待されて仏る。
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.10GHZ,10W内部整合化フりツプチップ形高出力GaAS FET

内部整合化高出力 GaAS 電界効果トランジスタにより,3端子素子と

しては世界て・初めて 10GH.で出力 10Wの性能を達成した。

この素子の特長は次のとおりである。

(1)高周波化忙対しては,素子の実用動作周波数をX帯以上の超

高周波帯にまで伸ばすため忙,ゲート及びドレイン電極を高誘電率基

板上の整合用集中定数牛ヤパシタに,ポンディングワイヤを用いず直接接続

した独自の内部整合法を考案採用している。

(2)高利得化に対しては,寄生ソースィンダクタンスを,高出力化に対

しては,素子の熱抵抗を各々低減するためにソース電極をとつ(凸)

形ステ△に直接圧着接続したフり,,づチ,づ構造を採用している。

以上の設計指針に基づいて開発した全ゲート幅7.2mm,14.4mm

及び28.8mmからなる素子の10GH.における代表的入出力付加効

率特性を図忙示す。28.8mm素子では,3dB利得時出力10W,飽

和出力11.5Wの優れた出力性能を,また7.2mm素子では,線形

利得8dB,付加電力効率23%の高い利得性能を示している。

この素子の実現は,小形進行波管増幅器との置き換えをねらった

. KU帯超低雑音GaASFET

各国では相次いで,1983年以降のSHF帯TV衛星放送の実用化が

計画されているが,これに呼応して受信機の開発も急ビ四チで進め

られている。受信機の性能はフ0ントエンドの素子の雑音性能で決定さ

れるため,12GH.帯の超低雑音GaA.FETの実用化が急務である。

この要請にこたえて,独自の手ザイン忙よる KU帯(12~18GH勾

超低雑音 GOA. FET,2SK276(MGF1403)を開発,実用化した。

新素子の主な技術的ボイントは,

(1) GOAS の結晶性と光応答性を利用した高品質GOA.エビタキシャ

ル結晶選別技術の確立

(2)動作層キャリャ密度の最適化

(3)ゲート幅の最適化による高周波伝播損失の低減

(4)リードポンドの最適化によるりードインダクタンスの低減

等である。

この素子の最小雑音指数(NFm加)及び,最小雑音時付随電力利

得(Ga)の周波数依存性を図に示す。 12GH.でNFmm=1.8dB, G.

=10.5GH.は世界でトッづの性能で, SHF帯TV衛星放送受信機

の要求にも十分こたえ得る。更忙この素子は,ますます多様化する

通信用増幅器,あるいはフェーズドアレーレーダシステムにおける高出カマ

イク0 波増幅器などの全固体化忙対する道を開くものである。

ι1」111Ⅱ111ι11111111fⅡ"11Ⅱ"Ⅱ11Ⅱ11'Ⅱ1Ⅱ11"11"""1ιⅡ11Ⅱ"'1""j「111"1ι"'111""11」ι1]""Ⅱ"""'11」111,11"""1'"Ⅱ1111"{f""1「lj""111」"Ⅱ計"Ⅱ"j「11111,""1」fⅡ
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.高安定 GaASFET発振器とその応用

各種通信機器やSHFTV受信機等の局発源として,周波数安定度が

高く高効率なDRF-GaA.FET発振器の開発を行ってきたが,昭和

55年度はその応用と Lて各種マイクロ波センサを開発した。

DRF-GaASFET発振器は, G.ASFET と誘電体共振器帰還回路

を,当社独自の設計に基づいてMIC(マイクロ波集積回路)化してい

るので,他のマイクB波部品と組合せて小形,軽量で,量産に向く応

用製品を可能にしている。写真の手前はDRF-GaA.FET発振器と

ミキサダイオードを組合せた3種類のマイクロ波センサの八gC基板を示し

たもので,左から簡易受信機(FO-UPⅡシリーズ),方向識別可能ド

りづラレーダ(FO-DP 12シリーズ),ド,りづラレーダ(FO-DP 13シリーズ)であ

る。写真の後方はこれらの基板を組込んだ製品の外形を示した、の

で, BRJ-10相当の導波管フランづ付(左側)とフランジなし(右側)

の2種類を用意した。とれらMIC は厚膜印刷技術を採用し,特に

民生用機器忙対する需要にこたえるため低価格化を図った。

20

W

ノ

情報化社会忙あって,増大する準ミリ波帯の通信,レーダ,放送機器

からの要求に、十分対応し得る能力を、つている。

30

POWER INPUT (dBm)

入出力付力n効率特性
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各種マイクロ波センサ

二コ

簡易形受信機は,侵入警報器,盗難防止器等の防犯,防災機器,

自動ドアなどのセンサとして,またドッづラレーダは車両などの移動物

体の速度検出などに広く用いることができる。

周波数(GHZ)

KU帯超低雑音GaASFETの特性

三斐電機技報. VO].55. NO.1.1981
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フ.電子言十算機

我が国におけるコンピュータ及び関連装置の需要は順調

に伸び,昭和54年の生産額は,1兆 1,234億円で,コンピ

ユータはついに1兆円産業となった。

=ンピュータは,その中間材であるICの技術革新を柱

に年々その性能が向上しており,64K ビット/チップの超

LS1を実装し,大容量高速ディスクメモリを装着し本格分

散処理を指向した高性能コンピュータの出荷を機に,いよ

いよ第4世代期に入ったといわれる。

昭和55午におけるコンビュータ市場の大きな特長は,

とれら時代を画する高性能コンピュータの登場と相まっ

て,真に使いやすいゴンピュータが求められ,漢字入出力

機能を備えた日本語情報処理システムが普及し始め,OCR

の高性能化,インテリジェント端末の高性能・高機能化な

どを含め,マンマシンインタフェースが一段と高度化.実

用化してきた。

ソフトウェア技術も,ハードウェアの進歩と同様に,改

良.開発が進み,特にオンライソ分散処理機能,マノレチワ

ーク処理機能などが充実し,大規模なデータベースシステ

ムが構築されるようになった。

このような情勢の中で,当社は時代を先取りした技術開

発を積極的に行φ,ハードウェア,ソフトウェア及び応用

システムの面で数々の成果を上げた。

昭和55年中に発表した新製品としては,はんqm 用コ

ンピュータでは《MELCOM-COSM0 シリーズ》k,新た

にモデル900Ⅱを追加しシリーズの強化を図るとともに,

オフィスコンピュータ《MELCOM80 シリーズ》に新たに

日本語シリーズを加えた。工業用コンピュータでは,《M・

ELCOM350-50》システムにモデル A23舶を追加し工業

用コンピュータを強化した。

周辺端末装置については, M28釦形8インチ固定ディ

スク装置を開発,需要が急上昇している漢字プリンタで

は, M82卯形超高速レーザプy ンタと OFT式中速プ y

ンタ M8270形を開発・発表した。

ゴンピュータ応用システムについては,昭和55年中に

多くの特長あるシステムの開発を行ったが,とのらちユー

ザーのど了承を頂いた10システム(《MELCOM-COSMO》

コン・端末システム関係4件及びオフィス関係4件,

コンピュータ関係2件)を次に紹介する。

フ.1 電子計算機及び周辺端末機器

.汎用コンピュータ《MELCOMCOSMO》シリーズモデル 900Ⅱ

《MELCOM-COSMO》カリーズモデル900Ⅱは,《MELCOM-COSMO

シリーズ》の最上位機種として,昭和54年12月に発表し,昭和55年

8月より出荷を開始した高性能大形汎用計算機である。論理回路に

は, ECL 口づツクLSI(250ファンクシ.ン,/チッづ)を採用したほか,高

速バッファメモリ,パイづライン制御などの超大形コンビュータの方式設計を

とり入れている。

モデル900Ⅱは,従来の最上位機種であるモデル900 (マルチづロセッサシ

ステム)に対して, MIPS性能で3~3.5倍の性能を持ち,下位機種で

あるモデルフ0OS,700Ⅱ,700Ⅲ,900 と完全互換性がある。

また本体部と独立した2台のサーピスづロセ,,サをシステム制御処理装

置として装備し,保守性とシステムの可用性を高めるとと、に自動運

転装置を用意して運用の省力化を図って仏る。

更にモデル900Ⅱは,豊富な適用実績によりその優秀さが実証され

ている高性能オペレーティングシステム UTS/VS (GO0版)により5次元

多重の同時併行処理を可能としてーる低か,70OS,700Ⅲ等の下位

機種と回線又は高速光ルーづによって結合した大規模階層形コンピュー

タネットワーク,大規模分散形データベース/データコミュニケーションシステムのホ

ストマシンとして使用できる高速演算性能を持ってφる。

フ.電子計算機
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.オフィスコンピュータ《MELCOM 80 シリーズ》

従来のカナシステム(英,数,カナを扱う)とは全く別のシステムとして,

漢字ひらがなを本格的に扱えるオフィスコンビュータ《MELCOM 80》シ

リーズ・日本語システムを開発・製品化した。またハ'イト系マシンの最

下位機種モデル18 を開発・製品化するとともにワードマシンモ手ル8 を

一新し 8N として製品化した。その他マンマシンインタフェースの改善と

して,音声入出力の導入及びOCRオフコンの開発を行った。

日本語システ△の特長

(1)本格的な日本語オフィスコンビュータである。

(2)高品位,高速日本語シリアルづりンタの採用

(24×24ドット明朝体,日本語釦字/砂,英数字150字/秒)。

(3)高鮮明度ディスづレイ佃本語1,000字表示可)の採用。

(4)日本語・マルチワークシステムをサボートする高速漢字機構及び充実

した新 OS (DPSⅢ)。

(5)漢字は最大35,000字まで収容可能であり,また社章,業界特

有の記号などを自由に印字できる。

(6)豊富な入力方式。カナ漢字変換,ワンタッチづヅク,ワンタッチスクリー

ン,漢字文字盤,ハンド 0CR など。

モ芋ル18 の特長

11Ⅱ"11Ⅱ「111ⅡⅡⅡ1"ιⅡ1"11"11Ⅱ111111Ⅱ"Ⅱ11111111肌11""町Ⅱ'"Ⅱ"Ⅱ"ⅡⅡ訂Ⅱ"11Ⅱ11ⅡΠ"Ⅱ肌Ⅱ11"""Ⅱ""Ⅱ"Ⅱ1」1111Ⅱ"Ⅱ1""11"計11"11Ⅱ訂11Ⅱ1」"11""""1,111Ⅱι111"Ⅱ"11ⅡⅡⅡ1」肌Ⅱ"""1,11""""ⅡⅡ"1」1

(1)上位機(モデル 28,38)とソフトゥエアの互換性がある。

. M2860形8インチ小形固定ディスク装置

8インチ小形固定ディスク装置は,モデル1で21MB,モ手ル2で50MB

の記憶容量を有し,平均シーク時間が35ミリ秒の小形ながら大容量

・高速で低廉な磁気ディスク装置である。

との装置は,幅がフロ,,e手イスク装置と同一寸法のため,19インチラ

ツクに,縦置き又は横置きて、2台実装できる。ヘヅド位置決めにりニア

モータ方式を採用しているため,高速(35ミリ秒)高精度(480TPD

のうぇに信頼性が高い,μP・LS1化の最新技術を駆使することによ

リ,従来の 14インチ手イスク装置レベルの RAS機能を持っているなど

.高速漢字プリンタ

最近の漢字情報処理システ△は,漢字を単なるデータとして扱う"漢

字データ処理"から文章相互問,すなわち"日本語としての情報処

理"に拡大しつつぁるが,これにイ半う漢字情報処理装置ヘの要求は,

①多機能化,②高速化,③低価格化と言える。当社では昭和四年

に第1号機を製品化して以来,漢字情報処理システ△忙積極的に取組

み数多くの成果を上げてきたが,今回こうした要求に答えるべく多

機能形及び超高速形の漢字づりンタを開発,製品化した。

(1)多機能形漢字ナルタ(M8270形)

この漢字ナルタは, OFT (optic.1 Flber Tob.)による乾式電子写

真方式を採用し,1行当たり最大136けた(桁)の印字を行い,1分

問に 3,700行(8ポイント)の印字速度をもつものである。用紙搬送は

(2)主記憶128KB,10MB 固定ディスク,両面倍密度フレキシづルデ

イスク,200字/'秒両方向印字シリアルづりンタ。

モ手ル8Nの特長

( 1 )

( 2 )

従来機(モ手ル8, SU武"8)とソフトゥエアの互換性がある。

片面/両面倍密度FDD,標準キーポード/ワンタッチスクリーン。

^
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の特長を有し

ているため,

オフコン,ミニコ

ン,端末装置

等に最適な外

部記憶装置と

言える。

Xy

《MELCOM 80/38》日本語システム

ファンホー1げ'トラクタ方式を採用

し,印字桔度を高めるととも

忙用紙の途中停止を可能とし

ている。その特長は

(i)行中文字可変,文字

ピッチ可変,文字上下位置可

変,長体平体文字印字可能

などの文章処理機能

(Ⅱ)パーコード, OCR印字

宝^嵐气

」ミ、

シ

ξ途
.

,ノ、ノ,、/J ,

等の高印字品質,高印字精度機能

(繊)紙厚1801電,紙幅18インチの多様用紙及び夕,,ク紙などの特

殊用紙の使用可能

(2)超高速形漢字づりンタ(M8290形)

この漢字ナルタは,レーザビームによる乾式電子写真方式を採用し,

1行当たり最大136桁の印字を行い,文字の大きさ忙インチ系を採

用することにより通常のラインづりンタイメージで使用可能である。その

特長は

(i)印字速度10,500行/分(6インチ/行)の超高速

6i)紙厚135kg,紙幅18インチの多様用紙使用可能

(i")ディリタルオーハ'レイ機能及びコビー機能

68
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.《MELCOM/LOOP》伝送システム

複数の同機種又は異機種づロセッサ,端末装置群を結合して機能制

御,負荷,データ.ベース等の分散化を図る計算機システ△の要求が最

近著しくなっている。との動向に対応し,インハウスにおける分散処

理システムの構築を目的とした《MELCOM-LOOP》伝送装置の製品

系列が揃った。下表に示すとおり,伝送速度が中速~超高速までの

3機種より構成する。いずれの機種に、共通する特長は,

(1)システ△拡張性に富み布線量が少なくて済むルーづ状の伝送路

《MELCOM/LOOP》伝送装置の比較

桜

MELCOM/LOOP-1

肌」Ⅱ"Ⅱ」Ⅱ「ⅡⅡⅡⅡⅡ11"1」"Ⅱ"1訂」1"Ⅱ"ⅡⅡⅡtl""ⅡⅡⅡⅡ,1ⅡⅡ""11"ⅡUⅡⅡ11"1'Ⅱ1」""耻Ⅱ"計Ⅱn"Π"11111訂」1"Ⅱ」11Ⅱ1"肌ⅡⅡⅡⅡ"Ⅱ"Ⅱ"町Ⅱ"Ⅱ11ⅡⅡΠ11"Ⅱ111Π肌」11"「ⅡⅡ1Ⅱ1」1ⅡⅡ肌Ⅱ"11Ⅱ11Ⅱ計ⅡⅡ肌」111」1ⅡⅡ"Ⅱ1""11ⅡⅡ訂lf1Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ1"Ⅱ1肌"訂ⅡⅡlf"""11

種

MELCOM/LOOP-2

ナ+^

MELCOM/LOOP-3

48 K、PS,
38.4 Kbps,
19.2 Kbps,
9,60oo bps

.ファームウェアゼネレータシステム

ファームウェアゼネレータシステ△(以下, FGS と記す)は, PL/1形の高級

言語で記述されたづ0づラムを直接《MELCOM-COSM050ののマ

イクロづ0づラムに変換,、るマイクロコードコンパイラである。 FGS の特長は,

従来,高度の計算機知識を有する技術者の手作業によるレジスタ割付

けや機能割付けを自動化したことにある。 FGS の出カマイクロづψ'ラ

.分散分析手法によるデータ解析プログラムDANAS

DANAS (DATA ANALYSISSYSTEM)は,実験計画法関連

の統計手法を集大成したづログラムで,分散分析法,共分散分析法,

SN比法,実験的回帰分析法の4本からなる。

とれらのづログラムは,《MELCOM-COSM0700ノノ900》系に開発

したもので,バッチでも TSS でも使用可能である。

とれらのづ0グラムの中で,分散分析法づログラムでは,製品の歩留

りを上げるのに,温度,材質,処理時問などの要因の設定値をどの

ようにしたらよいかといった分析を行うととができるが,従来扱う

.《MELCOM 3505の工業用計算機システム

《MELCOM 350-5の工業用計算機システムは,大容量メモリ高スルー

づツトチャネル, RAS機能なだ汎用計算機の新技術をいちはやく取入

れ,ポードコンビュータのモデルA2010 から高性能・大容量のモ手ルA2500

まで統一された命令セットによるソフトゥエアの生産性向上とシステ△構

成の柔軟性を特長とした工業用計算機システムである。より一層のコ

ストパフォーマンスの向上をめざして,新たにモ手ルA2350 を開発し,シ

リーズ(A2500/'A 2350/'A2100/'A201のの充実を図った。新しい

モデルA2350 は,パイづライン制御,関数づロセヅサ,4本の独立チャネル,

IMB の主メモリをもち,中規模の制御システムに適してぃる。

形式

(2) CPU,端末装置の接続が容易なインタフェース

(3)伝送路,ステーションの障害時のシステムの迅速な回復機能

(4)分散処理をサポートするべーシ,クソフトゥエアの提供

などである。なお,《入IELCOM》LOOP-1. LOOP-3では伝送

路に,光ファイバケーづルを使用する。

送

同軸ケーブル

光フブイノぐケー
ブル

路

32.4 MbP5

97,2 Mbps

ヅ冗ストペアケ

^ニフ゛ノレ

'メツセージ多重 MELCOM 70

(分散通信制御) DMAチ+ネル

光フ丁イノぐケー

プノし

・メプセージ多亙
.】:N

(セγ夕一局による
架中制御)
・SDLCループ手願

按続イγ夕フェース

・チ+ネル多亙

.N:N

(分敬通信制御)

・ MELCOM 70
MPXチ十ネル

・ GP-1B

. RS 232 C
(モデムイγ夕フ.ース)

'1訂11"11Ⅱ"]11」1」1ⅡⅡ肌1」111ι"11""Ⅱ11Ⅱ"11"Ⅱ"11"""11"肌11計1Ⅱ」11」1Ⅱ""""""""」1"」1Ⅱ"Ⅱ1]"1,111111"1Ⅱ11Ⅱ111111]Ⅱ」Ⅱ111ⅡⅡ1」11tⅡ1ⅡⅡt""」」Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅡⅡ"Ⅱ"11111Ⅱ!Ⅱ1Ⅱ】Ⅱ111U"Ⅱ11""1Ⅱ1」1ⅡⅡ"ⅡⅡ1Ⅱ1,1""1111"1Ⅱ1ⅡⅡ"111f"ⅡⅡ"111111Ⅱ"1111凰

・MELCOM.COSMO
系イソタフェース
. MELCOM 70

DMAチ+ネル
.1BM 303 X

プロプクヤルチブレクサ
チ十ネル

・監規局の2重化

.ノ{イノくス

機

・自動ループノぐプク

1.難01
フトウニ

・伝送系の2重化

・自動砂断

ムに対する性能評価は手書きマイクロづ0グラ△の性能には劣るものの,

FORTRANコンバイラの出カアセンづラに対する速度比て、は 2.5倍から

5倍強高速である。とのためFGS はマイクロづ0グラムの生産サボートッ

ールとして役立つものと考える。
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・計測制御
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ワーク

.複合計算椴システム

.ラボラトリオートメー

ショγ

ことのできなかった傷の有無や,形の良し惡しとⅥつた雛散的デー

夕も DANAS では扱うととができる。

また,実験的回帰分析法づψち厶では,独立変数と従属変数の問

の関係を式で表すことができるが,従来の方法に比ベ,式の形が非

線形でもよく,式の係数の値に適当な制限を課すとと、でき,更に,

独立変数の選択をづログラムで自動的に行うととができる。とれによ

つて,特に専門的知識がなくても使え,また少な゛データで精度の

よい予測式を作成することができる。
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.《MELCOM 35050》 A2100 バルクコアメモリシステム

工業用計算機システムの外部記憶装置に対する高速・高信頼性の要求

はますます高まりつつぁるが《MELCOM 350-50/A210のシスデム

ではとうした市場二ーズに答えるために,バルクコアメモリ装置をあらた

に開発した。パルクコアメモリ装置は,基板構造の磁気コア素子で構成

しており,機械的可動部分のない高信頼度静止形メモリである。振

動,衝撃,じんあい(塵挨),温度変化などに対しすぐれた耐環境性

を有し,高速アクセス時問,高速転送速度により,システムの処理能力

が格段に向上するなどの特長を持っている。また予防保守やオーバホ

.工業用計算機のソフトゥエア生産支援システム

ソフトゥエアの危機が叫ぼれてから十数年たち,高級言語化,づ0グラミ

ンづ方法論などを取入れながらソフトゥエアの生産性を向上させてきた。

しかしづログラ△の生産は依然として力ードを媒体としたバッチ処理が

主体であった。近年ソフトゥエアの生産を直接CRT端末装置より会

話形式で行う操作システムの開発が盛んである。

当社も,とれらの技術を工業用計算機のソフトゥエア生産に導入す

べく数年前より CRT端末装置によるづ口づラ△作成・デパ,,グを行う

PWS (P工0部omming work station)を開発・運用し力ードレスでりア

ルタイムのづ口づラム生産に移行した。

"Ⅱ11,ⅢⅡf""1fⅡ1Ⅱ1ⅡⅡ""ⅡⅡ1ⅡⅡ11"1ⅡⅡ1"1tⅡⅡⅡ"Ⅱ訂""jjtⅡ111"ttⅡ1ⅡⅡⅡ11ⅡΠⅡⅡⅡ11訂ⅡⅡⅡⅡ11ⅡιⅡ1Ⅱ"計11"1111訂U訂l「""1」U計Ⅱ訂肌1"1Ⅱ11ⅡtⅡⅡ訂11Ⅱ訂1ⅡⅡ1Ⅱ1Ⅱ訂"Ⅱ1

ールが不要であるため保守費用を削減でき,万一故障した場合も機

械的故障ではないため,故障修復時問は短かく高か(稼)鋤率を維持

することができる。

今回開発したA2100システ△用パルクコアメモリ装置は,高さ 450mm

のラックマウント構造で IMB又は 2MB の記憶容量を持ち,アクセスタ

イムは平均 10μS である。 A2100システムに対し,1MB 固定へッドデ

イスクとバルクコアメモリ装置を混在接続するととも可能である0

剛11Ⅱ訂11Ⅱ訂Ⅱ""""ⅡlfⅡⅡ11Ⅱ計Ⅱ1111ⅡtfⅡⅡlfⅡⅡΠ,1Ⅱ111fⅡ11訂訂1ιⅡl「Ⅱ"肌Ⅱ"1111""Ⅱ11"訂」111」,計Ⅱ11Ⅱ"Ⅱl「Ⅱ11""Ⅱ訂11町U1111H」1"1111"11ΠlfⅡt「"1111Ⅱ11"11計」1ⅡⅡ11"ⅡⅡ訂ⅡⅡ"Ⅱ1」"11Ⅱ"1"tⅡ11Ⅱlf"""""1

フ.2 電算機応用システム

.光ファイバ高速りングバスによるニンピュータネッ

とのシステムは,筑波大学学術情報処理センター納めの異機種による

資源共用形高速りングバスネ,,トワークシステム(GAMMA-NET . G印0捻1

PUτ1)ose And Multl・Media Annular NET work)て、ある。各サづシス

戸

テムは,10OM ピリト/秒,2重化ル

ーづ光ケーづル《入建LCOM LOOP-

3》にりングバスづロセ.,サ(RBP)と

呼ぱれるチャネルを介して結合され

ている。サづシステ△間のデータ通信

は, RBPを介して直接に入出力操

作が行われる。デーダjンクレベルのづ

0トコルは, RBP が処理を行って

おり,手一夕通信におけるソフトウェ

アの負荷を軽減している。各サづシ

ステムは,機種やOSのそれぞれの

特長を生かし,それぞれが得意と

する処理を主として行うよう調整

され,とれらサづシステムを密に結

合することにより,総合的にバラ

ンスの巴れたシステムになるよう考

慮されてⅥる。個々のサづシステム

ヒ
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やJング等を行っている。 ことができる。

とのルーづには,昭和56年4月に他社の計算機が接続される予定

であり,異機種を組合せた複合システムが実現されることになる。他

のネットワークシステムとの接続は,ゲートゥエイ・サづシステムを介して行う

.三菱自動車工業(株)しこおける部品倉庫コントロールシステム
11肌Ⅱ訂11肌111」"Ⅱ"」1"」11」""」111"Π」1」Ⅱ訂」1」"訂Ⅱ1ι1Ⅱ1」11Ⅱ1」"1」"」11111"ι1Ⅱ",11」訂」」11""11」ιⅡ11Ⅱ"11訂11""111,1Ⅱ訂,1U1Ⅱ1」11Ⅱ"1」訂1」111「11ⅡⅡ111""1」町11ⅡⅡ111Ⅱ"1

このシステムは,三菱自動車工業(株)本社設置の大形コンピュータで運 本社とのデータ送受信は,インタフェースづログう厶が行い,また CRT

用されている補用部乱総合オンラインシステムに接続された自動倉庫管 より各種情報検率及びマスタファイルの修正などを行っている。

理オンラインサづシステムであり,《MELCOMCOSM070OS》.《MEL.

COM7のによるインデNエントターミナルで運用され,入出庫作業の簡素

化'データの整合化・自動倉庫の効率化を目的としており,《MEL.
COMCOSM070OS》と自動倉庫問を,カ

ードを媒体にオフライン接続とした点が特長
て、ある。

システムは,入庫処理・出庫処理・データ送

受信処理の3つに大別される。「入庫処理」

は,本社端末より出力される「格納力ード」

を《MELCOM 70》に入力し,入庫ロケ_シ

ヨン割付後,端末に「入庫指示力ード」を出

力する0 それを自動倉庫のスタリカクレーン制

御用ミニコンに読ませて部品を倉庫に格納す

る0 次に「入庫指示力ードを端末に入力し

て入庫完了処理を行い,本社にデータを送

信する。「出庫処理」は,本社から送られ

た出荷指示ブータを出荷ロケーション割付後

《MELCOM-COSM070OS》で「出庫指示

カードJ として出力づ、る。それをスタ.,カクレ

ーンのミニコンに入力し格納棚から部品を出

庫する。出庫完了後「出庫指示力一日を端

末に入力し出庫完了処理を行い,本社にデ

ータを送信,、る。

^立1.ι乞ユ』
'1、ニ、 rコ

生産管理
ファイル

71

.階層化オンラインシステムー生産管理システムへの適用一

電動機.制御器を生産して仏る当社伊丹濃q乍所電鉄製造部門では, ミニコン,ホストのファイル問でデータの移動・登録を行う。処理づログう

所内総合生産管理の一環として,材料投入から製品出荷までの進捗 ムでは,手一夕の所在を意識する必要はな仏。とれらにより,分散

管理業務の階層化オンラインシステムを開発導入した。 処理を指向した階層的なシステムが実現できた。

このシステムは機械計算室設置のホストコンピュータ《MELCOMCOS

M090のと現場設置のミニコン《MELCOM 70/4のを回線で接続

し,それぞれに処理機能を分担させ,負荷の分散

と運用の柔軟性を実現したものである。このシステ MELCOM MELCOM-COSMO

70/40 900
ムのソフトゥエア構成は図のとおりである。その主要
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のオンライン処理機能を利用できる。

また,ミニコンとホスト問のファイル転送も可能で

ある。

(2) UPP (user protocol processer)

ミニコン,ホスト間でのトランザクション単位の転送を管

理する。とれにより,どちらの計算機が障害を起

としても相互のチータは保障される。

(3) FHS (File HandⅡng system)
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.東北大学医学部附属病院における癌治療のための医療データベースシステム

悪性しゅよう(腫傷)患者を対象とするとのシステ△は, NELCOM-

COSM050の忙よる治療患者の病歴管理をシステム化し,更に放射

線治療装置三菱ライナ,クML-15MⅢ形装置とオンライン接続し統合

的がん(癌)治療システムを実現した。

(1)病歴管理システム

、{コン'ーユータ璽患者データは,患者基本情報,現症情報,検査情報,治療情報,追

跡情報の5種類に分類されており,記入シートを用いて ID 力ードリー

ダ付CRT端末から入力することにより,後に,治療成績判定のた

めの各種統計りストを作成し,今後の治療に役立てるのが狙φであ

る0 患者ゞータはすべてデータベースに格納され,各種ボインタによる

多面的な検索が可能になってぃる。

(2)ライナ,,ク治療システム

ライナック操作卓巴の同期処理により,操作卓の設定,値の照合照射,

照射結果のファイル,放射線管理という一連の流れをシステム化し, ミ

スオペレーシ,ンの防止もあわせて可能にしたものである。このシステム

は,昭和郭年1月より本か(稼)働をはじめて以来,多くの患者の

治療に役立っており,今後病歴データの蓄積による研究分野での利

用が期待され,また現在利用している放射線科,耳鼻科以外の科ヘ

の利用拡大、考えられている。

"訂1肌Ⅱ訂1111"ι」Ⅱ"NⅡltⅡι訂ⅡⅡ111Ⅱl「Ⅱ訂"11肌"11Ⅱ肌ⅡU"Ⅱ1ⅡⅡ"""口訂」Ⅱ11訂ⅡⅡ1Ⅱι1Ⅱ"ⅡιⅡ"11Ⅱ"11ⅡⅡ訂'ι11

.全日本空輸(株)搭乗載情報システム

航空機の大形化が進むとと、に,各空港で取扱う旅客数,貸物のと

う(搭)載量等が年々著しく増加している。これら空港で増加し続け

る情報を,迅速に,正確にそしてタイムリに処理し,旅客サーピスを向

上させ,かつ航空機の安全運航忙寄与することを目的とした搭乗載

情報システム(AⅡ Nippon Airways Load lnformation system)は,

昭和55年6見 19日全日本空輪(株)の4空港支店(千歳,東京,大

阪,福岡)で一斉に運用を開始した。

このしステムでは,簡単なキー操作により自動的に座席

を割村サ,行先,便名,日付,座席番号を搭乗券忙印字

するとともに,世界初の自動改札装置での搭乗者自動引

数のための搭乗券の磁気ストライづへの書込みを行う搭乗

受付(チェ,,クィン)の自動化,及び旅客,手荷物,貨物等

の搭乗載に応じて重量・重心寸立置計算を行い搭載異常を

早い時期に検知するとともに,航空機が離陸,飛行する

際の基礎データとなる重量・重心位置計算りスト(ウェートア

ンドバランスマニフェスト)を自動的忙印字する機能を軸とし,

抵かに搭乗載にかかわるあらゆる情報をきめ細かく処理

している。

このシステムは,各空港ビとに《MELCOM 70/4のを

中央計算機とし,キャラクタディスづレイ装置,搭乗整理券発

行装置などの端末装置と一体となり分散形高信頼性シス

テムを構築しており,順調に稼働している。

「ーーーーーーーーーーーーーーーーーη
1 <ライナック室>

MELCOM-

COSMO

500

1 1
1 1
1 1

ML15MⅢ 1

データ
^ース

DMS-5

<診察室>

;声i、1i舌ワ・'^

入出力週血

CRT

L_______"

台療石十画
表示画面

CRT

訂"Ⅱ"ⅡⅡ"Ⅱ11N11ⅡⅡ"」111Ⅱ"」1111訂1」計Ⅱ"Ⅱ訂Ⅱι「Ⅱ"111」1fⅡ"jtⅡ"jf111111「"訂ⅡⅡιⅡ1"""11Ⅱ"訂Ⅱ"11Ⅱ"訂111」"肌Ⅱ"11」1Ⅱ"11"1111"ⅡⅡ1111"]1「Ⅱ""」1」rⅡ1ιⅡ」」ⅡⅡ11Ⅱ11111ι11"ⅡⅡ」1"ⅡⅡ111Ⅱ1Ⅱ11Ⅱ"Ⅱ11Ⅱ11111」Ⅱ」ι1111"」1"肌」1肌Ⅱ11」11」11"1」"」111"」1」1皿

二ヨ ライナック

操作卓

1 <治痘計画室> 1

CR丁

庚計画情
穀入力画面

1 グラフィックディスプレイ

還分布
作図

L______」

総合的癌治療システム

タフレ

ニヒーー

72

尋

一J

.郡

一匡寺..^ー

学孝

号

"く子

.塞、、j支三く尽、毛,'亀f,1
とー"'1,ξ爽

'

j弍

'.、"^ー'

'^

{姦匪サ、_1j-1

J-、"^

q"生ξ.^]"冥"ン

全日本空輪(株)搭乗載情報システ△

三菱電機技報. V01.55. NO.1.1981

^'享JI-

^、弐
ユ'」^

Lンーー・

^^

.り".'Jι、,

亘P"ブ.'喜、ι,
'ムA "、、」

.'票をヨ",,ー

'^

"占,.
ー,艸'ー

提一"、ダ_

ゞ

.ι"

「
 
1
 
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

而医

厶

「
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

]
ー
ー

、
、

>
r
 
1
 
ー
ー
ー
ー
ー
}
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
 
L

ー
ー
一

1
篤
.

、
'

1
゛

、



.三菱油化メディカルサイェンスにおける医学特殊検査自動化システム

とのシステムは,ラジオアイソトーづによる内分泌機能検査などの専門的

な機器'技術・経験を必要とする医学特殊検査の検査データの信頼

性向上及び省力化を目的としたシステムである。

システム構成は,各検査室忙パーソカレコンeユータを設置し,計算機室

の《MELCOM 70/4のとオンライン接続Lてぃる。とれにより各検

査室に独自性を持たせ,それぞれの特殊検査の分散処理を可能にし

ている。

システムの機能特長は,以下のとおりである。

(1)検査依頼の受付から報告書,請求書作成までの処理を自動化

し,煩雑な事務処理を無くして込る。

(2)各種特殊検査用分析器を,パーソナルコンビュータ経由でオンライン

接続し,検査結果の入力を自動化してぃる。また,各検査室での検

査用づ口づラムの開発、可能となってぃる。

(3)受付情報を,約2か月問,ディスク装置に保存し,データのり

アルタイム処理(参照・入力・変更)を可能としてぃる。

(4)受付情報の変更は,ディスクファイルに記録し,1日ビとに変更

Ξ己録表を作成している。また,入カデータは,入力時にづループ炊ト

を出力し,入カミスを無くしている。

今後,全国ネ介ワークによる検査依頼情報・報告書情報の集酉酎言

システムへの展開が計画されている。
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カードリータ
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.(株)川島織物における《MELCOM 70シリーズ》による

関西地区オンライン才、ツトワークシステム

(株)jⅡ島織物は, VIC (variab]e ln{ormation contr01)システムと呼

称する EDPシステムを昭和51年より開発に着手して以来,順次全社

に展開しており,この程VICパートⅣとして《MELCOM 70シリーズ》

を使って関西地区オンラインネットワークシステ△を完成した。

このシステ△は,生産・物流拠点である京都・紫野工場に《MEL・

COM 70/4の(2セット),西日本地区営業拠点の大阪営業本部に

《MELCOM 70/35》,更に生産づロックの岐阜 .^..

の宮地区に M2350/40D を配置し,合計30台の

M345カラーCRT を使用した生産.販売管理システム 600攻/分

を実現している。 450行ノ分

ネ,,トワークシステ△の中核である紫野システムは,図の 2400 フィート

ように《MELCOM70/4の 2セ汁による 2重系シ ]600/80O RPI

42MBステムて、構築されている。との2セットの《MELCOM

70/40》は,ディスククロスコール機構,計算機結合装置,

回線切換装置(T-BAR)によって連結されており,

通常時はバッチ系とオンライン系として,別々の処理

(パヅチ/オンうイン)機能を分担しているが,オンライン

系のシステ△障害時には,パ,ワチ系でオンラインシステムの

バックァッづを行う。また,他場所システムとのデータ伝

送は T-BAR を切換えることによりバヅチ系でも処

理でき,システムの信頼性・柔軟性・拡張性が老慮さ

れてφる。

受付矣才努室

ティスク i

40MB X2 1

'ニヌ、

テーブ
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1600/80OBPI

240OFeet

阪学特殊検査自動化システム構成図
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巧0行ノ分

特殊検査尾分析器

なお,同社では全国営業所を含めた総合オンラインネットワークシステム

の確立をめざしており,既に札幌営業所には,営業所モデルシステムと

して M2350/如D を導入している。

特張検査用牙析器
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. M2350インテリジェントターミナルシステムによる競技場分散処理システム

このシステムは,競輪情報関連業務の機械化の一環として統一的1こ,

競輪開催の情報収集,提供などのシステム化をめざし構築されたもの

て、ある。

システム構成は,センターにホストコンビュータを設置し,全国58か所の

競輪場及び8地区本部にインテリジェント端末 NELCOM M2350/

如F》を設置し公衆回線で結んだオンラインシステムである。業務形態

は,各競輪開催節時にホストから節ファイル,競走ワアイルを受信し,

開催状況,競走結果などを入力し,必要なデータをその都度ホストヘ

送り,また選手情報などのホスト検索を行うといった分散処理方式

をとって仏る。

とのシステムでは,ホストコンeユータのデータマネジメントシステムとの接続

を実現して仏る。 M2350 では,この手ータマネリメントシステムに固有の

高位づロトコルの非同期メッセージ,同報メッセーづの処理を行ら CIP を

開発した。これにより端末側アづりケーシ.ンづログラ△は,とれらのメ,,

セージを意識することなくホストとの芋一夕の送受信が可能となってぃ

る0 また,ホスト側の画面制御を含む端末コントロール用のスルー形ユ

.シェル石油(株)における《MELCOM 80/38》システムによる資金管理システム

とのシステムは,シェル石油(株)本社資金部に《MELCOM 80/モデル

38》を設置し,資金部に集まるすべての支払及び入金情報を,ワーク

ステーション3台より入力し,これらの支払伝票,入金伝票にもとずく

出納業務ととれに関連する資金手当,及び運用を行ってぃる。また

個々の処理には,以下の機能を持ってぃる。

(1) KEY WORD, PASS WORD による利用者の資格検査を行

いデータの機密保護をする。

(2)対話式によるデータエントリ,ゞータ修正,アウトづりトリストの作成,

ゞータ照^。

(3)りモートづりンタの拡大文ヰ犠能を利用した会社小切手などの作

成。

(4)ゞータの自動作成。

(5)個人別,業務別のLOGデータを取出し集計し,マシンの利用

状況のは(把)握を行うなどの特長を持っている。

ーティリティ及び全国忙展開されている端末のメンテナンスを可能とする

オンうインメンテナンスユーティリティなどを開発した。とれにより柔軟性,

保守性に富んだ,ホストとの親和性の高いシステ△を実現している。

ホストコンピュータ

) 36回線

B6801 通信制御装置

M2350/40F
〆モリ128KB

公衆回線網

(240OBPS)

.島田屋本店におけるワンタッチスクリーンによるオンライン販売管理システム

ノ、^ド

コピー

M2892 フレキシフルディスクX3

とのシステムは,めんの島田屋として有名た(株)島田屋本店に《MEL・

COM 80 シリーズ》の最上位機種《MELCOM 80/38》をホストコンビュ

ータとして,関東全域に分布している24営業所に,コード入力不要

の《MELCOM 80/8》ワンタ,チスクリーン(新製品)を設置している。

この24営業所から毎日納品書・送り状・納品伝票・入出金伝票

などを入力する(特に伝票上の得意先名・商品名について該当する

スクリーンが自動的にセ,,トされそのままワンタッチで入力でき,伝票上

に余分なコードの記入を省略しているのが特長である)。この入力を

もとに営業所ビとに売掛金管理・在庫管理・財務管理を分散処理で

行込,その日のうちに受払日報・商品別及び得意先別売上日報など

も作成してしまう。

更にこの営業所での処理結果のグトン手一夕を公衆回線で本店ヘ伝

送し本店としての処理及び本店が全営業所を管理するための管理資

料(営業所・商品別売上日報など)の作成を本店ホストコンeユータで行う。

以上の結果,①営業所の各種日計表作成の省力化・迅速化・正確

化が図れる。②各商品ビとの在庫のは(把)握が正確になり適正在庫

の維持,ひⅥては廃棄品の削減が可能となる。③得意先・商品ビと

ティスフレイ
M2346 カラー.2000字

C3745

M2246

更にとのシステムでは,作成されたグ」ーンデータを現行のホストコンピ

ユータへ月2 回手イスケ,,トを介して,インタフェースを取っている。

ライトペン

競技場分散処理システムネ介ワーク図
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の動向が,正確に把握されることにより,今後の的確な営業活動に

生かせるなどの効果が実現できている。

40MB

固定 カートリッジ
ディスクディスク
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8.建築関連設イ蒲

巨大ビルの建設など,都市の高密度化が進み,複雑化,多

様化している中忙あって,数多くの省エネルギー機器が導

入された。一方,巨大地震が予測されており,安全性の向

上が要求されている。安全対策は総合的には模索期忙ある

と考えられるが,個別には色々と工夫された機器の開発が

進人ノでいる。

エレベーター・エスカレーターの分野では,富国生命保険

相互会社本社ビ'ル,新宿センタービル,(株)三菱銀行本館,

朝日新聞東京本社,京王プラザ南館など一連の超高層ビル

に対する工事が次々と完成した年であった。また,製品面

では待ち時問を大幅に縮めた群管理エレベーター"OS シ

ステム 2100",フノレモデノレチェンジした規格形エレベータ

《エレペットアドバソス》,駆動機構を一新した"モジ

ユラーエスカレーター"が続々か(稼)働をはじめた。

"モジュラーエスカレーター"は画期的な駆動機構によ

リ,またエレベーターは,マイコソやサイ y スタなどによ

る電子化により,性能向上と省エネノレギー,省スペースに

大きく貢献することができた。もちろん海外でも好評であ

リ,シンガポール等をはじめ,多くの国々に輸出された。

また超音波ドアセンサ,地震感知システム,音声合成アナ

ウンス装置など,エレベーター,エスカレーターをより安

全に,より使いやすくする付加機能の開発に努めた。

冷熱の分野では,省工才ソレギーに研究開発の重点を置き,

マイコンを利用した省エネルギー制御方式の確立,そして

ヒートパイプの応用による排熱回収及び太陽熱の蓄熱利用

などを推進した。

空調関連機器では,昨年の大形チリングユニットに続き ,

中・小形機種にもマイコンをとう(搭)載し,制御機能を大

幅に向上させた。この制御方式の確立のため,チy ングユ

ニットを使用した空調システムの動的動作シミュレーショ

ソプログラムを開発し,省エネルギー効果の高い制御方式

が実現できた。更に,省エネルギー空調システムとして注

目されているマノレチセントラノレ空調システムでは,100 台

までのユニットを中央で管理・制御するトータルコソトロ

ーラを開発した。

また,パッケージエアコンでは,完全下吸込方式・スイ

ングルーバを採用するなど,天吊り形《N丑・. SL1入D、の改

75

良を行い,快適性・すえ(据)付性の向上を図った。

産業関連機器では,各種排熱回収用ヒートパイプ式熱交

換器の商品化,ハウス暖房における太陽熱の地中蓄熱によ

る暖房システムの開発など,熱の有効利用に関する開発に

成果をあげている。

照明の分野では,昨年に引続き,省エネルギー化,機能

及び照明の質の向上を図った製品を生み出した。

光源では,高効率で演色性を改善した高圧ナトリウムラ

ンプ"ノ、イルックス DL",高効率メタルハライドランフ

《マルチスター》のシリーズ品,高効率白熱電球色けい光

ランプ《ルピカソフト》などを製品化した。

点灯回路用部品では,グロースタート用けい光ラソプを

即時点灯させる,小形の IC スタータ《ルミクイック》及

び,在来の銅・鉄形のもので,電力損失を減らした省電力

形ラピッドスタートけい光灯安定器(40W用)を完成し

た。

照明器具では,《ルミクイック》と新開発のたて形安定

器を組合せるなど優れたデザインの住宅用けい光灯器具を

多種発売した。また,施設用の分野では,高効率で快適性

をねらった埋込形けい光灯器具如レミファイン》,システ

ムパターンが展開できる店舗照明用器具《スペースライ

ン》,誘導灯の省エネルギー化に対応する2線式誘導灯,

水銀ラソプ用の街路灯,広場灯,植込灯などを発売した。

照明設備では,省工才ソしギー化をねらうものが多φ一方,

高演色の高圧放電ランプの屋内照明や,大形ノレーバにより

グレアを減らした埋込形けい光灯照明など,照明の質の向

上を目指したものがふえてきている。

ビル用電気設備の分野では,防災形の受電用変圧器とし

て, SF。ガス絶縁方式の変圧器を数多く納入しているが,

66kV 以.上のものに対し,ガス強佑Ⅲ盾環方式などにより小

形化するとともに GIS と防火壁等を介さずに直結するこ

とによって大幅な省スペースを図った受電設備を納入し

た。

またビル管理システムとして,一層省エネルギー, 1坊災

面を強化した《MELBAS》を超高層ビルに約入し,今後

の発展が期待されている。

建築関連設備8



8.1 エレベーター・エスカレーター

.全電子化群管理エレベーター"OS システム 2100"

昭和肪年7月から(株)三菱銀行本館ピルにおいて,全電子化群管

理エレベーター"OS システ△ 2100"が稼働を開始した。とのシステムは

モータ駆動部,各台のエレベーターの制御部,複数の 1レベーターを管理す

る群管理部の3つをすべてマイコン化,電子化したものである。 3つ

をすべて電子化したエレベーターが稼働したのは,風内初めて,世界

でも先端を行くものである。

との"OSシステ△ 2100"は(株)三菱銀行本館ピル納め 8台2バンク

に続いて,ホテルセンチュリーハイアット納め 6台 1バンク,京王づラザ南館

納め4台1バンクが実稼働に入り,昭和55年度実績合計26台4バン

クが好評裏に嫁働を続けている。

各台制御奘置のマイコン使用によって,群管理装置のみにマイコン

を使用したとれまでのシステムに比ベ,管理・制御口づツク忙関する

ストアードづψ'ラム化領域が拡大し,各号機制御装置と群管理装置問の

伝送能力を一層向上するととができた。

とれら管理・制御システ△としての性能向上は"OSシステム 2100"

のエレベーターサービスにおけるきめ細かなサーピス改善と,増々複雑化

していく各種白レ特有のサービス条件ヘの適合性を向上し,同時に精

度の高い安定した制御を実現した。

"OSシステ△ 2100"はとのような性能向上と実績を背景に,今後,

.モジュラーエスカレーターのシリーズ化

昭和54年5月にデピューして以来,革新的な構造を採用して,省工

ネルギー,省スペース,スリ△でざん新な外観,安全性の向上など,幾多

のメリリトを持つモジュラーエスカレーターは絶賛を博し,国内外に多数納

入したが,続く55年はその新技術を拡大し,社会的要諸にとたえ

た年であった。

(1)手摺下照明付欄干AS-L形,柱付透明欄干AS-A形の新意

匠2機種を追加発売L,デビュー当初の透明欄干AS-S形,不透明榔

干 AP 形巴計4機種とし,あらゆる建築にインデ」アとしてマ,,チす

る外観のエスカレーターを選定て、きるようシリーズの充実を図った。と

れら追加機種にも新技術を駆使して,モジュラーエスカレーターにふさわ

しく,照明装置はスリムで華麗に,柱を少なくし透明感のよいこと

が特長である。

(2)屋外設置全天候用や自動運転方式などを製作し,仕様の多様

化を行った。

(3)これらのエスカレーターの新技術をトラベーター忙トランスファーした

モジュラートラベーターを開発し,南海難波2次店舗及び伊予鉄そごうに

納入した。との開発で消費電力の少ない,省1ネルギー効果の大きい

動く歩道が誕生したわけで,とれまた社会的二ーズにとたえ得るよ

うになり,今後モジュラートラベーターの需要増が期待される。

.規格形エレベーター及び標準形エレベーター

(1)乗用・住宅用規格形エレベーター《エレペットアドバンス》

《エレペットアドパンス》は,従来の《エレペット》を意匠からドア機構・制

御装置に至るまで徹底的に見直し,全面モデルチェンジを実施して昭和

54年9月から発売を開始したが,既に1,500台以上の出荷台数と約

900台の据付完了台数をもち(昭和弱年9月現在),順調に稼働し

て好評を得ている。

(2)ニーズの多様化にこたえる標準形エレベーターの新シリーズ化

の稼働

マイクロコンeユータの管理・制御画における高度な機能と柔軟性を生か

し,白レの意図,使い方を十分反映できるユニークな群管理エレベータ

として発展するものと期待している。
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を標準形の寝台用・車い(椅)子兼用・視覚障害者兼用及び展望用工

レベーターにトランスファーして,ざん新なデザインでしかも操作性,安全

性及び信頼性が高く,飾電効果に、優れた新しい製品のシリーズ化

を完成させた。

(3)据付工法の改良

規格形エレペーターの据付工法の改良を行い,均質な据付品質の維持・
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向上と据付工数の低減を図った。主な内容は次のとおりである。

(a)エレベーター機械室揚重口塞ぎ板兼用型板のづレハづ化。

(b)乗用エレベーターの乗場の三方わく(枠)・戸・敷居のユニット

組立化。

(C)結線{C多極コネクタ方式の採用などによる配結線合理化。

(d)従来の鋼管足場工法からWOS工法(足場なし工法), RS

工法(レールを建地に利用した工法)への切換え。

.標準乗用油圧エレベーターのモデルチェンジ

昭和51年に開発・発売した標準乗用油圧エレベーター及び住宅用油圧

エレベーターは,各方面から好評を博し需要が著しく伸長している。今

回,かご室及び乗場意匠の全面変更,新形ドア装置の採用,マイクロ

タッチポタン化,各種の新機能オづションの追加などを内容とナる大幅な

モデルチェンジを実施した。

標準乗用油圧エレベーターは,昇降路上部に機械室を設ける必要が

ないととなど,油圧エレベーター特有の多くの特長をもつが,設置ビ

ルが比較的小規模なものが多いととを除いて,使用者や使用目的は

通常の電動口一づ式規格形乗用エレベーターと低とんど変らない。との

観点から,規格形乗用エレベーター《エレペりトアドバンス》で開発した種々

の新機軸を油圧エレベーター用にアレンづして全面的忙採用し,更に油

圧エレベーター独自の改善を加えた、のである。

したがって,《エレペットアドパンス》で好評な洗練された意匠デザイン,

見やすく操作性の良い信号操作機器,安全性,省スペース性に優れた

泊姓能ドア装置などは,そのまま標準乗用油圧エレベーターにも受け継

.エレベーター・エスカレーターの海外活動

昭和55年度の輪出向けエレベーター・1スカレーターは以下を中心に活況

を呈し,輸出比率が伸長した。

(1)歯車なし式エレベーター:シンガボール・ラ,りフルズタワ一向け,及び

マレーシア・コムタール向け等に"OSシステム 2100"全電子化超高速群管

理 1レベーターを多数受注し製イ乍中である。"OSシステ△ 2100"は群管

理・各台制御それぞれに専用マイクロコンビュータを搭載し,電動機はサ

イリスタレオナードで駆動,、る方式である。との啄か,メキシコ・ペメックス

向けに多数台のダづル手ツキ超高速エレベーターを受注し,鋭意製作中で

ある。

(2)歯車式エレベーター.大量に受注していたサウづアラビア住宅省

向けはその大半の出荷を完了した。

<展望用エレペーター> UAE,コロンビア,シンガボールなど忙多数のざ

ん新な意匠の展望用エレペーターを納入した。写真は最近オーづンした

南アフり力・レッアッイングホテル納めの展望用エレペーターである。

(3)エスカレーター.先に発表した"モリュラーエスカレーター"はその省

1ネルギー性・省スペース性が高く調悶され,海外でも好評を博してい

る。既にマレーシア,シンガボール,インドネシア,南アワり力,タイ,ホンコン等

ヘ多数を製作し,納入した。
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.安全性・使いやすさを重視した新しい付加機能

エレベーターの普及に伴い「より使いやすく,より安全に」といら市場

要求は立すます強くたってきた。この要求にこたえるべく下記の新

しい付加機能装置を開発した。

(1)音声合成によるアナウンス装置.マイク0コンビュータなどの最新

の半導体技術を応用し,通常時は到着階・運転方向を,停電などの

異常時にはその状況を,かビ内乗客へアナウンスするとの装置により,

使いやすさを一層向上させると同時忙異常発生時の乗客の不安感を

軽減できる。なお,との装置はPARCOR方式によるものである。

(2)電子化した停電時自動着床装置《MELD-2》.昭和53年に

停電時自動着床装置《MELD-1》を発売し好評を得てぃるが,との

たび最新の半導体技術を応用,電子化した《MELD-2》を開発した。

との装置は従来に比ベ,既設エレベーターへの取付日数 V3以下,据

付面積20%減,乗心地・着床精度の向上,据付け.保守の簡易化
など,多くの特長を有してぃる。

(3)超音波ドアセンサ(USDS).超音波により乗場側の物体を検

出する従来にない新たな機能を持っとの装置により,出入口に差し

.新形式の自動窓ふきシステム

昨今,白レ管理の合理化設備として,高層白レには自動窓ふきシステ

ムを設置するととが,一般的なすら(趨)勢になってぃる。

窓ふ劃乍業の自動化が普及するに伴い,建物特有の多種多様な仕

様ヘの対応も要求されて仏るが,建物の形状は斬新さを追求する建

築家の指向から画一されたものが少なく, 窓 ガラスの配列や建物外

装の形状にも変化が多い。

とれらに対処するため新しい形式として,ルーフカーに建物最上部

柱形の門形空問部からアームをせ(迫)り出し,清掃ユニットを壁面に

セットするアーム伸縮形や,ルーフカーが近接できない建物かどの窓列

ヘアームを右または左ヘ走行動作させて,清掃ユニ,トを壁面にセ,,

トするアーム走行形を開発し,用途上の展開を図った。

アーム部分の前後の迫り出しゃ,左右の走行駆動には,赤外窮臭ピー

ムスィ,,チ忙よって,確実な位置決め動作をしたり,不連続音による

操作員ヘの注意警報などで操作性,安全性を向上した。
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かかった乗客・乳母車・車いす等を検出し戸の開閉を制御し,使い

やすさ・安全性の向上を図った。

(4) P波センサ式地震感知システ小地震には初期微動(P波)

と本震(S 波)とがあり, P波の伝達速度は S波より速い。 1レベー

ター用P波センサ付地震管制システムは,との2つの波の伝達速度差

に着目し, P波を検出しエレベーターを直ちに最寄階に停止させ,乗

客を仏ち早く救出し,地震発生時の安全性向上を図っている。との

考え方を更に広め,倉庫・工場などの地震警報・非常電源のスタート

などヘ適用したとのシ

ステムにより種々の領

域で地震発生時の安全

性の向上を図るととが ぐ

ミ'

て、きる。
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8.2 冷凍・空調機器

.マイコン搭載空気熱源ヒートポンプチリングユニット

空気熱源ヒートポンづチリンづユニヅトの制御をマイコン化し,セントラル冷暖

房システムの省エネルギー性と圧縮機運転の安定性を大幅に向上させた。

内容は次のとおりである。

(1)外気温度に応じて供給水温をスライドし,軽負荷時,暖房時は

水温を低く冷房時は水温を高くして,消費王ネルギーを軽減させ,成

績係数を向上させた。

(2)外気温度・熱交換器温度の峨か,水温をも検出して適切に着

霜を感知し,最も効率のよい着霜量で除霜を開始させた。

(3)除霜頻度の適正化・除霜時問の縮小を図るため,暖房開始時

と再除霜開始時の休止時間を確保した。

(4)複数冷媒回路の場合は同時に除霜運転に入らないよらにし,

かつ1回路のみ暖房運転中,それが除霜運転に入ったとき停止中の

他の回路を暖房運転して温水低下を防止した。

(5)複数台圧縮機ユニ"の場合,サーモ停止信号が出るたびに優

先圧縮機を交替させ,それぞれの圧縮機の稼働時間を平均化させた。

~', 1、

1'、1
1 ミご皇

更に客先要求によって,ルーフカーに風速計を配備し,強風または

突風時にづザーによる警報を発して,注意を喚起し,不測の事故を

防止するための付加機能により,作業の安全向上を図った。
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(6)水系統の保有水量不足による圧縮機の発停インターパルを確保

するため,シ.ートサイクル運転防止機構をもうけた。

以上のほか,暁時停電後の自動復帰・順次始動・保誰装置作動履

歴表示・複数台の運転を平均化する集中制御盤「ML形マルチコントロー

ラ」と連動させる H、1 "ぎ、.."ル1J キ1チ弐'む,ノ'゛,,,'曾きy11 '、"轟;契牙1マ会¥4

ととにより,との 、,゛ 4恕'、,

'ν゛J

機能が生かされ効

11率のよい運転が維

持できるなど数々

の特長を有する。
、 J^

,七、、」

(株)三菱銀行本館納め自動窓ふき共置の外観

去
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.チラーシステムの省エネルギー制御とその効果

チリングユこツトとファンコイルユニヅトを組合せた空調システ△において,省

エネルギー効果の高い制御法を確立するために,同システムの各種条件

下での動作解析から各部分を理論モ手ル化し,動的動作をシミュレーシ

.ンて、きるづログラムを開発した。このづログラ△て、は,チリングユニット・

ファンコイjレユニ汁・循環水ボンづ・水配管など各部分の仕様と室内外温

度条件を任意に変化させたときの冷媒並びに水回路の動作,状態を

は(把)握するととができ,各種の制御方式で運転したときの温度.

入力'運転パターンなどがアウトづツトとして得られる。 1例として冷

房運転時のシステム各部の温度変化を図に示す。同図は実測値に良く

近似しており,とのづログラ△の実用性が高込ことが分かる。

とのづログラ△によって空調システムを,チリングユニットをその設定さ

れた入口水温でON-OFFする水温固定運転と,同ユニットの入口水

温の設定値を,外気温に追随して変える外気追随運転とをシミュレー

ション比較した結果では,例えぱ外気追随運転時の入口水温rWを

外氣温 TO<29゜C のとき r芹=11.5゜C, ro>31゜C のとき T圷=9.50C

に設定し,この問の温度にヒスデルス特性を持たせた場合,外気追

随運転は水温固定運転に比ベ,約7%の省工礼ギー効果が得られる

.マルチセントラルエアニンの中央管王里システム

省エネルギー空調システムとして注目されているマルチセントラル空調シス

テムに使用される小熱源ヒートポンづパ・ワケージェアコン・マルチセントラルエアコン

は,据付け,配線工事の簡略化,メンテナンスの容易化,制御面での省

電力性,快適性才剰乍性の向上が要求されている。マルチセントラルエアコン

の中央管理システ△は,とれらの要求を実現しょうとするものである。

図はマルチセントラルエアコンの中央管理システム構成を示す。中央制御装

置は 8 ビットマイコン(M5L8085),ユニットは 4 ビットマイコン(M5認4の

を利用している。このシステムの主な特長は次のとおりである。

(1)平行2線式ケーづル(無極性)て・渡り配線ができ,配線工事が

簡略化される(配線長はトータル 2km)。

(2) 1台の中央制御装置で最大100 台のユニ,トを管理し,ユニ.汁

の編集(個別,グルーづ編成)機能を備えている。

(3)温度設定(手動,外気比例の選択),運転モード(送風,冷房,

暖房,自耐D,ファン(強,弱)等の指令監視,週問づログラ△タイマ等,

その他コンづレ,",4方弁,保護装置の状態監視などの豊富な制御管

理機能。

(4)信号伝送回線のチェ,,ク機能。

(5)停電時のづログラムメモリのバッテリバックァッづ機能。

.事務所・店舗用エアコン《Mr, SUM》天吊り

最近,20坪以下の事務所や店舗向けの,5馬力以下の空冷式パヅケー

ジエアコンの需要が増大している。このような店舗,小事務所などで

は省スペース,インテリア性,快適性,据付性,及び操作性忙対しての

要求が強く《M". SLIM》天吊りは,とれらの要求に対し,従来品

より大幅なレベルアッづを実現したシリーズである。

主な特長は次のとおりである。

(1)当社従来品に比ベ約10%薄形化とし新吊下げアタ,チメントに

より天井面に密接させ,圧迫感を少なくしてぃる。

(2)完全下吸込方式と,配管機内接続方式を採用したため,背面

の壁忙密着して据付けが可能となり,更に取付金具も露出しないイ

ンテリア性に優れた構造としてⅥる。

(3)吸音材使用送風機の採用と最適風路設計により大幅な低騒音

8.建築関連設備

111"」1Ⅱ""1」」1Ⅱ"ⅡⅡ"」1Ⅱ,1"'1ⅡⅡ1111""」1""tlj'Ⅱ"」111」,11"11""11"""訂ⅡⅡ訂"Ⅱ"計」ιⅡ111'""り」,""」1ⅡⅡ"U]1」1Ⅱ"Ⅱ"」111Ⅱ1」"討'111Ⅱ"11'1'1"1'」」"Ⅱ"11111"11Ⅱ"11Ⅱ1」1"「l」11Ⅱ"」111Ⅱ訂1」Ⅱ」1"Ⅱ'1"訂」」」,"Ⅱ

」

ことが判明した。また,暖房運転の場合、水温固定に比ベ約7%の

省エネルギーとなり,したがって年問約7%の節約となる。
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チリンクユニット幽口7k温
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Πヒ0

水回路,防災機器,ホテル等のキーポックスとのインタロ,,ク機

9

1

韮発昆度6

7 ファンコイル入口水,且

8 ファンコイル出口フk旦
9 外気温座
}0 チリングユニット吹出空気温度
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化を実現した(PCH-3D 形,弱ノッチ 50H.,36 ホン)。

(4)スィングルーバ,風向ベーンによる風向調節で空調空問に良好な気

流分布を得るととができる。

(5)ニューづりーンサインやフィルターアイなどの表示機能の拡充を行い,

空調効果を視覚に訴え,室内温度設定の最適化など,省エネルギー運

マルチセントラル1アコンの中央管理システム

{「.'tユ'1F

ι!フ'ニフι二ιフ C,'フ
'コ'!フ'ニフιt7

MBH

転に役立てている。

MGH,

天吊カセノト形マルチ

セントラルエアニン

PVVH :!弌:誇デ3マルチ
セントラルエアコン

事務所・店舗用エアコン《Mt. SLIM》天吊り
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.ヒートパイプ応用

銅の数十~数百倍もの熱伝導率をもつヒートパイづは,熱輸送のため

にボンづなどの動力を必要とせず,省エネjレギー時代に適合した伝熱

素子として近年注目を集めている。

この優れた特長をもつヒートパイづを応用したヒートパイづ式熱交換器

を商品化したもので,その外観概要を写真忙示す。とのヒートパイづ

式熱交換器は数十~数百本のヒートパイづを千鳥状に配列して構成さ

れており,中央には仕切板を設け排気通風部分と給気通風部分K分

雛して,給排気の混交を避けた構造としてφる。排気空気の排熱は,

ヒートパイづの排気通風部分を通過する際に吸収され,ヒートパイづを介

して給気空気に熱輪送,回収されるため,汚れた排気空気からでも

排熱をグJーンな形で回収し,再利用できる特長がある。

空調換気排熱の回収による給気空気の予熱・予冷,又は各種産業排

熱の回収による給気予懇い材料の予熱・暖房に使用でき,一般忙50

~釦%と高仏回収効率が得られ,燃料費の低減,熱源機器の小形

化などの大きな省エネルギー効果が得られるメリットがあり,1~800

.ビニールハウス用地中熱交換システム

年問130万ιの石油をハウス暖房に消費する施設園芸界の省エネ」レギー

志向は強い。比較的日照比率K恵まれたこれら生産地に注目した当

社は,太陽熱を士壌に蓄熱し夜問放出させハウス暖房に利用する,

地中熱交換システ△を開発した。

現在,国の省エネルギー補助事業の対象として約 1,000 台を納入し

各地にて大1順な節油効果の実績を上げている。特長として,

(1)簡易なシステム構造

地中に埋設した多数のパイづにハウス内の高温空気を送風し,土壌忙

蓄熱させるシンづルな方式である。

(2)作物生理の好適性

夜問の暖房機能はもちろん温床(地温上男・)効果,昼問の冷却,及

びサーキュレーシ.ン効果の機能を、つ。

(3)高効率地交ワアンと4段サーモ制御器

はん(汎)用ファンに比ベ 10%以上の高効率専用ファンと変温管理が

可能な4段サーモ制御器のシステムとした。

(4)画期的な節油効果と収穫量の増加

0.4kW ファンで最大8,oook鳳1小の蓄梨消Ξ力を有するシステムにより

U旺"1111"H1す""肘""目目lf配Ⅱ肌"目Ⅱl「"」ヨ"U旺11Ⅱ酎IE」11」1f""1"1「封"既U臼"Ⅱ酔1"11"肘lt"哥"Ⅱ11旺"Ⅱ11""1」"Ⅱ11目旺""""1」Ⅱ"酢"」1"""""Ⅱ1」"""""明U""討11"畦"11Ⅱ畦"1」"""1f耻畦"""畦"""畦"畦"1t"訓肝11"""訂""Ⅱ"j「"111」1111肝"Ⅱ"1'"""1」"1]"畦ⅡⅡ11"411""11"」1旺"H""11Ⅱ""ⅡⅡ"」1畦

Nmvmin排気風量を対象に各種標準機種を用意してⅥる。

同様にヒートパイづを応用した各種熱交換器(2相サーマルルーづ式熱

交換器・EPS 冷却装置など)を製品化しており,白レ電気室・電子

制御盤などの冷却に広く使われている。
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演色性改善形高圧ナトリウ△ランづ
"ハイルックス DL げラックス)" 360工八1

タイづ NH 360(F)LXIDL

キ,
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8.3 照明

.演色性改善形高圧ナトリウムランプ"ハイルックス

電力料金の大幅値上げに伴い,省電力化が最も進められると予想さ

れる工場照明分野向けを主対象とした省電力光源の高圧ナトリウ△ラン

づ"ハイルヅクス DL (手ラックス)" 220W,360W,6釦W の透明形,拡

散形計6機種を業界忙先がけて製品化した。

高圧ナトリウムランづは,高効率にもかかわらず,演色性が良くない

ため(平均演色評価数Ra20~3の,工場屋内照明用途としては,色

の識別を必要としないような場所のみに限定されていた。"ハイルック

ス DL"では,耐熱性及び耐ナトリウム性の高い Cao-AI.0.系の新

組成對着ガラスの開発,始動時のアークスボットの安定化を図った新電

極の開発,及び封入キセノンガス圧力の適正化など発光管内封入物の

最適設計化を行い,従来の高圧水銀ランづの2倍以上である120lm剛

の高効率を推持し,演色性を白色けい光ランづと同等の RO=60 に

まで改善でき,しか、安価な一般形水銀灯安定器で点灯できる特性

空調換気排熱回収用・産業排熱回収用
ヒートパイづ式熱交換器

節油率80~100%,

おさめている。

石油暖房方式に比ベH%増の収穫量の成績を
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DL (デラックス)"

を得ている。

"ハイル、,クス DL"は,特に安全標識の緑色,消火器の赤色,人の

肌色などの見え方が改善され,また,多色電気配線及びガス配管な

どの色識別も可能になったため,環境衛生面ばかりでなく,安全面

から、好ましい省電力光源であり,今後の需要が期待されている。
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.高効率メタルハライドランプ《マルチスターシリ

省1ネルギー時代の要求忙応え,演色性の良いメ列W巧イドランづの高効

率化をぢ且った高効率メタルハライドランづ,三菱《マルチスターシリーズ》の開

発を行った。《マルチスター》では,発光物質としてのスカンジウムとナト

リウムのハロゲン化物の組成,発光管の構造などの研究により,発光

効率 10olmlw'(4007.,ト)~120lmハハ1 a,0007,ト)の国内最高の高

効率が達成されている。との値は従来のメタルハライドランづの約 1.2~

1'5倍(当社比),水銀ランづの約1.フ~2倍(当社比)にも達し,省

高効率メタルハライドランづ

形

M400-U

名

形

M 70OB-U

＼

ラソフ、

M I00OB-U

ズ》の開発

エネルギー効果が極めて大きい。

また,とのランづは白色けい光ランづと同等の演色性(平均演色評

価数Ra 約65,色温度4ρ0OK)で,あたたか味のある柔らかな白

色光を有しており,十分な明るさと演色性を必要とする競技場,づ

ール,駐車場,空港,広場,体育館及び工場など広範な用途に対応

できるので,《マルチスター》のシリーズ化ICより,一層幅広い照明分野

で,省エネルギーに貢献するととが期待できる。

《マルチスター》定格表

M40OF-U

ラγプ

電栃L

(A)

400

M 70OBF-U

注上記定格仕標雄値を示し,全光束,効率の上段壯】0時問,下段捻 100時問の値を示す。

.高効率電球色けい光ランプ《ルピカソフト》

白熱電球は入力電力当たりの発光量(効率)が少なく,寿命も短い。

けい光うンづは効率にすぐれ,演色性も改善されてきたが,光色は

冷たく白熱電球の、つ暖かなくつろぎに欠ける。との点を改善した

新しい高効率電球色けい光ランづ《ルピカソフト》を開発し,円形・値

管全般にわたって製品化した。

ランづの色温度は 2,70OK と一般電球の色温度 2,650~2,80OK の

問に設定してあり,光色が低とんど同じに見える。新開発の高輝度

希土類螢光体を採用して赤,緑,青の特定波長域に発光を集中させ

るとと忙より(図参照),効率は 40 ワ汁直管タイづで7フ.5]m八V と

なりけい光ランづでの最高水準である。これにより照明器具取付時

の総合効率は白熱電球の3倍以上となり,約ν3 の電力で白熱電球と

同様な照度が得られる。また物の色の見え方は,平均演色評価数が

78と優れ,質の高゛照明を提供するとともに,寿命も白熱電球の約

.1C スタータ《ルミクィック》と即点灯形住宅用けい光灯器具

ラソプ

電圧

(V)

700

M I00OBF-U

「Ⅱ訂」Ⅱ1Ⅱ訂"U'「U計」1"」111"11"111111"11Ⅱ'tⅡ11」111'1Ⅱ""Ⅱ計"M町1111Ⅱ肌Ⅱ11」1"Ⅱ""」1ⅡιⅡ1ⅡⅡ1」"11Ⅱι1'111Ⅱ"11"ⅡⅡ"Ⅱι1Ⅱ"ⅡⅡⅡ"""",1"111,11"1t"11ⅡⅡ

3.3

1.000

3.1

全光束

(1m)

400

130

4.5

700

250

効率

am剛')

40,000
38,0Ⅸ)

3.3

1,000

250

フフ,000
73,500

3.】

】 30

平均寿命

(時問)

】 20,000
115,000

100
95

4,5

250

38800

36,800

】 10
105

250

75.500

72,000

120
1 15

点灯方向

】 18,000
1】 3,000

9,000

97
92

】 08

103
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9,000
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省エネルギーが大きな社会的二ーズである今日,住宅における消費電

力量が上位の座を占める照明器具におⅥても高効率化・節電化に関

心が高まりつつぁる。

けい光灯は白熱灯に比ベ消費電力ν3,寿命5倍という省1ネルギ

一光源にもかかわらず点灯特性・演色性等の点でとれまでその用途

を限定されていた。このたび当社が新発売した"すぐつくけい光灯"

シリーズは,点灯性の問題を世界初の IC スタータ《ルヨクィック》によって

解決し,光色の問題も演色性のよい《ルピカ》あるいは白熱灯と低ぽ

同光色の《ルビカソフト》の採用による解決によって,住宅忙おけるほ

とんどの用途空間ヘの対応を可能にした。

(1) 1C スタータ《ルミクィック》(写真a)

従来けい光灯用スタータには価格が安いと仏う理由でグ0ースタータが

広く用いられているが,始動時間が長い,寿命が短いという欠点を

持っている。今回これらの欠点を喨冴&したハイづりツド1C スタータ《ルミ

8.建築関連設備
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クィ,"ク》化を開発した。との新形スタータは Pnpn スィッチと「電圧一

充電電荷量」の非直線特性をもつ多結晶のチタバリ素子からなってお

リ,との素子の開発はチタバリの単結晶に顕著に見られる非直線特性

を,工業化に有利な多結晶体に、たせるととにより成功したもので
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ある。 て形安定器とランづの水平配置による高効率化あるいは分解構造に

また従来の電子スタータがパルストランス,コンデンサ,サイリスタの組合せ よる包装のコンパクト化,取付けの省力化など数六のメリリトを付加す

で高圧パルス電圧を得ていたのに対し,《ルミクィ,,ク》は非直線性誘電 るとともに,カラーフォル△でそれぞれに共通性を持たせており,機種

体素子とサイリスタのみで構成しており,大形のパルストランスを除去で 構成はシャンデリア 10 機種,和・洋ペンダント 39 機種,シーリング 26機

きたことから円形けい光ランづのソケ汁 K組込めるまで小形化する 種,づラケット・棚下灯15機種となっている。との合計90機種によ

と巴ができた。また価格も安くなり,従来のグロースタータにかわり広 つて,住宅の照明は低ぽ全体をまかなうととができる。また,例え

く普及するととが期待できる。 ば5LDKのモデルケースで試算した場合,白熱灯主体の照明に比ベ年

(2)《ルミクィック》搭載の即点灯形住宅用けい光灯器具(写真b) 問約4万円(30円/1kwh)の電気代節約が可能となり,市場に大

上記《ルミクィ,,ク》を搭載したけい光灯シリーズには,更に業界初のた きなインパクトを与えている。

.ラピッドスタート形けい光ランプ(FLR40)用省電力形安定器
,、"""11""""""畦"""1,Ⅱ""""111]畦1」1111Ⅱ11"1」111"Ⅱ畦"打111」畦Ⅱ'1"""肝'"""自"1'""肝""11肌11"1↓11""U1111111111非11"耻11Ⅱ"Ⅱ11111!111111肌"1111Ⅱ

放電灯を用いた照明器具の消費電力はランづ電力,ランづの陰極の加 成の改良により変圧器部の容量(VA)を小さくし,また磁気回路

熱に要する電力(FLR形ランづのと討,及び安定器の電力損失に 忙使用している銅線・鉄心の材料のグレードア,,づなどにより安定器

よって決まる。ラビッドスタート形けい光ランづ(FLR4の 1灯を点灯 の電力損失を低減した。また,外形寸法などは一般形と同等以下で

ナるのに一般形安定器を用いると,消費電力は53~55W程度であ 表のような省電力効果を得た。なお,電力損失を減少させたととに

より安定器からの発熱量が減り,信頼性が・一般形以上に向上し,まる。

新開発のラビッドスタート形けい光ランづ用省電力形爰定器は回路構 た空調関係ヘの省電力に、寄与て・きる。

けい光うンづの省電力効果

t一

ソ

定

プ

入力電流(A)

格

の

定

本

入力蹴力 6V)

電

数

圧

力

一般形ラγプ

器

(V)

省鍍力形ランプ

(楯X高X長)

注名枇力形安定器の入力電力欄の()内の値は一般形安定器と一般形ランプを組合せたときの

入力電力を基準とした各組合せ時の省置力率を示ナ。

. CAD による HID 照明器具

回転対称形反射板の配光予測を行う対話形電算機づψ'ラムを開発し,

とれを用いてHIDランづ用照明器具を開発した。反射板は光学特性

の異なるランづに、適合て、きるよう種々の形状についてシミュレーション

を行い,効率及び配光の面で最適な形状に設計した。との新しい

ND照明器具は従来相当品と比ベ,

(1) 2~5%の器具効率の向上

(2)グレアの低減

.照明自動制御装置

食品店舗における照明用の電力消費は,店舗全体の約20%にも及

ぶ。との照明用電力を効果的に低減させる目的で,マイコンを利用し

た照明自動制御装置を開発した。

との装置は,

(1)週問スケづユールによる制御

(2)昼光を利用する制御

(3)上記(1),(2)の組合せ制御

が可能であり,必要部分の照明を上記kよって点滅制御するもので,

店舗に最も適するが,工場,事務所などに、応用可能である。

重

一般形安定器
(FRN-40HB)

法

_ー"^"ー"""

100

FLR40

0.63

量

(mm)

(Rg)

55

200

】灯用

0.30

高

省電力形安定器
(FRN-40WHA)

力

63×43×257

53

100

率

0.5】

1.フ

46 (16 %)

0.51
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4 (20%)

200

高

0.26

0.26

47 (1】%)

一般形安定器
(FRN-40SD

力

45 (15 %)

59 × 43× 257

100

FLR40

率

0.96

1.8
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94

200

2打用

0.48

高

省電力形安定器
(FRN-40WSA)

力

68 × 52 × 270

(3)水銀ランづ・メタルハライドランづ・高圧ナトリウムランづに共用可能

などの特長がある。
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8.4 ビル用電気設備及び防災防犯設備

.ガス絶縁変圧器

ビ}レ受電用変圧器には防災対策上から不燃化,難燃化が要求される

が,当社ではとれに対応できる防災形の受電用変圧器として, SF。

ガス絶緑方式による変圧器を製作し,既に数多くの納入実績を有し

ている。 SF0ガスは不燃性の無毒無臭の力'スであるため,火災や環

境汚染に対する安全性が極めて高い。また,空気と比較してSF。ガ

スは絶緑特性,冷却特性などにすぐれてぃるため,ガス絶縁変圧器

は高電圧,大容量化に適している。更に,とのガス絶禄変圧器にガ

ス強制循環方式などの冷却方式を採用すると巴によって,小形化が

可能になり,その適用範囲を大幅に広げるととができる。

ガス絶緑変圧噐は,22~33RV の乾式変圧器の適用範囲から,66

~ⅡokVの油入変圧器の適用範囲まで適用が可能である。66kV以

上のものではガス絶緑変圧器をGISと組合せて用いることによって,

受電設備全体の不燃化巴,保守点検の共通化による省力化を図ると

とがで言る。ま左,ガス絶緑変圧器主 GIS を防火壁などを介さずに

直結するととによって,大幅な縮小化を図るととができる。一方,

ガス絶緑変圧噐の場合には,変圧器内のガスを直接屋上の冷却器に

.超高層ビル向けビル総合管理システム《MELBAS》

近年,白レ需要の増加に伴い,ビル設備・機器も大形化,高性能化

し,その維持管理は複雑さの度合Ⅵを増している。防災面では,防

災関連の法規制が強化され,各種の防災な仏しは避難,消火設備の

設置が義務づけられ,防災設備の設備密度の向上が図られっつぁる。

また,空調設備,各種動力設備,照明設備などの運用にっ仏ては,

省エネルギー面からの要求が,もはや社会問題化しっつぁるといって

も過言ではない。そのため,工業用電子計算機によるきめ細かな設

備運用が望まれ,遵入件数は年々薯しく増大してぃる。

当社は,昭和42年にピル管理システムを初めて納入して以来,中

小規模ビルはもちろん,大規模な多棟ピルや地下街なざ,あらゆる

分野のビルに数多くのシステムを納入してきた。そして,咋年は某超

高層ビルに,最新の技術を結集し左ビル総合管理システムを納入し,

納入実績に新たな1ペーリを加えた。

この超高層白レは,超高層部2棟そ共通部巴で構成されるが,と

れらのビルを,主系及びバヅクァ,づ系を含め合計4台の CPUで総

合管理して仏る。

白レ内各部に散在する信号は,数階分ごとに子局にまとめられ,

三菱データウェイシステム《MDWS-5》によって,1組の同軸ケーづルて・

CPU に伝えられる。とのようにして集められた信号により,すべ

^"^

送って冷却する方式を採用するとともできるので,従来の冷却塔方

式の水冷式油入変圧器より,冷却システムを簡素化できる。とのよう

に,ガス絶緑変圧器は,過密都市の受電設備として数多くの特長を

備えたものであり,今後更に需要増が期待できる。
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ての白レ設備について,監視制御の・一元化を図ってぃる。

.オンライン端末機用精密級発動発電装置(MCG シリーズ)

金融機関などのオンライン化の拡充に伴い,小容量で定電圧定周波の コンパクトで据

非常用電源の需要が高まっている。当社ではとの要求にとたえ手イ 付けが容易で

ーゼルエンジン駆動の回転形定電圧定周波発篭装置, MCGシリーズを完 ある。

成,納入した。 MCGシリーメの特長は次のとおりである。

(1)定電圧定周波特性が優れてぃる。

ディーゼルエンリンで調速装置,定電圧定周波装置に電子装置を採用し,

特性の向上を図った。

(2)コンパクトですえG居)付けが容易である。

高速小形1ンジン,制御装置,ラづ工ータ,消音器等必要機器を搭載し,

機能面では,各種日報データ作成,故障゛矧乍記録,定められた

パターン以外に1週問分の予約も可能なスケジュール運転,集中自動検

針など,省力化機能のほか,地域冷暖房にからむ熱源のデマンド監

視,主要機器単位での負荷電流監視,きめ細かい室遍設定及び監視,

SFD (smoke Fan Dampe力の開閉個数による空調機の台数制御,

汚排水の排出管理など,従来にたW機能を具備して治り,画期的な

ビル管理システムを実現している。

なお,空調機などの温度設定には,新たに開発した抵抗出カユニ

,,トを用いる抵か,集中自動検針のために,電子式集中検針盤を殺

け,障害発生時でも計量データは確保できるように設割されている。

66kV ガス

絶縁変圧器
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8. 建築関連設備
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超高層白レ総合管理システム《MELBAS》
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エネルギー効率の高い交通機関として,電気鉄道の評価は

世界的な高まりを見せているが,これにこたえて,高速,

安全かつ高込信頼性をもって快適なサービスを提供する鉄

道の特性をより高め,経済性を一層向上させる努力が重ね

られており,昭和56午も,高速鉄道から都市交通までそ

れぞれの分野で,技術面でも新しい1ページが書き加えら

れようとしてぃる。すなわち,新幹線では,試作電車の試

験結果、盛り込んで,雪試験や乗務員訓練用として東北・

上越新幹線電車の生産が開始され,既に最初の編成が雄姿

を現わした。都市交通に新時代を開く中量軌道システム

は,神戸市などにおいていよいよ今春開業の予定で,最後

の仕上げが行われている。また昭和54年末に時速517km

の高速走行に成功した超電導磁気浮上式鉄道も,新形車両

を用いて,実験は新し込ステップを踏み出した。

在来の鉄道の各分野でも,新技術,新製品の開発・導入

は積極的に行われている。省エネルギー効果の大きいチ"

ツパ制御装置の普及は目覚しいが,更に交流主電動機イン

バータ制御方式の開発が急ピッチで進み,また回生電力の

効率的活用を可能とするフライホイール式電車線電力蓄勢

装置も開発された。電鉄変電所や,き電設備の静止化,自

冷式の電車用主変圧器,車載モニタリソグ装置や多機能の

乗車券印刷発行機など,省力化と信頼性向上に貢献する新

製品も開発された。

船舶の分野では,海運業界の焦び(眉)の課題である省工

ネルギー対策が電機品の生産・研究開発に酒顕著に反映し

ている。とりわけ,就航中の夕ービン船の主機関を低燃費の

ディーゼルエンジンに置き換える主機換装が増え,これに

伴う補機及び制御用機器の製作が大きな比率を示した。ま

た,省エネルギー機器としての排ガスターボ発電装置及び

通

主機軸駆動発電システムなどの改良開発にも力を注いだ。

一方,業界においてここ数年続けられてきた自動化・省

力化の成果として,18名乗組みの超合理化船が実現した。

これには,最近のマイクロコンピュータ応用技術の蓄積が

大きく寄与して仏る。

当社は既に,業界に先駆けて機関監視記録装置にカラー

CRT を導入し,運転管理の一層の合理化を図るなど,機

関.甲板.航海の各システムにわたってコソピュータ応用

の充実化にも努力を続けている。

昭和55年は,我が国の自動車がその経済性と品質の良

さをかわれて輸出が著しく伸長し,1,140万台を記録して

つφに米国を追い越し,世界第1位となった記念すべき年

となった。当然,電装品メーカーとして当社もまた多忙を

極めたことは勿論であるが,同時にマイクロプロセッサ応

用技術を駆使して,機種の拡大に成功した点で特筆すべき

1年であった。

自動車にとって性能向士と决適性の向上は最大課題であ

リ,その手段として半導体の応用が脚光を浴び,カーエ

レクトロニクスという新しい分野が確立しつつあるととは

常識となっているが,これに関連する新製品が三菱自動車

工業(株)の新形車に一挙に採用された。すなわち,エソジ

ソ効率化のために燃料噴射を電子制御し,ドライバーのた

めに,トyツプ情報の提供,警報の集中管理,カーステレ

オの電子同調化,カークロックにはアラームを付けるとと

に成功したのである。

その他,点火装置の改良,機器の軽量化や,オートクラ

電ツチ,定速走行装置等に電子回路が多くとり入れられ,

装品は従来製品とは次第に様相を変えつつぁる。
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9.1 電気鉄道

.磁気浮上式鉄道

超電導磁気浮上式鉄道は,日本国有鉄道が中心となり技術開発が鋭

意進められており,当社も積極的に参画して仏る。

国鉄の宮崎実験線において昭和54年W月に逆T形断面で世界最

高速度517km小達成後,昭和55年始めよりU形断面軌道ヘの改造が

進められ,昭和55年Ⅱ月に約 4bnの走行路を使ってU形軌道用

車両が初めて走行した。との車両は,逆T形軌道用車両に比ベてよ

り実車に近いものとなっており,乗車できる空問が設けられてぃる。

これらの走行試験と併行して将来の営業線の基礎巴なる編成走行

に向けて,超電導電磁石,車載冷凍機,制御装置,伝送装置,地上

電源装置など,システム構成及び構成要素にっ仏てより一層の高性能

化を目指し,研究開発が進められてぃる。

一方,常電導磁気浮上式鉄道は,過去数年問運輸省の開発づロジェ

クトと併行して行ってきた自主開発の一環として,インダクタ式りニア

シンクロナスモータの試作実験,新方式によるインバータ制御の開発実験な

どを実施し,今後の計画・設計の基砂きとなる貴重な手一夕を得てぃる。

.新交通システム

新交通システムの導入は,各都市で計画・検討が進められてぃる。神

戸新交通(株)の神戸ポートアイランド線は,との3月から開催される海

洋博覧会見学者の足として利用されるが,12編成の車両を用いて

各システムの調整と習熟運転が進められて仏る。

とのシステ△は低圧3相交流き電力、式が採用され,3相サイリスタづり

ツジによる位相制御で直流複巻電動機の性能をフルに発揮してぃる。

また, ATC及び AT0装置がとう(搭)載され,自動運転によって

高い定位置停止精度と優れた乗心地が得られるとともに,安全で確

実な走行が行われている。 AT0装置は地上側制御系との情報伝送

制御機能・車上機器制御機能を持っており,車両制御における中枢

機能を担っている。

.東北・上越新幹線電車用電機品

東北.上越新幹線に投入される200系新幹線電車のうち,雪試験,

乗務員訓練用車両の生産が始まり,当社は,とれに搭載ナる主要電機

品の製作の一部を担当した。との電車の電機品は,基本的には962

形試作電車と同一であるが,小山試験線における962形電車の試験

結果並びに製作上の改良点を折り込み,日本国有鉄道の指導により

次のような変更を行っている。

TM202形主変圧器は油浸用ボリアヨドポードや,マイク0波加熱によ

る絶縁物の加工方式などを開発し,なお一層の品質向上,安定性の

確保を図った。

RS202形主整流装置は,制御電源や同期電源まわりのユニ介化

などを行って,全体的に操作性の向上及び実装密度の向上を図った。

MT201形主電動機は,づラシ保持器の押えばねを単式ばねとし,

更にづラシを長尺ものに変更して保守回帰の延長や生産性の向上を

行った。

IC202形主平滑りアクトルでは,磁気騒音を低減するために,鉄心

構造の強化を図った。

モニダルグ装置では,機能の整理・集約化並び忙地上CTCヘの情

報提供を行う機能を追加した。
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9. 交通

電動送風機では,ケーシンづ形状及びケーシングと羽根車との相対位

置を変更し,騒音低減を行った。
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.輸出向け電気機関車及び電機品

スペイン国鉄からは,昭和55年納入した 3,10okW のB-B形チョ,パ制

御方式の電気機関車4両に引き続き同じくチョッパ制御方式の新形式

機関車251系30両を受注し,鋭意製作中である。この機関車は,

軸配置B-B-B,出力4,650kWの高出力があり,新世代の主力機関

車となるものである。スペイン国鉄は,電化計画をエネルギー効牽改善

の一環として進めており,との機関車を採用するととにより,高性

能化と省エネルギー化を図る巴ともに,定速運転性能の向上,保守の

簡易化を達成するととができる。

韓国ソウル市には,地下鉄2号線電車用電機品12両分を製作納入

した。電機品としては,当社が数多くの実績を持つ信頼性の高い機

器を採用してφる。概略仕様としては,電気方式DC I,50OV,車

両編成6M4T,主電動機150kw,発電づレーキ付カム軸抵抗制御

.軽快電車

省エネルギー,低騒音,低振動で乗心地が良く,運転操作が簡単で高

性能の近代的な路面電車(軽快電車)の開発が(社)日本鉄道技術協

会によって行われた。

当社もとれに参画して,主電動機とチョ,,パ制御装置の開発を担当

した。主電動機は高粘着な1モータ2軸駆動方式で,外形を8角形と

して小形化を図り,低床用台車にコンパクトに収納した。制御装置は

路面交通に適応できるように,滑らかなトルク制御と早い加速減速

の切換えに特長を持たせ,力行及び回生づレーキの制御は,弱め界磁

や制動転換の制御も含めて完全に無接点化されてぃる。長崎電気軌

道(株)納めのチョッパ装置は保守の容易なフロン沸騰冷却密閉自冷式

である。

.車両用主電動機

日本国有鉄道の機関車用無整流子電動機駆動システム用650kW誘導

電動機1台を製作・納入した。との電動機は, H種絶縁を採用し,

従来の直流電動機より高出力化を図っている。

広島電鉄(株)及び長崎電気軌道(株)に納めた(社)日本鉄道技術協

会の軽快電車用主電動機は,路面電車用として画期的な小形軽量化

を実現した。小径車輪を、つ小形台車に大きなトルクの主電動機が

合理的に収納できるように8角わく(枠)で構成すると巴もに,1台

の主電動機で2軸を駆動する構成となっている。

近畿日本鉄道(株)納め界磁チョ,パ用主電動機にも8角枠を採用

し,界磁コイルと補償コイルを合理的に収め,大容量大トルクの主電

動機の設計を可能にした。

.車両用チ.ツパ制御装置

鉄道界においても省エネ」レギー意識が定着し,新車だけでなく旧車更

新用にもチョ,,パ制御装置が採用されている。電機子チョッパ方式で

は,阪神電鉄5000系更新車,大阪市交通局御堂筋線10系増備車及

び帝都高速度交通営団半蔵門線8000系新車用に低保守・低騒音の

自冷式フロン沸騰冷却チョ,ヅ{制御装置を納入した。

また,高速郊外電車の回生づレーキ化策として実用例の多い界磁チ

ヨ,パ方式では,近畿日本鉄道1400系新車用に抑速づレーキ付界磁チ

ヨ.ヅ{制御装置を近く納入する予定である。との装置は近鉄全線を走

行できるように車両特性の切換えができ,しかも抑速回生づレーキが

失効すると自動的に抑速発電づレーキに切換わるようになっている。
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.鉄道車両用モニタリング装置

近年,鉄道車両の電気機器ヘの大幅たエレクトロニクス技術の導入によ
り高速度,高信頼度及び高性能が比較的容易に達成できるようにな

つた0 とうした状況の中で,万一,機器の故障が発生した場合,偶

発的傾向が強いため,その原因究明忙時問を要するととが多い。

車両用モニダルグ装置は,このよらな問題を解消するために開発
されたもので,運転中の機器の使用条件,動作状態などの各種情報

を車上で収集・処理するととにより,機器故障の原因を正確かっ迅

速に探索し,乗務員及び保守部門ヘ情報を伝達して運転及び保守業

務を補助するととができる。との装置は,京都市交通局及び帝都高

速度交通営団(半蔵門線)の地下鉄電車並びに日本国有鉄道東北.
上越新幹線の電車に搭載される。

.車両用空気調和装置

東北'土越新幹線電車用としてAU詑形空気調和装置の製作を開

始した0 これは天井の両端に2台搭載され,1台当たりの冷房能力
25,oook仏}小,暖房は電熱装置により 25kw/台である 0

183系特急気動車用巴して納入した AU79X形は,冷房能力

28,oook偲1小の天井集中形であり,大幅な小形軽量化を実現し,か

つ,排煙に対する腐食防止を図ってφる。

地下鉄車両の冷房も普及しはじめており,大阪市交通局向けの

CU74形(冷房能力 20,oook偲Vh,天井両端に 2台設置)に引き続

き,京都市交通局に CU194形(冷房能力 10,50ok0址ル,天井に 4

台設置),名古屋市交通局に CU75形(冷房能力12,50ok仏Vh,天
井両端に2台設置)をそれぞれ納入した。
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.走行風利用送油自冷式主変圧器

走行風を利用した送油自冷式のTM924形主変圧器を日本国有鉄道

に納入した。我が国における車両用主変圧器は,従来,強制風冷方

式が採用されているが,との主変圧器は,とれに対して次の特長を
持っている。

(1)油冷却器用電動送風機をなくすととにより騒音及び保守作業
の低減。

(2)油冷却器には走行風を取入れて熱交換する自冷方式の採用に

より,目詰りの防止と清掃作業の簡便化。

(3)主変圧器と共通風冷であった乾式主平滑りアクトルを主変圧器

に内蔵するととにより,主平滑りアクトルの耐雪・耐候性の向上。

主変圧器の製作に先だち,モデル冷却器をトレーラの床下に装着し

ての実走行試験により冷却性能をは(把)握するとともに,走行速度

に対応した熱交換量特性を組込んだ走行シミュレーション計算を行うと

.交流主電動機インバータ制御システム

省エネルギー車両として,チョッパ制御・直流電動機駆動システムが広く

実用化されて゛る。一方,省エネjレギー効果に加えて,より一層のメ

ンテナンスフリー化及び粘着性能の向上を目指したVVVFインバータ制御

誘導電動機駆動システムが注目されている。当社も早くから開発に着

手し,電気バス用,750V及び 1,50OV電車用などの試作を行って

きた。とのほど,機関車用として大容量650kW の誘導電動機2台

ととれを制御する DC I,50OV用インバータ装置,更には,小形地下

鉄用に適した 160kWの1モータが岫駆動方式の誘導電動機2台と小

形軽量の DC 750V用インパータ装置を開発した。

通9.交

キ'.^f
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VVVFインバータ装置

勇〆,
ゞ"ーノ

モニダルづ装置(中央局構成)
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とにより最適設計を可能巴した。

日本国有鉄道納めAU詑形空気調和装置
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.電車用試験装置

東北・上越新幹線用電車機能検査装置は,実際の運転台機器操作が

検査中多いととに着目し,特に小形軽量化されたディスづレイ付操作

盤を運転台に持込み,検査員は,とのディスづレイにより操作内容,

検査結果を参照しながら一連の検査実行を運転台で可能にした。

東北・上越新幹線電車のATC車上装置用室内全般検査装置は,

電車のオーハ'ホールに際しての性能チェ,,クを自動的に行う屯のである。

ATC車上装置が受信器に関して1周波方式から2周波方式,制御

装置に関して2.5重系から完全,イづタル 3重系となり,それに伴っ

.フライホイール式電車線電力蓄勢装置

電気鉄道の消費電力節減を図るフライホイール式電車線電力蓄勢装置の

試作機を完成し,実地試験を計画中である。

電車のづレーキ時に発生する回生電力を地上に設置したフライホイール

の回転エネルギーとして一時貯蔵し,必要なとき,とのエネルギーを電

力として取り出すととによって省電力化を図るものである。また,

輸送力増強のため電車の運行密度を高めたときに起こる架線電圧低

下に対してもとれを補償する能力を持っており変電所の補完にも有

効である。

試作機の主要諸元は炊のとおりである。

直流発電電動機:750kw,

1,50O V,50O A,80011,60o rpm,

フライホイール GDO:20.5 T-m9,

有効蓄積1ネルギー15kwh

Ⅱ"1,Ⅱ」「1」11]1Ⅱ1」Ⅱ]1"""11"「1ιⅡ"Ⅱ1111Ⅱ11」「Ⅱ""11"11111」"1111Ⅱ1]1Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ11Ⅱ11畦"11"ⅡⅡ"」11」""1」訂Ⅱ"""ι111ⅡIU11Ⅱ111」Ⅱ1111'111ι1"1"1111」1"Ⅱ」1111」""Ⅱ"」1ⅡⅡ",「""ⅡⅡUⅡⅡ11,11111Ⅱ"Ⅱ11ⅡⅡ"11.」11」1Ⅱ"Ⅱ11Ⅱ"Ⅱ11111」"]ι11"11'1」'"111」111」「Ⅱ1」11Ⅱ「j]訂ⅡⅡ」1""ι1Ⅱ訂ⅡⅡ」111Ⅱ"11ⅡⅡ"」1」1Ⅱ1」ι1」1ι1」Ⅱ」1ⅡⅡ」11]ιⅡ訂」ι

て検査項目も従来より大幅忙

増したため,システムの標準化

とソフトゥエアの生産性向上及び

モニタ機司E,マンマシンコミュニケー

シ.ンの充実を図っている。
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.サイリスタ式セクションストッパ装置

近年,電力回生車の採用が多くなりラ,,"セクション区問内での回生が

望まれるととから,今回サイリスタを使用したスト,,パ装置を開発し,

福岡市高速鉄道建設局向けとして16台を製作中である。

との装置はあらかじめ定められたサイリスタの動作モードを電車の

状態(力行か,回生か)と位置化クシ,ン内外)より選定し,自動

的にモードを切換えるととにより,あらゆる電車の運転状態に追従

するととができる。

冷却は気中自冷方式とし,キュービクjレは密閉構造とし全天候形であ

る0 サイリスタ素子は 2,50OA の大形素子を採用し,使用素子数も少

なく高信頼の装置である。

従来のしゃ断器方式に比ベ静止化による保守の省力化の外に,素

.乗車券印刷発行機《MELPAS・1》

出札窓口の高能率化を目指して,中・長距離の普通乗車券,急行券

等の料金券及び定期券などを窓口で印刷発行する多能形の印刷発行

機を日本国有鉄道の指導により開発した。

との印刷発行機の特長は次のとおりである。

(1)演算・記録機能を含む全機能を窓口機に一体化した。

(2)幅 1,050mm,奥行70omm,高さ 1,370mm と小形である。

(3)普通乗車券,料金券,定期券等に兼用できる。

(4)発券時問4秒と高速化した。

(5)感熱転写により普通紙,ボリ1ステルカードに両用できる。

(6)発券機構側面抽出機造などの保守性を向上した。

一体化・小形化かつ兼用化によって,窓口数の少ない駅にも駅舎

を改造せずに導入が可能であり,利用度の高仏機種である。

、1

電車機能検査装置用運転台操作盤
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子の弁作用によりセクションを越えての電力供給が阻止できるので2

社問の乗り入れ区間のセクションストヅパ装置としても有効である。

フライホイール式電車線

電力蓄勢装置
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9.2 船舶

.排ガス利用蒸気夕ービン用2極交流発電機

海運業界では,目下省エネルギーが最大の課題であり,特に機関部の

燃料節減のため,種々の方策が実施され始めてぬる。その1つに推

進用ディーゼル1ンジンの排ガスエネルギーを利用した夕ービン駆動発電づラ

ントの搭載が挙げられる。

このような,市場の二ーズにとたえるために,従来のCFC形船用

交流発電機の実績・経験を生かし,信頼性・経済性の高仏船用2極

タービン発電機を完成した。円筒形回転子を採用し,コイルエンドを特

殊バインドテーづで固定するととにより,高速回転の遠心力や熱的変形

に対して十分安全な運転を可能とした。また,固定子枠にっいても,

振動に対して十分な剛性を有するように強固に製作してぃる。従来

の4極機よりも小形化,高効率化でき,省1ネルギー機器巴してその

性能を十分達成し得た。

.40OHZ精密級交流電動交流発電機の並行運転装置

船用特殊電源装置として,桔密級40OH.交流電動交流発電機並び

にとれに用いる自動始動装置,自動電圧調整器及び自動負荷分担装

置について当社は多くの実績を重ねてきた。ところが最近,台数,

容量が増大し,更に運転操作の自動化が望まれてぃる。

このような要望にとたえて,今回複数台の電磁カッづりング付き交

流電動交流発電機と,これらを同時に運転するための並行運転装置

を製作納入した。との並行運転装置は自動同期投入装置,自動負荷

(有効・無効電力)分担装置及び負荷解列装置から構成されてぃる。

一方,とれらに従来使用してきたトランジスタ及び磁気増幅器形の

.船用コンビネーションクレーンシステム

船用荷役装置にサイリスタ制御を導入して,荷役の高能率化や優れた

操作性を可能にしてきた。更に,それらの性能を向上させ,自動荷

役化を実現させるために電動機制御にマイクロコンeユータを採用した対

向クレーンの共吊り荷役システム「三菱コンビネーションクレーンシステム」を三

菱重工業(株)下関造船所と共同で開発した。

船倉をはさんで向かい合った2基のりづクレーンの・一方を操作する

ととにより,他方のクレーンは定められた両クレーンの相対位置を常

.カラーC町付き機関監視記録装置

船舶の省エネルギー対策として,最近,主機換装工事が増えてφる。

これに伴って機関監視記録装置も既設のワイヤードロリヅク方式の屯の

からマイクロコンビュータを使用した,より合理的で高度な機能をもった

システムに更新,再構成されるものが多い。

とのたび,製作納入した機関監視記録装置もその1例であり,ハ

ードゥエアには,とれまで数多くの実績を屯つマイクロコンぜユータを使用

して仏る。表示部には既存のグラワイ,,クパネル上の警報表示灯,及び

データ表示用のディジタル表示器に代えて監視盤上にカラーCRTを装備

し,情報の集中化と監視の合理化を図っている。

特に,カラーCRT は監視員の視覚判断を極めて容易忙している。

すなわち,警報表示,各種データ表示,棒づラフ表示など多くの表示

機能を 1台のCRTでまかなうため,各々の機能ごとに色別して,

分かりやすくしている。図は棒グうフ表示の1例を示す。その他,

とのbステムには全IC化された音声合成方式による音声警報機能も

参
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自動電圧調整器並びに自動周波数調整器も IC及びディリタルコントロー

ル方式に切換えることにより,電圧及び周波数特性を改善している。

また白動始動装置忙加えて,並入負荷分担まで白動化して仏るので,

不測の停電などに際しても,系統電源を速やかに回復でき,信頼性

の高い電源システムの構成が可能となった。

なお,電気的性能としては,電圧変動(整定時士0.5%,過渡時

士5%,回復特性0.25秒),周波数変動(整定時士0.5%,過渡時

士 1%,回復特性0.25秒)とも優れた特性を持ち,また電圧波形ひ

ずみの少ない高精度の電源装置となっている。

,十」
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に満足するよう忙づログラム制御される。したがって,このシステムに

より,重量物や長尺物の荷役作業の省力化,高速化が容易に実現で

きる。

マイク0コンビュータは,船用として多くの実績をもつもので,環境の

悪いクレーン用電機品としても十分検証されたものである。

また,両クレーン問の制御信号の伝送には多重伝送方式を採用し,

信号線の数を最少に抑え,配線作業や保守点検を容易にしている。
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9. 通

含まれている。

今回の新しい装置に使用しているハードゥエアは従来のものと比較

して部品点数がν3程度に大幅に減少しており,保守の面でも省力

化が期待できるものである。

機関監視記録装置CRT画面表示例
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.船用光ファイバ信号伝送制御システム

今後の船舶の自動化,省力化を更に拡大発展させるためには電子機

器の多用は避けられぬ条件である。とれらの船内各場所に配置され

る電子機器問の信号伝送路としての光ファイバは,それらの持つ耐ノ

イズ性及び安全性の高さという点において最適なものと考えられ,

とのたびモデルシステムの試作,試験を完了した。

との試作システムはミニコンピュータ,マイクロコンeユータ及び 0ーカルステーシ

.ンから構成し,各々を光ファイバによって結合してφる。とのシステ

ムでは分散配置されたマイク0コンeユータが,エンジンリモコン装置,エンジ

ンモニタ装置などを担当し,それらを統合する形でミニコンビュータを配

置するハイアラーキシステムを想定してφる。マイコンとミニコンとは光フ

アイバにより高速のデータ伝送を行い,ミニコンにより総括制御を可能

にして Wる。被制御機器とマイコンとの信号伝送は口ーカルステーシ.ン

を介して実施される。;劇制御機器と口ーカルステーシ.ンとは1対1の電

気信号によるが,ローカルステーシ.ンとマイコンとは光っアイパ高速多重

信号伝送によって結合してぃる。

今後の実用化のために,実船装備による実証試験及び船内でのぎ

(朧)装工事方法の確立と簡易化が望まれる。また応用の拡大のため

には,光関連部品の標準化と低廉化,及び光センサ,光回路による

全光システムの実現が待たれる。

1111Ⅱ"ⅡⅡⅡ11Ⅱ1Ⅱ111Ⅱ"11」1Ⅱ"1」"」,ι11」'11」1111UⅡⅡ11"11111]""11ⅡⅡ」1旺"」11」"""j「l'"11Ⅱ"111」11"11"11111」1111""""11"1」"Ⅱ""」1"ι1」1ⅡⅡ111""Ⅱ1Ⅱ」1"""""11Ⅱf111Ⅱ'1ⅡⅡⅡ11Ⅱ"Ⅱ"1111"j「Ⅱ"11胞Ⅱ1ι1111耻1」11」1ⅡⅡⅡⅡ1ιU1Ⅱ1Ⅱ1」"」Ⅱ」ⅡⅡlfι

9.3

.電子燃料噴射装置

今回発売した電子燃料噴射装置は,三菱自動車工業(株)及び,三国

工業(株)と共同開発したもので,従来市場にある方式と全く異なり,

次の特長をもつ。

(1)エアフ0ーセンサにカルマンうず(渦)超音波検出方式を採用したた

め可動部分がなく,しかもカルマン渦に比例した周波数で燃料を噴射

するので,システム全体の過渡応答性がよい。

(2)マイク0コンビュータを使用して車の環境条件,走行条件,排気ガ

スに適合した空燃比を選定できるため,燃費が良く,運転性が優れ,

しかも排気ガス規制に合格できるシステムである。

.トリップコンピュータ

運転者にドライづの快適性を提供する目的で開発した。走行距雛・平

均車速・燃料消費量・燃費等の走行情報と経過時間,アラーム付クロ

リク等の時問情報の表示機能を持っておりけい(螢)光表示管で多重

表示している。燃料信号として電子燃料噴射装置のインづエクタ信号

を使用し,演算処理部には C MOS4ビ'"トマイクロコンeユータを採用し

ている。次に主な特長を記す。

(1)走行情報及び時計情報の高精度化を実現した。

.ノックコントロール装置

エンジンのノッキング発生を抑制するためのノ,,クコントロール装置を開発

し,量産を開始した。

との装置はノックコントロールユニ."及び IC 点火位相制御付無接点式

配電器で構成する。ノヅクコントロールユニ.,トはエンづン本体に装着し,ノ

リクセンサで検出されたエンづンの振動信号からノ.,ク信号を判別し,

ノック信号に応じた制御電圧を出す。配電器に装着した ICイグナイタ

は,との制御電圧に対応して遅角制御する機能を、ち,点火時期を

ノ,,ク限界点で制御するととができる。またとの装置は,ターポチャージ

自動車
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(3)燃料の霧化,

混合に有利なシン

づルボイントインシェクシ

.ン方式を採用し

た。

多重伝送
子局

光ファイパ応用試作システム

オペレータコンソール

ローカルステーション
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(2)操作部と表示部

の分籬により表示パネ

ルの設置場所の最適化

が可能となった。

(3)操作スィッチの透

過文字照明により夜問

の操作性が向上した。

電子燃料噴射装置

ヤ付エンジンに装蒲

されるため,配電

器は従来の負圧進

角機構の外に正圧

遅角機構屯備えて

いる。
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.1Cイグナイタ内蔵形無接点式配電器

エンづンへの取付占有スペース減少による補器類配置の容易化,省エネ

ルギーのための小形,軽量化並び忙水,じんあい(挨)等の環境条件

に対する保護機能を目的巴して,1Cイグナイタを内蔵した無接点式配

電器を開発し,量産を開始した。

とのイグナイタは新モ山ルック1C の開発によって,消費電流を減少

させるとと、に,1C化率を増大し,厚膜回路部の面積を従来の外

付形ICイグナイタの場合よりも更忙減少させ小形,軽量化を図った。

との配電器では従来の接点式巴同等の外観で,高エネルギー,高耐

圧・高信頼性のある点火システムを実現できた。

.スバルレックス車用オートクラッチ

'111'肝11111「1111Ⅱ1」Ⅱ証Ⅱ""1111"11"11畦1111Ⅱ11111t11"""UJ"111111111"""Ⅱ11"1ι11"""""Ⅱ11Ⅱ11111Ⅱ1"1Ⅱ1」11111Ⅱ111'1111"Ⅱ11U1111」1"1」11ⅡⅡ11ⅡⅡ11Ⅱ""j「Ⅱ1ⅡⅡ"1Ⅱ111111"""11Ⅱ""1」」,ⅡⅡ「Ⅲ゛111」111Ⅱ""11Ⅱ"町1111"11Ⅱ111111111111"1111ⅡⅡ11Π11"Ⅱ

イーづードうイづを目的としたスバルレックスオートクラヅチ車用のパウダクラヅチ

とそのコントロールユニットを開発した。

とのオートクう,チ(半自動変速)の特長は次のとおりである。

(1)燃費が従来のマニュアル方式と同等である。

(2)加速感の良いス△ーズな発進ができる。

(3)シフトフィーリングの優れたギャチェンづができる。

このパウダクラ・,チは,自区仂車用として特に開発した、ので,溶接構

造・耐梨珠色禄・シール構造などで性能向上と軽量化を図った。

コントロールユニットは,エンジン回転数・車速・アクセル位置などの信号

を受けてクう,チを制御するが信頼性に特に留意した。

.タイマ集中制御装置

」11」11'11「11""ⅡⅡⅡⅡ1111Ⅱ"計"1111」t"11"」11111"」1Ⅱ'1」11」1」""11"Ⅱ"11Ⅱ11Ⅱ"1」11"11"1111"""""訂"訂11肌1"111Ⅱ1111""""11"111,""Ⅱ"H""Ⅱ11""11Ⅱ"1」11"11Ⅱ""ⅡⅡ11"111Ⅱ"""Ⅱ"Ⅱ""1「Ⅱ」1",1」1Ⅱ1」ⅡⅡ"111""11]ι"111,"1111"1t11111111"",1"Ⅱ

従来,自動車内に分散して仏たタイマ機能(メモリ付問欠ワイパ,ウォ,,

シャ連動ワイパ,ルームランづ遅延消灯,デフォヅガタイマ)とアラーム機能(シ

ートベルト,ハンドづレーキ,半ドア,キー抜き忘れ,ライト消し忘れ等の警

報)を 1つのユニ汁で集中制御する装置で, C MOS4ビヅトマイクロコ

ンピュータを採用している。

その主な特長は次のとおりである。

(1)ワイヤハーネスが簡略化でき,メンテナンスが容易。

(2)タイマの調整が不要で,経時変化やばらつきが小さい。

(3) 0,5秒~10分問忙及ぶ広範囲なタイマのづログラムが可能。

(4)複雑な制御が比較的簡単に行える。

(5)構成部品点数が減少し,信頼性が向上した。

ζ.、

f 11"1、、t_二孝'

^、f工三'を"
IJゑ゛

ヂ

"1"11Ⅱ11」1""肝""Ⅱ"」1""肌Ⅱ"N"畦""""""nⅡ"""畦Ⅱ11"H""醍""11艇"Ⅱ11Ⅱ"眺"""11"Ⅱ1111"Ⅱ"H"11""11"Ⅱ"Ⅱ11Ⅱ"ⅡU"Ⅱ1111""11"11,111"」1ⅡⅡⅡ11"Ⅱ」111,11,"""11E11""1f"鶚11Ⅱ"11Ⅱ"1111Ⅱ11"11ⅡⅡ111111"Ⅱ11""1Ⅱι1Ⅱ""1f"ι1""計11ⅡⅡ",fⅡⅡ1ⅡⅡ"""Ⅱ""Ⅱ,ⅡιⅡ"Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ""""11訂N

ICイグナイタ内蔵形無接点式配電器

j

.第4世代形軽量化オルタネータ

第4世代形オルタネータは,軽量化を図る命題のもとに開発したもの

で,出力特性を下げずにオルタネータの外径を従来の128mmから121

mmに縮小すると巴により約10%の重量軽減を果した。小形化に

伴い温度上昇が問題となるので,耐熱性向上のために,

(1) HI09形 IC レギュレータのポン手イング忙高温半田。

(2)ダイオードを高温はんだ付可能とするよう銅拡散アミ板。

(3)巻線に当社で開発したHW線

などの耐熱性材料を採用したほか,次のような特長がある。

(4)冷却ファンに高張力鋼板を採用して軽量化を図った。

(5)塩害対策として電波雑音対策用コンデンサを内蔵した。

9.交 通

,

一 '
^

e 早气〕〕、.ー.ι'.^'

ノノ".゛'ノ、'J,、エ"".ν

スバルレックス車用オートクラッチ

1 等警

UI"111t11"""111111Ⅱ"」1"11"11"Ⅱ""11"11"Ⅱ,111Ⅱ11Ⅱ,1Ⅱ1」"」111"Ⅱ11ⅡⅡ'1""'「Ⅱ"11"11」1"Ⅱ"""Ⅱ",1]11,"j「j」訂11Ⅱ'1ⅡⅡⅡ"1「」111」]Ⅱ11"]r"1""1」"」1"",1""1111111111"」↓""訂"Ⅱ"Ⅱ11""111111"11"11"""11Ⅱ"1」"11""Ⅱ」1111」"11」1""""Ⅱ""""Ⅱ"]Ⅱ"""Ⅱ11

t

^『「

タイマ集中制御装置

第4世代形怪量化オルタネータ
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.定速走行装置

高速道路等におφて,ドライパの希望する速度を記憶し,坂道や風な

どの外乱忙関係なく常に設定された車速を保つよう自動制御する装

置て、,操作スィッチ.車速センサ・コントローラ・アクチュ1一夕から構成する。

この装置は,次のような特長がある。

(1)操作スィ,,チ忙よりワンタ,チで車速を記憶し,定速走行ができ

る。

(2)車速の変更がスィッチ操作で容易にできる。

(3)づレーキ,クラ,,チ等の操作で安全に解除できる。

(4)スィ,,チ操作忙より車速の自動復帰ができる。

(5)専用IC を使用しており性能が安定し,信頼性が高い。

.2輪車用イグナイタ

大形2輪車用の点火装置として,電子進角付低圧配電式フルトランづス

タイグナイタの量産を開始した。とのイグナイタの特長は下記のとおりで

ある。

(1)無接点式クランク角センサからの位置信号を受け,との信号か

らの電気的遅角量をエンジン回転数にしたがって演算するととにより,

所望の進角特性を得る方式である。これは従来のメカニ加咽'パナによ

り進角を得る方式に比ベて,点火時期の精度が向上し,かつ経時変

化が大幅に減少した。

(2)低圧配電用回路を内蔵して゛るため高圧配電器を必要とせず,

点火エネ}レギーの損失が少ないので点火コイルを小形にできる。

111""1」"Ⅱ"11肌11"Ⅱ肌"""111」"11""n11"畦"畦"」1ⅡⅡH""肌"討"""Ⅱ"1111"111目目11"」1討U"UⅡ"ⅡⅡ"111111」""1」""Ⅱ"旺"U111""h"""誹"1{"目11"」"1」"肝11Ⅱ"""畦訂Ⅱ""""""H肝""N""1」""111キ酢Ⅱ"酢""訂則計畦"11"Ⅱ111Ⅱ酎ⅡU"11開l「""""1i111キ"旺""Ⅱ"jt11キ1肝"11U"UⅡ""1キ""""旺1111111111!"目1」11"11"""

11111」"」」1Ⅱ」1ⅡfⅡ"1「Ⅱ」「Ⅱ"」1Ⅱ11」1Ⅱ訂n""畦""Ⅱ11」"11肘""11""1fⅡ畦Ⅱ1111111"Ⅱ11n"1「11111」"11ⅡU11"1「""11J"畦"ⅡU肝"11ⅡUⅡ1"畦Ⅱ"11"11"目"11"""11"目"""1↓1111""""i1Ⅱ""畦11""1」U1111畦"11"Ⅱ11"111111""11Ⅱ""肝"11""n11Ⅱ11Ⅱ""""11"ⅡⅡ""肌ⅡⅡ""""肌""畦""11Ⅱ""肌"11""Ⅱ""

亀

.アラーム付力ークロック

アラーム時刻機能を付加したディジタルカーク0ツクを開発した。近年,自

動車の計器盤周りのファ,,ション傾向として,ランづなどの視覚から音

声に訴えるようになってきた。との製品は,従来のクロヅクに,あら

かじめ設定した時刻にづサーを鳴らすように改良をしたものである

が,形状寸法は如X140×60mm とほとんど変わっていない。

特長としては

(1)前面フィルタの選択により,昼夜の視認性を最適化してぬる。

(2)圧電づサーの採用により,ソフトな音質を実現している。

(3)-30゜C~+80゜C の環境下での動作は満足している。

(4)動作電圧範囲が広く,電力消費を抑えてバッテリの放電が減少

するよう配慮して゛る。

.ロータリ用IC化無接点式配電器

ロータリ1ンづン用の点火系は2つの独立した点火装置より構成され,

従来そのイづナイタは,外形寸法上,配電器とは分離され車体側に装

着されていた。

今回,イグナイタは IC化に成功したととて・小形,軽量になり,配

電器本体に一体化できるようになった。量産化したとの無接点式配

電器は炊の特長をもっている。

(1)別置イグナイタを装着するための車体上のスペースが不要とたっ

た。

(2)イづナイタの重量が VI0 に減少した。

(3)点火装置全体としての調整が可能となり,ぼらつきが減少し

た。
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.カーエアコン用マルチスィングルーバ

マルチスィングルーバは,カー1アコンの冷風叺出し口に取付けて,風の方向

を自動的にスィンづできるようにした装置で,自動車用としては世界

で最初のものであり,固定ルーバによる片冷えを防ぎ,室内温度を
一定にして快適性を更に高めることができる。

奥行き約50mm,重量30og と小形軽量なため,取付容易であり,
12V,50mA の消費電力で,スィング周期は 6~10秒である。

.新形ゴルフカート

当社のゴルフカートは,昭和45年に初めて発売したが,今回,駆動系
を中心に性能向上を図るため,(1)後輪に大形タイ卞を採用,(2)

ギャしシオの増大,(3)ギャポ"クスの小形化,(4)モータの高効率化,等

の改良をした新形づルフカートを開発した。

特長は次のとおりである。

(1)登板力及びスピードが向上した。

(2)パッテリ消費率(k五.1Ah)が向上した。

(3)大形タイヤの採用により,芝生を傷めない。

(4)可動式パリグホルダーにより,大形バッグも楽に積載できる。

(5)適正な重心位置の設定により,安定性が向上した。

11ⅢⅢΠln」1」」1」111」t11Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ111111Ⅱ」Ⅱ11'1Ⅱ"111ⅡⅡⅡ1Ⅱ111111川Ⅱ1開11ⅡⅡⅡ11Ⅱ「ⅢⅢ1Ⅱ」1」11"1」111""111111t111Ⅱ1Ⅲlt1計""罰1""1111計削1訂非」1t111"1Ⅱ1"」"Ⅱ「ⅡfⅢ」肘lnⅡ」ιUUH111捌"「罰"ⅡιU」罰11「Ⅱ11"Ⅱ11"U」計1Π罫1罫ml,異11"1闘1ι,11鼎1ι

111Ⅱ11ⅡⅡ」計Ⅱ1ⅡⅡ111Ⅱ」1Π11Ⅱ11ⅡⅡ11「11"11」1111Ⅱ」ⅡⅡ111Ⅱ1Ⅱ1」」"11Ⅱ1,11Ⅱ1"jt1Ⅲ」t1111,1Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ1」1訂1訂"11Ⅱ11111,Ⅱ,"」1111"川1Ⅱl「Ⅱ1Ⅱ」11Ⅱ1畦1111ι11,Ⅱ11Ⅱ111,t111111"111Ⅱ1111川"1Ⅱ111111"「ⅡⅢ川ⅡⅡ」ⅡⅡⅡ川Ⅲ」11111U1Ⅱ1ⅡⅡ1ⅡⅡ111Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ1]1「」11"111ⅢⅡ1訓1」1Ⅱ11ⅡΠⅡ111叩11"""Ⅱ1Ⅱ11111"ι11肌"1111ⅡⅡ1Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅡⅡ」

.新形力ーステレオ

(1)電子同調ラジオ付力ーステレオ RX-220形

昭和55年5月にモ手ルチェンリした三菱自動車工業(株)の,新形Σ,

<車の最高級仕様車用として開発したマイク0コンビュフ夕制御による

PLLシンセサイザ方式の電子同調ラジオ搭載,小形,高性能コンビネーシ.

ンカーステレオである。

との力ーステレオは,新開発の超小形オートリバースカセットメカニズムを採

用し,また回路もモ〆ルック1C 内蔵のハイづり,"化を図るととによ

つて小形化した。その結果,ラジオ付力ーステレオとして一体化できた。

また,後席からのりモートコントロールも可能となってぃる。

(2)押ボタン式ラづオ付力ーステレオ RX-700形

RX-220 形同様,新形Σ,<車に標準装備した力ーステレオである。

との力ーステレオ用に開発した8mm厚の押ボタン式チューナーと35mm

厚の小形オードリパースカセ,,トメカニズムを採用して国際規格のシャーシサ

イズを実現してφる。

酬」111非""1"1」"hUⅡ11"11Ⅱ""」ΠⅡ1」t1111"ⅡⅡ111」"11Ⅱ11訂Ⅱ1Ⅱ「ⅡⅡ」」ι1」「Ⅱι1」ι""11ⅡⅡ訂Ⅱ"Ⅱ"ⅡUⅡⅡ11」1計1111"」11111111111"1Ⅱι1」""11"」1"1」U」1"1111,1」1"」1ι1"計1」"Ⅱ1」111"111"11"1Ⅱ1""11"11"Ⅱ"1ι11Ⅱ1」11ⅡⅡ11Ⅱ1ⅡⅡ1ιι"1Ⅱ111ⅡⅡⅡⅡ11"""""Ⅱ11"」1"1Ⅱ1"ⅡⅡ"ⅡⅡⅡ111111Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅡ肝"1111"Ⅱ"Ⅱ1Ⅱ11」ⅡⅡⅡ1111
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10.家電関連機器

昭和55年度の家電国内市場は,第2次石油シ,ツクの影粋

と,それに関連した生活防衛意識の高まり,更には異常冷

夏による市場環境の悪化なども加わり,季節商品の需要は,

年初の予想を大幅に下まわり悪化するとととなった。一方

このような環境下においても,ビデオテープレコーダーを

初めとしてカラーテレビ,ラジカセなど映像,音縛製品は,

好調な需要に支えられてかなりの伸長がみられた。このよ

うな状況をみると,ユーザーによる商品の選択志向の強ま

りがうかがわれる。昭和56年度もとのような基調に変化

はなく厳しい企業環境が続く屯のと予想されるが,かかる

状況下にあって家電関連機器の開発にっいては,下記に述

べるポイントに重点をおいて進める必要がある。

その第1は,エネノレギー問題で,エネノレギー源の多様化

への対応と,国家的要請でもある省工才ソレギーへの技術開

10.1 音響

.《ダイヤト

発の継続的推進である。省エネルギーの推進に当たっては,

2つの方向があり,機器の効率向上と太陽熱エネルギーな

ど化石燃料以外のエネルギーの積極的利用の方向である。

第2は,進歩の著しい半導体技術の応用で,経済性は、

ちろんのこと機能,操作性,安全性,信頼性の向上を図っ

た製品の開発である。

第3は,多様化する二ーズと変化する社会ヘの対応であ

る。住宅及び個人をとりまく生活環境の快適化の追求の中

で多様化する二ーズにマッチした製晶の開発と,一方にお

いて,高齢化,情報化など変化する社会に受けいれられる

商品の開発を指向することが肝要である。

以上述ベたようなポイソトに重点をおいて昭和54年か

ら昭和聞年にかけて開発した新製品について,下記にそ

の概要を述ベる。

昭和55年度発売のコンボーネント用スビーカーは,近年普及しつつぁる

手イジタルオーディオに対処するため,広帯域再生,ダイナミヅクレンジ拡大を

目的に新材料の開発,新構造の研究など多くの成果をとり入れた新

製品を開発した。

DS505 形

とのスビーカーは,づツクシェルフ形で本格的ミッドパス構成の 4ウェイアコサ

ス方式の最高級スじーカーbステムて、ある。ウーファーとミッドバスは,アラ

ミッド瓣隹使用のハニカムコーンを,ミリドハイトゥイーターは,直接駆動形の

ポロン化振動板を採用し,28~如,00OH.の再生帯域をもっており,

その性能音質は非常に高い評価を得ている。

DS、37 B 形

好評発売中の DS-35B MKⅡ形の後継機種として新しぬ設計思想

を盛り込んで完成した 32Cm ウーファー使用の3ウェイ密閉形スビーカー

システムで,広帯域でスケールの大きφ音質を特長としており,売れ筋

. X・10 形セットアップコンポ

・映像機器

ンスピーカー》

垂直にレコードを回転させて演奏できるパーチカルリニャートラヅキンづづレー

ヤーの開発により,すえ(据)付面積が少ない新形態のステレオ装置が

完成した。づレヤー部はフルロづヅク電子制御によりフェザータッチポタンで

問違ぬなくだれにでも操作できる。また〆仁ヤトラッキング方式により

トラッキング1ラーひずみ(歪)も極少である。

アンづ部は 32W+32NV の大出力,自動ラウドネス,トーンコント0ール

及びマイクミキシング機能を持つ。チューナー部は AM, FM 各々 3局ま

でのづりセリト及びマニュアル操作が可能である。デッキ部は9局までの

飛越し自動選局ができるメタルテーづ対応のもので,独特の省スペース

形態に最新機能がコンパクトに集約されている。

価格帯の中心機種として注目され

ている。

DS・10 B 形

テーづオーディオ時代に対応した普及

価格帯のスビーカーで,使いやすさ

を十分配慮し,コンパクトサイズの2

ウェイバスレフ方式にま巴めている。

UJ」1UⅡ11Ⅱ"Ⅱ"」11」11"」」111」"""""Ⅱ1111Ⅱ1111""Ⅱ"Ⅱ1Ⅱ"1111"11」1""11"」1Ⅱ"訂""Ⅱ""11"1"Ⅱ畦吐肝Ⅱ1'1111"Ⅱ11恥""11Ⅱ11Ⅱ11U11111」""11"1「""1111"11"n11"1111U11"1111""11'1肝"""1」""Ⅱ"11'1"11"Ⅱ"耻""」1ⅡⅡⅡ"11畦""」1旺"11111111"Ⅱ訂11"""11"1111"""晒11111111111
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.カラーテレビ

国内向けカラーテレビ

カラーテレビの基本性能である映像と音声,更に操作性,信頼性,斬新

なデザインを徹底的に追求した高級形音声多重カラーテレピ(26CT-B98

W,20CT-B88W)を昭和聞年9月忙発売した。映像には,従来

の NPC 回路に,黒レベル補正回路,自動画質コントロール回路,ホワイ

トコントロール,高解像度回路を追加した。音声では,1虫立密閉形スE-

カーポックス採用により,音声出力を 22W とした。また,ホーン形ト

ウイーターとフリーエ,ワ三;・ダづルフェライトウーファーによる,2 ウェイ 4 スビーカ

ーシステムを構成し,高忠実度音薯再生を可能にした。

更に,新音場拡大回路を採用して,自然な音の拡がりを実現する

位相差方式と,臨場感あふれる位相差+BBD方式を放

送番組や視聴者の好みによって選択できるよらにした。

着脱りモコンと大形LED によるチャンネル表示,音量表示

畦11Ⅱ"""111""111""11Ⅱ""Ⅱ"""""""肌""1」11"肘lf"U""""Ⅱ"旺"Ⅱ"1「"Ⅱ目"Ⅱ11"股"Ⅱ畦"ⅡⅡⅡ"1"""11"」1"H"11"Ⅱ11"畦"""1111""1111"H"HⅡ""1Ⅱ↓""""旺""1目肌"1「""打畦Ⅱ"Ⅱ"U肝""""11"肌"11Ⅱ"11"11畦Ⅱ旺"Ⅱ"Ⅱ1」"」1Ⅱ"ⅡⅡⅡ"""""ⅡⅡⅡ""11肌""11"1「""Ⅱ1」"」11目1"ⅡⅡ""n11"」ⅡⅡl「""""」」Ⅱ'

による操作性を改善した。新bヤーシ採用により,部品点

数を20%削減して信頼性の向上と省電力化を図った。

輸出向けカラーテレビ

CATV放送も直接選局できる 1050hオールバンド受信可能

な周波数シンセサイザ選局電子チャンネルの CATV 内蔵カラ

ーテレビを米国向けに昭和55年Ⅱ月発売した。

中近東向け忙,放送電波を受信することができる巴巴

もに, VTR などのモニターとして, PAL, SECAM, N

TSC及び疑似NISC のカラー 4方式を受像でき,更忙

90V~280V までの電源電圧で使用できる4システム受信

カラーテレピを昭和55年11月忙発売した。

キ'ノ

ビデオプロジェクションシステム

従来の製品に比ベ,格段に性能が向上した製品LVP-530 を開発,

昭和弱年9月発売した。主な特長は,輝度を当社比,約2倍(120

(t-L)忙向上させた。新しく明る込レンズ(FI.2)を開発してすみず

みまて・フォーカスの良い映像が得られるよう忙なった。 VTR やチュー

ナーたどを収納できるスペースを設けた省スペースタイづて、ある。

.ビデオカセットレコーダー

当社のVHS方式VTRの国内及び輪出向製品系列を表に示す。高

級形はスピードサーチ機能,ワイヤレスリモコン機能などを備えており,他

のVHS機種に例をみないととろから市場で最高級のVTRである

との評価を得ている。

5 モータダイレクトドライブメカニズム

全機種を通じてメカニズムの5か所の回転駆動部には,独立した5個

のモータを配し,モータと回転駆動部問との結合はベルトを用φずに

ダイレクトドライづとした当社独自のメカニズムを採用して回転駆動の高精

度化と高信頼化を図ってぬる。これらのモータは,マイコンで制御さ

れてぃるので,ポタン操作はソフトタ.りチでダイレクトにアクセスできる。

後述のりモートコントロールも容易である。

スピードサーチ

5モータ互イレクトドライづ方式の採用は,通常再生の数倍から十数倍で希

望のシーンを探査するスピードサーチ時K極めて有効である。すなわち

早送り再生,巻戻し再生のテーづ駆動を牛ヤづスタンモータで行い,巻取

リリールモータ及び供給リールモータにはテーづに過度の張力を与えたり,

たるませたりしない条件の電圧を単独に与えること忙より円滑なス

ピードサーチ動作を行っている。当社は,5モータ方式の特長を生かし

てVHS方式では最初にスビードサーチ機能を導入することができた。

スビードサーチの速度は,6時問モードの場合15倍,2時問専用機で

は10倍,欧州向けPAL機種の場合7倍に選んでいる。

>,づJ ウ毎=',ー^^ ψ"桑郭"轟^'二号ぞごtξ_1喜
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高級形音声多重内蔵カラーテレピ
20CT-B 88W 形

'吉='葬斗轟砧L

ワイヤレスリモートコントロール

普及形機種を除いて当社のVTRは,低とんどすべての機能の操作

(機種により 11~15機能)をワイヤレスて"托ートコントロールすることが

できる。媒体は 9,10OA の赤外線であり,パルスコード化された電流

を発光ダイオードに流ナととにより指令の伝達を行っている。

^

、、、,

ピデオづ0シェクション
LVP-530 形

一一

゛U

ノー"'゛

10.家電関連機器
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仕

国

向地

内

米

ぞ

高

VIR製品系列

穀

普

国

形

及

形

中

湾

HV-410OEP

形

近

西独及び周辺

諸国

名

HV-】700

英国,舌港

HS-30OU

2時問ノ'6時問

スビードサーチ付き

特長

シソガ求ール

オーストラリプ

HS・30】 K

2時問専用

スビードサーチ付き

そ

2時問/'6時問

スビードサーチ付き,チ〒y才
ノレプログラマ付き

HS-3】OQ

の

中

他

南

HS-30OE

HS-30I E

2時問専用

スビードサーチ付き

゛t,凡ノー,^才、

ズエラその他

PAL/SECAM/NTSC
3方式

現行HS-210 Q の後継機種

HS-30OB

ES-30OH

アルゼソチソ

HS-30OE

高級形(チーγネルプログラ々,
スピードサーチ付き)

標準形

ATV-2

HS-30OKV

高級形仕様

ES-30OKA

高級形仕様

の

高級形仕様

NTSC方式

PAL-N 方式
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.高輝度投写管

現状のピデオづロジェクタの明るさは,市場の要求レベルを十分満足して

いるとは言仏がたい。これは主として投写管の寿命との兼ね合いで

明るさを抑制せざるを得ないためである。投写管VT0705B22 は,

このような観点忙立って開発されたもので,大電流密度,高温で使

用されるととを前提条件として開発されたけい光体と新規なけい光
面構造とを採用するととにより,約50%の明るさア,づを可能とし
ながら,同時に,従来以上の長寿命化を達成してぃる。また,との

投写管は電磁集束方式を採用してぃて明るさア,づにもかかわらず,
よりシャーづな映像を実現してぃる。

Ⅱ「ⅡⅢ」」""ⅡⅡ肌lrⅡ訂"ⅡιⅡⅡ"111""Ⅱtj"Ⅱ11訂"Ⅱ11計Ⅱ"ⅡⅡⅡⅡⅢU1Ⅱ"Ⅱ計Ⅱ虹Ⅱtl"Ⅱ"11""」」"Ⅱ"「Ⅱι1"Ⅱ"Ⅱ1Ⅱ11Ⅱ1」1U11Ⅱ1Ⅱ111計ⅡⅡ1ⅡⅡ11Ⅱ""ⅡⅡⅡ訂ⅡⅡ」1Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ1"11Ⅱ11"訂Ⅱ 11111

10.2 家庭用機器

.ロータリ圧縮機搭載冷凍冷蔵庫

とのたび当社は,冷凍冷蔵庫用としては日本初の口ーリングビストンタイ

づ,かっ,世界初の横置形口ータリ圧縮機をとう(搭)載した家庭用冷

凍冷蔵庫の開発に成功し,野菜専用室付3ドア MR-2921V形,2ド
アMR-2981形を発売した。 MR-2921V形の特長は
'ロータリ圧縮機を搭載

(1) 1ネルギー効率の良い口ータリ圧縮機の採用で24/25%減の47

/47kwh/月(50/60H勾を達成,電力消費量を大幅に低減した。
(従来品 MR-343FV 比)

(2)ロータリ圧縮機の小形軽量化により,機械室のスペースを有効利
用し(従来比8ι増加)野菜専用室の大形化が実現した。
.大きく使える庫内設計

(1)冷蔵室の使仏勝手を大きく改善,1591の大容量,2個の大

形低温ケース,1,2,3棚,多段の扉棚など収納性を更に改善。

(2)野菜室は引出し式専用タイづ,アルミ冷却板による自然対流方
式,穏やかな冷気と温度が野菜を新鮮に保存する。

.i

,寺r'＼'一会"
J^.゛'之"、

に_j、、癖,

.低温用口ータリコンプレッサ

当社は,冷蔵庫や冷凍ショーケースなど低温用コンづレヅサとしては日本
初の口ーリングビストン方式で,しかも世界初の横置形口ータリコンづレ四サ
の開発に成功した。

この口ーリングビストン方式の口ータリコンづレッサは,高温用として国産

小形ルームエアコンの約80%に採用されてぃるが,低温用にっいては,

高温用に比ベはるかに高い圧縮比(吐出圧力/吸入圧力,約1のを

必要とし,かっ冷媒の流量が極めて少ないことからシリンダ内のガス

もれを低減させるメカニズムの開発と同時に高度な部品精度,組立精

度が要求されるが,実現に至ってぃなかった。この低か,機械的騒

音の対策,更にスペース有効利用のための横置潤滑システムの開発が
ネ,クとなっていた。

今回のコンづレ・,サは,このような問題点を解消,当社レ白づ0 (往
復動式)形コンづレ.,サと比ベ

(1)成痘係数が向上し14%の省電力化が図れる。

(2)部品点数が34%減となり重量も38%減で大幅な省資源化が

図れ信頼性も向上する。

(3)体積が62%減で,しかも横置タイづのため低温用の装置に搭

載した場合,有効なスペースの拡大が図れる。

などの特長を持っている。現在レシづロタイづの各面での改良が限度に

きているととから屯,今後の低温用コンづレ,,サの主流になるものと

^

高輝度投写管
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家庭用冷凍冷蔵庫 MR-2921V形
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低温用 0ータリコンづレッサ(写真.右)と従来の
レシづ口式コンづレ.,サ(写真.左)
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.スチームオーブンレンジ

ユーザーの要望にこたえて,多機能性,操作性,清掃性を追求して,

開発したスチームオーづンレンジの主な特長は炊のとおりである。

RO-フ700 形「カードマチック」

(1)磁気力ード(40 枚)を使ったワンタッチ式なので操作が簡単。

(2)日常料理約70 品が力ード34枚で調理できる。

(3)自慢の料理を記録できる 5枚のづランクカード付き。

(4)手弱井剰乍は,お好み加熱ポタンを押せばて・きる。

RO・3700 形

(1)加熱庫内全面に四弗化1チレンの塗装で清掃性がよい。

(2)アッづダウンヒーターで効率よく焦げ目をっける。

(3)料理切換えは操作の楽な押ポタンスィ,,チ。

」"1111肌111」"1111"Ⅱ""」1"肌1111Ⅱ11肌1計ⅡⅡ」1Ⅱ""1111"Ⅱ1」"Ⅱ"」」Ⅱ」111耻ⅡⅡⅡ"」」11""計Ⅱ11Ⅱ1」11Ⅱ:1」1"」1Ⅱ1111ⅡⅡ"ⅡⅡ1"1."1ι11肌"Ⅱ訂ⅡⅡ""Ⅱ1」11Ⅱ"1111"11'11111"""羽計ⅡⅡ計Ⅱ訂"Ⅱ11Ⅱ""11"11肌11"Ⅱ"ⅡⅡ"Ⅱ"""ι1Ⅱ,1Ⅱ"'ιⅡ"ι""1ιⅡⅡ'1ⅡⅡⅡ1111」1」1""Ⅱ11」111't""Ⅱ"Ⅱ111"」11f1111"

.輸出用電子レンジ ET712 (カードリーダ形)

輸出用電子レンジ(MODEL ET-712)は,昭和54年,米国にて発

表した磁気力ードリーダ付電子レンジ(MODEL ET-710C)の後継機

種としてサンビーム用, MGA用に開発し,次に示すよう忙操作性及

び機能性の大幅な向上を図った。

(1)料理のステージ数を 4 ステージにし複雑な料理パターンも楽にこ
なせる 0

(2)料理の量により料理時問を簡単に補正できる(人数補正機能),

とれにより1枚の料理力ードて・1人前から6人前の料理が可能にな

つ jぞ。

(3)料理中に味付けなどの作業が必要な場合には自動的に止まり,

電子レンジから必要な指示が出る。

(4)その他,マルチコンeユータ制御方式の採用,磁気力ード記録密度

の向上などがある。

.ジューサーミキサー《フルー、ソシャワー》

三菱りユーサーミ牛サー《フルーツシャワー》は,清掃性を重点に開発したも

のである。とれまで絞りかナを飛び散らナ原因となっていた遠心か

ビ(フィルター)を傘形に取りつけ,上下逆転させて,絞りかすを集中

的にか,、箱に集め,またボリ袋をセットすればパック忙して処理でき

るようにした。その他

(1)ビストンに水を入れ,遠心かごを回転させながら,ポタンを押

すだけで,フィルターの清掃が済むワイルター清掃づラシ機構。

(2)つまみ操作で果肉たっぷりの濃φジュースと,さらっと口あた

りのよ仇づユースの2種類の濃さが楽しめるジュース濃度切替機能。

(3)注ぎ口が左右にある泡取器付きのジュース受,など数々の特長

がある。

.電子ジャー炊飯器《かまどっ子》

S字ヒーターとむらし炊きタイマーによる独自の炊飯方式で「かまど

炊き十むらし炊き」とした《かまどっ子》に,「おこげのつく炊き

方」と「おこげの少な仏炊き方」の2通りに使いわけられる炊き加

減機能を付加し,よりおいしいビ飯の炊きあげを実現し, NJF-17

形(0.72Z 炊き), N狐一110 形(1.01炊き), NJF-115 形(1.5ι炊

き), NJF-118 形(1.81炊き)を発売した。また,むら L炊きタイマ

に時問予約機能を加えて,ワンタ,,チ操作で12時間前から炊飯の予

約ができるようにした NJF-010T形(1.01炊き), NJF-018T形

(1.8ι炊き)も同時発売した。

10.家電関連機器
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.オーブントースター

三菱オーづントースターは,おいしさと使いやすさを更に追求した商品

を開発した。その特長は,

(1) 1度K山形パンが2枚,づラタン 2個が焼けるよ 5 に庫内容積

を拡大した。

(2)前面ドアを開けたとき焼網が約70%庫外に出るようにして

調理物の出し入れを容易にし,熱い庫内忙手を入れずに取り出せる

構造としたので安全性も向上した。

(3)チャイムの鳴る約20秒前に電源が切れ,余熱を利用して効率

良く焼き上げる余熱利用タイマーを備えた。更にヒーターパイづには石

英管を採用し熱線の透過率を向上させ,庫内の反射板に光沢アルミ

板を採用するなど従来品に比ベ約20%の省エネルギータイづとなって

.ホットプレート

ホ"づレートは,食卓を囲んで家族が団らんしながら調理が楽しめる

簡便な調理器具として人気があり,新開発品は

(1)熱源を調理に有効に利用するため純度の高いアルヨ板の採用

と裏面の化学処理によって効率を高め調理面全面が均一に約200゜C

になるのに約10分と従来当社品に比ベ約20%短縮している。

(2)熱板は「テフロ,,クⅡ」加工のハードコート仕上げで硬質なセラヨ',

クスをづラズマ溶射した腐食に強仏熱板である。

(3)熱板を着脱自在として清掃性を向上している。

(4)台所のコーナに立てて収納できるスタンドが付き,更に,自動

温度調節器の収納部も設けられ収納性が向上している。

」'11」""1111"Ⅱ111111ⅡⅡ111Ⅱ11Ⅱf11Ⅱ"11",ιⅡ""1t"計11111"11"11ⅡⅡι1"ⅡⅡ"'f「」1訂UlfⅡ""ⅡⅡⅡ町Ⅱ「Ⅱ11"Ⅱι1Ⅱ町11Ⅱ町11""11UⅡ11"'1Ⅱ"U"111,1」Ⅱ11Ⅱ"11ⅡⅡ"」111"」1ⅡⅡⅡⅡⅡ"ⅡⅡι1111ι"ⅡⅡ11"fⅡⅡ"Ⅱ"111ι",1Ⅱ"町11計fⅡ計Ⅱ11""Ⅱ11"11"11111'1111Ⅱ111"1111Ⅱ11,1ⅡE1111111Ⅱ"1111Ⅱ11ⅡⅡ"1111""11"Ⅱ11"Ⅱι

ⅡⅡ"肌Ⅱ1"ι1ⅡⅡ,1Ⅱ"11Ⅱ"""Ⅱ"11Ⅱ1」"訂訂Ⅱ1Ⅱ"1Ⅱ訂ⅡⅡⅡⅡ1Ⅱ1Ⅱ1」"町1"ⅡⅡ111""1ⅡⅡ111ⅡU"Ⅱ11ⅡⅡ"ⅡⅡ"1ιⅡ"""ⅡⅡ""訂"Ⅱ"fⅡ1Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅡ""訂Ⅱ"肌"U"Ⅱ計U1訂1肌町Ⅱ"1「」ιⅡfⅡ1Ⅱ""開"11ⅡⅡ",1ⅡⅡⅡ"ⅡⅡ"U"""1Ⅱ1Ⅱ計Ⅱ計ⅡιⅡ1Ⅱι11Ⅱ1"""""""111Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ肌Ⅱ肌Ⅱ1ⅡⅡ1"11ⅡιU1ⅡιⅡ1Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅡ,ⅡⅡ訂"111Ⅱ1Ⅱ闘
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'

.業務用総合理美容器具《ダイヤコスメットΣ》HD8000形

美容業界に新技術として登場したづロッスィング用ドライヤー(ロールづラシ

により整髪)は,当社の《ダイヤコスメット》の名で広く知られている。

このドライ卞一に更に多機能を盛り込み,操作性を追求して開発した

《ダイヤコスメ,"Σ》は次の特長がある。

(1)張り出し部分を無くし,操作性,清掃性を向上させたセ'介

J

^

.ノノ ゞ、'、

"A
口0

BO-100 形

(2)パーマ剤を霧状やフォーム状にするスづレー装置。

(3)パーマ剤やトリートメント剤の効果を促進する加温装置。

(4)コールドタイムを知らせるタイマー装置。

(5)コード処理の簡単な足踏式コードリール装置。

(田ソフトタ,ゞチでマイコンを働かせ,操作性と信頼性を向上させた

ソフトタ,ワチキースイッチ。

"

(5)熱板形状は深ナベ(25ミリ)タイづとして調理種類の拡大を図

つている。

オーづントースター

冒

.シェーバー《マイクロスパーブ》SM600形

シェーバー本来の機能である,いつでも,どとて・も,手軽に剃れる便

利さを徹底追求して開発した《マイクロスパーづ》SM-600形には次の特

長がある。

(1)本体は,厚さ 21、8mm,幅 48.2mm,高さ 78mm,重さ 125

g と,業界で最も小形輕量で,ワイシャッのボケットにもらくらく入る

ショートホーづサイズなので携帯,収納に便利である。

(2)刃幅36mm,理想的なはさみ角23度を採用した往復刃なの

で,ひげの濃い人で屯早剃りがきく。

(3)カセットタイづの充電アダづ夕を採用した充電式なので,持ち運び

の際には本体から切り離して使え,小旅行,出張など携帯に便利で

ある。

BO-70形

昏

1」1U町"Ⅱ1」訂ⅡⅡ「ⅡⅡ計11」1Ⅱ1Ⅱ"11ⅡⅡι11ιⅡ"'ι11ⅡⅡ11」11」」1"ⅡⅡⅡ"Ⅱ"""11ⅡlfⅡl「Ⅱ'1Ⅱ1"'tⅡ"Ⅱ11肌Ⅱ11'1Ⅱ"Ⅱ11町Ⅱ1111ⅡιⅡ訂1111計"Ⅱ"」,1111Ⅱ"""Ⅱ"Ⅱ""ⅡⅡ1」11"1」吐

.」{

ホ,,トづレート HL-30 形
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^

業務用総合理美容器具@イヤコスメ,"Σ》 HD-8000形

が号

( 4 )

ので,

ボディーにメタリ,ワクぽシルパー,

おしゃれ感覚を満喫できる。

づラ,,クチェ,,ク模様を取り入れた

メ"弔、υ

き鳥き"

《マイクロスパーづ》 SM-600 形
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.電子温風式家具調こたつ EK80形, EK90 形, EK・120 形

一家団らんの主役,ホームこたつ,このこたつもただ暖をとる器具か

ら冬はとたつ夏は座卓巴1年中使用の家具調が伸展定着してきた。

電子温風式は,赤外線ランづヒーターを PTC ヒーターに代えて安全性,

快適住省エネルギーの点で大きな進歩を遂げ好評を得ている。

H召和55年度は,とれを更に一歩進めて,ヒーターユニットの薄形化に

より,ヒーター部分を完全にテーづル内ヘまとめあげた。したがって真

横から見たときヒーター部分は見えなく座卓そのもので,こたつとし

て使うときも,座卓として使うときもその都度ヒーターをつけたり外

したりする必要もない。また,広く楽に使える本格的な家具調こた

つを商品化した。

.石油ガス化ファンヒータ

KD-25CTD形及び KD-32CTD形石油ガス化ファンヒーターは昭和

54年好評だったデザインを基盤にして,市場の要求を全面的に取り

入れ,併せて性能,操作性の改善を行った。昭和54年度品に比ベ

て,横幅寸法を 6Cm小さくし,重呈を 3kg軽減して,移動性が向

上した。また,スィ,,チの操作が立ったままできるように上面にスィ

ツチ類を配置した。その抵か,12時間のおはようタイマーをはじめル

ームサーモ,油検知,水検知等を付加し,室温の上りすぎを知らせる

室温ランづを設けて経済運転ができるよら忙した。また暖房室内の

酸素濃度が異常に低くなると自動消火させ,消火原因を表示する換

気ランづを設けて安全性が向上した。なお色調は木月とホワイト2種

類そろえている。

01」訂ⅡⅡιⅡ1ι11」111111計11"1111"11"111Ⅱ1」」Ⅱ1ⅡⅡ1Ⅱ"111「肌11Ⅱ"Ⅱ11"1ⅡⅡⅡⅡⅡⅡ1Ⅱ"」1ⅡⅡ111ι111ⅡⅡ「"1Ⅱ111計"11,Ⅱ1Ⅱ11Ⅱ"111111"Ⅱ1111」1ⅡⅡⅡ"肌"Ⅱ闘Ⅱ]f11Ⅱ1111Ⅱ1"ιⅡ"ⅡⅡ

'凡

'11」計"Ⅱ"」Ⅱ1"ⅡⅡl「11"Ⅱ"1ⅡⅡ"Ⅱι1111Ⅱ訂1」1111訂"」111"Ⅱ1111"ⅡⅡ11」111」111"ⅡⅡⅡ訂11""Ⅱ11"11」ι11肌Ⅱ"""11rl"11,1""11"1Ⅱ11111"11,1""Ⅱ"111」"""111」11Ⅱ1Ⅱ11111"1111"""Ⅱ1ⅡⅡ1"1111ⅡⅡ11Ⅱ11ⅡⅡⅡ"""111ⅡⅡ111耻1Ⅱ,1Ⅱ1111".111111町Ⅱ11"11"11"""""1Ⅱ1"11Ⅱ"Ⅱι1ⅡⅡ""11」1"

今

^

、

、籍髪シ

10. 3 住宅設備機器

当社赤外線式

."ワンパイプ給排式"住宅用《ロスナイ》

省エネルギー問題が社会の各分野で積極的に取上げられている中で,

住宅の密閉度の向上に伴う換気の必要性と《ロスナイ》の省エネルギー性

の認識が一段と高まっている。このような要請にこたえるため従来

より,取付けやすく,コンパクトで低価格をねらった"ワンバイづ給排

式"のスタンダードタイづの住宅用《0スナイ》 VL-800 形を開発したので

その特長及び仕様を紹介する。

(1) 1パイづ給排気方式のためφ10omm の壁穴1つで取付けでき

亨

フ7又

ヨ囲儷詞

'夕

11

牛,

住宅用《0スナイ》 VL-800形

新製品

電子温風式家具調こたつ

形 名 M排

棚棚

VL-800

ノ

周波数

(H力

強制

同時

給排

ノプチ

憾

1^1'・"1

50

10.家電関連機器

梢費電力

(W)

強

石油ガス化ファンヒーター KD-25CTD形

〆

60

弱

風量

(m3小)

強

る取付工事簡易形。

(2)既設の建物でφ10omm以上の換気孔があれば,壁の穴あけ

31
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工事は不要。

(3)壁厚40omm まで付属バイづで取付け可能。

(4)コンパクトで低価格形

.《クリーンヒーター》集中管理システム

学校,ホテル等の暖房を効率よく行う方法として《クリーンヒーター》など

の個別暖房を用いることが考えられるが,維持管理の面で多少問題

があった。それを解消したのが《クリーンヒーター》集中管理システムで,

とれを用いると1か所ですべての《クリーンヒーター》の制御監視が行え

省力化,及び省エネルギーに大いに役立つ。

とのシステムは,集中管理を行う所に設置する親機と各《クリーンヒ

ーター》に取付ける子機とからなり,親機及び各子機は1本の信号線

で互いにいもづる状に接続することにより構成される。

とのシステムの基本的な機能としては,《クリーンヒーター》の作動停止

機能,運転状態監視機能,異常発生時の警報機能があり,その他オ

づションとしてガス漏れ発生時の警報機能,自動運転を行うための夕

イマー機能,集中温度制御機能を付加するととができる。

とのシステムの親機1台で制御できる子機の台数は最大32台で,

その通信距離は最長2kmである。通信に関してはすべて親機が制

御権を持ち,親機より各子機に順番に呼びかける子機がそれに応答

通信線(同軸ケープル)は5C2V

」非11"Ⅱ計"ⅡⅡ"""""ⅡⅡ11"1""訂"tⅡ""11111Ⅱ11"11",計Ⅱ計Ⅱ"計ⅡⅡ11Ⅱ"1Ⅱ1"訂肌""11Ⅱ訂ⅡⅡ1Ⅱ訂ⅡⅡ1Ⅱ町Ⅲ1ⅡⅡ1Ⅱ1Ⅱ11""肌""ⅡⅡⅡ"ⅡⅡ"Ⅱ"1Ⅲ"Ⅱ計11""Ⅱ"1111"""11"ⅡⅡⅡn""訂ⅡU1Ⅱ1"Ⅱ計Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ""Ⅱ""計ⅡⅡ肌Ⅱ"""1ⅡⅡ1ⅡⅡ

( 5 )

外形寸法

適用面積

1ヨ王里至

幅 40OX奥行 20OX高さ

6~ 8畳(3 ~ 4人)

する形で行われる。このシステムは親機は P ROM仕様,子機はマ

スク ROM仕様のマイコンで構成されて仏る。したがって対象となる

機器の制御方法,霊見内容,アラーム仕様等はすべて親機側のづログラ

ムに依存しているので,機能の追加変更が容易に行え,またそれの

変更により多くの分野に応用することができる。

厄亙亘亘亙亙動

280mm

コントローラー

^

15台用

(テレビアンテナ用)

.各部屋に据付けカクリーンヒーターは集中配管(ガス又は石油)によη燃料供給します。

.ルームエアコン《アートクール》 MA・180IR 形

エアコンの普及率の上昇は,スペースセーづの必要性ヘと発展し,今や工

アコンの条件として欠かせな仏重要なテーマの1つである。紹介する

ルームエアコン《アートクール》は,とれをライフスペース的分析により,省ス

ペースの究極であるスペースのゼロ化に挑職,感覚上エアコンを室内空

問より耶逐すると仏う新しい発想で誕生した。奥行は額縁の厚さに

抵ぽ等しφ 8.9Cm,正面中央には絵画が入り好みの絵と交換、でき

完全に額縁の機能を有している。

この額の中に当社独自の新技術を導入したルームエアコンの機能を

凝縮させたものであり,理想的な据付場所ヘ,年間商品ヘと新しい

価値感を生み出したこれからの 1アコンのあるべき姿として注目さ

れている。
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1.研究・・

.りん酸形燃料電池発電システム

.風力発電装置

.30MVA超電導同期調相機

.蓄熱式空調装置

.集光形G.AS太陽電池

.光通信用lnGaA.P長波長レーザ

.ロゼットスキャン赤外線検知装置

.人工衛星の磁気軸受支持フライホイール

.固定へッド方式小形VTR

.高速FNプロセ*サ

.機器分析の援用によるLS1開発の高効率化

.縮小投影転写技術

.PID コントローノレパラメータの自動チューニング

.構造化端末機器構築方式

.OCR用近赤外発光螢光ランブ

.自動車用大形液晶表示装置

.下水処理プロセスにおける新MLSS制御法

.高圧ナトyウムランブのサージ電圧制御と新形電極

.5kw c09 レーザ

.三菱トランジスタパノレスマグ溶接機

.電子ビーム溶接機用電子銃

.ワイヤハーネスシステム

.金属構造・補強接着一常温短時間接着技術一

.感熱転写記録材料

.VHF帯用Li系複合フェライト

.投写形ブラウン管用新螢光体

.電波望遠鏡に用いられる高精度CFRPパネル

.絶緑処理用紫外線硬化性ワニス

.無機質耐熱絶縁材料

.粉体塗装の冷蔵庫キャビネットへの適用

2.電力・ー ・(18)

2.1 発電 ・・・・(18)

.原子力発電プラント

軽水炉プラント

核融合試験装置

タービン発電機

炉心出口温度計装盤

制御棒不整合検出装置

高速増殖炉"もんじゅ"向け技術の開発

超電導技術の進歩

.火力発電プラント

タービソ発電機

最新形火力運転員訓練用シミュレータ(東京電力(株)品川火力発

電所納め,1,00OMW貫流ユニ"ト)

火力発電プラントの制御技術

中国上海宝山火力発電所向け《MELCOM 350-5のシステム

.水力発電ブラント

四国電力(株)本川発電所向け 316MVA/320MW発電電動機の

工場完成

最近の水力発電所向け制御装置

(23)2.2 送変電・ー・

.変圧器

UHV試作変圧器及びガス絶縁開閉装置試験モデルの長期課電試

験

東京電力(株)新座変電所納め3相275kv,20OMVA 分路りアク

トノレ

大形変圧器の計測データ処理システム完成

.開閉装置

550/80okV がいし形ガスしゃ断器

550kV 12,00OA タンク形ガスしゃ断器

ガス絶縁母線(GIB)

発竃主回路接続装置(GMCS)用開閉装置

ブラジルC1正SF向け電力系統電圧安定用無効電力補償装置

(SVC)

水平・鉛直2方向振動試験設備

.系統制御・保護

九州電力(株)技術研修所納め系統運用シミュレータ

送電線ディジタル保護りレー

FM電流差動キャリアリレー

光PCM伝送を用いた電流差動保護りレー装置

・(28)2.3 配電一・

配電線アンサバック信号伝送特性試験装置

3相 2,oookvA巻鉄心変圧器

・(29)2.4 自家用発受配電

鹿島北共同発電(株)納め自家発制御システム

九州電力(株)竜郷発電所納め 12,50okvA ディーゼル発電機

(3の3.産業用電機品,計測・制御と環境

(31)3.1 産業プラント用電機品

.ホットストy ツプミル用電機品

.鉄鋼プロセスライン用電機品

.鉄鋼圧延機用サイリスタモータ

.棒鋼・線材圧延機用電機品

.高炉装入設備用電機品

.製鋼プラント用電機品

.交流可変速システムの新分野ヘの応用

.ワインダの新制御システムの確立

.アルミ精錬用整流器プラントの連続納入

.地熱発電蒸気井掘削りグ用電機品

.日本コソベヤ(株)納めブルコンシステム用電機品

.最近の大形交流電動機

(35)3.2 計測・制御

.総合計装制御システム《MACTUS》の充実

.鉄鋼加熱炉計装制御のDDC化

.化学プラント用総合計装システム

.東京都下水道局森ケ崎処理場(東)納め監視制御システム

.弘前市下水処理場納め水質計装制御システム

.新形シャーシダイナモメータ
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.超音波探傷器

.高調波解析装置(MAHA-1)

.変圧器油中ガス自動分析装置

.レーザ式表面検査装置

3,3 生産機器 (39)

.パッケージ形電子ビーム溶接機

.全自動NIC放電加工機

.数値制御装置《MELDAS-MI》

3,4 環境保全設備 (4の

.ガラス温室環境制御ヘのマイクロコンピュータの応用

.乾式オゾン脱臭装置

.ごみクレーンの自動運転システム

4.汎用電機品 (41)

4.1 制御機器 ・(41)

.シーケンサ《MELSEC-K シリーズ》

.シーケンサ用グラフィックプログラミングパネノレ

.省工才ゾレギーコソトローラ《MELTIC》

.電子式タイムスイッチ

.DRS-N形新シリーズ半導体タイマ

.りモロン機器 BR シリーズ

.水道メータ用遠隔表示カウンタ FT-15P . FT-35

.数字表示形最大需要電力計

4.2 配電機器 (43)

@新形モールド変圧器

.新電気絶縁用液状ポリオレフィンゴム《メルキッド》モールド形

変流器

.低圧用変流器CW-Lシリーズ

.フ.2/3.6kV ヒューズ付負荷開閉器 (SCL/SCT 形K シリーズ)

4.3 電動機応用 (45)

.汎用モータ用インバータ《FREQROL》 L及びM シリーズ

.新形1次電圧制御可変速装置《ASCROL-B シリーズ》(PSN-B

形モータ)

.可変速定位置停止クラッチモータ《りミ・ストップZ》

.DB-199形1本針本縫自動糸切り シン

.紡績用高効率モータ

.無接点スィッチ式ポータブル水中電動機

.3インチ水中ポンプ

.乾式電磁クラッチ・ブレーキ(薄形Uシリーズ)

.アームノぐランサ,ジブノぐランサ

5.通信と電子応用 (48)

5.1 通信機器 (49)

.交通管制用光伝送ITV システム

.光フ丁イバ伝送用部品

.東北・上越新幹線列車無線システム

.警視庁無線通信指令設備

.警視庁無線中央制御監視設備

.市町村防災行政無線システム

.ファクシミリ

5.2 宇宙機器 (51)

.海洋観規1衛星1号搭載用マイクロ波放射計の試作

.山口衛星通信所第2施設アンテナ設備

.衛星通信用SCPC端末装置

三菱電機技報. V01.55. NO.1.1981102

.衛星通信用パケット伝送制御装置

.衛星通信地球局用FET増幅器

ー・・・・・(53)5.3 羊,二1=ιt!、j司;農暑号・・・・・・・・・・・・・・・・・・

.マイクロ波レーダ散乱計及び雨域散乱計

.気象用ドップラレーグシステム

.電子カラービジョンシステム《オーロラビジョン》

.為替レートディスプレイ装置

.インラインシリーズ局j解像度カラーデバスプレイモニタ

.航空機搭載用高解像度カラーブラウン管

.業務用固定へッド方式PCM録音再生機

.T-600 シリーズ POS 夕ーミナノレ

.電力管

(5の5.4 伝送機器

.広域監視制御システム《MELFLEX シリーズ》化の完成

.光ファイパ伝送装置を用いた 50okV変電所構内監視制御システ

厶

.九州地方建設局向け真幸堰ゲート制御装置

.工業技術院筑波研究センター防災安全管理システム

.福岡市高速鉄道向け電力管理用遠方監視制御装置

.水資源開発公団納め兼山取入ロゲート制御装置

.農林水産省納め阿賀野川用水集中管理システム

.農林水産省納め多良岳開拓水管理システム

.農林水産省納め西津軽農業水利事業水管理施設

.中部電ブJ(株)犬山変電所向け静止画像遠隔監視システム

・・(6の6.集積回路と半導体素子

(61)6.1 集積回路

.128 リフレッシュ方式 64K ビットダイナミック RAM

.高速ECL ゲートアレー

.テレテキスト制御機能付りモートコントロール用LSI

.音声合成用LSI

.テレビ用りニア集積回路の大規模化

.光センサ内蔵IC

.90OMH.帯移動無線機用 10W出力高周波厚膜混成集積回路

ー・・ー(63)6.2 マイクロプロセッサ

.マイクロプロセッサシリーズ

.汎用基板コンピュータ《MELCS85/2 シリーズ》及び音声出力

用ボード

.4 ビットワンチップマイクロコンピュータ M58845-X X XP

-AID変換器,タイマ/カウンタ内蔵一

(64)6.3 半導体素子

リガサイリスタ及びトリガ用70mW大出力.4kv l,50OA 光ト

LED ユニット

.1,00OV,30O A 大電カトランジスタ

.高速スィッチングサイリスタ GATf2機種を開発

.半導体パワーモジューノレ

.10GH.,10W 内部整合化フりツプチ"プ形高出力 G.A' FET

.KU帯超低雑音GOA.FET

.高安定GaASFET発振器とその応用

(67)フ.電子計算機

(67)フ.1 電子計算機及び周辺端末機器

.汎用コンピュータ《MELCOM-COSMO》シリーズモデノレ900Ⅱ

、
、
.
、



.オフィスコンピュータ《MELCOM 80 シ y ーズ》

.M28釦形8インチ小形固定ディスク装置

.高速漢字プリンタ

.《MELCOM/LOOP》伝送システム

.フ丁ームウェアゼネレータシステム

.分散分析手法によるデータ解析プログラム DANAS

.《MELCOM 350-50》工業用計算機システム

.《MELCOM 350-5の A2100 バノレクコアメモリシステム

.工業用計算機のソフトゥエア生産支援システム

フ.2 電算機応用システム (7の

.光フフィバ高速りングバス忙よるコンビュータネットワークシス

テ厶

.三菱自動車工業(株)における部品倉庫コントロールシステム

.階層化オンラインシステムー生産管理システムへの適用一

.東北大学医学部附属病院における癌治療のための医療データベー

スシスフム

.全日本空輸(株)搭乗載情報システム

.三菱油化メディカルサイェンスにおける阪学特殊検査自動化シス

テ厶

.(株)川島織物における《MELCOM 70シリーズ》による関西地区

オンライγネットワークシステム

.M2350インテリジェントターミナルシステムによる競技場分散

処理システム

.シニル石油(株)における《MELCOM 80/38>システムによる資

金管理システム

.島田屋本店におけるワソタッチスクy ーンによるオンライン販売

省;丑Eシステム

8.建築関連設備 (75)

8.1 エレベーター.エスカレーター (76)

.全電子化群管理エレベーター"OS システム 2100"の稼働

.モジュラーエスカレーターのシリーズイヒ

.規格形エレベーター及び標準形エレベーター

.標準乗用油圧エレベーターのモデルチェンジ

.エレベーター・エスカレーターの海外活動

.安全性・使いやすさを重視した新しい付加機能

.新形式の自動窓ふきシステム

8.2 冷凍・空調機器 (78)

.マイコン搭載空気熱源ヒートポンプチリングユニット

.チラーシステムの省エネノレギー制御とその効果

.マルチセントラルエアコンの中央管理システム

.事務所・店舗用エア=ン《M,. SLIM》天吊り

.ヒートノぐイプ応用

.ビニーノレハウス用地中熱交換システム

8.3 照明 (8の

.演色性改善形高圧ナトリウムランプ"ハイルックス DL (デラッ

クス)"

.高効率メタルハライドランプ《マノレチスターシリーズ》の開発

.高効率電球色けい光ランプ《ルピカソフト》

.1C スタータ《ノレミクィック》と即点灯形住宅用けい光灯器具

.ラビッドスタート形けい光ランプ(FLR4の用省電力形安定器

.CAD による HID照明器具

.照明自動制御装置

8.4 ビル用電気設備及び防災防犯設備

.ガス絶縁変圧器

.超高層ビル向けビル総合管理システム《MELBAS》

.オンライン端末機用精密級発動発電装置(MCGシリーズ)

9.交通

9.1 電気鉄道

.磁気浮上式鉄道

.新交通システム

.東北・上越新幹線電車用電機品

.輸出向け電気機関車及び電機品

.軽快電車

.車両用主電動機

.車両用チ,ツパ制御装置

.鉄道車両用モニタリング装置

.車両用空気調和装置

.走行風利用送油自冷式主変圧器

.交流主電動機インバータ制御システム

.電車用試験装置

.フライホイール式電車線電力蓄勢裴置

.サイリスタ式セクショγストッパ装置

.乗車券印刷発行機《MELPAS-1》

9.2 船舶

.排ガス利用蒸気夕ービン用2極交流発電機

.40OH.精密級交流電動交流発電機の並行運転装置

.船用コンビネーションクレーンシステム

.カラーCRT付き機関監視記録装置

.船用光フフイバ信号伝送制御システム

9.3 自動車

.電子燃料噴射装置

.トy ツプゴソビュータ

.ノックコントローノレ装置

.1Cイグナイタ内蔵形無接点式配電器

.ス,ぐノレレックス車用オートクラッチ

.タイぐ集中制御装置

.第4世代形軽量化オルタネータ

.定速走行装置

.2輪車用イグナイタ

.アラーム付力ークロック

.ロータリ用IC化無接点式配電器

.カーエアコン用マノレチスイングノレーノぐ

.新形ゴルフカート

.新形力ーステレオ

10.家電関連機器

10.1 音響・映像機器

.《グイヤトーンスピーカー》

.X-10形セットアップコンポ

.カラーテレビ

.ビデオカセットレコーダー

.高輝度投写管

10.2 家庭用機器

.ロータリ圧縮機搭載冷凍冷蔵庫

(96)

(9の

(83)

四4)

四4)

(84)

・(85)

(89)
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.低温用口ータリコンプレッサ

.スチームオーブンレンジ

.輸出用電子レンジET-712 (カードy ーダ形)

.ジューサーミキサー《フノレーツシャワー》

.電子ジャー炊飯器《かまどっ子》

.オーブントースター

.ホットプレート

.業務用総合理美容器具《ダイヤコスメットΣ》 HD-8000形
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10.3 住宅設備機器
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島球場(静岡県)

二の球場は両翼91m,中堅118mのフィールドと 16,000名収客できる畿

客及びその他の球設備が完備した本格的な球場である。照明は地

上36.5mのスチールパイプ照明塔6基に,高効率で)色性のよい100OW

メタルハライドランプ<マルチスター>計366灯使用して投光照明して

いる。照度はバッテリー間が32401×,内野23801×,外野13581×(いずれ

も初期平均)あり,」1S照度基準,野球職業試合の照度を上回る高照

度で.練習等の場合には必要に応じて照度を1/2又は1/4に切換えるこ

とができる。

Ⅱ
,

^

^

1

2.鰯伊丹新宿店(京都)

伊勢丹て・は店内の大改装に伴い店内照明を一新し,'エネルギー照朋

を含めた新しいデパート照明を完成した。照明は40W'電力・)色

けい光ランプ4灯天井埋込み大形アルミルーバー付き器具で全照明

を行い,中央通路付近の柱回りにシャンデリアタイプの器具を配し,

合わせてビーム電球を使用したダウンライトを採用している。一般に

華やかな'、人い気づくりがされるデパート照明とは異なり,シックで

高級ムードのデパート照明である。照度は500~ 10001×。

.国設猪苗代スキ場(福島県)

ゲレンデの照明に高効率メタルハライドランプくマルチスター)を使

用した省エネルギー照明である。照明は全長約70omのゲレンデ照明に

100OW くマルチスター)計50灯(投光器使用)を13基のポールに搭戟

し,ゲレンデ面で平均40IXの照度を得ている。またリフト乗場付近に

は「カラーシャドー照明システム」 1基(40OWカラーシャドー用ラン

プ9灯使用)を設置し,しいカラフルな影の演出が図られ.ナイタ

ースキーをより楽しいものにしている。点滅制御は多伝送装置によ

る各灯りモートコントロールて、ある。

^

^

^

、、、、、、

「^

3、日本冷繍本社ピル(東都)

照明の省電力を最重点に設計された事務所ビル照朋である。省電力の

主な点は,光源に省電力形けい光ランプを使用したことと,昼光利用

システムを本格的に採用したことである。省電力形けい光ランプの使

用で一形けい光ランプの使用に比ペて約5%の省電力がられ,ま

た昼光利用システムは窓から入る昼光の状態に応じ窓側から1,2列

までの照明器具を自動的に点滅させ,仕事に差し支えないよう常に適

切な照度が得られる。昼光利用による年間節電率は約12%が得られる

ように設計しており,照度は 1000~ 11501×。

^

U

^

1广"

5.小田百貨店別館「ハルク」(東京都)

デパートの場にHIDランプを本格的に使用した照明である。天井高

さ4.7mの高天井 1 階場に,250W <BOCランプ>(高演色高効率メタ

ルハライドランプ)と20OW 球を併用し,その混光は平.'演色評価数
Ra=92,色温度410OK,効率70lm/Wの暖か味のある優れた)色性を

ている。照明器具は(BOCランプ用>はうすいゴールド色イ士上げのルー

バー付き半埋込形,電球用は下面開放形ダウンライトを使用して格調

高くしい照明である。照度は平均6501×。
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6.トヨタ自動工鰯田工(

当電力工照明である。光源には省力形ΠOW 出力けい光ランプ

(一形にくらべて約9%の省電力)を使用し,その点減には昼光利用

照明システムによる自動制御が行れている。すなわち工場内の天窓近

くに設された受光器で屋外光を検知し,自動制御装によって屋内

照朋を作業の必要に応じて点灯させる方式が採られている。照明器具

は工場照朋用けい光灯器具(パワールミ>を使用しており,快適な作

業環境をている。照度は平均3501×。
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